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技
術
の
継

承
、
あ
る
い

は
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ

の
伝
承
の
重

要
ᄝ
、
ࡒ
迫

ᄝ
が
િ
伝
さ

れ
て
֮
し
い
が
、
長
年
の

取
材
を
通
じ
て
感
じ
て
い

る
の
は
、
各
事
業
体
が
継

承
し
て
き
た
「
Ⱕ
産
」
は

კ
ず
し
も
同
一
で
は
な
い

こ
と
͎
管
路
の
ྟ
設
ᖓ
え

の
や
り
方
や
浄
水
場
の
⸼

ⵛ
管
理
手
法
な
ど
も
ߣ
通

項
が
多
そ
う
で
ᤕ
し
て
そ

う
で
な
い
。
そ
し
て
、
多

く
の
事
業
体
関
係
者
は
そ

れ
ら
の
「
Ⱕ
産
」
が
全
国

ߣ
通
の
ス
タ
ン
ダ
㼰
У
だ

と
固
く
ۄ
じ
込
ϵ
で
い
る

͎
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
い

わ
Ϩ
る
経
験
工
ฃ
の
⊩
が

そ
れ
π
れ
の
事
業
体
で

「
伝
承
」
さ
れ
て
も
、
؆

事
業
体
と
の
ߣ
通
ᮋ
・
相

⹆
ᮋ
の
ᢻ

検
証
と
い
う

営
み
は
こ
れ
ま
で
は
ᢅ
ど

な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
͎

結
ᘀ
と
し
て
市
町
ᗊ
合
併

や
広
域
化
で
一
つ
に
な
っ

て
ח
い
の
「
常
⮮
」
に
㏅

ᇂ
す
る
よ
う
な
事
ᇧ
が
㋁

在
化
し
て
き
て
い
る
͎
日

水
協
全
国
会
⮼
の
ᆼ
⑭
は

今
া
特
集
で
も
確
認
で
き

る
が
、こ
こ
で
は「
伝
承
」

の
ߣ
ᖚ
・
ឨ
ᩜ
化
の「
場
」

た
る
ϛ
き
こ
と
も
強
調
し

た
い
。
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ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
水
道
課
は
18

日
、
⇆
11
回
ᗡ
日
本
大
震
災

水
道
復
興
支
援
連
⌿
協
⮼
会

を
ἰ

市
߰
の
会
⮼
場
・
и

ф
Є
ス
で
開
催
し
た
。


手
、
ู
ః
、
₽
島
の
被
災
㹨

県
水
道
行
ᑠ
ዝ
当
者
と
、
関

係
団
体（
日
本
水
道
協
会
、水

道
技
術
Ῠ
⅐
Е
ン
タ
㼰
、
全

国
上
下
水
道
Ѝ
ン
Џ
ル
タ
ン

ト
協
会
）
関
係
者
、
ᖚ
⮮
者

ൌ
員
が
出
ྴ
。
㹨
県
の
水
道

施
設
の
復
興
・
復
旧
ᲆ
᥄
や

課
㊹
、
各
団
体
の
活
࣠
を
ߣ

ᖚ
し
、
今
後
の
復
興
・
復
旧

に
向
け
た
取
り
〉
み
に
つ
い

て
ᆼ
見
צ
᎓
し
た
。な
お
、全

体
協
⮼
会
の
開
催
と
前
後
し

た
日
ℊ
で
㹨
県
で
の
現
地
調

査
部
会
も
実
施
し
て
い
る
。

同
課
は
災
害
復
旧
事
業
の

実
施
ᲆ
᥄
な
ど
を
ి
৵
。
査

定
ᲆ
᥄
は
今
年
10
月
ᖱ
現

在
、
２
０
２
事
業
者
㹨
１
４

؟
で
通
常
査
定
㹨
１
㹫
ޒ

߱
、
特
چ
査
定

１
０
２
４
ޒ
߱

と
な
っ
て
い

る
。
特
چ
査
定

の
ہ
Ḣ
⪫
ㅱ

は
、
46
事
業
者

の
う
ち
28
事
業

者
が
事
業
を
完

了
し
た
。
今
年

度
の
ہ
Ḣ
⪫
ㅱ

؟
は
８
）؟
㹫
・

９
ޒ
߱
）
で
、

⇆
１
期
復
興
・

࢙
生
期
間
の
最

⌨
年
度
だ
っ
た

ᓺ
年
度
と
の
ᢻ

で
38
؟

（
22
・
４
ޒ
߱
）
減
少
し
て

い
る
。
な
お
、
実
施
計
画
調

査
㊺
８
７
４
ޒ
߱
に
対
し
て

全
体
ہ
Ḣ
⪫
ㅱ
㊺
は
７
㹫
７

ޒ
߱
と
な
っ
て
お
り
、
進
ጻ

ᴀ
は
事
業
費
г
㼰
ス
で
87
・

８
㹚
。

㹨
県
か
ら
の
ి
৵
で
は
、


手
県
は
災
害
復
旧
が
⌨
ἷ

を
迎
え
て
い
る
一
方
で
完
了

後
に
は
被
災
し
た


部
を

中
心
に
人
口
減
少
に
伴
う
ঙ

ἦ
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
、
ู
ః
県
は
ہ
Ḣ
⪫
ㅱ
回

ᑼ
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

年
度
߰
ఛ
行
ᴀ
が
ٕ
く
繰

越
・
օ
用
㊺
が
多
い
こ
と
、

₽
島
県
は
ྷ


㇏
ळ
域
を

ዏ
え
る
事
業
体
は
ま
ち
χ
く

り
を

め
た
復
興
計
画
が
定

ま
ら
ず
復
旧
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が

⬺
明
さ
れ
た
。

日
水
協
は
支
援
職
員
の
派

咁
21
␡
11
␡
29
咂
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日
本
水
道
協
会
全
国
会
⮼

➎
哎
⤤
㠃

ᮏྕ䛾≉㞟

も
֓
事
業
体
と
₽
島
県
ᦪ
ᤅ

町
か
ら
派
遣
要
⭐
が
来
て
お

り
、
ၓ
き
続
き
全
国
の
事
業

体
に
ℸ
ᝂ
的
に

掛
け
し
た

い
と
し
た
。

（
Წ
᩿
に
ྵ
地
ᛦ
௹
ᢿ
˟
）

遣
ᲆ
᥄
を
⌠

。
こ
れ
ま
で

に
27
事
業
体
か
ら
日
ᑼ
г
㼰

ス
で
⋷
２
տ
４
０
０
０
人
の

実
⏚
が
あ
り
、
現
在
は
ᣝ
؉

᥀
市
と
Ὶ
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
を
支
援
中
。
来
年
度

ู
ః
県
は
22
日
、
水
道
用

水
供
給
事
業
、
工
業
用
水
道

事
業
、
ᦗ
域
下
水
道
事
業
の

一
部
に
Ѝ
ン
Е
㼩
Б
ョ
ン
方

式
を
取
り
入
れ
ษ
ᣙ
連
携
で

⸼
営
す
る
「
ู
ః
県
上
工
下

水
一
体
ษ
ᣙ
連
携
⸼
営
事

業
（
み
や
ぎ
型
管
理
⸼
営
方

式
）」
の
実
施
に
向
け
、
大

༕
広
域
水
道
事
業
ক
び
؉

ॊ
・
؉

広
域
水
道
事
業
の

２
つ
の
水
道
用
水
供
給
事
業

に
つ
い
て
、
ॵ
生
労
ݩ
大
◅

の
⫞
可
を
取
Ⴚ
し
た
こ
と
を

発
⧏
し
た
。
水
道
法
の
規
定

に
基
χ
く
⫞
可
の
取
Ⴚ
に
よ

る
水
道
施
設
⸼
営
等
事
業
の

実
施
は
全
国
初
と
な
る
。

今
後
は
、
来
年
４
月
か
ら

20
年
間
の
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
近
日
中
に

２
つ
の
水
道
用
水
供
給
事
業

を

Ϣ
９
つ
の
上
工
下
水
道

事
業
に
公
ߣ
施
設
等
⸼
営
឴

を
設
定
し
、
事
業
の
ޭ
先
צ

ᨍ
឴
者
で
あ
る
л
タ
Ѐ
㼨
㼰

タ
㼰
ら
10
社
が
設
立
し
た
特

別
目
的
会
社
「
ᙗ
式
会
社
み

ず
Ϣ
す
び
и
Ч
ジ
л
ン
ト
み

や
ぎ
」
と
実
施

⋷
を
⎜
結

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ᣙ
間
資
金
等
の
活
用
に
よ

る
公
ߣ
施
設
等
の
ᑾ
備
等
の

ڬ
進
に
関
す
る
法
Ⴑ
（
㺅
㹻

㹾
法
）
⇆
２
ᗕ
⇆
７
項
に
規

定
す
る
公
ߣ
施
設
等
⸼
営
឴

を
水
道
事
業
に
設
定
す
る
場

合
に
、
水
道
法
⇆
24
ᗕ
の
４

の
規
定
に
基
χ
き
あ
ら
か
じ

め
ॵ
労
大
◅
の
⫞
可
が
კ
要

と
な
る
も
の
。
10
月
22
日
に

申
⭐
し
、
今
月
19
日
に
⫞
可

を
取
Ⴚ
し
た
。

造
水
ڬ
進
Е
ン
タ
㼰
（
໋

本
和
ೝ
理
事
長
）
は
５
日
、

⇆
37
回
理
事
会
を
開
き
、
今

年
度
の
事
業
の
進
ጻ
ᲆ
᥄
に

つ
い
て
ి
৵
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
現
在
、
公
ἦ
事
業
と

し
て
12
؟
（
う
ち
１
؟
中

ᡧ
）、
会
員
企
業
な
ど
か
ら

受
託
し
た
そ
の
؆
事
業
と
し

て
４
؟
を
実
施
し
て
い
る
。

国
ஞ
צ
通
Ὂ
か
ら
受
託
し

た
「
大

Ⴋ
▕
（
օ
⏨
ྟ
）

ろ
⸿
と
生
物
࠸
理
を
併
用
し

た
雨

時
࠸
理
Б
ス
テ
к
に

関
す
る
Ῠ
⅐
」
は
、
同
Е
ン

タ
㼰
が
Ῠ
⅐
代
⧏
者
を
務
め


⺰
大
ฃ
、
ख
ֽ
྅
市
立
大

ฃ
、
フ
З
Ѐ
、
ㅚ
波
製
⌊
、

日
本
水
工
設
計
に
よ
る
ߣ
同

Ῠ
⅐
と
し
て
ᓺ
年
度
か
ら
実

施
。
分
ᦗ
式
下
水
道
に
お
け

る
雨

時
ᦱ
入
水
の
ᦗ
入
特

ᄝ
を
㹾
㹸
㺉
や
⪘
ᨣ
技
術
を

活
用
し
高
⋋
度
に
予
ᨣ
、
ᓈ

存
施
設
の
࠸
理
能
力
を
最
大

ㅣ
発

さ
せ
た
上
で
大

Ⴋ

▕
を
用
い
て
ࣉ
ᴀ
的
に
࠸
理

す
る
雨

時
ᦱ
入
水
対
策
技

術
と
な
る
࠸
理
Б
ス
テ
к
の

開
発
を
目
的
と
し
て
い
る
。

自
主
事
業
で
あ
る
「
国
߰

್
へ
の
造
水
関
連
技
術
の
ᔴ

ক
ڬ
進
活
࣠
」
で
は
、
造
水

技
術
С
㼰
タ
г
㼰
ス
（
日
本

⬯
᱆
、
⚃
⬯
᱆
）
の
ⷿ
ࢶ
ۊ

正
な
ど
の
ϝ
か
、
来
年
２
月

初
ᓎ
に
⇆
28
回
造
水
Б
ン
з

ジ
Ѐ
к
を
「
下
・
፡
水
再
ࡥ

用
の
現
ᲆ
と
㹾
㺈
㺄
㹤
㺉
㹸

２
８
２
㼎
水
の
再
ࡥ
用
㼏
І

イ
У
ラ
イ
ン
活
用
方
法
」
を

テ
㼰
и
に
、
Ѐ
㼧
ブ
配
ۄ
ႎ

式
で
の
開
催
を
予
定
。

務
局
長
を
務
め
る
ἰ
໋
正


・
⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
は
「
下
水

道
予
算
を
し
っ
か
り
確
ہ
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」、

公
明
ߔ
下
水
道
ᑠ
策
に
関
す

る
⮼
員
ሸ
⬍
会

事
長
の
中

⼹
ᥳ
ᓤ
・
⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
も「
ᒋ

⡆
大
◅
を
先
㊦
に
、
し
っ
か

り
予
算
を
確
ہ
し
て
応
援
し

た
い
」
と
ⷵ
ϛ
た
。

地
方
自

体
や
産
業
界
か

ら
も
、
Ὶ
川
ᨊ
・
ஸ
ኃ
市

長
（
ஸ
ኃ
㖇
㼯
島
下
水
道
〉

合
管
理
者
）、
町
ᗊ
下
水
道

፳
進
協
⮼
会
会
長
の
田
མ
↔

ד
・
ᯢ
本
県
♬
ख
町
長
、
下

水
協
ⱓ
ࢼ
会
員
参
ֆ
会
会
長

の
ᖯ
│
ᓤ
ڲ
・
日
本
下
水
道

施
設
業
協
会
会
長
（
ク
ж
タ

会
長
）
が
そ
れ
π
れ
の
立
場

か
ら
ᆼ
見
を
⧏
明
。
こ
れ
ら

も
ⳟ
ま
え
下
水
協

会
長
を

務
め
る
上
地
߈
明
・
឵
㊌
賀

市
長
が
大
会
ᤕ
⮼
案
を
⬻
み

上
げ
、
ᩕ
場
一
◒
で
採
ዊ
さ

れ
た
。

大
会
⌨
了
後
に
は
ᎋ
⪺
活

࣠
を
実
施
。
大
ᛦ
会
長
ら
は

下
水
道
⮼
連

事
長
を
務
め

る
田
ᗊ
ሬ
֮
・
前
ॵ
生
労
ݩ

大
◅
（
⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
）、
同

⮼
連
会
長
代
行
の
⸞
ᤲ
一

⺗
・
⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
、
公
明
ߔ

ሸ
⬍
会
㋍

の
Ⲃ
⑸
一
૯
・

前
国
ஞ
צ
通
大
◅
（
⦴
⮼
ㅯ

⮼
員
）を
は
じ
め
、国
צ
Ὂ
、

⎐
務
Ὂ
の

部
に
㈝
会
。
Ⱕ

務
Ὂ
へ
も
⫙
れ
た
。

大
会
ᤕ
⮼
の
要
ᓌ
は
次
の

通
り
。

͏
ؓ
和
４
年
度
下
水
道
関
係

予
算
の
要
ᖦ
㊺
確
ہ
、「
防
災
・

減
災
、
国
ஞ
強
㈨
化
の
た
め
の

５
か
年
ࢶ
⸛
化
対
策
」
に
კ
要

な
予
算
の
確
ہ
͏
地
方
ݙ
制
度

の
߂
実
ক
び
地
方
צ
付
税
፵
置

の
確
実
な
実
施
͏
老
朽
化
対
策

に
係
る
国
費
Ⱔ
ዝ
の
継
続
ক
び

予
防
ہ
全
型
イ
ン
フ
ラ
л
ン
テ

Ф
ン
ス
へ
の
ⵛ
᎓
に
向
け
た
改

築
へ
の
重
ᮋ
的
支
援
͏
下
水
道

の
╘
ᮂ
⌐
化
を
፳
進
す
る
た
め

の
事
業
制
度
の
࢙
設

͏
雨
水
対
策
の
ࢶ
⸛
化
に
向

け
た
事
業
制
度
の
࢙
設
͏
С
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
㼨
㼰
л
㼰

Б
ョ
ン
を
፳
進
す
る
た
め
の
事

業
制
度
の
࢙
設
͏
「
下
水
道
広

域
化
፳
進
統
合
事
業
」
の
ዶ
߂

͏
「
下
水
道
ᑾ
備
፳
進
重
ᮋ
化

事
業
」
の
ዶ
߂
͏
水
ビ
ジ
Ч
ス

の
国
㆚
展
開
に
向
け
た
支
援

や
С
ジ
タ
ル
改
革
に
よ
る
ࣉ

ᴀ
化
、
あ
る
い
は
ᣝ
ۮ
変
࣠

対
策
な
ど
様
々
な
課
㊹
が
あ

り
、
未
ᔴ
ক
の
地
域
も
た
く

さ
ϵ
あ
る
。
⮼
連
と
し
て
、

先
生
方
の
ご
ᆼ
見
を
い
た
だ

い
た
上
で
ᑠ

に
し
っ
か
り

要
ᖦ
し
、
予
算
確
ہ
の
た
め

に
全
力
を
尽

く
し
た
い
」

と
ⷵ
ϛ
た
。

ᤕ
⮼
は
、

͏
関
係
予
算

の
౹
㊺
・
事

業
費
確
ہ
͏

防

災
・

減

災
、
国
ஞ
強

㈨
化
の
た
め

の
５
か
年
ࢶ

⸛
化
対
策
の

着
実
な
実
施

͏
老
朽
化
対

策
͏
࢙
Ђ
Ч
・
Ὂ
Ђ
Ч
事
業

へ
の
支
援
͏
ᦗ
域

水
対
策

を
፳
進
す
る
た
め
の
支
援
制

度
͏
С
ジ
タ
ル
化
支
援
・
広

域
化
支
援
・
未
ᔴ
ক
対
策
の

ዶ
߂
͏
地
方
ݙ
資
金
の
確
ہ

͏
水
ビ
ジ
Ч
ス
の
国
㆚
展
開

の
፳
進
㻻
を
ᣴ
め
る
８
項

目
。⎐

会
で
は
、
国
ஞ
צ
通
Ὂ

か
ら
ؓ
和
４
年
度
下
水
道
事

業
関
係
予
算
ᝎ
算
要
ᣴ
や
下

水
道
事
業
の
現
ᲆ
に
つ
い
て

⬺
明
を
受
け
た
ϝ
か
、

֮

ม
হ
・
日
本
下
水
道
協
会
理

事
長
と
、
地
方
自

体
か
ら

໋
ᚰ
༒

・
神
ೱ
川
県
❃
໋

町
長
、
ث
⡆

・
ᇇ
知
県
ᓷ

日
י
市
長
、

田
吉
ၖ
・
広

島
県
ց
ॷ
市
長
に
Ь
ϼ
ф
ン

Њ
し
た
。

自
ᣙ
ߔ
下
水
道
事
業
ڬ
進

⮼
員
連
ἳ
（
会
長
㿂
㊺
賀
㸊

ღ
⺗
・
⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
）
は
24

日
ߔ、
本
部
で
⎐
会
を
開
き
、

ؓ
和
４
年
度
下
水
道
事
業
予

算
に
関
す
る
ᤕ
⮼
を
採
ዊ
し

た
。
㊺
賀
会
長
は
「
老
朽
化

ᬌ
ᷱ
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
へ
の
対
応
、
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
人
口
減
少
に

伴
う
ঙ
入
減
に
и
ン
Ы
щ
㼰

օ
Ⲧ
、
未
ᔴ
ক
対
策
も
あ

る
。
課
㊹
が
໋
ℸ
す
る
な
か

に
あ
っ
て
、
そ
れ
π
れ
の
立

場
の
関
係
者
が

を
上
げ

た
。日

本
下
水
道
協
会
会
長
の

大
ᛦ
ㆹ
ೝ
・

໋
市
長
は
ጚ

ጁ
で
、
Ђ
㼩
Е
ン
Б
㼪
ル

щ
㼰
Ѕ
㼰
と
し
て
の
下
水
道

関
係
者
に
謝
ᆼ
を
ⷵ
ϛ
た
の

ち
下
水
道
の
役
割
、
ὂ
㈝
す

る
課
㊹
を


し
「
一
֤
と

な
り
、
下
水
道
関
係
予
算
の

所
要
㊺
確
ہ
、
新
規
制
度
の

ɦ
൦
ᢊ
ʙ
ಅ
̟
ᡶ
μ

ٻ
˟
ƕ

͵

日
本
下
水
道
協
会
な
ど
下
水
道
関
係
４
団
体
に
よ
る
「
下
水
道
事
業
ڬ
進
全
国
大

会
」
が
25
日
、
ᗡ

・
平
᤺
町
の
῟
防
会
㌥
別
㌥
Б
㼧
㼰
ン
バ
㼩
Щ
・
Џ
ж
㼰
で
開
催

さ
れ
た
。
全
国
か
ら
㍍
長
ら
自

体
関
係
者
、
下
水
道
関
係
企
業
関
係
者
に
ࢶ
え
、
国

会
⮼
員
も
多
く
応
援
に
㍫
け
つ
け
、
⋷
㹫
５
０
人
が
集
結
。
来
年
度
の
下
水
道
予
算
確

ہ
へ
ᣝ
勢
を
上
げ
た
。
国
ᣙ
の
ᕠ
ら
し
を
守
り
支
え
る
下
水
道
の
役
割
が
改
め
て
認
⮮

さ
れ
た
ᓺ
今
。
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
実
現
へ
、
関
係
者
が
想
い
を
ຮ
け
る
。

ɦ
水
道
ʙ
ಅ
⎡
ਤ
ዓ
⎞
Ӽ
⎄

実
現
を
⫠
え
て
い
く
こ
と
が

კ
要
」
と
⫠
え
た
。
国
ஞ
צ

通
Ὂ
、
⎐
務
Ὂ
か
ら
は
と
も

に
大
◅
が
出
ྴ
。
ᒋ
⡆
鉄

ೝ
・
国
צ
相
は
下
水
道
の
࢙

Ђ
Ч
・
Ὂ
Ђ
Ч
化
、
㹹
㺍
な

ど
へ
の
支
援
を
、金
子
ᅋ
ֱ
・

⎐
務
相
も
地
方
Ⱕ
ᑠ
፵
置
を

通
じ
た
広
域
化
・
ߣ
同
化
な

ど
を

げ
、
下
水
道
ᑾ
備
ڬ

進
を
強
調
し
た
。

国
会
⮼
員
か
ら
も
Ђ
㼰
ル

が
相
次
β
。自
ᣙ
ߔ
下
水
道
・

浄
化
ព
対
策
特
別
ൌ
員
会
ൌ

員
長
を
務
め
る
໋
本
ᖚ
ד
・

⦴
⮼
ㅯ
⮼
員
は
「
制
度
の
構

築
を
ℸ
ᝂ
的
に
応
援
」、
下

水
道
事
業
ڬ
進
⮼
員
連
ἳ
事

10
࠰
⎡
ራ
Ⴘ

ഩ
⎲
ბ
ܱ
に

ࣄ
ᐻ
ࢸ
↱
ᙸ
ੁ
ⅷ
ॖ
ᙸ
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ู
ః
県
現
地
調
査
部
会
は

17
日
、
؉
台
市
水
道
局

舎

で
開
催
し
た
。
被
災
水
道
事

業
体
は
同
市
、
ᣝ
؉
᥀
市
、

ഒ
川
町
、
ॊ
ց
ㅾ
町
、
Ὶ
巻

地
方
広
域
水
道
企
業
団
が
出

ྴ
。
ॵ
労
Ὂ
水
道
課
と
と
も

に
事
務
局
と
し
て
ู
ః
県
環

境
生
活
部
ᕠ
ら
し
の
安
全
፳

進
課
、
同
県
⎐
務
部
市
町
ᗊ

課
、
日
本
水
道
協
会
も
出
ྴ

し
た
。
会
⮼
後
に
は
؉
台
市

߰
の
現
地
⪆

も
実
施
し

た
。ู

ః
県
߰
の
水
道
施
設
の

復
旧
ᲆ
᥄
は
、
ᕠ
ら
し
の
安

全
፳
進
課
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
通
常
査
定
分
は
平
成
29

年
度
ᖱ
に
全
工
事
を
完
了
。

特
چ
査
定
は
11
事
業
体
が
受

け
、平
成
29
年
度
に

᥀
市
、

ؓ
和
元
年
度
に
ռ
㼯
ᦟ
町
、

２
年
度
に
は

取
市
、
ל
理

町
、
໋
元
町
が
完
了
し
た
。

現
在
は
被
災
規
模
の
大
き
い

ᣝ
؉
᥀
市
、
ॊ
ց
ㅾ
町
、


ⅽ
市
、
Ὶ
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
、
ഒ
川
町
、
؉
台
市

が
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
上

水
道
は
実
施
計
画
協
⮼
㊺
が

⋷
７
㹫
２
ޒ
߱
だ
っ
た
が
、

被
災
地
の
復
興
計
画
に
あ
わ

せ
㆑
時
協
⮼
㊺
を
見
ὂ
し
、

変
更
を
見
込
ϵ
だ
協
⮼
㊺
は

⋷
５
２
㹨
ޒ
߱
で
、
ہ
Ḣ
⪫

ㅱ
ᴀ
は
95
・
㹫
㹚
と
な
っ
て

い
る
。
≤
ᓪ
水
道
は
現
時
ᮋ

で
協
⮼
㊺
が
⋷
86
ޒ
߱
で
、

ہ
Ḣ
⪫
ㅱ
ᴀ
は
93
・
㹨
㹚
。

ہ
Ḣ
⪫
ㅱ
が
進
Ϣ
一
方
で

関
連
事
業
の
遅
ံ
な
ど
で
ؓ

和
㹨
年
度
߰
に
完
了
し
な
い

事
業
が
あ
り
、
県
で
は
ၓ
き

続
き
実
施
計
画
協
⮼
㊺
の
⋋

査
を
行
う
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
か
ら
８
Ѕ

年
の
⌚
計
で
צ
付
ᤕ
定
㊺
に

対
し
て
当
⬎
年
度
の
受
入
㊺

が
37
㹚
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

と
い
い
、
ہ
Ḣ
⪫
ㅱ
回
ᑼ
が

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
度

߰
の
ఛ
行
ᴀ
が
ٕ
く
繰
越
・

օ
用
㊺
が
多
い
現
ᲆ
も
あ

る
。出

ྴ
し
た
事
業
体
か
ら
も

「
防

స
事
業
に
関
連
す
る

⇾
所
で
現
在
発
ᥡ
中
の
工
事

の
完
了
が
ؓ
和
４
年
度
に
な

る
可
能
ᄝ
が
あ
り
、
今
年
度

צ
付
を
受
け
た
も
の
を
繰
り

越
す
可
能
ᄝ
が
あ
る
」（
ᣝ

؉
᥀
市
）、「
工
事
が
５
本
あ

る
が
؆
事
業
と
の
調
ᑾ
で
今

年
度
⌨
わ
ら
な
い
可
能
ᄝ
が

あ
る
」（
ॊ
ց
ㅾ
町
）
と
い
っ

た
ᲆ
᥄
が
⬺
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
調
査
㊺
が
⋷
２
９
８
ޒ

߱
と
最
も
大
き
か
っ
た
Ὶ
巻

地
方
水
道
企
業
団
は
、
ہ
Ḣ

⪫
ㅱ
の
協
⮼
申
⭐
が
12
月
に


ᚡ
⒓
←
ⅳ
ↄ
↙
ᢊ

⒔

⍐


30
࠰
Ჱ
உ
ᝍ
ᩋ

൦
ئ
վ
ڂ
Ɣ
ǒ
Ʒ
ȉ
ǭ
⌯
ȡ
ȳ
Ȉ
⍐

ჽ
ɺ

܉
ٟ

ࢥ
勖
ࢪ
勖
ࢥ
ࣥ
ࢧ
ࣝ
ࢱ
ࣥ
ࢺ
௦
⾲
协
๓
Ᏹ

ᓥ

ᕷ
水
道
ᒁ
㛗
ే
௵
༡
ண
水
道

ᴗ
ᅋ

ົ
ᒁ
㛗
卐

��Ό

⅌
一
ᚑ
ұ
ႆ

発
災
35
日
目
の
８
月
��
日
は
、
ᖨ

か
ら
㇗
行
き
が
ᄠ
し
い
金
ᕼ
日
で
し

た
。

ۮ
の
⬍
で
は
な
く
、
น
和
島

市
水
道
局
と
ॊ
予
水
道
企
業
団
の
関

係
の
こ
と
で
す
。

前
日
の
市
長
協
⮼
に
◑
る
ま
で

に
、
֓
〉
⏨
で
は
ク
ч
ч
е
ル
к
を


え
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
の
ᆼ

見
Ꮳ
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
後
次
ן
装
置
や
活
ᄝ
ᮂ
ព
の
ⷿ

ࢶ
、
ま
た
次
ן

⌐

ᬏ
度
の
⌛
か

な
調
ᑾ
な
ど
Щ
㼰
У
・
З
フ
ト
֓
㈝

で
す
。

そ
の
大
半
は
、
水
道
局
が
給
水
課

長
の

ᗊ
、
そ
し
て
企
業
団
が
事
務

局
長
の
↧
本
、
こ
の
ד
人
の
元
同
⌋

生
に
よ
る
㇜
⬍
協
⮼
で
行
わ
れ
て
い

た
の
で
す
。

こ
の
ᖨ
も
、

ᗊ
は
そ
れ
を

め

各
所
と
断
続
的
に
㇜
⬍
を
し
て
い
た

よ
う
で
し
た
。
��
時
⸿
ぎ
、
そ
の


ᗊ
の

が
Ⴕ
々
に
大
き
く
強
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
⬾
か
と
㇜
⬍

で
ᬌ
し
く
や
り
合
い
始
め
た
の
で

す
。
私
の
部
ຯ
ま
で
ຮ
く
そ
の
⬍
し

方
か
ら
は
、
相
手
が
↧
本
事
務
局
長

だ
と
い
う
こ
と
が
す
β
に
わ
か
り
ま

し
た
。

し
ば
ら
く
そ
の
や
り
取
り
は
続
き

ま
し
た
。
そ
し
て
㈖
か
に
な
っ
た

頃
、
私
は

ᗊ
の
ྴ
へ
向
か
い
ま
し

た
。
ᓈ
に
㇜
⬍
を
ࡒ
っ
た

ᗊ
の
⧏

情
に
は
余
⨎
が
な
く
、
ᄊ
り
の
せ
い

か
⸇
に
ၓ
き
つ
り
ᣝ
ਊ
に
私
に
は
ᓲ

り
ま
す
。
私
の
㋀
を
見
る
な
り

ᗊ

は
私
に
伝
え
ま
し
た
。
前
次
ן
の
ᬏ

度
を
下
げ
て
は
ど
う
か
と
↧
本
事
務

局
長
に
ᎋ
案
し
た
と
。
た
だ
そ
の
少

し
前
、
水
道
局
の
別
職
員
か
ら
⸼
ⵛ

を
ൌ
託
し
て
い
る
業
者
へ
⸇
の
要
⭐

が
入
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
指
₅
⋲

統
が
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
と
↧
本

が
ᄊ
り
始
め
、
そ
し
て
ⓘ
く
Ⓝ
を
持

た
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。

こ
の
時
ᮋ
で
は
、
水
道
局
よ
り
企

業
団
の
ϝ
う
が
余
⨎
が
᮲
か
っ
た
の

は
⪺
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ϵ
。
消
ᢹ


生
成
物
対
策
は
、
代
ᖓ
浄
水
施
設

⸼
営
主
体
の
企
業
団
が
行
う
し
か
あ

り
ま
せ
ϵ
。
そ
の
た
め
、
水
道
局
に

伝
わ
り
き
ら
な
い
苦
労
が
多
々
あ
っ

た
こ
と
で
し
㼢
う
。

立
場
を
置
き
᎓
え
る
と
そ
れ
は
≤

ो
に
想
ݫ
が
で
き
ま
す
。
چ
え
ば
水

道
局
の
場
合
、
特
に
こ
の
災
害
対
応

の
初
期
ᢢ
㆐
で
は
、
ᇇ
ඦ
県
か
ら
の


い
合
わ
せ
に
ዝ
当
職
員
は
ᅴ
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
余
⨎
が
᮲
い
中

で
、
⬏
⌛
に
わ
た
る

い
合
わ
せ
が

再
ց
再
四
入
り
、
そ
の
度
に
行
っ
て

い
た
٣
業
を
中
断
さ
せ
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
Ⴃ
ら
の
♲
立
っ
て
い
る
様

子
を
目
に
す
る
度
に
、
ॵ
労
Ὂ
水
道

課
の
よ
う
な
ф
Ђ
И
ン
を
派
遣
し
て

く
れ
れ
ば
お
ח
い
に
と
っ
て
☩
い
の

に
と
、
何
度
思
っ
た
こ
と
で
し
㼢

う
。
県
に
も
事
情
が

あ
る
の
だ
ろ
う
と
私

か
ら
の
ዅ
⮼
は
፲
え

ま
し
た
が
、
こ
の
時

の
↧
本
事
務
局
長
は

そ
れ
を
⹉
か
に
超
え

た
ᲆ
᥄
に
置
か
れ
て

い
た
の
だ
と
፳
ᨣ
し

ま
す
。

㼎
ま
ず
い
㼏、
私
は

自
分
の
出
番
だ
と
ὂ

感
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
л
м
ྐྵ
だ
け
を

持
っ
て
す
β
に
企
業

団
事
務
所
へ
向
か
い

ま
し
た
。

水
道
局
に
㆟
፰
し

て
い
な
が
ら
も
、
会

⮼
า
を
ㅱ
い
て
ᔴ

ᢢ
は
ϝ
と
ϵ
ど
入
っ

た
こ
と
の
᮲
か
っ
た

ॊ
予
水
道
企
業
団
、

そ
の
事
務
า
へ
私
は

ो
身
乗
り
込
み
ま
し

た
。
水
道
局
と
Ḷ
な

り
、
職
員
は
結
構
い

る
も
の
の
㈖
か
な
部

ຯ
だ
っ
た
と
い
う
の

が
そ
の
時
の
⇆
一
印
象
で
す
。
一
番

ഇ
の
自
ྴ
に
↧
本
事
務
局
長
は
က
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の

を
確

認
し
た
Ⴃ
は
、
本
来
は
事
務
局
長
า

で
あ
っ
た
入
り
口
付
近
の
Ы
㼰
テ
㼥

Б
ョ
ン
で

ま
れ
た
応
፰
า
へ
私
を

導
き
ま
す
。
Ⴃ
の
㋀
に
は
余
⨎
が
全

く
᮲
く
、
そ
し
て

ᗊ
同
様

ၓ
き
つ
っ
た
⧏
情
で
す
。
Ⴃ

は
私
が
ᄊ
㔞
り
込
み
に
来
た

の
だ
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ϵ
。
お
ח
い
こ
の
֓
〉

⏨
に
配
属
さ
れ
る
前
は
本


勤
め
で
し
た
の
で
、
私
の
若

い
頃
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
で
し
㼢
う
。
ᣝ
に
入
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
相
手
先
に

乗
り
込
み
年
上
だ
ろ
う
が
何

だ
ろ
う
が
食
い
つ
く
ᄝ
ᙤ
で

し
た
の
で
、
そ
の
時
そ
う
思

わ
れ
た
と
し
て
も
օ
自
然
で

は
あ
り
ま
せ
ϵ
。

し
か
し
、
そ
ϵ
な
私
も
ᡴ

を
重
Ϗ
る
ご
と
に
֤
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
同
ྴ
し
た
ہ
ࡥ
浄
水
課
長
と

↧
本
事
務
局
長
を
前
に
し
て
、
私
は

ᅫ
ら
れ
な
い
よ
う
に
大
き
く
᧾
ਐ
১

を
し
ま
し
た
。㼎
น
和
島
市
水
道
局

は
被
害
者
だ
π
。

災
に
よ
る
と
は

⪺
え
、
断
水
の
ॷ
୲
者
は
ॊ
予
水
道

企
業
団
だ
ろ
。
ᓍ
く
ク
ч
ч
е
ル
к

対
策
を
し
ろ
よ
㹖
㼏
と
の
ল
び
を


え
る
た
め
に
。
そ
し
て
ࠗ
㈖
さ
を
装

い
な
が
ら
⇆
一

を
発
し
た
の
で
し

た
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
⪺
❃

だ
っ
た
の
か
思
い
出
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ϵ
。
た
だ
、
相
手
を
ࡱ
ᬌ
し
な

い
よ
う
な
、「
ど
う
し
た
㹴
」「
ど
ϵ

な
ߧ
合
だ
㹴
」
的
な
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

↧
本
事
務
局
長
は
心
持
ち
震
え
る


で
２
ᡴ
年
上
の
私
に
⪺
い
ま
し

た
。
Ⱝ
任
分
界
ᮋ
は
自
分
で
ऺ
分
理

⪫
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
全
力
で
࣠

い
て
い
る
こ
と
を
。
そ
し
て
、
⸼
ⵛ

を
ൌ
託
し
て
い
る
業
者
が
一
生
懸


࣠
い
て
い
る
た
め
し
ば
ら
く
㈖
⪘
し

て
欲
し
い
ᓌ
の
こ
と
を
、
い
つ
も
通

り
の
ᑻ
⬯
を
ټ
っ
て
。
そ
し
て
Е
Ѕ

ン
У
б
ラ
ン
と
し
て
の
配
水
池
で
の


⌐
ὂ
፰
ᥡ
入
に
つ
い
て
、
水
道
局

で
も
検
⫃
を
ᄛ
い
で
欲
し
い
と
も
。

私
は
Ⴃ
が
კ

で
ጟ
り
⌾
る
⪺
❃
を

ⓘ
き
な
が
ら
、
ㅣ
界
付
近
に
い
る
Ⴃ

に
対
し
誠
実
に
⇣
え
ま
し
た
。
Е
Ѕ

ン
У
б
ラ
ン
の
検
⫃
を
⋷
ᗓ
す
る

と
。
た
だ
後
日
、
こ
の
Е
Ѕ
ン
У
б

ラ
ン
は
検
⫃
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の

結
局
ဒ
案
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
技

術
的
な

㊹
、
立
地
上
の

㊹
、
機

ଧ
⋿
期
の

㊹
な
ど
に
よ
っ
て
。

ま
た
、
熱
く
な
る
発
↡
と
な
っ
た

前
次
ן
ᬏ
度
の
؟
を
Ⴃ
は
続
け
ま
し

た
。
水
道
局
か
ら
企
業
団
へ
の
要
⭐

の
一
本
化
を
ე

し
て
欲
し
い
と
。

そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
私
は
ᴀ

ὂ
に
⬈
び
る
と
と
も
に
そ
れ
を
⋷
ᗓ

し
、
お
ח
い
に
熱
く
な
ら
ず

㊹
⪫

ᤕ
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
Ⴃ
を
⭪
し

ま
し
た
。
↧
本
事
務
局
長
も
そ
の
頃

に
な
る
と
ࠗ
㈖
さ
を
取
り
ኅ
し
て
い

た
よ
う
で
、
պ

に
同
ᆼ
の
⪺
❃
を

返
し
て
き
た
の
で
す
。

水
道
局
に
ྷ
り
企
業
団
で
の
や
り

取
り
を

ᗊ
へ
伝
え
、
私
は
Е
Ѕ
ン

У
б
ラ
ン
検
⫃
と
前
次
ן
ᬏ
度
変
更

要
⭐
の
Ⅴ
口
一
本
化
を
指
₅
、
そ
の

後
↧
本
事
務
局
長
へ
協
⮼
事
項
を
局

߰
で
ე

し
た
こ
と
を
㇜
⬍
で
伝
え

て
一
؟
✾
着
し
ま
し
た
。
ݚ
口
が
広

が
ら
な
い
う
ち
に
何
と
か
ঙ
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
㏅
い

た
の
で
す
が
、
私
、
大
人
の
対
応
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
あ
と

で
こ
ϵ
な
自
分
を
自
分
で
⨱
め
て
や

り
ま
し
た
。

こ
の
手
記
は
本
紙
掲
載
後
の
１
週
間

後
を
目
安
に
、
石
丸
氏
の
事
務
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://cozycon.net

）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

相手の心中を察し大人の対応
ॊᣩ⹄ئ୴ϐჩ፰า㹝ᵆࣤגຩンา㹞

₽
島
県
現
地
調
査
部
会
は

26
日
、
ᜰ
❃
町
に
あ
る
গ
❃

地
方
水
道
企
業
団
の

舎
で

開
催
し
た
。
₽
島
県
ہ
ܥ
₽

ₒ
部
食
品
生
活
⧅
生
課
と
、

同
企
業
団
、
ॊ
相
㍙
市
、
ᦪ

ᤅ
町
の
ዝ
当
者
が
参
ࢶ
し
、

ᆼ
見
צ
᎓
・
情
ి
ߣ
ᖚ
を


っ
た
。
ᓺ
年
度
は
部
会
自

体
を
中
ᡧ
し
て
お
り
、
２
年

ぶ
り
の
開
催
だ
っ
た
。

ॷ
発
事
ᑣ
の
ႚ
㊄
が
続
く

₽
島
県
。

㇏
指
₅
ळ
域
್

で
は
ᝎ
Ϗ
完
了
に
向
か
っ
て

い
る
一
方
で
、

㇏
指
₅
ळ

域
は
ळ
域
⪫
ㅱ
の
見
通
し
が

立
っ
て
お
ら
ず
、
災
害
復
旧

の
着
手
・
完
了
時
期
も
未
定

の
ま
ま
。

㇏
指
₅
ळ
域
್

に
つ
い
て
は
、
い
わ
き
市
が

平
成
��
年
度
に
、
相
㍙
地
方

水
道
企
業
団
も
ᓺ
年
度
に
完

了
。
ॊ
相
㍙
市
は
今
年
度
完

了
予
定
だ
っ
た
配
水
管
ᑾ
備

が
៍
ᚔ
ᘎ
け
ᖓ
え
工
事
の
遅

れ
の
ႚ
㊄
で
完
了
は
㇏
し
い

ᲆ
᥄
が
ి
৵
さ
れ
た
。


㇏
指
₅
ळ
域
を
ዏ
え
る

ᦪ
ᤅ
町
は
、
現
時
ᮋ
で
考
え

ら
れ
て
い
る
ஞ
地
ࡥ
用
に
つ

い
て
の
災
害
復
旧
は
ϝ
Ϟ
完

了
し
て
い
る
も
の
の
、
見
通

し
の
立
た
な
い
地
ळ
も
多
い

と
い
う
。
ዝ
当
者
は
「
ॷ
発

事
ᑣ
で
人
口
が
一
ᓊ
Ж
ч
に

な
っ
た
。
町
の
復
興
の
た
め

各
地
に
産
業
団
地
を
ᑾ
備
し

て
い
る
が
、
人
口
が
減
る
一

方
、
産
業
団
地
で
ټ
う
水
を

産
業
部
局
か
ら
強
く
ᣴ
め
ら

れ
て
い
る
」
と
の
課
㊹
も
⌠


し
た
。
গ
❃
地
方
水
道
企

業
団
で
は
構
成
５
町
の
給
水

ኃ
ᑼ
が
震
災
前
の
１
տ
８

０
０
１
؟
か
ら
８
㹨
７
７

؟
（
ټ
用
可
能
は
１
տ
２
２

１
０
؟
）
に
減
少
し
た
こ
と

な
ど
を
⬺
明
。
ց
៍
्
・
事

務
局
長
は
「
今
後
、
富

町

と
গ
❃
町
の
一
部
で

㇏
⪫

ㅱ
さ
れ
る
予
定
。
そ
れ
ら
を

፲
え
当
企
業
団
と
し
て
正
念

場
、
一
つ
の
∥
目
が
迫
っ
て

い
る
」
と
ⷵ
ϛ
た
。

な
お
、
同
企
業
団
構
成
５

町
の
ᲆ
᥄
は
͏
広
⼹
町
㿂
ᦁ

波
被
害
地
ळ
の
一
部
を
ㅱ
き

復
旧
ᨌ
み
͏
ᜰ
❃
町
㿂
復
旧

ᨌ
み
͏
富

町
㿂
ᦁ
波
被
害

地
ळ
・
ྷ


㇏
地
ळ
を
ㅱ

き
復
旧
ᨌ
み
、
特
定
復
興
再

生
ድ
ᮋ
地
ळ
の
ܥ
全
ᄝ
を
確

認
中
（
ᓈ
存
管
に
水
を
張
っ

て
᪢
水
調
査
）
͏
大
ᯢ
町
㿂

ྷ


㇏
地
ळ
を
ㅱ
き
復
旧

ᨌ
み
、
特
定
復
興
再
生
ድ
ᮋ

地
ळ
の
ܥ
全
ᄝ
を
確
認
中
͏

গ
❃
町
㿂
特
定
復
興
再
生
ድ

ᮋ
地
ळ
の
ܥ
全
ᄝ
を
確
認
中

㻻
と
な
っ
て
い
る
。

会
⮼
後
は
富

町
߰
、
ॊ

相
㍙
市
߰
の
現
場
⪆

も

行
っ
た
。
今
回
の
₽
島
県
で

す
ϛ
て
の
現
地
調
査
会
を
⌨

え
ॵ
労
Ὂ
水
道
課
の
⹎
⡆
ᔾ

⑭
・
課
長
⨒
ٗ
は
「
㹨
県
そ

れ
π
れ
の

課
㊹
が
あ

る
。
今
後

の
復
興
・

復
旧
に
向

け
て
ま
だ

ま
だ
す
ϛ

き
こ
と
が

あ
り
、
確

実
に
進
め

る
た
め
に

ၓ
き
続
き

の

尽

力

を
」
と
⬍

し
た
。

行
う
分
で
新
規
申
⭐
が
⌨
わ

る
見
込
み
で
、
実
施
計
画
協

⮼
㊺
も
現
在
⋷
１
１
㹨
ޒ

߱
。
最
⌨
的
に
は
98
ޒ
߱
ℊ

度
ま
で
見
ὂ
す
と
い
い
、
ዝ

当
者
は
「
最
⌨
的
な
目
ឨ
の

協
⮼
㊺
を
г
㼰
ス
に
し
た
進

ጻ
ᴀ
は
95
㹚
ま
で
行
っ
て
い

る
。
ト
ン
Ч
ル
の
出
口
に
い

て
、
ど
ち
ら
に
向
い
て
出
た

ら
い
い
か
ⷺ
っ
て
い
る
ᲆ

᥄
」
と
⬺
明
し
た
。

会
⮼
後
は
؉
台
市
߰
の
⛆

ᦟ
地
ळ
を
⪆

し
た
。
同
地

ळ
は
市
の
ᗡ
部


部
に
ٔ

置
。
震
災
前
は
⋷
１
７
０
０

人
が
ٖ
ຫ
し
て
い
た
が
、
ᦁ

波
に
よ
り
集
✾
ご
と
被
災
し

た
。
災
害
ढ़
ㅿ
ळ
域
に
指
定

さ
れ
、
防
災
集
団
移
ⵛ
に
よ

り
⅓
き
地
と
な
っ
た
ⳃ
地
を

市
が
ⰶ
い
上
げ
、
ⱍ
わ
い
を

取
り
ኅ
す
た
め
の
ⳃ
地
ࡥ
活

用
事
業
を
実
施
。
公
ࣩ
に
よ

り
ᤕ
定
し
た
事
業
者
が
体
験

型
の
⪘
光
ᘀ
ៀ
க
や
⪘
光
農

க
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
水
道
の
復
旧
計
画
は
こ

の
ࡥ
活
用
事
業
者
の
給
水
計

画
を
ⳟ
ま
え
、
配
水
管
の
復

旧
∨

や
口
Ⴋ
を
ᤕ
定
し
ہ

Ḣ
⪫
ㅱ
を
行
い
、
⋷
１
・
７

㽃
（
Ǯ
��
㿇
２
０
０
）
を
ྟ

設
ᖓ
え
に
よ
り
復
旧
。
��
月

ᖱ
に
完
了
し
、
こ
れ
で
؉
台

市
の
水
道
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
は
す
ϛ
て
完
了
し
た
。


手
県
現
地
調
査
部
会
は

18
日
、
全
体
協
⮼
会
の
開
催

前
に
同
じ
ἰ

市
߰
の
и
ф

Є
ス
で
実
施
し
た
。
現
在
災

害
復
旧
事
業
を
実
施
し
て
い

る
ู
ফ
市
、
大
☈
ᨚ
市
、
ㅾ

前
高
田
市
、
⽅
Ὶ
市
、
大


町
が
出
ྴ
し
、
日
本
水
道
協

会
も
同
ྴ
し
た
。


手
県
߰
の
被
災
地
に
お

け
る
ま
ち
χ
く
り
事
業
は
、

ؓ
和
２
年
度
ᖱ
で
㈝
的
ᑾ
備

事
業
１
５
８
地
ळ
す
ϛ
て
で

完
了
し
て
い
る
。
水
道
施
設

の
復
旧
は
、
県
環
境
生
活
部

県
ᣙ
ᕠ
ら
し
の
安
全
課
の
ま

と
め
に
よ
る
と
、
今
年
９
月

ᖱ
時
ᮋ
で
特
چ
査
定
の
ہ
Ḣ

⪫
ㅱ
ᴀ
が
⋷
96
㹚
で
、「
⌨

ἷ
を
迎
え
て
い
る
ᲆ
᥄
」
だ

と
い
う
。
特
چ
査
定
を
受
け

た
７
市
町
ᗊ
（
19
事
業
）
の

う
ち
、
⼹
田
ᗊ
、
໋
田
町
は

す
で
に
完
了
。
残
る
５
市
町

も
ู
ফ
市
、
大

町
、
ㅾ
前

高
田
市
は
今
年
度
で
完
了
予

定
。

⽅
Ὶ
市
は
道
路
改
☩
の
事

業
の
ႚ
㊄
で
遅
ံ
し
て
い
た

ᗡ
部
地
ळ
は
今
年
度
で
完
了

す
る
も
の
の
、
㕔
ٖ
ຫ
地
ळ

の
配
水
池
ᑾ
備
が
用
地
取
Ⴚ

な
ど
の
ႚ
㊄
で
ؓ
和
４
年
度

以
ㅡ
に
実
施
。
工
事
用
道
路

工
事
、
配
水
管
ྟ
設
、
配
水

池
の
ⴿ
体
ᑾ
備
を
㊊
次
実
施

し
、
㹫
年
度
の
完
成
を
見
込

ϵ
で
い
る
。
大
☈
ᨚ
市
は
ᔴ

金
地
ळ
、
永
ᦟ
地

ळ
が
防

స
事
業

の
遅
ံ
の
ႚ
㊄
で

４
年
度
の
着
手
と

な
る
。

復
興
が
進
Ϣ
一

方
で
、
県
߰
の
人

口
減
少
が
進
み
、

水
㇝
要
の
減
少
、

料
金
ঙ
入
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
と

い
う
。
特
に
ᦁ
波

の
被
害
を
受
け
た



部
が
㋁
❋

で
、
国
立
社
会
ہ

㆛
・
人
口

㊹
Ῠ

⅐
所
の
፳
計
で
は



部
２
０
２
０

年
と
の
ᢻ

で
��
年
後
に

84
㹚
、
��
年
後
に
は
69
㹚
ま

で
減
少
す
る
。
県
で
は
改
正

水
道
法
な
ど
を
ⳟ
ま
え
一
ᓺ

年
��
月
に
「
い
わ
て
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

持
続
、

安
全
、
強
㈨
を
ᘸ
に
、
各
事

業
者
と
連
携
し
、
広
域
連
携

な
ど
の
取
り
〉
み
を
፳
進
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。
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長
⼹
県
企
業
局
、長
⼹
市
、

上
田
市
、
़
ᖇ
市
、
ஸ
ః
町

で
構
成
さ
れ
る
「
上
田
長
⼹

地
域
水
道
事
業
広
域
化
Ῠ
⅐

会
」
は
17
日
、
長
⼹
市
߰
で

「
上
田
長
⼹
地
域
水
道
事
業

広
域
化
に
関
す
る
Б
ン
з
ジ

Ѐ
к
」
を
開
催
し
、
出
ྴ
し

た
関
係
自

体
の
⮼
員
51
人

を

Ϣ
参
ࢶ
者
２
８
㹨
人
に

対
し
て
こ
れ
ま
で
の
検
⫃
経

⸿
ి
৵
を
行
っ
た
。
同
Ῠ
⅐

会
は
、
持
続
可
能
な
水
道
事

業
の
経
営
に
向
け
た
基
ἷ
強

化
の
あ
り
方
と
し
て
、
広
域

化
の
方
⽆
に
関
す
る
検
⫃
を

進
め
て
い
る
。
今
年
７
月
の

発
Ⲧ
か
ら
㹨
回
、
Ῠ
⅐
会
で

協
⮼
を
重
Ϗ
た
ϝ
か
、
㹨
市

１
町
の
㍍
長
に
よ
る
水
道
施

設
見
ฃ
・
ᆼ
見
צ
᎓
な
ど
を

通
じ
て
、
事
業
統
合
を
中
心

と
し
た
広
域
化
手
法
の
さ
ら

な
る
Ῠ
⅐
や
、
Ⱕ
ᑠ
Б
й
㼫

ц
㼰
Б
ョ
ン
に
よ
る
ࣉ
ᘀ
の

ᑾ
理
と
い
っ
た
ߧ
体
的
な
検

⫃
の
方
向
ᄝ
を
固
め
つ
つ
あ

る
。Б

ン
з
ジ
Ѐ
к
で
は
、
検

⫃
経
⸿
ి
৵
の
ϝ
か
に
ॵ
生

労
ݩ
Ὂ
の

۟
☩
ㆸ
・
水
道

課
長
、
⎐
務
Ὂ
の
小
⼹

ࡷ

्
・
公
営
企
業
経
営
า
長
に

よ
る
⮋
᪦
と
、
Ὶ
י
ᔸ
ೝ
・

ᗡ
ᥳ
大
ฃ

誉
ᑱ
ፚ
に
よ
る

基
調
⮋
᪦
、
関
係
事
業
体
の


部
職
員
を
צ
え
た
Ы
Ч
ル

С
㼥
ス
Ѕ
㼩
Б
ョ
ン
を
実
施

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
今
月
11

日
に
長
⼹
市
長
に
ຝ
任
し
た

⛔
ॷ
ܥ
ি
市
長
が
、「
長
⼹

市
を
は
じ
め
周
ⷒ
自

体
で

は
本
ᙤ
的
な
人
口
減
少
を
迎

え
、
水
道
事
業
は
多
く
の
課

㊹
に
ὂ
㈝
し
て
い
る
。
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
・
安
全
な

水
の
供
給
を
続
け
て
い
く
た

め
に
も
、
広
域
化
は
基
ἷ
強

化
の
ᖚ
ࣉ
な
手
ᢢ
。
本
Б
ン

з
ジ
Ѐ
к
が
水
道
事
業
の
あ

り
方
へ
の
理
⪫
を
᧾
め
る
機

会
と
な
れ
ば
」
と
期
待
感
を

₅
し
た
。
続
い
て

۟
課
長

が
、「
上
田
長
⼹
地
域
の
事

業
体
の
皆
様
に
広
域
連
携
፳

進
の
м
С
ル
地
域
と
し
て
尽

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
は
ॵ
労
Ὂ
と
し
て
も
大
変

心
強
く
思
っ
て
い
る
。
今
後

も
水
道
の
基
ἷ
強
化
に
取
り

〉
ま
れ
る
皆
様
を
支
援
で
き

る
よ
う
、
კ
要
な
予
算
の
確

ہ
に
努
め

た
い
」
と

後

⡆

⚏

ֱ
・
ॵ
生

労
ݩ
大
◅

の
₡
ⶽ
を

代

⬻

し

た
。検

⫃
経

⸿
ి
৵
で

は
、
長
⼹

県
の
小
ᗻ

⸍
・
公
営

企
業
管
理

者
が
Ῠ
⅐

会
の
設
立

に
関
す
る

経
⎩
と
こ
れ
ま
で
Ῠ
⅐
会
で

⮼
⭚
し
て
き
た
広
域
化
の
方

向
ᄝ
、
今
後
の
検
⫃
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
⬺
明
し

た
。
同
Ῠ
⅐
会
は
、
改
正
水

道
法
の
施
行
や
、
ؓ
和
㹨
年

５
月
に
ॵ
労
Ὂ
か
ら
上
田
長

⼹
地
域
に
お
い
て
施
設
統
ဒ

合
な
ど
を

め
た
50
年
後
の

⹖
ࡒ
な
施
設
配
置
を
検
⫃
し

た
「
水
道
施
設
の
最
⹖
配
置

案
」
が
公
⧏
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を

機
に
発
Ⲧ
し
た
。
⸿


㹨
回
の
Ῠ
⅐
会
を
通
し

て
、
事
業
統
合
、
経
営
の
一

体
化
、
用
水
供
給
事
業
の
新

設
、
施
設
の
ߣ
同
化
と
い
っ

た
広
域
化
の
ႎ
ᇧ
を

い
出

し
、
そ
れ
π
れ
の
л
ф
㼩

ト
・
С
л
ф
㼩
ト
を
ᢻ

。

こ
の
う
ち
最
も
高
い
ࣉ
ᘀ
を

期
待
で
き
る
ႎ
ᇧ
と
し
て
、

事
業
統
合
に
よ
る
広
域
化
に

つ
い
て
さ
ら
に
Ῠ
⅐
を
進
め

て
い
く
と
し
た
。
今
後
は
、

Ⱕ
ᑠ
Б
й
㼫
ц
㼰
Б
ョ
ン
を

行
っ
て
事
業
統
合
し
た
場
合

の
Ⱕ
ᑠ
的
な
л
ф
㼩
ト
を
ᑾ

理
す
る
と
と
も
に
、
֖
行
し

て
各
自

体
で
⮼
会
や
ٖ
ᣙ

ら
へ
の
広
ి
活
࣠
を
行
っ
て

い
く
。
⮼
会
・
ٖ
ᣙ
か
ら
の

ঘ
㊄
を
今
後
の
⮼
⭚
に
も
ঘ

ᓲ
さ
せ
つ
つ
、
ؓ
和
㹨
年
度

߰
に
広
域
化
の
方
向
ᄝ
の
と

り
ま
と
め
を
目
指
す
。


۟
課
長
は
「
水
道
事
業

の
基
ἷ
強
化
に
お
け
る
広
域

連
携
」
と
㊹
し
、
水
道
の
基

ἷ
強
化
を
፳
進
す
る
基
本
的

な
方
⽆
や
、
広
域
連
携
手
法

の
㋈
型
、
近
年
に
お
け
る
広

域
連
携
の
取
り
〉
み
事
چ
や

事
業
費

制
、
料
金
۸
上
げ

の

制
と
い
っ
た
期
待
で
き

る
ࣉ
ᘀ
を
⌠

。
上
田
長
⼹

地
域
の
取
り
〉
み
に
つ
い
て

「
先
進
的
な
事
چ
と
し
て
、

長
⼹
県
߰
で
の
広
域
連
携
に

関
す
る
検
⫃
結
ᘀ
を
全
国
へ

の
展
開
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
」
と
ⷵ
ϛ
た
。

小
⼹

า
長
は
、
水
道
事

業
が
ዏ
え
る
Ⱕ
ᑠ
的
な
課
㊹

や
、
広
域
化
の
፳
進
に
あ

た
っ
て
⺰
道

県
と
各
事
業

体
が
ዝ
う
役
割
を
⬺
明
し

た
。
さ
ら
に
、
広
域
化
に
関

す
る
地
方
Ⱕ
ᑠ
፵
置
の
ዶ

߂
、
高
料
金
対
策
の
ᬌ
変
⎤

和
፵
置
と
い
っ
た
国
の
取
り

〉
み
に
つ
い
て
⌠

し
、「
Ⱕ

ᑠ
的
な
課
㊹
は
広
域
化
だ
け

で
は
⪫
ᤕ
で
き
な
い
。
多
方

㈝
か
ら
の
後

し
が
კ
要
で

あ
り
、
⎐
務
Ὂ
と
し
て
も
協

力
し
て
い
き
た
い
」
と
⬯
っ

た
。Ὶ

י

誉
ᑱ
ፚ
の
基
調
⮋

᪦
で
は
、
人
口
減
少
や
Ѝ
ч

Ф
₻
な
ど
に
↡
を
発
す
る
㹹

㺍
の
進
展
、
水
道
料
金
の
減

ߊ
と
い
っ
た
ト
Ю
㼩
ク
ス
を

⮼
員
ら
へ
⬺
明
。
ま
た
、
地

方
公
営
企
業
法
に
お
け
る
水

道
事
業
の
立
ち
ٔ
置
や
、
水

源
か
ら
ᖱ
↡
給
水
、
下
水
࠸

理
に
◑
る
ま
で
の
「
水
の
Џ

б
ラ
イ
Л
㼧
㼰
ン
」
に
つ
い

て
⪫
⬺
し
た
。
さ
ら
に
、
水

道
事
業
の
ዏ
え
る
課
㊹
と
ߧ

体
的
な
⪫
ᤕ
策
と
し
て
水
道

ឨ
ᩜ
б
ラ
㼩
ト
フ
㼨
㼰
к
や

ス
и
㼰
ト
水
道
л
㼰
タ
㼰
と

い
っ
た
取
り
〉
み
も
⌠

し

た
。広

域
化
の
፳
進
に
つ
い
て

は
、
͏
事
業
統
合
͏
経
営
の

一
体
化
͏
管
理
の
一
体
化
͏

施
設
・
管
理
の
ߣ
同
化
㻻
と

い
っ
た
手
法
を

げ
た
。
ؓ

和
２
年
度
か
ら
は
す
ϛ
て
の

手
法
が
צ
付
金
の
対
象
と
な

る
こ
と
を
⬺
明
。「
国
の
支

援
を
し
っ
か
り
と
受
け
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
広
域
化
の

ߧ
体
的
な
ႎ
を
定
め
る
こ
と

が
大
ࡒ
」
と
ス
Ю
㼰
У
感
を

持
っ
た
取
り
〉
み
の
重
要
ᄝ

を
⫠
え
た
。

Ὶ
י

誉
ᑱ
ፚ
が
Ѝ
㼰

С
㼥
Ч
㼰
タ
㼰
を
務
め
た
Ы

Ч
ル
С
㼥
ス
Ѕ
㼩
Б
ョ
ン
で

は
、

۟
課
長
と
同
Ῠ
⅐
会

の
構
成
員
で
あ
る
小
ᗻ
管
理

者
、
上
平
ᑨ
֮
・
長
⼹
市
上

下
水
道
事
業
管
理
者
、
ց
ᦧ


ೝ
・
上
田
市
上
下
水
道
局

長
、
ᩍ
本
永
一
・
़
ᖇ
市
建

設
部
長
、
関
Ⱓ
ྔ
・
ஸ
ః
町

建
設
課
長
に
ࢶ
え
、
長
⼹
県

か
ら

下
⃛
ៀ
・
企
画
ጟ
興

部
市
町
ᗊ
課
長
と
؉
波
道

ࡷ
・
環
境
部
水
大
ᣝ
環
境
課

長
の
８
人
を
Ы
Ч
ф
ス
ト
と

し
て
⫃
⮼
を
実
施
。
Ы
Ч
ф

ス
ト
ら
が
各
々
の
事
業
体
・

行
ᑠ
が
ዏ
え
る
課
㊹
に
つ
い

て
⌠

し
た
後
、
広
域
化
に

関
す
る
そ
れ
π
れ
の
ᆼ
見
を

ⷵ
ϛ
合
っ
た
。

各
Ы
Ч
ф
ス
ト
の
ᆼ
見
を

ⳟ
ま
え
、
Ὶ
י

誉
ᑱ
ፚ

は
「
広
域
化
を
進
め
る
た
め

に
は
、
水
道
水
の
供
給
に
対

す
る
Ⱝ
務
を
関
係
者
の
間
で

再
認
⮮
し
、
ߣ
ᖚ
す
る
こ
と

が
օ
可
ᠿ
。
長
⼹
県
の
事
چ

が
☩
き
м
С
ル
Ћ
㼰
ス
と
な

り
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

⎜
め
く
く
っ
た
。

Б
ン
з
ジ
Ѐ
к
に
先
㍫
け

て
10
日
に
開
か
れ
た
⇆
㹨
回

Ῠ
⅐
会
で
は
、
今
後
進
め
て

い
く
事
業
統
合
に
よ
る
広
域

化
に
関
す
る
Ῠ
⅐
の
方
⽆
に

つ
い
て
⬍
し
合
っ
た
。
ٖ
ᣙ

へ
の
⬺
明
や
ి
৵
ᖌ
の
と
り

ま
と
め
の
ス
Ћ
ジ
㼫
㼰
ル
案

を
₅
す
と
と
も
に
、
Ⱕ
ᑠ
Б

й
㼫
ц
㼰
Б
ョ
ン
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
検
⫃
す
ϛ
き

事
項
と
し
て
͏
広
域
化
に
伴

う
水
道
施
設
等
の
ᑾ
備
߰
ไ

͏
〉
⏨
体
制
͏
水
道
料
金
の

考
え
方
͏
広
域
化
の
ス
Ћ

ジ
㼫
㼰
ル
㻻
の
４
つ
を

げ

た
。
⮼
⭚
の
中
で
は
、「
何

の
た
め
に
広
域
化
が
კ
要
な

の
か
を
ి
৵
ᖌ
の
中
で
明
確

に
す
ϛ
き
」「
ੱ
突
感
が
出

な
い
よ
う
、
事
業
統
合
と
い

う
結
⭚
に
◑
っ
た
経
⎩
の
պ


な
⬺
明
が
კ
要
」「
近
年

の
断
水
被
害
な
ど
を
ⳟ
ま

え
、
Ⱕ
ᑠ
Б
й
㼫
ц
㼰
Б
ョ

ン
で
は
災
害
対
策
の
強
化
を

よ
り
᧾
፥
り
し
た
い
」
と

い
っ
た
ᆼ
見
が
出
さ
れ
、「
災

害
時
の
ढ़
機
管
理
対
策
の
強

化
」
が
検
⫃
す
ϛ
き
項
目
に

ⷿ
ࢶ
さ
れ
た
。

㻻
ϼ
イ
ス
Ю
Њ

浄
工
法
の

強
み
は
、
ど
の
よ
う
な
ᮋ
だ
と

お
考
え
で
し
㼢
う
か
。

ఙ
ங
会
長

全
国
の
自

体

が
ዏ
え
る
大
き
な
課
㊹
は
、
高

度
経
ᨌ
成
長
期
に
ᑾ
備
さ
れ
た

管
路
の
更
新
だ
と
思
い
ま
す
。

耐
用
年
ᑼ
を
超
え
る
管
路
は
年

を
ⷿ
う
ご
と
に
౹
え
て
い
き
、

老
朽
化
対
策
が

け
て
は
通
れ

な
い
大
き
な
課
㊹
と
な
り
つ
つ

あ
る
な
か
、

浄
し
て
、
で
き

る
だ
け
長
く
管
を
ټ
い
続
け
た

い
と
い
う
Х
㼰
Д
も
ᄛ
⸛
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
Х
㼰
Д
に
応
え
る

ϛ
く
、
国
߰
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

工
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
π
れ
の
Ⴚ
ᆼ
、
օ
Ⴚ

ᆼ
が
あ
り
、
տ
能
な
工
法
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ϵ
の
で
、

ど
う
し
て
も
ᤀ
れ
が
取
り
ࡒ
れ

な
い
部
分
が
出
て
き
ま
す
。
چ

え
ば
、
ఁ
設
さ
れ
て
い
る
場
所

の
高
ٕ
ྑ
が
大
き
な
管
路
や
、

管
Ⴋ
の
Ḷ
な
る
管
の
፰
続
部
、

ᖇ
が
り
や
Џ
イ
е
ン
、
ذ
せ
越

し
部
が
あ
る
ႎ
ᲆ
の
管
な
ど
の

ᤀ
れ
は
、
ㅱ

す
る
の
が
㇏
し

い
だ
け
に
、
長
年

浄
を
し
な

い
ま
ま
ᑟ
置
し
て
し
ま
う
と
、

取
り
ㅱ
く
の
が
一
ແ

㇏
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
、
ど
う
し
て
も

⪫
ᤕ
で
き
な
い
ᤀ
れ
の
ᅴ
み
に

お
⇣
え
す
る
、
⪺
っ
て
み
れ

ば
「
か
Ϩ
い
と
こ
ろ
に
手
が
ຮ

く
」
工
法
が
ϼ
イ
ス
Ю
Њ
で

す
。特
に
、ᤀ
れ
を
Б
㼪
㼰
г
㼩

ト
に
ई
み
込
ϵ
で
回
ঙ
口
ま
で

⸼
ぶ
Ꮎ
⸂
力
と
、
ど
ϵ
な
管
路

の
ႎ
ᲆ
に
も
自
在
に
ⷿ
㆑
す
る

⹖
応
ᄝ
の
高
さ
は
ϼ
イ
ス
Ю
Њ

の
強
み
で
あ
り
、
先
ϝ
ど

げ

た
よ
う
な
高
ٕ
ྑ
や
ᖇ
線
部
の

あ
る
管
路
な
ど
で
൦
力
を
発


し
ま
す
。

ま
た
、

浄
自
体
に
要
す
る

時
間
は
長
く
て
も
１
時
間
ℊ

度
、
ᩜ
備
や
ᏹ

の
時
間
を


め
て
も
㹨
時
間
ϝ
ど
の
少
な
い

断
水
時
間
で
ᨌ
Ϣ
ᮋ
は
、
؆
の

工
法
と
ᢻ
ϛ
て
も
ࣉ
ᴀ
的
だ
と

思
い
ま
す
。
ࢶ
え
て
、
最
近
は

と
り
わ
け
環
境
に
対
す
る
ᆼ
⮮

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

⠤
品
を
ټ
わ
ず
᮲
害
で
環
境
に

ޭ
し
い
工
法
で
あ
る
こ
と
も
、

大
き
な
特
長
で
す
。

自

体
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

「
ど
ϵ
な
⠤
品
を
ټ
っ
て
い
る

の
で
す
か
」
と
い
う
質

を
よ

く
受
け
る
の
で
す
が
、
ϼ
イ
ス

Ю
Њ

浄
に
ټ
う
特
ᢇ
ϼ
イ
ス

Б
㼪
㼰
г
㼩
ト
の
成
分
は
、
水

道
水
と

だ
け
で
す
。

分
に

つ
い
て
も
、

浄
後
に
Ѐ
Є
㼰

タ
㼰
フ
ラ
㼩
Б
ン
Њ
で

い
ᦗ

す
の
で
、
管
߰
に
残
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ϵ
。

こ
れ
ら
の
特
長
か
ら
、
ϼ
イ

ス
Ю
Њ
が
こ
れ
ま
で
の

浄
の

常
⮮
を
⩺
す
画
期
的
な
工
法
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
お
⬍
し
し
ま
す
が
、
ϼ

イ
ス
Ю
Њ
が
水
道
分
⼹
で
高
い

⫸
ښ
を
い
た
だ
い
て
い
る
理
ḃ

が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

㻻
関
ᗡ
地
域
協
会
の
最
近
の

活
࣠
に
つ
い
て
、
ᑱ
え
て
下
さ

い
。ఙ

ங

ま
ず
、
〉
⏨
㈝
に
お

い
て
は
、
ֽ
྅
地
域
協
会
の
発

Ⲧ
に
伴
い
、
地
域
協
会
の
地
ळ

割
り
に
も
若

の
変
更
が
あ

り
、
関
ᗡ
地
域
協
会
は
㍍
⺰
ஓ

の
１
⺰
㹫
県
に
໋
ᚰ
県
、
新


県
を
ࢶ
え
、
Ђ
ф
ϼ
が
ዶ
大
す

る
と
と
も
に
会
員
ᑼ
も
25
社
に

౹
え
ま
し
た
。

関
ᗡ
地
域
協
会
の
実
⏚
は
９

月
現
在
で
81
؟
、

浄
ံ
長
は

42
・
４
㽃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ۡ
別
の
案
؟
で
見
る
と
、
今
年

の
７
㿇
８
月
に
か
け
て
、
㈑
ᚘ

市
で
ᗡ

⺰
水
道
局
の
配
水
管

２
１
４
０
㽰
を
７
工
ळ
に
分
け

て

浄
す
る
、
関
ᗡ
で
は
最
大

と
な
る
案
؟
を
手
掛
け
た
こ
と

が
、
今
後
に
向
け
た
ၵ
み
を
つ

け
る
大
き
な
成
ᘀ
と
し
て

げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
年
に

わ
た
り
ఝ
っ
て
き
た
経
験
と
技

術
を
結
集
し
て
◉
ϵ
だ
案
؟
で

も
あ
り
、
⋿
Ⴚ
の
い
く

浄
結

ᘀ
が
Ⴚ
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。㻻

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
い
か
が
で
し
㼢
う
か
。

ఙ
ங

ؓ
和
元
年
の
「
⇆
㹨

回
イ
ン
フ
ラ
л
ン
テ
Ф
ン
ス
大

賞
」
で
は
、
ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
の
技

術
開
発
部
ヷ
で
ޭ
⃛
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
水

道
管
路
の

浄
工
法
と
し
て
ᥡ

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
近

は
水
道
の
受
ᥡ
؟
ᑼ
が
下
水
道

を
上
回
り
、
関
ᗡ
で
も
ᗡ

⺰

を
は
じ
め
大
⺰
市
か
ら
の

い

合
わ
せ
が
౹
え
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
ϼ
イ
ス
Ю
Њ
は
、
本
国

の
イ
Ј
ф
ス
で
水
道
管
路
の


浄
用
に
開
発
さ
れ
た
工
法
で
す

の
で
、
今
後
は
国
߰
で
も
水
道

分
⼹
が
؆
の
分
⼹
に
先
行
し
て

い
く
ݟ
向
が
続
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

ϼ
イ
ス
Ю
Њ
の
特
長
は
☫
々

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
「
ự
ⓘ

は
一
見
に
ജ
か
ず
」で
す
の
で
、

関
心
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
に

は
、
近
㆟
の
自

体
で
の
施
工

の
㆚
に
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い

た
だ
き
、
見
ฃ
す
る
機
会
を
౹

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

活
࣠
を
展
開
し
て
い
く
た

め
、
ྑ
し
当
た
っ
て
は
、
会
員

が
少
な
い
ఠ
ᴁ
県
と
़
❃
県
、

ま
た
、
⅓
Ự
地
ྶ
と
な
っ
て
い

る
໋
ᚰ
県
で
、
私
た
ち
と
一
⎒

に
活
࣠
し
て
い
た
だ
け
る

間

を
集
め
る
こ
と
が
重
要
課
㊹
で

す
。全

国
に
ϼ
イ
ス
Ю
Њ
を
ᇇ
す

る
フ
㼤
ン
が
౹
え
て
い
け
ば
、

い
つ
の
日
か
「
管
は

っ
て
ټ

う
」
の
が
当
た
り
前
に
な
る
時

が
来
る
と
ۄ
じ
て
、
私
た
ち

は
、
こ
れ
か
ら
も
С
ф
バ
ф
㼰

р
Х
㼩
ト
ⵐ
と
と
も
に
ⲋ
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

㹿
㹻
㹺
Ђ
ン
ジ
Х
ϼ
ф
ン

Њ
と
１
０
０
㹚
子
会
社
で
新

㇜
力
会
社
の
ϼ
㼰
バ
ン
Ђ
Ф

ジ
㼰
は
、
前
៍
市
と
同
市
ߡ

供
ᨊ
ፗ
工
場
の
余

㇜
力
を

活
用
し
た
自
ྒ
託
⸂
実
証
事

業
を
協
ݩ
し
て
実
施
す
る
と

発
⧏
し
た
。

実
証
事
業
で
は
、
同
社
が

施
設
の
⸼
ⵛ
管
理
を
実
施
し

て
い
る
ߡ
供
ᨊ
ፗ
工
場
で
発

㇜
し
た
㇜
力
の
一
部
を
、
一

◿
⸂
配
㇜
事
業
者
が
⸼
営
す

る
⸂
配
㇜
Ч
㼩
ト
щ
㼰
ク
を


し
て
市
の
施
設
に
ὂ
፰
供

給
す
る
こ
と
で
、
対
象
施
設

の
㹸
㺄
２

፡
出
⼺
が
全
体
で

フ
ジ
地
中
情
ి
は
大
阪
支


を
29
日
に
移
ⵛ
す
る
。
ٖ

所
等
は
次
の
通
り
。

͏
Ε
５
㹫
２
㻻
０
０
㹨
５

大
阪

∈
㈝
市
☈
場
ᗡ
㹨
㻻

４
㻻
17
͏
㇜
⬍
０
７
２
㻻
７

１
０
㻻
㹫
８
５
１
͏
㹻
㹶
㺍

０
７
２
㻻
７
１
０
㻻
㹫
８
５

㹨 ⋷
65
㹚
ٕ
減
さ
れ
、
㇜
力
料

金
も
⋷
10
㹚
ٕ
減
す
る
ࣉ
ᘀ

が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。

12
月
か
ら
２
施
設
で
開
始

し
、
ؓ
和
４
年
度
以
ㅡ
は
市

役
所
本

舎
や
水
質
浄
化
Е

ン
タ
㼰
な
ど
の
大
規
模
施
設

を
ⷿ
ࢶ
し
て
実
施
す
る
予

定
。

吉
ᗊ
ᣗ
は
世
界
や
日
本
の

水
事
情
や
水
ビ
ジ
Ч
ス
に
つ

い
て
、
様
々
な
事
چ
を
用
い

な
が
ら
⌠

。「
世
界
の
水

資
源
の
㹫
㿇
７
割
が
ϼ
ジ
ϼ

で
ټ
用
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら

の
и
㼰
Ћ
㼩
ト
は
こ
う
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
。
世
界
の
水

ビ
ジ
Ч
ス
の
市
場
規
模
は
１

１
０
߃
߱
、
常
に
水
の
技
術

的
な
࣠
き
、
お
金
の
࣠
き
を

見
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
ⷵ
ϛ
た
。
ま
た
、
水

道
、
下
水
道
、
ᦰ
水
淡
水
化

の
市
場
が
ل
び
る
と
し
、「
１

１
０
߃
߱
の
中
で
⋷
㹫
㿇
７

割
が
役
所
の
行
っ
て
い
る
上

下
水
道
。
上
下
水
道
は
࠸
理

場
な
ど
の
建
設
に
か
か
る
初

期
ዃ
資
が
４
割
、
残
り
の
㹫

割
は
維
持
管
理
で
、
ま
さ
に

い
ま
皆
さ
ϵ
は
こ
こ
に
ᥡ
目

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
老

朽
化
と
の
ㄵ
い
、
下
水
管
の

中
に
ど
の
よ
う
な
情
ి
が
ᦗ

れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
い
か

に
ᓍ
く
お
金
に
᎓
え
る
か
が

知
恵
ᢻ
ϛ
」
と
水
ビ
ジ
Ч
ス

の
Ь
ン
ト
を
⌠

し
、「
皆

さ
ϵ
の
技
術
を
ど
う
生
か
す

か
考
え
て
ϝ
し
い
」と
し
た
。

八
ऺ
島
ᣗ
は
下
水
Ṟ
ฃ
に

関
す
る
国
߰
್
の
最
新
情

日
本
水
道
協
会
中
国
四
国

地
方
支
部
は
こ
の
ϝ
ど
、
ؓ

和
㹨
年
度
事
務
⮋
⒄
会
を

Ѐ
㼧
ブ
会
⮼
Б
ス
テ
к
を
活

用
し
開
催
し
た
。
当
初
は
໋

口
市
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ

ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
の
ዶ
大
防
ᡧ
を

考
ᇻ
し
た
。
日
水
協
本
部
と

໋
口
県
支
部
事
務
局
に
よ
る

２
⮋
᪦
が
行
わ
れ
た
。

⮋
⒄
会
の

㊦
、
中
ᗊ
़

⼷
・
໋
口
市
上
下
水
道
局
長

が
「
将
来
に
わ
た
り
、
⹖
ࡒ

な
料
金
に
よ
る
お
い
し
い
水

の
安
定
供
給
に
は
、
ࣉ
ᴀ
的

な
⸼
営
や
ࣉ
ᘀ
的
な
ዃ
資
が

օ
可
ᠿ
。
⮋
⒄
会
を
通
じ
、


ヷ
的
知
⮮
や
対
応
力
な
ど

の
向
上
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、

ॷ
正
्
・
日

水
協
調
査
課
調
査

ヷ
ἶ

が
「
水
道
事
業
に
ᣴ
め
ら
れ

る
広
ి
活
࣠
に
つ
い
て
」
と

㊹
し
て
⮋
᪦
。㼘
広
ి
の
正

⪫
は
１
つ
で
は
な
い
㼙
と
し

て
、
国
߰
್
の
先
進
事
چ
を


げ
な
が
ら
、伝
え
る
߰
ไ
・

手
ᢢ
・
相
手
・
タ
イ
й
ン
Њ

な
ど
の
重
要
ᄝ
を
⬺
明
し
、

「
水
道
水
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
よ
う
、
各
地
の
実
情

に
合
っ
た
広
ి
活
࣠
を
ℸ
ᝂ

的
に
」
と
ま
と
め
た
。

日
水
協
໋
口
県
支
部
事
務

局
（
下
関
市
上
下
水
道
局
）

の
ۄ
永
ⱙ

ᣗ
の
⮋
᪦
「
໋

口
県
支
部
に
お
け
る
災
害
対

応
と
広
域
連
携
の
取
り
〉
み

に
つ
い
て
」
で
は
、
大
島
大

៍
へ
の
್
国
☈
፰
⪭
に
伴
う

⸂
水
管
╘
✾
で
断
水
し
た
周

防
大
島
町
に
お
け
る
給
水
活

࣠
（
平
成
30
年
10
月
）
や
、

県
支
部
防
災
⫈
⎬
（
今
年
８

月
）
の
取
り
〉
み
を
⌠

。

「
現
実
的
で
ࣉ
ᘀ
的
な
⫈
⎬

を
継
続
し
、
相
ח
理
⪫
や
情

ి
ߣ
ᖚ
を

り
、
様
々
な
⪆

ᮋ
で
広
域
連
携
な
ど
を
፳
進

す
る

勢
が
კ
要
」
と
持
⭚

を
展
開
し
た
。

㈖

市
上
下
水
道
局
は
こ

の
ϝ
ど
、
㈖

市
水
道
局
指

定
工
事

協
同
〉
合
、
ᨊ
水

管
工
事
Б
ス
テ
к
協
同
〉
合

と
合
同
で
防
災
⫈
⎬
を
行
っ

た
。
情
ి
伝
⹅
ル
㼰
ト
を
再

確
認
し
、
復
旧
に
向
け

た
ⷛ
⸛
な
対
応
を

れ

る
よ
う
に
、
本
部
⫈
⎬

と
現
場
⫈
⎬
を
実
施
。

同
局
水
道
部
か
ら
70

人
、
㈖

水
道
〉
合
か

ら
30
人
、
ᨊ
水
水
道
〉

合
か
ら
30
人
が
参
ࢶ
し

た
。⫈

⎬
は
、
市
߰
で
最

ᯢ
本
県
の
合
ღ
市
水
道
局

は
８
日
、
上
下
水
道
料
金
ა

ঙ
等
業
務
ൌ
託
の
受
託
ۮ
⨒

者
に
ю
㼧
Є
ф
ϼ
・
ジ
㼧

Ч
㼩
ツ
を

定
し
た
と
発
⧏

し
た
。
同
ൌ
託
は
、
ᣙ
間
事

業
者
の
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
を
活
用
し

て
業
務
の
ࣉ
ᴀ
化
と
ࡥ
用
者

Џ
㼰
ビ
ス
の
向
上
を

る
の

が
目
的
で
、
事
業
者

定
は

公
ࣩ
型
б
ч
з
㼰
А
ル
方
式

で
実
施
し
た
。

ൌ
託
期
間
は
ؓ
和
４
年
４

月
か
ら
５
年
間
。
ൌ
託
߰
ไ

は
͏
Ⅴ
口
、
受
付
業
務
͏
検

⽆
業
務
͏
開
ヾ
ᙉ
業
務
͏
台

大
震
度
７
、
ᦁ
波
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
行
っ

た
。
本
部
⫈
⎬
で
は
、
現
場

情
ి
の
ঙ
集
・
ߣ
ᖚ
、
指
₅

を
新
た
に
導
入
し
た
᮲
線
通

ۄ
機
ଧ
を
用
い
て
実
施
し

た
。
新
た
な
᮲
線
通
ۄ
機
ଧ

は
、
災
害
時
に
強
い
С
㼰
タ

ྶ
域
を
ټ
用
す
る
た
め
安
定

し
た
通
⬍
が
可
能
で
、
ࠁ
Ὕ

や
࣠
画
の
ߣ
ᖚ
が
で
き
、
記

録
し
た
場
所
の
ٔ
置
情
ి
を

管
理
㺅
㹸
で
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
現
場
⫈

⎬
は
、
水
道
部
職
員
や
〉
合

員
が
市
߰
の
重
要
管
路
の
被

害
調
査
を
行
う
な
ど
し
た
。

ྐྵ
入
力
業
務
͏
調
定
業
務
͏

ঙ
⋿
業
務
͏

⋿
ᑾ
理
業
務

͏
工
業
用
水
道
料
金
業
務
͏

⼺
水
ଧ
業
務
㻻
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

ᎋ
案
見
ℸ
金
㊺
は
、
㹨
ޒ

８
４
０
տ
߱
（
税
別
）
だ
っ

た
。

ి
、
下
水
࠸
理
場
や
ۡ
別
施

設
に
お
け
る
下
水
Ṟ
ฃ
調
査

事
چ
、

⺰
м
С
ル
に
つ
い

て
⌠

し
た
。
同
м
С
ル

は
、
島
ᦁ
テ
ク
Ш
ф
Џ
㼰
Л

が
Џ
㼰
ビ
ス
ᎋ
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
管
ᨊ
工
業
、
㺃
㹿

㺈
と
の
業
務
ᎋ
携
に
よ
り
、

よ
り
ߧ
体
的
な
ϼ
У
バ
イ
ス

を
Ⴚ
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

下
水
に

ま
れ
る
新
型
Ѝ

ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス
の
㺅
㹸
㺇
検

査
に
よ
っ
て
対
象
集
団
の
感

ᘤ
ᲆ
᥄
を
ἶ
⪆
し
、
ㆂ
ᄝ
ঘ

応
が
あ
る
場
合
に
は
Ь
ト
検

査
で
感
ᘤ
者
を
特
定
す
る
検

査
Б
ス
テ
к
。
検
査
対
象
が

下
水
と
Ь
ト
と
い
う
２
㆐
建

て
の
検
査
Б
ス
テ
к
で
、
᮲

Ṵ
ᲆ
や
発
Ṵ
前
の
感
ᘤ
者
の

ᓍ
期
発
見
を
通
じ
て
ク
ラ
ス

タ
㼰
発
生
の
未
然
防
ᡧ
に
役

立
つ
と
考
え
ら
れ
、
特
に
重

Ṵ
化
し
や
す
い
高
齢
者
施
設

や
ऴ
ỉ
機
関
、
็
泊
施
設
な

ど
に
お
け
る
定
期
的
な
м
Х

タ
ф
ン
Њ
に
よ
り
ᖚ
ࣉ
に
機

能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
八
ऺ
島
ᣗ
は
「
分
ᗵ

⸛
度
を
さ
ら
に
高
め
、
य़
時

ᄝ
の
あ
る
ి
৵
に
ま
と
め
る

こ
と
で
、
感
ᘤ
防
ᡧ
に
์
ֆ

し
た
い
」
と
し
た
。

日
本
下
水
道
管
路
管
理
業

協
会
関
ᗡ
支
部
（
支
部
長
㿂

髙
ᗄ
ሬ
ḃ
・
高
ᗄ
ઈ
事
代
⧏

取
⎜
役
）
は
さ
き
ご
ろ
、
⺰

߰
で
ؓ
和
㹨
年
度
下
水
道
管

路
施
設
管
理
技
術
Е
й
Ф
㼰

を
開
催
し
た
。
Њ
ч
㼰
バ
ル

Ѐ
㼨
㼰
タ
・
ジ
㼪
Ы
ン
代
⧏

の
吉
ᗊ
和
ຝ
ᣗ
が
「
世
界
と

日
本
の
水
事
情
」、
八
ऺ
島

誠
・
島
ᦁ
テ
ク
Ш
ф
Џ
㼰
Л

環
境
事
業
部

事
業
部
長
ߪ

分
ᗵ
Ῠ
⅐
Е
ン
タ
㼰
長
（


⺰
大
ฃ
大
ฃ
ㅯ
非
常
勤
⮋

ླ
）
が
「
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ

ル
ス
の
集
団
⫸
ښ
に
ᖚ
ࣉ
な

下
水
Ṟ
ฃ
と
そ
の
応
用
」、

同
協
会
本
部
の
⻣
י
ሬ
ি
・


務
理
事
が
「
管
路
施
設
の

ई
ዸ
的
ᣙ
間
ൌ
託
の
最
新
の

࣠
向
」
に
つ
い
て
⮋
᪦
し

た
。
Е
й
Ф
㼰
の
様
子
は
㺎

㺤
㺪
㺉
㺪
㺗
㺚
で
も
配
ۄ
さ

れ
た
。
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ᨭ
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料
金
委
託
の
受
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Ｖ
ジ
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ネ
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ࢫ

ࣆ

ࢢ

㛵

ᮾ

ᆅ

ᇦ

協

会

会

㛗

协
ᮾ
ள
ࢢ
ࣛ
࢘
ࢺ
ᕤ
ᴗ
⟶
㊰
ࢢ
ࣝ
勖
ࣉ
ᨭ
ᗑ
⤫
ᣓ
卐

ϼ
イ
ス
Ю
Њ
管
߰

浄
工
法
は
、
イ
Ј
ф
ス
の
ブ
ф
ス
ト
ル
大
ฃ
で
発
明
さ
れ
た

力
管
路

を

浄
す
る
特
⫞
工
法
。
今
年
㹫
月
に
は
、
ϼ
イ
ス
Ю
Њ
Ῠ
⅐
会
の
地
域
〉
⏨
と
し
て
ֽ
྅
地

域
協
会
が
発
Ⲧ
し
、
ख
ᦰ
道
、
ᗡ
ख
、
関
ᗡ
、
中
部
、
近
Ṅ
、
中
国
四
国
の
各
地
域
協
会
と
あ

わ
せ
た
７
ድ
ᮋ
で
、
全
国
を
Ѕ
バ
㼰
す
る
体
制
が
ᑾ
っ
た
。
９
月
現
在
で
、
こ
れ
ま
で
の
施
工

؟
ᑼ
は
２
㹫
７
؟
、

浄
ံ
長
は
１
４
㹫
・
１
㽃
に
⹅
し
、
Ѝ
ч
Ф
₻
に
お
い
て
も
着
実
に
実

⏚
を
ل
ば
し
て
い
る
。
本
⌊
で
は
、
地
域
協
会
の
中
で
も
最
大
の
会
員
ᑼ
を
ᖚ
す
る
関
ᗡ
地
域

協
会
の
ᙶ
ᖯ
大

会
長
に
、
最
新
の
࣠
向
を
お
⬍
い
た
だ
い
た
。
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ϐ
ᓉ
ᣩ

ॉ
ϐ
ᦒ
࣠
ϴ
ጟ
Ϭ
ⷥ
㼟
ψ
Φ

ρ
ς
γ
Ϡ
λ
か
㼇
Ѝ
ч
Ф
₻

ή
続
ί
㇏
ι
Φ
ܮ
㈝
Ϥ
Τ
㼟

ρ
か
ϊ
ᄕ
Φ
Ϡ
λ
ή
㼁
㼇

Ӵ
ဋ

Ѝ
ч
Ф
₻
で
行
࣠

が
制
ㅣ
さ
れ
る
中
、
本
部
活

࣠
は
も
と
よ
り
支
部
・
地
ळ

協
⮼
会
な
ど
の
各
地
域
に
お

け
る
会
員
間
の
活
࣠
も
大
き

な
制
⋷
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
は
様
々
な
工
ೝ
が
ᣴ

め
ら
れ
る
一
方
で
、
こ
う
し

た
対
応
を
通
じ
て
新
た
な
ᑱ

⫈
・
知
見
も
Ⴚ
ら
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
چ
え
ば
、
検

査
・
認
証
事
業
に
お
け
る
緊

ᄛ
時
の
ф
м
㼰
ト
立
会
な
ど

の
新
た
な
対
応
の
ル
㼰
ル
化

や
、
テ
ц
щ
㼰
ク
の
導
入
、

Ѐ
㼧
ブ
会
⮼
Б
ス
テ
к
を
活

用
し
た
会
⮼
開
催
、
一
部
Ῠ

ۊ
会
に
お
け
る
Є
ン
С
и
ン

У
Ῠ
ۊ
の
導
入
な
ど
、
事
業

፳
進
の
た
め
の
工
ೝ
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
協
会
㹷
㹸

㺅
の
見
ὂ
し
・
߂
実
が

ら

れ
た
こ
と
が

げ
ら
れ
ま

す
。一

方
で
、
こ
れ
ま
で
ఝ
わ

れ
て
き
た
水
道
界
の
「
強
固

な
連
携
」
は
、
ۡ
々
の
会
員

同
ರ
や
、
支
部
、
さ
ら
に
は

本
部
と
い
っ
た
当
協
会
の
諸

活
࣠
の
中
で
、
ὂ
፰
、
㋀
と

㋀
を
合
わ
せ
て
⬍
を
す
る
中

で
築
か
れ
て
き
た
部
分
も
大

き
く
、
⎐
会
・
支
部
⎐
会
、

各
℞
ൌ
員
会
・
協
⮼
会
な
ど

の
場
で
㋀
の
見
え
る
Ѝ
й
㼫

Х
Ћ
㼰
Б
ョ
ン
の
機
会
が
持

て
な
い
こ
と
は
非
常
に
残
念

な
思
い
で
す
。こ
う
し
た「
㋀

の
見
え
る
関
係
」
は
、
平
時

は
も
と
よ
り
、
災
害
時
に
お

い
て
大
き
な
力
を
発

し
ま

す
。
今
ೇ
も
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
西
日
本
を
中
心
に
記

録
的
な
豪
雨
が
発
生
し
、
さ

き
の
和
ᡘ
໋
市
で
の
水
管
៍

༩
✾
事
ᑣ
で
も
会
員
間
に
よ

る
ⷛ
⸛
か
つ
力
強
い
応
援
活

࣠
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ѝ

ч
Ф
₻
、
そ
し
て
ϼ
フ
タ
㼰

Ѝ
ч
Ф
の
局
㈝
に
お
い
て

も
、「
強
固
な
連
携
」
の
ښ

۸
や
役
割
が
օ
可
ᠿ
な
要
⌐

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
・
発

展
さ
せ
て
い
く
ϛ
き
も
の
と

改
め
て
ẁ
感
し
て
い
ま
す
。

ၓ
き
続
き
、
水
道
界
の
確

固
た
る
伝
統
・
⋋
神
で
あ
る

「
強
固
な
連
携
」
を
念
㊦
に

置
き
な
が
ら
、
Ѝ
ч
Ф
₻
の

中
で
一
◿
化
し
つ
つ
あ
る
新

た
な
ツ
㼰
ル
も
「
б
ラ
ス
Ǚ

要
⌐
」
と
し
て
活
用
し
た
上

で
、
さ
ら
な
る
ࣉ
ᘀ
的
な
事

業
の
፳
進
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

㻻
ߜ
அ
ظ
⮼
ύ
φ
Φ
ψ
ά

ⓘ
ί
ι
Ϡ
λ
㼇

ϐ
Є
э
у

Ͼ
э

ݑ
ϊ
ό
Ϭ
Ϡ
ι
ρ

ή
㼆
ο
ϐ
⌰
⎩
ϴ
ᑚ
ϣ
ψ
㼇

Ӵ
ဋ

全
国
会
⮼
は
、
全

国
の
水
道
関
係
者
が
、
産
ษ

ฃ
の
立
場
を
超
え
一
థ
に
会

し
、
水
道
が
ὂ
㈝
す
る
諸
課

㊹
を
ߣ
ᖚ
し
、
⪫
ᤕ
に
向
け

た
⋰
口
や
行
࣠
に
つ
な
げ
る

水
道
界
最
大
⌋
の
集
い
で
あ

る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
連

携
、
つ
ま
り
「
㋀
の
見
え
る

関
係
」
を
構
築
・
強
化
す
る

大
ࡒ
な
場
で

す
。今

年
は
ᗡ
日

本
大
震
災
か
ら

10
年
と
い
う
∥

目
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
平
成

25
年
度
に
当
協

会
が
公
ἦ
社
団

法
人
に
移
行
し

て
初
め
て
の
全

国
会
⮼
を
、
未

だ
災
₻
の
ᰭ
ṽ

が
残
る
₽
島
・
⺢
໋
の
地
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
⋷
８
年
㼁
被
災
地
は

も
と
よ
り
、
全
国
の
関
係
者

の
⎐
力
を
結
集
し
た
復
興
へ

の
道
の
り
と
、
現
在
の
ᗡ
ख

の

を
皆
さ
ま
と
ߣ
ᖚ
し
、

更
な
る
取
り
〉
み
に
⏣
げ
る

⍍
ച
の
機
会
と
と
ら
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
承
知

の
通
り
、
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ

ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
の
⇆
５
波
に
伴

う
新
規
感
ᘤ
者
ᑼ
の
ᄛ
ᬌ
な

౹
ࢶ
に
よ
り
ऴ
ỉ
や
公
⦴
⧅

生
体
制
へ
の
Ⱔ
⛒
が
大
き
な


㊹
に
な
っ
た
こ
と
に
ࢶ

え
、
将
来
的
に
も
変
Ḷ
ᙗ
な

ど
օ
⸍
明
な
要
⌐
が
あ
り
、

今
後
同
様
の
厳
し
い
ᲆ
᥄
も

想
定
し
て
お
く
こ
と
が
კ
要

と
の
考
え
の
も
と
、
８
月
下

ᓎ
に
Є
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
ࡒ

り
᎓
え
る
こ
と
を
ᤕ
定
し
ま

し
た
。
㹨
年
以
上
に
わ
た
り

様
々
な
企
画
を
検
⫃
し
、
ᩜ

備
を
進
め
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
؉
台
市
の
皆
さ
ま
、
ま

た
、
ᗡ
ख
地
方
支
部
の
皆
さ

ま
に
は
、
改
め
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
⇆
で

す
。Є

ン
ラ
イ
ン
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
㋀
と
㋀
を
突
き

合
わ
せ
て
の
ф
ϼ
ル
な
「
㋀

の
見
え
る
関
係
」
と
は
い
き

ま
せ
ϵ
が
、
当
初
予
定
さ
れ

て
い
た
イ
г
ン
ト
に
関
す
る

Ѝ
ン
テ
ン
ツ
を
ἰ
り
込
み
、

参
集
開
催
と
同
等
の
情
ి
を

発
ۄ
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
検

⫃
を
重
Ϗ
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
؉
台
市
、
ᗡ
ख
地
方
支
部

の
成
ᘀ
を
可
能
な
ㅣ
り
ঘ
ᓲ

し
、
参
ࢶ
者
の
皆
さ
ま
に
は

さ
な
が
ら
؉
台
で
の
全
国
会

⮼
に
参
ࢶ
し
た
よ
う
な
イ

л
㼰
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
ೝ
を
࠲
ら
し
ま
し

た
の
で
、
ξ
ひ
ご
⪑
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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ι
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ρ
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λ
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Є
ン
ラ
イ
ン
Џ
イ

ト
は
11
月
１
日
か
ら
公
開
し

て
お
り
、
㊊
次
Ѝ
ン
テ
ン
ツ

を
౹
や
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
、
12
月
上
ᓎ
に
は
「
؉
台

市
・
ᗡ
ख
地
方
支
部
企
画

Ѝ
㼰
Ф
㼰
」「
水
道
イ
Ш
г
㼰

Б
ョ
ン
賞
事
چ
発
⧏
」「
ᑠ


の
施
策
⌠

」
な
ど
、
ἰ

り
だ
く
さ
ϵ
の
Ѝ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
予
定
で
す
。
Є
ン
ラ

イ
ン
開
催
の
л
ф
㼩
ト
を
活

か
し
、
水
道
Ῠ
⅐
発
⧏
会
や

Б
ン
з
ジ
Ѐ
к
な
ど
の
࣠
画

は
Є
ン
С
и
ン
У
配
ۄ
と
す

る
こ
と
で
、
時
間
を

ば
ず

い
つ
で
も
⪆
ⓦ
い
た
だ
け
ま

す
し
、
㺆
㺇
Ѝ
㼰
У
を
⬻
み

取
っ
て
ス
и
㼰
ト
フ
㼨
ン
、

タ
ブ
ц
㼩
ト
↡
ᖱ
か
ら
も
ϼ

ク
Е
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
多
様
な
ϼ
ク
Е
ス
方

法
に
も
配
ᇻ
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
Ѝ
ン
テ
ン
ツ
を


げ
る
と
、「
؉
台
市
・
ᗡ

ख
地
方
支
部
か
ら
皆
さ
ま

へ
」
で
は
、
参
集
開
催
で
の

⪆

Ѝ
㼰
ス
な
ど
で
ご
⪑
い

た
だ
く
予
定
だ
っ
た
市
߰
の

水
道
施
設
や
⪘
光
ス
з
㼩

ト
、
さ
ら
に
、
特
別
ϼ
ト
ラ

ク
Б
ョ
ン
と
し
て
ው
ㇽ
し
て

い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
「
؉

台
す
ず
め
Ⳝ
り
」「
ث
⹅
ᡫ

将
ㆍ
」
が
࣠
画
で
お
ᝉ
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
ؓ

和
５
年
で
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
؉
台
水
道
の
ᡵ
হ
・
事

業
を
⌠

す
る
Ѝ
ン
テ
ン

ツ
、
水
源
ہ
全
「
㈑
下
の
ᗐ

б
ч
ジ
㼧
ク
ト
」
や
産
ษ
ฃ

連
携
「
お
ϗ
ろ
部
」
な
ど
、

؉
台
水
道
な
ら
で
は
の
取
り

〉
み
も
፻

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ᗡ
ख
地
方
支
部

߰
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
の
も
と
、「
ᗡ
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
の
ᡭ
み
」
と
い

う
特
設
Ѝ
ン
テ
ン
ツ
を
設

け
、
当
時
の
ࠁ
Ὕ
や
復
興
ま

で
の
ᡭ
み
を
ࠁ
Ὕ
、
࣠
画
な

ど
で
ጟ
り
返
る
と
と
も
に
、

震
災
を
経
験
し
た
当
時
の
職

員
の
証
⪺
（
Ѝ
ラ
к
）
も
צ

え
、未
ᖒ
ᖚ
の
災
₻
の
経
験
・

ᑱ
⫈
を
発
ۄ
し
ま
す
。
こ
の

ϝ
か
、
؉
台
市
で
は
こ
れ
ま

で
Ѝ
ч
Ф
₻
に
お
け
る
全
国

会
⮼
の
開
催
に
向
け
て
様
々

な
ᩜ
備
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
、「

の

؉
台
現
地
開
催
」
の
Ѝ
ン
テ

ン
ツ
を
設
け
、
来
年
度
以
ㅡ

の
参
集
開
催
に
向
け
た
参
考

と
し
て
、
چ
年
に
ᢻ
ϛ
特
に

工
ೝ
し
た
事
項
を
中
心
に
⌠


い
た
だ
き
ま
す
。

「
水
道
Ῠ
⅐
発
⧏
会
」は
、

事
務
、
計
画
、
水
源
・
取
水
、

浄
水
、
導
・
⸂
・
配
水
な
ど

計
10
部
ヷ
に
分
か
れ
て
、
㹨

㹫
㹫
編
に
ক
ぶ
多
႓
な
Ῠ
⅐

成
ᘀ
の
発
⧏
࣠
画
を
Є
ン
С

и
ン
У
で
⪆
ⓦ
い
た
だ
け
ま

す
。
応
ࣩ
さ
れ
た
⭚
ᒉ
は
、

⭚
ᒉ
ఛ
⇗
者
に
よ
る
日
頃
の

地
道
な
Ῠ
⅐
の
成
ᘀ
で
あ
る

と
同
時
に
、
水
道
界
に
と
っ

て
の
ⰴ
重
な
知
見
・
ᑱ
⫈
、

そ
し
て
課
㊹
⪫
ᤕ
に
向
け
た

ᑼ
多
く
の
Ь
ン
ト
・
知
恵
の

ฮ
ဃ
と
も
い
え
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
࣠
画
は
一
方
的

な
配
ۄ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
発
⧏
者
と
⪆
ⓦ
者
の
গ

方
向
Ѝ
й
㼫
Х
Ћ
㼰
Б
ョ
ン

が

れ
る
よ
う
、
各
発
⧏
࣠

画
に
対
す
る
Ѝ
л
ン
ト
機
能

を
設
け
、
Є
㼰
б
ン
な
質
ṑ

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ξ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
ࢶ
い
た
だ
き
、
Ѝ
л
ン

ト
機
能
な
ど
も
活
用
し
な
が

ら
、
大
い
に
⮼
⭚
を
᧾
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
参
ࢶ
を
ྣ
ᖦ
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
の
ᖚ
料

登
録
が
კ
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
Є
ン
ラ
イ
ン
Џ
イ
ト
か

ら
12
月
24
日
ま
で
に
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
⇆
99
回
⎐
会
」
は
12
月

１
日
に
当
協
会
会
⮼
า
で
Є

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催

し
ま
す
。
各
地
方
支
部
⎐
会

の
⮼
を
経
て
ᎋ
出
さ
れ
た
会

員
ᎋ
出

㊹
を
⫃
⮼
い
た
だ

く
と
と
も
に
、ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
・

⎐
務
Ὂ
に
よ
り
ᑠ

の
水
道

行
ᑠ
施
策
に
つ
い
て
ご
⬺
明

を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
Є
ン
ラ
イ
ン
Џ
イ
ト

で
は
、
会
員
ᎋ
出

㊹
の
߰

ไ
を
関
連
情
ి
も

め
て
わ

か
り
や
す
く
፻

す
る
と
と

も
に
、
֓
Ὂ
か
ら
の
⬺
明
࣠

画
を
Є
ン
С
и
ン
У
配
ۄ
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
ϝ
か
に
も
㼘
水

道
の
防
災
・
減
災
、
強
㈨

化
㼙
を
テ
㼰
и
に
し
た
「
Б

ン
з
ジ
Ѐ
к
」、
ؓ
和
２
年

度
・
㹨
年
度「
水
道
イ
Ш
г
㼰

Б
ョ
ン
賞
」
の
受
賞
団
体
に

よ
る
事
چ
発
⧏
の
࣠
画
を
配

ۄ
す
る
ϝ
か
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
に
よ
る
「
㺌

㹺
㹷
水
道
展
２
０
２
１
」
や

「
新
ⓘ
社
企
画
Ѝ
㼰
Ф
㼰
」

な
ど
、
関
係
団
体
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々

な
情
ి
を
発
ۄ
し
ま
す
。
ξ

ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
⪑
い

た
だ
き
、
水
道
の
諸
課
㊹
と

⪫
ᤕ
方
策
を
ߣ
ᖚ
す
る
機
会

に
⏣
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

㻻
⇆
99
୰
⎐
ظ
ω
ϐ
ظ
ੑ

ᎋ
ࡈ

㊹
ϐ
з
Ͼ
э
Т
ϑ
㼇

Ӵ
ဋ

今
年
度
の
⎐
会
に

は
、
چ
年
ᎋ
出
さ
れ
て
い
る

「
ᗡ
日
本
大
震
災
」「
災
害
対

൦ᢊỉؕႴ҄ࢍửଔỆ
ƷᡲઃǛܖܫൟŴငܫŴ؏࠼

策
」「
⨒
ࢼ
関
係
」「
ⲏ
ݙ
・

繰
出
関
係
」
な
ど
の
根

的

な
諸

㊹
に
ࢶ
え
、
ᓺ
年
度

に
ၓ
き
続
き
、「
新
型
Ѝ
ч

Ф
Ѐ
イ
ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
に
よ
る

ႚ
㊄
に
係
る
水
道
事
業
経
営

へ
の
支
援
」
が

ま
れ
る
と

と
も
に
、
国
に
お
い
て
ؓ
和

㹨
年
度
か
ら
新
た
に
策
定
さ

れ
た
「
防
災
・
減
災
、
国
ஞ

強
㈨
化
の
た
め
の
５
か
年
ࢶ

⸛
化
対
策
」
を
ⳟ
ま
え
た
要

ᖦ
な
ど
、
い
ず
れ
も
わ
が
国

の
水
道
に
と
っ
て
緊
ᄛ
か
つ

重
要
な
計
23
㊹
の

㊹
が
ᎋ

出
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、

近
年
、
地
震
を
は
じ
め
風
水

害
な
ど
様
々
な
災
害
が
各
地

で
頻
発
し
災
害
対
策
は
ૃ
緊

の
課
㊹
で
あ
り
、
老
朽
施
設

の
更
新
・
再
構
築
な
ど
を
は

じ
め
各
℞
事
業
の
፳
進
に
も

多
㊺
の
費
用
が
კ
要
な
ᲆ
᥄

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス
感
ᘤ

Ṵ
に
よ
る
ႚ
㊄
は
、
水
道
料

金
の
減
ߊ
は
も
と
よ
り
、
大

口
㇝
要
者
の
ᖚ
ঙ
水
⼺
減
少

な
ど
、
水
道
事
業
の
根

に

も
ক
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。水

道
事
業
者
に
お
い
て
は

安
定
給
水
の
維
持
に
向
け

様
々
な
取
り
〉
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
う
し
た
自
ࢼ
努
力
に
は
ㅣ

界
が
あ
り
、
併
せ
て
国
に
よ

る
Ⱕ
ᑠ
支
援
が
օ
可
ᠿ
で

す
。
こ
う
し
た
諸

㊹
を
⪫

ᤕ
し
、「
水
道
事
業
の
持
続
・

安
定
的
な
⸼
営
」
お
よ
び

「
防
災
・
減
災
、
国
ஞ
強
㈨

化
」
を

る
た
め
、
⎐
会
出

ྴ
者
に
よ
る
活
発
な
⫃
⮼
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
⫃
⮼
の

結
ᘀ
、
国
に
⪫
ᤕ
を
ᣴ
め
る

ϛ
き
と
さ
れ
た

㊹
は
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
Ⴚ

な
が
ら
、
関
係
各
Ὂ

、
国

会
⮼
員
な
ど
に
対
し
、
機
会

を
ጯ
え
、
強
く
⫠
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
先
ϝ
ど
も
お
⬍
し
し
た

通
り
、
会
員
ᎋ
出

㊹
の
߰

ไ
に
つ
い
て
は
、
全
国
会
⮼

の
Є
ン
ラ
イ
ン
Џ
イ
ト
に
も

፻

す
る
予
定
で
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
ᯖ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

㻻
ᖔ
Ⴒ
ύ
㼆
ظ
ੑ
Ϛ
ϐ

л
㼩
Е
㼰
В
ϴ
ά
㋄
Φ
ι
Ϡ

λ
㼇Ӵ

ဋ

水
道
事
業
は
、
人

口
減
少
下
に
お
け
る
ᖚ
ঙ
水

⼺
の
減
少
、
様
々
な
災
害
の

頻
発
・
ᣝ
ۮ
変
࣠
な
ど
の
್

部
要
୲
に
ࢶ
え
、
施
設
の
老

朽
化
・
耐
災
害
ᄝ
օ
Ⲧ
や
職

員
減
少
な
ど
の
߰
部
要
୲
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
で
様
々

な
課
㊹
に
ὂ
㈝
し
て
い
ま

す
。
Ѝ
ч
Ф
₻
が
水
道
事
業

に
ক
Ϟ
す
ႚ
㊄
は
、
先
ϝ
ど

お
⬍
し
し
た
よ
う
に
大
き
な

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
だ
け
に
ጟ
り
回
さ
れ

る
こ
と
な
く
、「
水
道
の
基
ἷ

強
化
」
と
い
う
本
筋
の
取
り

〉
み
の
中
で
、
こ
の
Ѝ
ч
Ф

₻
で
㋁
在
化
し
た
課
㊹
に
も

対
応
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
大
ࡒ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ᲆ
᥄
に
対
応
す

る
た
め
に
は
水
道
事
業
そ
の

も
の
の
「
体
力
」
が
ᣴ
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う

し
た
⪆
ᮋ
か
ら
も
「
水
道
の

基
ἷ
強
化
」
を
ᓍ
期
か
つ
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
კ

要
で
す
。
そ
の
方
向
ᄝ
と
し

て
の
「
広
域
連
携
」「
ษ
ᣙ

連
携
」「
産
ษ
ฃ
の
連
携
」

の
㼘
㹨
つ
の
連
携
㼙
を
念
㊦

に
協
会
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

理
⪫
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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≕
⒊
⒐
˅
Ө
市

水
道
事
業
ؕ
本
ᚘ

画
⒑
⒊
⒐
˅
Ө
市
水

道
事
業
ɶ

経
営

ᚘ
画
⒑
↝
ሊ
ܭ
Ⴘ

ႎ
・
ˮ
ፗ
↔
ↀ

本
市
の
水
道
事

業
は
、
大
正
12
年

の
給
水
開
始
以

来
、
人
口
౹
ࢶ
や

⺰
市
の
発
展
に
応

じ
た
ዶ
張
を
行
い

な
が
ら
、
ᗐ
の
⺰

؉
台
の
市
ᣙ
生

活
、
⺰
市
機
能
、
産
業
活
࣠

を
支
え
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
今
後
迎
え
る
人
口
減

少
社
会
で
は
、
活
用
で
き
る

経
営
資
源
が
ㅣ
ら
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
多
様
化
、
⨪
雑
化

す
る
水
道
事
業
の
課
㊹
に
つ

い
て
、「
Ь
ト
・
м
Ш
・
Ѕ

Ч
」
と
い
っ
た
経
営
資
源
を

い
か
に
配
分
し
て
い
く
か
と

い
う
⪆
ᮋ
が
重
要
と
な
る
ϝ

か
、
こ
れ
ま
で
に
➑
ℸ
さ
れ

た
「
情
ి
・
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
」、

そ
し
て
ޭ
先
㊊
ٔ
に
応
じ
た

「
時
間
」
の
配
分
や
、
市
ᣙ

や
事
業
者
、
؆
の
水
道
事
業

体
と
の
「
Ч
㼩
ト
щ
㼰
ク
」

と
い
っ
た
経
営
資
源
に
関
し

て
も
、
ࣉ
ᘀ
的
に
活
用
し
て

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

≔
⒊
ˋ
ԧ
≖
࠰
ࡇ
日
本
水

道
協
会
μ

会
ᜭ
↚
ݣ
ↈ
↺

࣬
ⅳ؉

台
で
の
全
国
会
⮼
は
ؓ

和
２
年
度
の
予
定
で
し
た

が
、
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス

感
ᘤ
Ṵ
の
ႚ
㊄
に
よ
り
ؓ
和

㹨
年
度
に
ံ
期
と
な
り
、
最

⌨
的
に
Є
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ᗡ
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

の
∥
目
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
復
興
が
進
ϵ
だ
ᗡ
ख

の
現
在
の

や
震
災

構
等

を
全
国
の
皆
さ
ま
に
ご
⪑
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
に
対
す
る
感
謝

を
お
伝
え
で
き
る
⍍
ച
の
機

会
と
ጯ
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
؉
台
で
の
参
集
開
催
が

ঽ
わ
ず
、
大
変
残
念
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

Є
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り

ま
す
が
、
؉
台
参
集
開
催
で

予
定
さ
れ
て
い
た
水
道
Ῠ
⅐

発
⧏
会
や
Б
ン
з
ジ
Ѐ
к
な

ど
の
各
℞
イ
г
ン
ト
の
Ѝ
ン

テ
ン
ツ
に
ࢶ
え
、
؉
台
市
の

特
設
㺅
㺇
Ѝ
㼰
Ф
㼰
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本

市
と
し
ま
し
て
も
ℸ
ᝂ
的
に

情
ి
発
ۄ
し
て
ま
い
り
ま

す
。
Є
ン
ラ
イ
ン
開
催
の


用
Џ
イ
ト
は
ؓ
和
㹨
年
11
月

１
日
に
公
開
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
日
本
水
道
協
会
の

е
㼰
к
д
㼰
ジ
か
ら
ϼ
ク
Е

ス
で
き
ま
す
の
で
、
ξ
ひ
ご

⪑
く
だ
さ
い
。

（
参
考
、
日
本
水
道
協
会
の

е
㼰
к
д
㼰
ジhttps://

www.jwwa.or.jp/

）

˅
Ө
ࠊ
水
ᢊ
ʙ
ಅ
の
ྵ
ඞ
⍐
水
ᢊ
ʙ
ಅ

ؕ
ஜ
ᚘ
ဒ
⌏
ɶ

ᚘ
ဒ
Ƴ
Ʋ
Ǜ
៊
Ǉ
Ƒ
Ư

ᑷ


බ
ɟ

݃ᆜ

˅
Ө
ࠊ
൦
ᢊ
ʙ
ಅ
ሥ
ྸ
ᎍい

く
კ
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ษ
ᣙ
連
携
や
広
域

連
携
、
新
技
術
の
活
用
等
、

新
た
な
事
業
手
法
の
検
⫃
に

ࢶ
え
て
、
水
道
事
業
が
ዏ
え

る
様
々
な
課
㊹
を
お
ะ
さ
ま

と
ߣ
ᖚ
し
、
今
後
の
Џ
㼰
ビ

ス
水
ᩜ
や
ф
ス
ク
管
理
の
考

え
方
、
Ѝ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス

等
、
将
来
の
؉
台
の
水
道
の

あ
る
ϛ
き

に
つ
い
て
、
お

ะ
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
協

ݩ
し
て
取
り
〉
Ϣ
こ
と
が
重

要
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
㊹
や
⪆
ᮋ
を

ⳟ
ま
え
、
ؓ
和
２
年
㹨
月

に
「
؉
台
市
水
道
事
業
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
同
計
画
に

っ
て
着
実

に
事
業
を
፳
進
し
て
い
く
た

め
、
ߧ
体
的
な
事
業
߰
ไ
を

፻
げ
た
「
؉
台
市
水
道
事
業

中
期
経
営
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
が
策
定

し
た
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
₅
さ
れ
て
い
る
水
道
の
理

想
ݫ
や
、
取
〉
の
目
指
す
方

向
ᄝ
、
そ
の
実
現
方
策
等
の

⪆
ᮋ
を
ⳟ
ま
え
た
؉
台
市
の

「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

あ
る
と
と
も
に
、
⎐
務
Ὂ
が

各
公
営
企
業
に
策
定
を
要
⭐

し
て
い
る
「
経
営
戦
略
」
に

も
ٔ
置
χ
け
て
お
り
ま
す
。

≖
⒊
ؕ
本
ᚘ
画
↖
ਫ਼
ↁ


˅
Ө
市
水
道
事
業
↝
ݩ
ஹ


↗
૾
Ӽ
ࣱ

基
本
計
画
で
は
、
本
市
水

道
事
業
の
80
年
後
を
見
ፈ

え
、「
未
来
へ
つ
な
β
ᗐ
の

⺰
の
水
の
道
㿇
市
ᣙ
・
事
業

者
と
の
協
ݩ
㿇
」
と
い
う
基

本
理
念
の
下
、
㹨
つ
の
将
来

ݫ
「
①
水
道
Б
ス
テ
к
の
最

⹖
化
」「
②
持
続
可
能
な
経

営
」「
˧
関
係
者
と
の
連
携

強
化
」を
፻
げ
て
お
り
ま
す
。

「
①
水
道
Б
ス
テ
к
の
最

⹖
化
」
で
は
、
ࣉ
ᴀ
的
な
水

⸼
用
や
ф
ス
ク
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
最
⹖
な
水
道

Б
ス
テ
к
を
次
世
代
に
継
承

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全

で
☩
質
な
水
道
水
を
供
給
し

ま
す
。「
②
持
続
可
能
な
経

営
」
で
は
、
水
道
水
を
お
ຮ

け
す
る
ま
で
の
様
々
な
ᢢ
㆐

に
お
い
て
業
務
を
見
ὂ
し
、

ঙ
入
・
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
経
営
を
維
持
し
ま

す
。「
˧
関
係
者
と
の
連
携

強
化
」
で
は
、
お
ะ
さ
ま
、

近
㆟
水
道
事
業
体
、
ᣙ
間
事

業
者
、
関
係
団
体
等
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
・
協

ݩ
に
よ
る
課
㊹
⪫
ᤕ
に
取
り

〉
み
ま
す
。

ま
た
、
基
本
計
画
で
は
こ

れ
ら
将
来
ݫ
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
10
年
間
で
取
り
〉

Ϣ
「
12
の
施
策
の
基
本
的
方

向
ᄝ
」
を
定
め
、
各
施
策
を

፳
進
し
て
お
り
ま
す
。

≗
⒊
ɶ

経
営
ᚘ
画
↖
ਫ਼

ↁ

ɼ
↙
事
業
↝
ᡶ

ཞ
ඞ

基
本
計
画
に
፻
げ
た
基
本

理
念
や
将
来
ݫ
の
実
現
に
向

け
て
、
中
期
経
営
計
画
に
お

い
て
、
24
の
施
策
と
44
の
事

業
を
策
定
し
、
着
実
に
፳
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
重
ᮋ
的
に
取
り
〉
Ϣ

施
策
に
つ
い
て
は
、「
重
ᮋ

施
策
」
に
ٔ
置
χ
け
て
取
り

〉
Ϣ
こ
と
と
し
て
お
り
、
①

ዶ
張
期
に
集
中
的
に
ᑾ
備
し

た
管
路
の
更
新
時
期
が
㊊
次

到
来
す
る
こ
と
を
受
け
、
更

新
д
㼰
ス
を
現
在
の
年
間
⋷

27
㽃
か
ら
ᢢ
㆐
的
に
従
来
の

１
・
５
ۣ
で
あ
る
年
間
40
㽃

に
ϼ
㼩
б
す
る
「
管
路
更
新

の
д
㼰
ス
ϼ
㼩
б
」、
②
将

来
の
水
㇝
要
減
少
に
合
わ
せ

て
、
安
定
給
水
や
バ
㼩
ク

ϼ
㼩
б
機
能
確
ہ
の
⪘
ᮋ
も

持
ち
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た

浄
水
場
の
統
合
፳
進
や
長



化
改
ۊ
を
実
施
す
る
「
浄

水
場
の
再
構
築
」、
˧
人
口

減
少
や
社
会
構
造
の
変
化
に

合
わ
せ
た
料
金
体
⋲
へ
の
見

ὂ
し
等
に
つ
い
て
検
⫃
を
進

め
る
「
水
道
料
金
等
の
在
り

方
検
⫃
」、
˨
災
害
時
給
水

ᙉ
の
活
用
ઑ
発
等
に
よ
る
地

域
と
連
携
し
た
応
ᄛ
給
水
体

制
の
構
築
、
合
同
⫈
⎬
や
ᆼ

見
צ
᎓
を
通
じ
た
؆
の
水
道

事
業
体
・
ᣙ
間
事
業
者
と
の

応
援
体
制
の
߂
実
等
を
目
指

す
「
関
係
者
と
連
携
し
た
災

害
対
応
の
߂
実
」
の
４
つ
を

፻
げ
て
お
り
ま
す
。

計
画
初
年
度
に
あ
た
る
ؓ

和
２
年
度
の
進
ጻ
ᲆ
᥄
に
つ

い
て
は
、
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ

ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
の
感
ᘤ
ዶ
大
の

ႚ
㊄
に
よ
り
、
集
合
参
ࢶ
型

イ
г
ン
ト
や
؆
⺰
市
と
の
合

同
⫈
⎬
等
の
中
ᡧ
を
余
ގ
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
計
画
全

体
と
し
て
は
ᝎ
Ϗ
㊊
調
に
፳

進
し
ま
し
た
。

こ
の
ϝ
か
、
本
市
で
は
、

水
道
事
業
が
ὂ
㈝
し
て
い
る

様
々
な
課
㊹
を
お
ะ
さ
ま
と

ߣ
ᖚ
す
る
た
め
、
お
ะ
さ
ま

と
の
「
গ
方
向
Ѝ
й
㼫
Х

Ћ
㼰
Б
ョ
ン
の
߂
実
」
を


る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ѝ
ч
Ф
₻
に
お
い
て
も
活
࣠

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
お

ะ
さ
ま
と
の
গ
方
向
Ѝ
й
㼫

Х
Ћ
㼰
Б
ョ
ン
の
機
会
の
確

ہ
に
向
け
て
イ
ン
タ
㼰
Ч
㼩

ト
等
を
活
用
し
た
取
〉
み
も

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

≘
⒊
ؕ
本
ᚘ
画
⒊
ɶ

経

営
ᚘ
画
↝
ᢋ

↚
Ӽ
ↀ

ৼ


・
ॖ
ൢ
ᡂ
↮

持
続
可
能
な
水
道
事
業
を

経
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
の
度
策
定
し
た
基
本
計
画

֖
び
に
中
期
経
営
計
画
を
い

か
に
実
行
し
、
水
道
事
業
の

基
ἷ
強
化
を

る
か
が
重
要

で
あ
る
と
認
⮮
し
て
お
り
、

計
画
の
進
ጻ
管
理
に
は
従
来

以
上
に
力
を
入
れ
て
取
り
〉

ϵ
で
お
り
ま
す
。
計
画
の
進

ጻ
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

様
々
な
分
⼹
の
ᖚ
⮮
者
で
構

成
す
る
「
؉
台
市
水
道
事
業

経
営
検
⫃
ൌ
員
会
」
を
ؓ
和

２
年
度
よ
り
新
た
に
設
置

し
、
本
市
の
事
業
⸼
営
に
対

し
て
ะ
⪘
的
な
⫸
ښ
等
を
受

け
る
と
と
も
に
、
経
営
検
⫃

ൌ
員
会
か
ら
の
ᆼ
見
を
ⳟ
ま

え
、
事
業
環
境
の
変
化
等
に

も
対
応
し
た
ࣉ
ᴀ
的
か
つ
ࣉ

ᘀ
的
な
事
業
⸼
営
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

計
画
期
間
中
で
あ
る
ؓ
和

５
年
㹨
月
に
は
、
給
水
開
始

１
０
０
周
年
と
い
う
∥
目
も

迎
え
ま
す
。
１
０
０
年
先
の

未
来
に
も
؉
台
の
水
道
を
ၓ

き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
市

ᣙ
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
協

ݩ
し
て
、
水
道
事
業
が
ὂ
㈝

す
る
様
々
な
課
㊹
⪫
ᤕ
に
向

け
て
取
り
〉
ϵ
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
に
は
ၓ
き
続
き
ご
理

⪫
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

≙
⒊
μ

会
ᜭ
↚
ⅹ
ↀ
↺

˅
Ө
市
↝
ӕ
ኵ
↮
⒊
Ӌ
ь
者

↚
ݣ
ↈ
↺
∇
⒨
⇡
⒯
⇞

本
市
で
は
؉
台
で
の
現
地

開
催
に
向
け
、
平
成
30
年
度

か
ら
б
ч
ジ
㼧
ク
ト
Л
㼰
к

を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
企
画

を
検
⫃
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
Є
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
開
催
が
ᤕ
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
、
実
施
す
る
予
定

で
あ
っ
た
企
画
な
ど
を
Є
ン

ラ
イ
ン
か
ら
発
ۄ
す
る
た
め

ᩜ
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

日
本
水
道
協
会
の
全
国
会

⮼
Є
ン
ラ
イ
ン
開
催
Џ
イ
ト

上
に
は
「
؉
台
市
・
ᗡ
ख
地

方
支
部
か
ら
皆
様
へ
」
と
㊹

し
た
特
設
Џ
イ
ト
を
設
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
本
市
の
б
ч
フ
㼥
㼰
ル

や
ؓ
和
２
年
度
に
策
定
し
た

基
本
計
画
に
つ
い
て
の
ご
⌠


、
給
水
開
始
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
؉
台
市
水
道
の
ᡵ

হ
、
ᗡ
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
た
ᗡ
ख
地
方
支

部
߰
の
取
〉
み
な
ど
様
々
な

Ѝ
ン
テ
ン
ツ
を
発
ۄ
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
Б
ン
з
ジ
Ѐ
к
で

は
、「
水
道
の
防
災
・
減
災
、

強
㈨
化
」
を
テ
㼰
и
に
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ᗡ
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
が
経
⸿
し
ま
し
た
が
、
震

災
の
経
験
か
ら
Ⴚ
ら
れ
た
ᑱ

⫈
や
ฃ
び
、
そ
し
て
現
在
、

本
市
が
進
め
て
い
る
災
害
対

策
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に

ご
⌠

す
る
予
定
で
す
。

全
国
会
⮼
Є
ン
ラ
イ
ン
開

催
Џ
イ
ト
は
ؓ
和
４
年
㹨
月

ᖱ
ま
で
公
開
さ
れ
、
上
記
の

各
℞
Ѝ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て

も
㊊
次
Џ
イ
ト
に
፻

さ
れ

る
予
定
で
す
。
参
ࢶ
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

時
間
の
⫞
す
㆚
に
ξ
ひ
各
℞

Ѝ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
⪑
い
た
だ

き
、
水
道
事
業
が
ዏ
え
る
諸

課
㊹
へ
の
理
⪫
や
そ
の
課
㊹

⪫
ᤕ
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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日
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水
道
協
会
全
国
会
議
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ྎ
ᕷ
水
道
ᒁ
⥲
ົ
㒊

Ⴀ
ᴗ
ㄢ
Ⴀ
ᴗ

⏬
ಀ
㛗

˅
Ө
ࠊ
に
Ɠ
ƚ
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؉
台
⡊
ₛ
ث
⹅
ᑠ
ศ
公
に

よ
り
開
か
れ
た
؉
台
が
⎑
⯬

か
な
ᗐ
の
⺰
と
な
っ
た

に

は
、
ᑠ
ศ
公
の

に
よ
り
ᑾ

備
さ
れ
た
四
ツ
⯟
用
水
が
あ

り
ま
し
た
。
؉
台
ః
下
を
⎐

ံ
長
44
㽃
に
わ
た
り
⍷
目
ᲆ

に
ᦗ
れ
る
四
ツ
⯟
用
水
は
、

ま
ち
の
人
々
の
も
と
へ
恵
み

の
水
を
ຮ
け
、
生
活
用
水
、

農
業
用
水
な
ど
様
々
な
用
途

で
活
用
さ
れ
、
ま
ち
の
発

展
、
人
々
の
生
活
に
ᠿ
か
せ

な
い
も
の
で
し
た
。
ま
さ
に

本
市
の
水
道
の
ル
㼰
ツ
で

す
。本

市
は
西
か
ら
ᗡ
へ
໋

地
、
֏
ㅻ
地
、
大
地
ক
び
平

⼹
そ
し
て

平
ᥳ
と
西
高
ᗡ

ٕ
の
地
ႎ
で
あ
り
、
四
ツ
⯟

用
水
は
、
西
か
ら
ᗡ
へ
の
ݟ

ᒗ
を
活
か
し
た
自
然
ᦗ
下
を

ࡥ
用
し
て
い
ま
し
た
。
ᑠ
ศ

公
の
先
見
ᄝ
に
は
㏅
く
ば
か

り
で
す
。
現
在
の
本
市
水
道

に
お
い
て
も
全
配
水
⼺
の

80
㹚
以
上
を
自
然
ᦗ
下
に
よ

り
配
水
し
て
お
り
消
費
㇜
力

⼺
の
少
な
い
Ђ
Ѝ
な
配
水
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

１
０
９
տ
⺰
市
と
な
っ
た

現
在
、
本
市
は
、
⨪
ᑼ
の
ダ

к
を
水
源
と
し
て
い
ま
す

が
、
四
ツ
⯟
用
水
を
取
水
し

て
い
た
広
瀬
川
の
支
ᦗ
で
あ

る
㈑
下
川
に

一
本
市
が
管

理
す
る
昭
和
９
年
に
完
成
し

た
㈑
下
ダ
к
が
あ
り
、
周
ⷒ

の
㈑
❃
ळ
ᯢ
Ћ
根
の
㈑
下
水

源
地
に
水
源
᧑
㌎
ᗻ
（
⋷

86
ha
）
を
ہ
ᖚ
し
ہ
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
水
源
地
に

は
、
水
道
の
ᡵ
হ
や
仕
〉
み

を
ฃ
ϛ
る
水
道
記
念
㌥
、
ᑷ

策
路
な
ど
も
ᑾ
備
し
て
お

り
、
多
く
の
お
ะ
さ
ま
に
⫙


い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
ؓ
和
２
年
㹨

月
に
今
後
10
年
間
の
⸼
営
方

⽆
を
₅
す
「
؉
台
市
水
道
事

業
基
本
計
画
」
を
定
め
、
事

業
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
؉
台
の
水
道
を
将
来
に

ၓ
き
継
い
で
い
く
た
め
に

は
、
お
ะ
さ
ま
や
事
業
者
の

皆
様
と
の
連
携
が
一
ແ
重
要

と
考
え
、
市
ᣙ
・
事
業
者
と

の
協
ݩ
を
基
本
理
念
に
፻
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で

は
、
㈑
下
水
源
地
に
お
い

て
、
地
域
の
皆
様
や
企
業
の

皆
様
と
と
も
に
ᨊ
ፗ
活
࣠
を

行
う
な
ど
水
源
ہ
全
の
取
〉

を
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し

た
。
社
会
全
体
で
㺈
㹹
㹼
㺨

（
持
続
可
能
な
開
発
目
ឨ
）

の
⹅
成
に
向
け
た
取
〉
が
進

め
ら
れ
る
中
、
؉
台
の
ま
ち

の
ᡵ
হ
を
つ
く
っ
て
き
た
こ

の
㈑
下
水
源
地
を
◷
台
と
し

て
、
ᣙ
間
企
業
の
皆
様
に
も

参
画
い
た
だ
き
、
と
も
に
水

源
ہ
全
の
一
ແ
の
፳
進
に
取

り
〉
み
た
い
と
考
え
、「
㈑

下
の
ᗐ
б
ч
ジ
㼧
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
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「
㈑
下
の
ᗐ
б
ч
ジ
㼧
ク

ト
」
で
は
、
㈑
下
水
源
地
の

一
部
を
９
ळ
画
に
分
け
、
協

力
企
業
の
「
活
࣠
Ђ
ф
ϼ
」

と
し
て
ᎋ
供
し
、
企
業
毎
に

活
࣠
Ђ
ф
ϼ
へ
の
ᇇ

を
設

定
い
た
だ
き
、
同
Ђ
ф
ϼ
に

お
い
て
ᛦ
ᗻ
ہ
全
活
࣠
を

行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
協
力
企
業
の
皆
様
か
ら

の
์
ㅞ
金
を
活
用
し
水
源
᧑

㌎
ᗻ
の
間
ر
や
下
ࡓ
り
等
の

ہ
育
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
活
࣠
を

㺅
㺇
し
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
水
源
ہ
全
の
大
ࡒ
さ
を
伝

え
、
水
道
事
業
へ
の
理
⪫
ڬ

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ᙗ
式
会
社
ク
ж
タ
、
⇆
一

環
境
ᙗ
式
会
社
、
大
成
機
工

ᙗ
式
会
社
、
ᙗ
式
会
社
日
水

Ѝ
ン
ᗡ
ख
支
所
、
ᙗ
式
会
社

日
立
製
٣
所
ᗡ
ख
支
社
、
前


給
装
工
業
ᙗ
式
会
社
、
ᙗ

式
会
社
ู
ః
⧅
生
環
境
公

社
、
ู
ః
県
管
工
業
協
同
〉

合
、
л
タ
Ѐ
㼨
㼰
タ
㼰
ᙗ
式

会
社（
ט
ऺ
㉼
㊊
、ᑻ

略
）

か
ら
応
ࣩ
い
た
だ
き
、
協
力

企
業
９
社
と
ؓ
和
２
年
１
月

に
協
定
を
⎜
結
し
、
ؓ
和
２

年
度
か
ら
活
࣠
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
10
月
に

は
、
前

工
業
ᙗ
式
会
社
、

前

化
成
工
業
ᙗ
式
会
社
と

も
協
定
を
⎜
結
し
、
活
࣠
の

ⶋ
は
11
社
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。≖

⒊
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和
２
年
４
月
か
ら
活
࣠

開
始
と
い
っ
た
ῌ
先
、
新
型

Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
が

ᦗ
行
し
、
ᓷ
か
ら
ೇ
に
か
け

て
予
定
し
て
い
た
企
画
を
中

ᡧ
せ
ざ
る
を
Ⴚ
な
い
ᲆ
᥄
と

な
り
、
出
㙇
を
く
じ
か
れ
た

ႎ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
時

的
に
ᦗ
行
が
⌨
ᅌ
し
た
９

月
、
参
ࢶ
者
人
ᑼ
を
⌾
り
、

㈑փᣩᩚம㹝КкᨿḠ㹞

る
ៀ
ᖯ
を

ៀ
し
ま
し
た
。

大
き
く
育
つ
に
は
長
い
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
水
源
地

を
⫙
れ
る
市
ᣙ
の
皆
様
や
協

力
企
業
の
皆
様
と
と
も
に
成

長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
⃣
の
活
࣠
は
、

新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス
感
ᘤ

Ṵ
の
ᦗ
行
に
よ
り
中
ᡧ
と
な

り
ま
し
た
が
、
11
月
に
は
協

力
企
業
㹨
社
に
よ
る
周
ⷒ
地

域
の
ᨊ
ፗ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
࣠
は
、
؉
台

市
水
道
局
е
㼰
к
д
㼰
ジ
で

⌠

し
て
い
ま
す
の
で
、
ᔁ

非
ご
⪑
く
だ
さ
い
。
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ؓ
和
５
年
㹨
月
、
本
市
水

道
事
業
は
給
水
開
始
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
長
い
ᡵ

হ
の
中
、「
㈑
下
の
ᗐ
б
ч

ジ
㼧
ク
ト
」
は
産

を
上
げ

た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
本
市
水
道
事
業
に
ᠿ
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
協
ݩ
の

取
〉
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
協
力
企
業
の
皆
様
か
ら

ℸ
ᝂ
的
な
ご
ᎋ
案
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
本
市
と
各
協
力

企
業
の
強
み
を
生
か
す
こ
と

で
、
次
の
１
０
０
年
に
向

け
、
新
た
な
展
開
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

確
ۄ
し
て
い
ま
す
。

ث
⹅
ᑠ
ศ
公
が
؉
台
の
ま

ち
を
開
い
て
以
来
、
様
々
な

人
々
の
長
年
に
わ
た
る
努
力

が

し
い
水
源
地
を
維
持
し

育
み
、
私
た
ち
に
ᨊ
ら
か
な

水
を
ֆ
え
続
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
バ
ト
ン
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
次
の
１
０
０

年
、
２
０
０
年
と
ၓ
継
い
で

い
く
კ
要
が
あ
り
ま
す
。「
㈑

下
の
ᗐ
б
ч
ジ
㼧
ク
ト
」
に

よ
り
協
力
企
業
の
皆
様
と
ߣ

に
ᖱ
永
く
水
源
ہ
全
の
取
〉

の
ᡭ
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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協
力
企
業
の
社
員
や
ご
家
ᒼ

の
皆
様
と
と
も
に
ᛦ
ᗻ
ہ
全

活
࣠
を
行
い
ま
し
た
。
ᨊ
々

し
い
⃣
の
⅓
の
も
と
活
࣠
Ђ

ф
ϼ
で
間
ر
٣
業
を
行
い
、

㔞
り
㊄
く
Л
㼧
㼰
ン
З
㼰
の

㉼
、
↘
⬍
「
大
き
な
Ѕ
ブ
」

の
よ
う
に
ч
㼰
б
を
皆
で

ၓ
っ
張
り
ᖯ
を
ۨ
す
体
験
、

大
ᖯ
が
⨀
け
、
ۨ
れ
る
㉼
と

ጟ
࣠
は
ᓲ
ݫ
で
は
感
じ
ら
れ

な
い
経
験
が
で
き
た
と
の


が
ⓦ
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

の
こ
ぎ
り
に
よ
る
間
ر
٣
業

も
併
せ
て
実
施
し
、
ೕ
中
で

Ш
Ѝ
Ј
ф
を
ၓ
く

が
各
所

で
見
ら
れ
、
後
に
、
⒁
日
、

筋
⓵
ẁ
と
な
っ
た
と
の
⬍
も

์
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

⢖
取
り
に
ⲋ
る
お
子
さ
ϵ
や

Ш
Ѝ
Ј
ф
で
ᖯ
を
⠅
く
ࡒ
り

Ѝ
㼰
ス
タ
㼰
χ
く
り
に
ࣃ
Ϣ

お
子
さ
ϵ
の
↵
㋀
も
見
ら

れ
、
自
然
を
感
じ
、
ᛦ
ᗻ
ہ

全
の
大
ࡒ
さ
を
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
10
月
に
も
協
力
企

業
４
社
の
皆
様
と
の
ᛦ
ᗻ
ہ

全
活
࣠
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
雨

に
よ
り
中
ᡧ
と

な
り
、
ຯ
್
活
࣠
の
㇏
し
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、10
月
、12
月
に
は
、

そ
れ
π
れ
協
力
企
業
１
社
の

皆
様
と
水
源
地
や
周
ⷒ
地
域

の
ᨊ
ፗ
を
行
い
、
地
域
貢
献

ক
び
環
境

化
の
活
࣠
を
展

開
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
入
り
、
新
型
Ѝ

ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス
感
ᘤ
Ṵ
の
ᦗ

行
が
な
か
な
か
⌨
ᅌ
し
な
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
㹫

月
に
協
力
企
業
㹨
社
の
皆
様

と
の
活
࣠
Ђ
ф
ϼ
へ
の

ៀ

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨


中
ᡧ
と
な
り
、
ㅣ
ら
れ
た

人
ᑼ
で
日
を
改
め
て
の

ៀ

と
な
り
ま
し
た
が
、
㈑
下
ダ

к
周
ⷒ
に
自
生
す
る
Ѝ
Ф
ラ

の
ϝ
か
、
о
и
А
ク
ラ
や
イ

ч
Щ
м
й
ジ
な
ど
四

を
႓

ៀ٣ϐϪΨλ
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池
↝
ಒ
ᙲ
⒕

㈑
ᛦ
市
の
水
道
事
業
は

（
ؓ
和
２
年
度
ᖱ
実
⏚
）
給

水
人
口
が
27
տ
５
４
７
７

人
、
一
日
最
大
配
水
⼺
が
９

տ
㹫
７
２
４
立
方
㽰
、
４
Ѕ

所
の
浄
・
配
水
所
で
⋷
13
տ

４
０
０
０
立
方
㽰
の
配
水
能

力
を
ᖚ
す
る
水
道
事
業
体
で

あ
る
。

今
回
施
設
ᑾ
備
を
行
っ
た

឵
߰
浄
水
場
は
、
明

42
年

に
឵
߰
川
を
水
源
と
し
࢙
設

し
た
ᡵ
হ
の
あ
る
浄
水
場

で
、
フ
ч
㼰
は
ᔴ
通
ᤠ

㼄

⎤
⸛
ろ
⸿
㼄

⌐
消
ᢹ
に
よ

り
水
道
水
を
供
給
し
て
い

る
。
浄
水
⋲
統
は
࢙
設
時
に

設
置
さ
れ
、
今
回
更
新
対
象

と
な
っ
て
い
る
ख
⋲
ᤠ

池

ক
び
ろ
⸿
池
、
ま
た
ख
⋲
と

は
別
に
昭
和
50
年
代
に
設
置

さ
れ
た
ॊ
⋲
ᤠ

池
ক
び
ろ

⸿
池
に
ळ
分
し
て
お
り
、
日

⼺
２
տ
５
０
０
０
立
方
㽰
、

市
߰
全
体
の
⋷
㹨
割
の
水
道

水
を
配
水
し
て
い
る
基

的

施
設
で
あ
る
。

同
浄
水
場
の
水
源
は
平
成

４
年
度
か
ら
ℸ
ᝂ
的
に
集
水

ळ
域
の
ہ
全
を
行
っ
て
き
た

た
め
☩
ച
な
ॷ
水
に
恵
ま
れ

て
い
る
も
の
の
、
多
⼺
の
ㅡ

雨
や
⥃
㇒
期
に
᤺
川
水
ᬍ
度

が
上
ᓠ
す
る
と
、
⎤
⸛
ろ
⸿឵߰ᦘᣩుϐᒦख⋲ᤠᤆ㹝࠸ᵍ┽ࢳϑ㹨տↅᒭҺ㹤ᓉ㹞

は
高
ᬍ
度
に
は
⹖
し
て
い
な

い
た
め
取
水
ܠ
ᡧ
を
余
ގ
な

く
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
管
理
ᛚ
߰
で
は
市

߰
の
配
水
Ѝ
ン
ト
ч
㼰
ル
を

24
時
間
体
制
で
受
け
持
つ
重

要
な
施
設
で
も
あ
る
。

⒔
Ꮡ

↗
ܦ

↭
↖
↝
経

ᢅ
⒕ख

⋲
ᤠ

池
は
ټ
用
開
始

か
ら
１
１
０
年
以
上
が
経
⸿

し
て
お
り
ⴿ
体
は
耐
震
ᄝ
に

ִ
し
く
、
❋
し
く
老
朽
化

し
、
機
能
ٕ
下
も
見
ら
れ
て

い
た
た
め
、
ख
⋲
ろ
⸿
池
と

と
も
に
ᓍ
期
に
更
新
が
ᣴ
め

ら
れ
て
い
た
。

工
事
は
同
浄
水
場
の
能
力

を
維
持
す
る
方
⽆
と
し
た
た

め
、
新
た
な
建
設
用
地
が
კ

要
と
な
り
、
平
成
27
年
度
の

支
㆛
ᖯ
ر
採
か
ら
は
じ
ま

り
、
⒁
年
の
用
地
造
成
ক
び

法
㈝
⨒
強
、
平
成
29
年
度
か

ら
ؓ
和
元
年
度
ま
で
の
本
体

工
事
が
完
成
し
、
ؓ
和
２
年

度
の
機
ᚷ
・
㇜
ᣝ
設
備
工
事

を
経
て
、
ؓ
和
㹨
年
５
月
か

ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

⒔
ᜂ
Ψ
↗
ཎ
ࣉ
⒕

新
ख
⋲
ᤠ

池
の
構
造
は

鉄
筋
Ѝ
ン
ク
ф
㼰
ト
造
り
、


法
が
長
さ
94
・
７
４
㽰
�

࿃
17
・
０
㽰
�
ᖚ
ࣉ
水
᧾
㹨
・

５
㽰
の
ᔴ
通
ᤠ

池
２
池

で
、
࠸
理
能
力
は
㹨
տ
立
方

㽰
㹤
日
で
あ
る
。
特
ა
と
し

て
、
ᤠ

ࣉ
ᘀ
と
合
わ
せ
ॷ

水
の
ス
ト
㼩
ク
水
⼺
が
౹
ࢶ

し
た
た
め
、
᤺
川
ᬍ
度
上
ᓠ

に
伴
う
取
水
ܠ
ᡧ
時
に
も
、

ろ
⸿
継
続
時
間
が
ံ
長
さ
れ

て
お
り
安
定
ᄝ
が
高
ま
っ
て

い
る
。

⒔
水
質
管
理
⇡
∙
⇥
⒯
↝
ಒ

ᙲ
⒕本

市
の
水
質
検
査
は
、
上

水
道
施
設
（
５
Ѕ
所
）
ক
び

≤
ᓪ
水
道
等
（
７
Ѕ
所
）
の

水
源
か
ら
ᖱ
↡
給
水
ᙉ
ま

で
、
全
て
当
部
の
職
員
が
採

水
す
る
と
と
も
に
検
査
し
て

お
り
、
検
査
の
ۄ
㊱
ᄝ
を
確

ہ
す
る
⪘
ᮋ
か
ら
、
平
成
22

年
度
に
は
日
本
水
道
協
会
の

水
道
㹼
㺁
㺅
の
認
定
も
取
Ⴚ

し
て
い
る
。

ま
た
、
ؓ
和
元
年
度
か
ら

は
㈑
ᛦ
市
を
事
務
局
と
す
る

㈑
ᛦ
県
水
道
事
業
広
域
፳
進

会
⮼
ᗡ
㈑
地
ळ
会
⮼
の
取
り

〉
み
方
⽆
に
基
χ
き
、
周
ⷒ

町
ᗊ
の
水
質
検
査
業
務
を
受

託
す
る
広
域
的
な
検
査
体
制

と
な
っ
て
い
る
。

⒔
Ꮡ

↗
ܦ

↭
↖
↝
経

ᢅ
⒕旧

水
質
試
験
า
は
、
⇆
㹨

期
ዶ
張
事
業
に
お
け
る
឵
߰

浄
水
場
管
理
ᛚ
建
設
に
伴
い

昭
和
53
年
に
ᑾ
備
さ
れ
、
ᓈ

に
39
年
が
経
⸿
し
て
い
た
た

め
、
水
道
法
４
ᗕ
に
お
け
る

水
質
基
ᩜ
や
、
県
の
水
道
水

質
管
理
計
画
に
基
χ
く
水
質

管
理
目
ឨ
設
定
項
目
ক
び
水

質
管
理
に
係
る
試
験
の
分
ᗵ

項
目
に
ᢻ
ϛ
分
ᗵ
า
ᑼ
が
少

な
く
機
ଧ
分
ᗵ
の
Ѝ
ン
タ
й

Ч
㼰
Б
ョ
ン
の
対
応
に
苦
ᇻ

し
て
い
た
。
さ
ら
に
設
備
㋈

は
、

・
ϼ
ル
Ѕ
ф
ক
び
ᖚ

機
ᩯ
ࢌ
な
ど
の
ڠ
食
ᄝ
の
高

い
⠤
品
を
日
常
的
に
ټ
用
し

て
い
る
ႚ
㊄
に
よ
り
、
給
水

管
等
の
╧
食
ক
び
⅓
調
関
係

の
օ
ߧ
合
が
❋
し
く
、
分
ᗵ

۸
ক
び
分
ᗵ
者
へ
の
ႚ
㊄
が

懸
念
さ
れ
ᓍ
ᄛ
な
対
応
が
კ

要
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
水
質
試
験
า

の
改
ۊ
、
新
設
な
ど
に
つ
い

て
調
査
・
検
⫃
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
ᓈ
存
の
試
験
า
の
改

ۊ
で
は
大
規
模
な
工
事
と
な

り
、
浄
水
࠸
理
業
務
な
ど
へ

の
ႚ
㊄
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に
ो
Ს
で
水
質

試
験
า
を
建
設
す
る
に
◑
っ

た
。

⒔
ᜂ
Ψ
↗
ཎ
ࣉ
⒕

同
浄
水
場
߰
に
設
置
さ
れ

た
水
質
管
理
Е
ン
タ
㼰
は
、

１
㆐
に
事
務
า
、
й
㼰
テ
㼥

ン
Њ
ル
㼰
к
の
؆
中
ೠ
実
験

า
、
⠤
品
ဃ
、
ᖚ
機
前
࠸
理

า
、
᮲
機
前
࠸
理
า
ক
び
⌛

✄
検
査
า
を
配
置
し
、
２
㆐

は
各
機
ଧ
分
ᗵ
า
が
Ს
立
し

た
15
า
の
؆
、
ဒ

࠸
理
า

ক
び
ঙ
⋿
ဃ
が
配
置
さ
れ
ံ

ϛ

㈝
ℸ
は
９
９
７
・
５
平

方
㽰
（
１
㆐
５
㹨
７
・
５
平

方
㽰
、
２
㆐
４
㹫
０
・
０
平

方
㽰
）
で
あ
る
。

当
施
設
は
こ
れ
ま
で
の
課

㊹
と
今
後
の
分
ᗵ
࣠
向
を
見

ፈ
え
、
基
本
設
計
Ѝ
ン
Е
б

ト
の
⇆
一
⑭
を
分
ᗵ
⋋
度
管

理
に
お
い
て
、
分
ᗵ
試
料
調

ᑾ
㻻
分
ᗵ
前
࠸
理
㻻
分
ᗵ
機

ଧ
検
体
導
入
に
わ
た
る
一
連

の
٣
業
環
境
ᨡ
ᩔ
度
管
理
と

٣
業
時
Ѝ
ン
タ
й
Ч
㼰
Б
ョ

ン
፡
ㅱ
を
ე

し
た
。
ま

た
、
各
分
ᗵ
٣
業
⸿
ℊ
に
お

け
る
ټ
用
⠤
ࢌ
ዶ
ᑷ
防
ᡧ
を

行
う
た
め
、
⠤
ࢌ
ᣝ
化
ዶ
ᑷ

⇾
所
に
お
い
て
各
℞
⠤
ࢌ
物

ᄝ
、
特
に
ᣝ
化

࣠
・
╧
食

ᄝ
、
機
ଧ
ဒ
熱
を
想
定
し
た

給
፡
ᣝ
設
備
設
計
を
取
り
入

れ
た
結
ᘀ
、
各
部
ຯ
想
定
㇕


ᣝ
を
分
ᗵ
特
ᄝ
に
応
じ
て

分
㋈
、
各
部
ຯ
相
ח
の
Ѝ
ン

タ
й
Ч
㼰
Б
ョ
ン
を
防
β
た

め
の
給
፡
ᣝ
設
備
構
築
に
よ

る
า

ブ
ч
㼩
ク
を
実
現
し

た
。そ

の
؆
、
ᑣ
㆛
時
の
バ
㼩

ク
ϼ
㼩
б
Б
ス
テ
к
と
し
て

の
給
፡
ᣝ
֖

⸼
ⵛ
設
備
の

採
用
と
と
も
に
、
分
ᗵ
施
設

Ს
特
の
設
備
K
ݩ
頻
度
に
着

目
し
た
施
設
維
持
費
ٕ
減
を

目
的
と
し
た
給
፡
ᣝ
可
変
風

⼺
制
御
Б
ス
テ
к
の
併
用
設

備
構
築
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
水
質
分
ᗵ
施
設
の
先
㍫
け

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

⒔
ʻ
ࢸ
↝
್
ϋ

水
ئ
↝


設
整
ͳ
↝
૾
Ӽ
ࣱ
⒊
ৼ

・

ॖ
ൢ
ᡂ
↮
⒕

当
浄
水
場
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
ॷ
水
中
に
ジ
ϼ
ル
ジ

ϼ
が
検
出
さ
れ
、
ろ
⸿
ᬍ
度

０
・
１
度
以
下
で
⸼
用
し
て

お
り
安
全
で
は
あ
る
も
の

の
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
水

道
水
供
給
を
目
指
し
ؓ
和
２

年
度
に
⌖
್
線
࠸
理
施
設
の

建
設
に
着
手
し
た
。
ؓ
和
４

年
㹨
月
に
同
施
設
が
完
成
す

る
こ
と
で
ᗡ
ख
で
は
初
と
な

る
⎤
⸛
ろ
⸿
㹠
⌖
್
線
࠸
理

の
и
ル
Л
バ
ф
ϼ
方
式
に
よ

り
、
さ
ら
に
水
道
水
の
安
全

ᄝ
を
高
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。一

方
耐
震
ᄝ
は
、
同
浄
水

場
߰
の
管
理
ᛚ
ক
び
水
質
管

理
Е
ン
タ
㼰
の
建
築
物
、
ஞ

ᖯ
構
造
物
で
は
導
水
管
か
ら

新
ख
⋲
ᤠ

池
ま
で
、
ま

た
、
配
水
池
か
ら
配
水
本
管

は
耐
震
化
ᨌ
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
建
設
中
の

⌖
್
線
・

⌐
࠸
理
ᛚ
が
今

年
度
ᖱ
に
は
耐
震
施
設
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
今

後
は
ख
⋲
ろ
⸿
池
の
更
新
時

に
耐
震
化
が

ら
れ
れ
ば
、

浄
水
施
設
１
⋲
統
が
全
て
耐

震
施
設
と
な
り
、
大
規
模
地

震
発
生
時
に
も
浄
水
࠸
理
を

継
続
可
能
な
施
設
が
構
築
さ

れ
る
。

な
お
、
現
在
進
め
て
い
る

ろ
⸿
池
の
更
新
検
⫃
に
当

た
っ
て
は
、
᤺
川
ᬍ
度
上
ᓠ

時
に
も
浄
水
可
能
な
方
式
を

⪆
⼹
に
入
れ
て
検
⫃
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
ࣉ

ᘀ
的
な
浄
水
方
式
を

定
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
将
来
的
に

は
、
Ṳ
ॷ
⢖
対
策
ক
び
耐
震

対
策
֖
び
に
᤺
川
高
ᬍ
度
対

策
の
㹨
つ
の
課
㊹
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
で
、
本
市
水
道

経
営
б
ラ
ン
（
２
０
１
９
㿇

２
０
２
８
）
に
፻
げ
る
「
Ὕ

の
⯬
か
さ
を
も
た
ら
す
水
環

境
」
の
実
現
に
一
ແ
近
χ
く

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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水
ئ
↝
ಒ
ᙲ

⃣
田
市
水
道
事
業
は
明


40
年
に
ᗡ
ख
地
方
で
最
初
に

給
水
を
開
始
し
、
現
在
は
計

画
給
水
人
口
31
տ
９
１
０
０

人
に
水
を
供
給
し
て
い
る
。

浄
水
場
は
一
⌋
᤺
川
ㆸ
物
川

⧏
ᦗ
水
を
ॷ
水
と
す
る

י

田
浄
水
場
・
⯬

浄
水
場

と
、
地
下
水
を
水
源
と
す
る

㹨
Ѕ
所
が
あ
る
。


י
田
浄
水
場
は
、
施
設

能
力
15
տ
４
㹫
０
０
立
方
㽰

㹤
日
を
ᖚ
す
る
同
市
最
大
の

浄
水
場
で
、
浄
水
࠸
理
は
高

⯬

浄
水
場
に
㆟
፰
す
る

⯬

配
水
場
に
は
、

י
田

浄
水
場
・
⯬

浄
水
場
そ
れ

π
れ
と
連
⌿
す
る
Ǯ
８
０
０

の
⸂
水
管
を
ᑾ
備
し
て
い

る
。「
緊
ᄛ
時
に
は
２
つ
の
浄

水
場
が
相
ח
に
水
を
⥃
通
す

る
こ
と
で
供
給
⼺
を
確
ہ
で

き
る
よ
う
、
バ
㼩
ク
ϼ
㼩
б

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
」
と

ٗ
々
ᖯ
า
長
は
⬺
明
す
る
。

整
ͳ
事
業
↝
ܱ

↚
ᐱ
↺

Ꮡ

↗
ↂ
↻
↭
↖
↝
経
ᢅ


י
田
浄
水
場
は
、
K
ݩ

開
始
か
ら
60
年
以
上
が
経
⸿

し
て
お
り
、
昭
和
30
年
代
か

ら
50
年
代
に
建
設
さ
れ
た
施

設
・
設
備
が
ᨃ
在
し
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
に
ࢶ
え
、
耐
震
ᄝ
能

の
օ
Ⲧ
、
浄
水
࠸
理
の
օ
安

定
ᄝ
、
ढ़
機
管
理
機
能
の
օ

備
、
施
設
規
模
の
⹖
正
化
と

い
っ
た
課
㊹
が
あ
る
。
ٗ
々

ᖯ
า
長
は
「
老
朽
化
対
策
に

つ
い
て
は
10
年
以
上
前
か
ら

局
߰
部
で
検
⫃
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
は
ۊ
⏩
や
部

分
更
新
な
ど
に
よ
っ
て
施
設

機
能
の
維
持
を

っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
Ѝ
ン
ク

ф
㼰
ト
構
造
物
は
耐
用
年
ᑼ

を
迎
え
、
㇜
ᣝ
、
機
ᚷ
設
備

の
多
く
が
耐
用
年
ᑼ
を
超
⸿

し
て
い
る
な
ど
、
更
新
待
っ

⃣
田
市
上
下
水
道
局
は
、
基

浄
水
場
で
あ
る

י
田
浄
水
場
の
ダ
Ѐ
ン
Џ
イ
ジ
ン

Њ
を
伴
う
全
㈝
的
な
更
新
と
、
⯬

浄
水
場
の
K
ݩ
ᴀ
を
高
め
る
改
造
を
行
う
「

י

田
浄
水
場
等
ᑾ
備
事
業
」
の
実
施
に
向
け
、
実
施
方
⽆
変
更
᱆
を
公
⧏
し
、
来
年
１
月

に
ࣩ
集
公
৵
を
行
う
計
画
だ
。
ᣙ
間
の
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
を
生
か
し
つ
つ
地
元
経
ᨌ
へ
の
貢
献

も
֓
立
す
る
た
め
、
水
࠸
理
б
ラ
ン
ト
の
更
新
を
㹹
㹷
方
式
で
、
取
水

や
導
水
管
、

╘
水
ᤀ
ᥟ
ہ
管
ᛚ
の
更
新
は
仕
様
発
ᥡ
で
行
う
。
同
局
で
初
と
な
る
基

浄
水
場
全
㈝

更
新
に
向
け
た
取
り
〉
み
に
つ
い
て
、

י
田
浄
水
場
建
設
า
の
ٗ
々
ᖯ
☩

・
า
長

に
⬍
を
ⓘ
い
た
。

た
な
し
の
ᲆ
ᇧ
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
経
⎩

を
⬍
す
。

施
設
の
大
部
分
は
新
耐
震

基
ᩜ
が
₅
さ
れ
た
昭
和
56
年

以
前
に
ᑾ
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
耐
震
ᄝ
能
の
օ
Ⲧ
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
減
少
ݟ
向
が
続
く
水

㇝
要
へ
の
対
応
に
も
検
⫃

が
კ
要
に
な
っ
た
。「

י

田
・
⯬

浄
水
場
は
水
㇝
要

が

┈
上
が
り
だ
っ
た
時
期

に
ᑾ
備
し
た
施
設
の
た
め
、

現
在
の
K
ݩ
ᴀ
は

י
田
が

平

50
・
㹨
㹚
、
⯬

が
平


45
・
８
㹚
と
い
ず
れ
も
半

分
ℊ
度
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
ٗ
々
ᖯ
า
長
は
⬍
す
。
ま

た
、
͏
⃣
田
市
ᦆ
水
Щ
А
㼰

У
и
㼩
б
で
は

י
田
浄
水

場
に
０
・
５
㽰
か
ら
㹨
㽰
の

ᦱ
水
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
͏
近
年
の
ᣝ
ۮ
変
࣠

の
ႚ
㊄
で
㋁
❋
化
し
て
き
た

ㆸ
物
川
の
ᄛ
ᬌ
な
ᬍ
度
上
ᓠ

に
対
す
る
╂
ၬ
ᄝ
͏
ೇ
場
の

Ѕ
ビ
◍
物
質
へ
の
対
応
㻻
な

ど
の
課
㊹
に
も
対
応
す
る
た

め
、
今
回
の
ᑾ
備
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。


ૼ
事
業
↝
ಒ
ᙲ

同
局
で
は

י
田
浄
水
場

更
新
基
本
計
画
の
中
で
₅
し

た
①
安
全
な
水
を
供
給
で
き

る
浄
水
場
②
災
害
等
に
強
い

浄
水
場
˧
環
境
と
人
に
や
さ

し
い
浄
水
場
㻻
の
㹨
つ
の
Ѝ

ン
Е
б
ト
に
基
χ
き
ᑾ
備
事

業
を
進
め
て
い
く
。

י
田

浄
水
場
を
ダ
Ѐ
ン
Џ
イ
ジ
ン

Њ
し
つ
つ
更
新
し
、
⯬

浄

水
場
は
改
造
に
よ
っ
て
K
ݩ

ᴀ
を
高
め
、
施
設
能
力
を
フ

ル
に
発

す
る
こ
と
で
კ
要

な
供
給
⼺
を
確
ہ
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
施
工
は
水
࠸
理

б
ラ
ン
ト
を
㹹
㹷
方
式
で
、

取
水

や
導
水
管
、
╘
水
ᤀ

ᥟ
ہ
管
ᛚ
な
ど
は
仕
様
発
ᥡ

方
式
で
実
施
す
る
。
事
業
手

法
に
つ
い
て
ٗ
々
ᖯ
า
長

は
、「

ヷ
的
な
技
術
・
知

見
が
კ
要
な
水
࠸
理
б
ラ
ン

ト
に
つ
い
て
は
ᣙ
間
の
Ш
Ѐ

Щ
Ѐ
を
ऺ
分
に
生
か
す
た
め

に
㹹
㹷
方
式
と
し
、
そ
の
؆

の
部
分
に
つ
い
て
は
地
元
企

業
に
も
事
業
に
参
ࢶ
し
て
も

ら
う
た
め
、
分
け
て
発
ᥡ
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
」
と
⬺

明
す
る
。


י
田
浄
水
場
に
お
け
る

ᑾ
備
対
象
は
、
取
水
・
導
水

施
設
、
浄
水
施
設
、
中
ೠ
ἶ

⪆
制
御
設
備
、
⠤
品
ᥡ
入
設

備
な
ど
の
各
℞
設
備
。
さ
ら

に
、
ᗡ
日
本
大
震
災
の
ᑱ
⫈

を
ⳟ
ま
え
て
㇜
力
バ
㼩
ク

ϼ
㼩
б
用
に
非
常
用
自
家
発

㇜
設
備
を
新
設
す
る
ϝ
か
、

⸂
水
施
設
、
管
理
ᛚ
、
⠤
品

ᛚ
な
ど
の
管
理
用
建
物
、
場

߰
配
管
、
፡
水
࠸
理
施
設
、

⸂
水
管
な
ど
の
管
路
施
設
を

ᑾ
備
す
る
。


י
田
浄
水
場
の
新
施
設

は
施
設
能
力
㹫
տ
５
㹨
０
０

立
方
㽰
㹤
日
、
࠸
理
フ
ч
㼰

は
⊨
ᖱ
活
ᄝ
ᮂ
㹠
࠲
集
ᤠ
ᬅ

㹠
ᄛ
⸛
ろ
⸿
方
式
と
な
る
。

ᓈ
設
浄
水
場
の
一
部
施
設
を

ᏹ

し
て
ᒀ
地
߰
に
建
設
す

る
。
ॷ
水
は
現
行
と
同
様
に

ㆸ
物
川
⧏
ᦗ
水
で
、
ೇ
場
の

か
び
◍
物
質
や
全
ᖚ
機
ᮂ

⌐
、
⎐
ト
ф
Щ
ч
л
タ
ン
の

ㅱ

の
ц
г
ル
向
上
や
ㆸ
物

川
へ
の
農
⠤
ᦗ
出
な
ど
の
対

応
の
た
め
⊨
ᖱ
活
ᄝ
ᮂ
ᥡ
入

設
備
を
新
設
。
࠲
集
ᤠ
ᬅ
池

に
つ
い
て
は
現
行
の
高
⸛
࠲

集
ᤠ
ᬅ
か
ら
ॷ
水
の
ᄛ
ᬌ
な

ᬍ
度
変
化
に
対
応
し
や
す
い

フ
ч
㼩
ク
ႎ
成
池
㹠
឵
ᦗ
式

ᤠ
ᬅ
池
と
し
、
ᨃ
和
池
と
フ

ч
㼩
ク
ႎ
成
池
の
ᐅ
ዣ
方
式

は
機
ᚷ
ᐅ
ዣ
式
と
し
た
。
ᄛ

⸛
ろ
⸿
池
の
構
造
・
方
式
は

事
業
者
ᎋ
案
と
す
る
。

ま
た
、
ἰ
ஞ
や
㇜
࣠
Ќ
㼰

ト
の
設
置
な
ど
に
よ
る
ᦱ
水

対
策
や
、

ㆂ
光
発
㇜
Ы
Ч

ル
を
ࡥ
用
し
た
再
生
可
能
Ђ

Ч
ル
Ј
㼰
の
導
入
、

日


ᰐ

の
活
用
に
よ
る
浄
水
発

生
ஞ
の
資
源
化
、
バ
ф
ϼ
フ

ф
㼰
化
な
ど
に
よ
る
ჳ
⹖
な

見
ฃ
環
境
の
ᑾ
備
な
ど
も
実

施
す
る
と
し
て
い
る
。

⯬

浄
水
場
は
、
ᓈ
存
施

設
の
計
画
給
水
⼺
を
最
大
ㅣ

活
用
す
る
た
め
ᄛ
⸛
ろ
⸿
池

を
改
造
す
る
。
改
造
の
ߧ
体

的
な
方
向
ᄝ
に
つ
い
て
、

ٗ
々
ᖯ
า
長
は
「
現
在
の
⯬


浄
水
場
は
施
設
能
力
に
対

し
٣
る
浄
水
⼺
が
少
な
い
た

め
պ

な
࠸
理
を
で
き
て
い

ま
す
が
、
K
ݩ
ᴀ
を
高
め
た

場
合
、
ろ
⸿
水
ᬍ
度
の
上
ᓠ

を

制
す
る
ス
ч
㼰
ス
タ
㼰

ト
・
ス
ч
㼰
ダ
Ѐ
ン
と
い
っ

た
⸼
用
に
対
応
で
き
る
施
設

に
し
て
い
け
れ
ば
」と
⬍
す
。

こ
の
ϝ
か
、

י
田
浄
水

場
と
同
様
に
⊨
ᖱ
活
ᄝ
ᮂ
ᥡ

入
設
備
を
新
設
す
る
。
更
新

に
伴
っ
て
֓
浄
水
場
の
施
設

能
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
る

た
め
、
水
の
相
ח
⥃
通
が
常

時
可
能
な
よ
う
⸂
水
施
設
の

更
新
・
新
設
を
行
う
。
受
変

㇜
設
備
の
改
造
、
中
ೠ
ἶ
⪆

制
御
設
備
の
更
新
な
ど
も
実

施
す
る
。
ま
た
、
ᦟ
田
配
水

場
と
⯬

取
水
場
を
テ
ц

л
㼰
タ
㼰
方
式
で
ἶ
⪆
制
御

す
る
⹎
方
ἶ
⪆
制
御
設
備
を

新
設
す
る
。

同
浄
水
場
の
取
水
施
設
で

あ
る
⯬

取
水
場
で
は
非
常

用
自
家
発
㇜
設
備
を
新
設

し
、
同
浄
水
場
と
ߣ
ᖚ
し
て

い
る
受
変
㇜
設
備
を
分
割
す

る
改
造
な
ど
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
多
໙
に
わ
た
る

ᑾ
備
事
業
に
つ
い
て
、
ٗ
々

ᖯ
า
長
は
「
地
元
建
設
業
界

の
方
々
に
で
き
る
だ
け
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

お
り
、
当
ᑾ
備
事
業
は
規
模

が
大
き
く
期
間
も
長
い
こ
と

か
ら
、
持
続
的
な
ㆻ
用
確
ہ

と
地
元
企
業
の
人
材
育
成
に

์
ֆ
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
知
見
の

⯬
富
な
水
࠸
理
л
㼰
Ѕ
㼰
な

ど
と
事
業
を
進
め
る
こ
と
で

技
術
力
や
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
を
地
元

と
ߣ
ᖚ
・
➑
ℸ
し
、
中
長
期

的
な
市
߰
企
業
の
ス
キ
ル

ϼ
㼩
б
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

期
待
す
る
。

今
後
の
ス
Ћ
ジ
㼫
㼰
ル

は
、
ؓ
和
４
年
１
月
に
ࣩ
集

公
৵
を
行
い
、
事
業
者

定

を
進
め
、
11
月
に
ޭ
先
צ
ᨍ

឴
者
を
ᤕ
定
・
公
⧏
。
５
年

２
月
に

⋷
⎜
結
を
予
定
し

て
い
る
。
設
計
・
建
設
期
間

は
ؓ
和
５
年
２
月
か
ら
10
年

㹨
月
の
予
定
。

ʻ
ࢸ
↝
整
ͳ
事
業
ܱ

↚

Ӽ
ↀ
↕

同
ᑾ
備
事
業
で
は
、
基
本

計
画
に
₅
し
た
Ѝ
ン
Е
б
ト

に
基
χ
い
た
ࣉ
ᘀ
を
期
待
し

て
い
る
。
さ
ら
に
ٗ
々
ᖯ
า

長
は
、「
浄
水
場
は
⨪
合
б

ラ
ン
ト
と
ਐ
ば
れ
る
よ
う

に
、
建
設
や
維
持
管
理
に
は

多
℞
多
様
な
技
術
が
ᣴ
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
基

浄
水

場
の
更
新
事
業
は
ᑼ
ऺ
年
に

一
度
の
大
規
模
事
業
で
す
。

本
事
業
を
通
し
て
上
下
水
道

局
に
知
見
が
➑
ℸ
さ
れ
る
よ

う
、
ᑼ
多
く
の
若
手
・
中
న

職
員
に
関
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
職
員

全
体
の
ц
г
ル
ϼ
㼩
б
の
機

会
と
も
し
た
い
考
え
だ
。

最
後
に
今
後
の
ዏ
Ⱔ
に
つ

い
て
ن
う
と
、
ٗ
々
ᖯ
า
長

は
「
水
㇝
要
の
減
少
等
に
よ

る
料
金
ঙ
入
の
減
少
に
伴

い
、
事
業
経
営
は
ἦ
々
厳
し

さ
を
౹
す
も
の
と
予
ᨣ
さ
れ

ま
す
が
、
⃣
田
市
上
下
水
道

事
業
基
本
計
画
の
基
本
理

念
㼘
い
つ
で
も

い
つ
ま
で

も

⃣
田
市
の
上
下
水
道
㼙

の
実
現
を
念
㊦
に
安
全
で
安

心
な
水
道
水
を
持
続
的
に
供

給
で
き
る
よ
う
取
り
〉
ϵ
で

い
き
ま
す
」
と
ᆼ
ᣝ
込
み
を

⬯
っ
た
。

ḂᦘᣩుיᖉᒦϊϊϤύКЀэЏϾВэЊλϭ㈝ߜ

⸛
࠲
集
ᤠ
ᬅ
㹠
ᄛ
⸛
ろ
⸿
方

式
で
行
っ
て
い
る
。
現
在
の

給
水
人
口
は
23
տ
９
８
４
７

人
で
、
同
市
の
⎐
給
水
⼺
の

80
・
㹨
㹚
を
॑
め
る
。
昭
和

32
年
に
K
ݩ
を
開
始
し
た
同

市
で
最
も
ফ
い
浄
水
場
で
、

高
度
経
ᨌ
成
長
期
に
お
け
る

水
㇝
要
の
౹
ࢶ
や
市
勢
の
発

展
に
伴
う
給
水
ळ
域
の
ዶ
張

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
２
度

の
ዶ
張
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。⯬


浄
水
場
は
、
昭
和
58

年
に
K
ݩ
開
始
し
た
同
市
で

２
番
目
に
ফ
い
浄
水
場
。
施

設
能
力
は
㹨
տ
５
８
０
０
立

方
㽰
㹤
日
で
、
឵
ᦗ
式
ᤠ
ᬅ

池
㹠
ᄛ
⸛
ろ
⸿
方
式
で
࠸
理

し
て
い
る
。
現
在
の
給
水
人

口
は
５
տ
２
㹨
９
９
人
で
、

⎐
給
水
⼺
に
॑
め
る
割
合
は

16
・
９
㹚
と
な
っ
て
い
る
。
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水
道
事
業

ู
ః
県
企
業
局
で
は
現

在
、
水
道
用
水
供
給
事
業
２

事
業
を
は
じ
め
と
し
、
工
業

用
水
道
事
業
㹨
事
業
、
ᦗ
域

下
水
道
事
業
７
事
業
の
全
12

事
業
を
⸼
営
し
て
い
る
。
浄

水
場
は
ᣙ
間
事
業
者
へ
の
ൌ

託
、
下
水
࠸
理
場
は
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
⸼
ⵛ
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

供
用
開
始
か
ら
30
年
以
上

が
経
⸿
す
る
事
業
が
あ
る
中

で
、
本
県
に
お
い
て
も
全
国

的
な
چ
に
᪢
れ
ず
、
人
口
減

少
等
に
伴
う
水
㇝
要
の
ٕ
下

に
よ
る
料
金
ঙ
入
の
減
少
、

老
朽
化
が
進
Ϣ
管
路
や
設
備

の
更
新
費
用
の
౹
ࢶ
等
の
ႚ

㊄
に
よ
り
、
今
後
の
水
道
料

金
上
ᓠ
は

け
ら
れ
な
い
ᲆ

᥄
と
な
っ
て
い
る
。

≕
⒊
ܱ

↝
Ꮡ

↗
経
ᢅ

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営

環
境
に
お
い
て
も
、
将
来
に

わ
た
り
安
全
・
安
心
な
Џ
㼰

ビ
ス
を
、
ٕ
ပ
な
ښ
ᙤ
で
ᎋ

供
し
続
け
る
た
め
に
、
平
成

27
年
度
か
ら
今
後
の
事
業
⸼

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
⫃

を
開
始
し
た
。
್
部
ᖚ
⮮
者

等
も
צ
え
た
局
߰
್
で
の
⮼

⭚
の
ᖱ
、
上
水
、
工
水
、
下

水
事
業
を
一
体
で
行
う
「
ู

ః
県
上
工
下
水
一
体
ษ
ᣙ
連

携
⸼
営
事
業
（
み
や
ぎ
型
管

理
⸼
営
方
式
）」（
以
下
、「
み

や
ぎ
型
」
と
い
う
）
の
導
入

を
ᤕ
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

み
や
ぎ
型
は
施
設
の
所
ᖚ

឴
を
県
が
ᖚ
し
た
ま
ま
、
⸼

営
឴
を
ᣙ
間
事
業
者
に
設
定

す
る
「
Ѝ
ン
Е
㼩
Б
ョ
ン
方

式
」
に
よ
る
取
り
〉
み
で
あ

り
、
上
水
道
事
業
に
お
け
る

導
入
は
全
国
初
と
な
る
。
事

業
者
の
公
ࣩ

定
に
は
⋷
１

年
を
か
け
、
ؓ
和
㹨
年
㹨
月

に
л
タ
Ѐ
㼨
㼰
タ
㼰
ᙗ
式
会

社
を
代
⧏
企
業
と
す
る
企
業

Њ
ル
㼰
б
を
ޭ
先
צ
ᨍ
឴
者

に

定
し
た
。
同
年
５
月
に

は
、
同
Њ
ル
㼰
б
の
出
資
に

よ
り
㺈
㺅
㹸
（
特
別
目
的
会

社
）「
ᙗ
式
会
社
み
ず
Ϣ
す

び
и
Ч
ジ
л
ン
ト
み
や
ぎ
」

が
県
߰
に
設
立
さ
れ
た
。

現
在
（
ఛ
⇗
時
ᮋ

㹯

ؓ
和

㹨
年
11
月
）
は
、
事
業
の
導

入
に
კ
要
と
な
る
㺅
㹻
㹾
法

に
基
χ
く
県
⮼
会
の
承
認
手

続
き
を
⌨
え
、
水
道
法
に
基

χ
く
ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
の
⫞
可
を

申
⭐
中
で
あ
り
、
事
業
開
始

に
向
け
た
業
務
ၓ
き
継
ぎ
を

進
め
て
い
る
ᢢ
㆐
で
あ
る
。

≖
⒊
事
業
↝
ಒ
ᙲ
・
ཎ
ࣉ
⒊


ࢳ
ↄ
↻
↺
ј
ௐ

み
や
ぎ
型
で
は
、
浄
水
場

や
下
水
࠸
理
場
に
⸼
営
឴
を

設
定
し
、
日
々
の
⸼
ⵛ
管
理

や
ᮋ
検
、
ۊ
⏩
等
の
維
持
管

理
に
ࢶ
え
、
ܥ
全
度
調
査
や

そ
の
結
ᘀ
に
基
χ
く
設
備
機

ଧ
の
更
新
も
⸼
営
឴
者
に
ൌ

Ϗ
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ѝ
ン

Е
㼩
Б
ョ
ン
方
式
」
を
採
用

し
て
い
る
。
一
方
、
管
路
の

本
ᙤ
的
な
更
新
時
期
は
事
業

期
間
⌨
了
後
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
管
路
の
更
新
ক
び
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
ၓ
き
続
き

県
で
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。本

方
式
を
採
用
し
た
最
大

の
目
的
は
、
ス
Ћ
㼰
ル
л

ф
㼩
ト
の
発
現
に
よ
る
事
業

費
の
ࡹ
減
で
あ
る
。
み
や
ぎ

型
で
は
、
県
が
行
う
全
12
事

業
の
う
ち
、
水
道
用
水
供
給

事
業
の
供
給
∨

と
࠸
理
ळ

域
が
重
⨪
す
る
ᦗ
域
下
水
道

事
業
４
事
業
の
合
計
９
事
業

を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
一
ዸ
し
た

⋷
と
す
る

こ
と
で
事
業
規
模
の
ዶ
大
を


り
、
ࣉ
ᴀ
的
な
⸼
営
を
実

現
で
き
る
ႎ
と
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
４
㿇
５
年
間

と
し
て
い
た

⋷
期
間
を
20

年
間
と
す
る
こ
と
で
、
長
期

的
な
⪆
ᮋ
で
の
ዃ
資
・

⋷

を
可
能
と
し
、
事
業
費
の
ࡹ

減
の
み
な
ら
ず
ㆻ
用
࢙
出
や

水
道
技
術
者
の
育
成
が

ら

れ
る
仕
〉
み
と
し
た
。

ま
た
、
ᄝ
能
発
ᥡ
方
式
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
業
務
б

タ
ф
ン
Њ
、
県
が
行
う
м
Х

タ
ф
ン
Њ
、
್
部
ᖚ
⮮
者
で

構
成
さ
れ
る
経
営
審
査
ൌ
員

会
に
お
け
る
м
Х
タ
ф
ン
Њ

の
ց
ᢢ
㆐
の
м
Х
タ
ф
ン
Њ

体
制
を
構
築
し
、
経
営
や
Ⱕ

務
、
施
設
の
改
築
・
維
持
管

理
に
関
す
る
業
務
等
の
実
施

ᲆ
᥄
を
⨪
ᑼ
の
目
で
ἶ
⪆
・

確
認
を
行
い
、
⹖
อ
指
導
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定

供
給
を
実
現
し
て
い
く
。

≗
⒊
事
業
者
↝
੩
క
ಒ
ᙲ

ޭ
先
צ
ᨍ
឴
者
の
主
な
ᎋ

案
߰
ไ
を
ד
ᮋ
⌠

す
る
。

一
ᮋ
目
は
先
↡
技
術
の
導
入

に
関
す
る
ᎋ
案
で
あ
る
。
設

備
機
ଧ
へ
ᲆ
ᇧ
を
ἶ
⪆
す
る

た
め
多
℞
の
Е
ン
Џ
㼰
を
導

入
し
、
Ⴚ
ら
れ
た
С
㼰
タ
と

ᮋ
検
結
ᘀ
よ
り
、
予
防
ہ
全

中
心
の
計
画
を
策
定
す
る
。

長


化
の
፳
進
が
可
能
な

設
備
機
ଧ
を
特
定
し
、
⹖
ࡒ

な
ۊ
⏩
ক
び
部
分
改
築
を
行

う
こ
と
で
、
更
新
費
用
の
ࡹ

減
を

る
。
ま
た
、
９
事
業

一
体
の
管
理
体
制
構
築
の
た

め
、「
統
合
型
広
域
ἶ
⪆
制

御
Б
ス
テ
к
」
を
導
入
す

る
。
当
Б
ス
テ
к
に
よ
り
維

持
管
理
ᄝ
の
向
上
、
ἶ
⪆
の

強
化
、
〉
⏨
体
制
の
最
⹖
化

に
よ
る
人
؟
費
ࡹ
減
ক
び
緊

ᄛ
時
の
対
応
ス
Ю
㼰
У
の
向

上
を
実
現
す
る
。

ד
ᮋ
目
は
人
材
育
成
に
関

す
る
ᎋ
案
で
あ
る
。
㺈
㺅
㹸

と
は
別
に
、
同
じ
出
資
者
に

よ
り
、
施
設
の
⸼
ⵛ
・
維

持
管
理
を
ዝ
う
水
事
業
会

社
（
㺄
㺂
会
社
）
が
県
߰
に

設
立
さ
れ
た
。
㺈
㺅
㹸
は
浄

水
場
や
下
水
࠸
理
場
の
⸼
ⵛ

管
理
等
を
㺄
㺂
会
社
に
ൌ
託

し
、
֓
社
が
協
力
し
て
事
業

⸼
営
を
行
う
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
㺄
㺂
会
社
は
㺈

㺅
㹸
と
Ḷ
な
り
、
事
業
期
間

⌨
了
後
も
存
続
す
る
会
社
で

あ
り
、
県
߰
の
安
定
的
な
ㆻ

用
࢙
出
に
よ
る
水
道
技
術
者

の
育
成
が

ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

≘
⒊
ⅹ
↾
↹
↚

み
や
ぎ
型
管
理
⸼
営
方
式

は
、
水
道
㹨
事
業
を
一
体
と

し
て
Ѝ
ン
Е
㼩
Б
ョ
ン
方
式

を
導
入
す
る
全
国
初
の
取
り

〉
み
で
あ
る
。
こ
の
方
式

が
、
ᣙ
間
企
業
に
よ
る
新
技

術
の
開
発
・
導
入
、
࢙
ᆼ
工

ೝ
と
い
っ
た
イ
Ш
г
㼰
Б
ョ

ン
に
よ
り
、
ࣉ
ᴀ
的
か
つ
ࣉ

ᘀ
的
な
新
た
な
⸼
営
方
法
と

し
て
確
立
さ
れ
る
と
と
も

に
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

る
全
国
の
水
道
事
業
に
お
け

る
課
㊹
⪫
ᤕ
の
一
つ
の
м
С

ル
と
な
る
よ
う
、
ؓ
和
４
年

４
月
の
事
業
開
始
に
向
け
て

着
実
に
導
入
を
進
め
て
い
き

た
い
。

㊺ᨕࡹⰺϐג

ϐ⯼∨ג

ч
Е
ス
に
自
ḃ
度
を
持
た

せ
、
ᣙ
間
の
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
や
࢙

ᆼ
工
ೝ
を
活
か
し
た
ࣉ
ᴀ
的

な
⸼
ⵛ
管
理
に
よ
る
事
業
費

の
さ
ら
な
る
ࡹ
減
を
Კ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
県
が
実
施
し

て
き
た
設
備
機
ଧ
の
ۊ
⏩
・

更
新
も
⸼
営
឴
者
の
所
፝
と

す
る
こ
と
で
、
ス
Ћ
㼰
ル
л

ф
㼩
ト
の
ᅇ
恵
と
ᄝ
能
発
ᥡ

の
ࣉ
ᘀ
の
最
大
化
を

り
、

そ
の
結
ᘀ
、
ޭ
先
צ
ᨍ
឴
者

の
ᎋ
案
に
お
い
て
、
県
が
現

行
体
制
の
ま
ま
20
年
間
事
業

を
継
続
し
た
場
合
と
ᢻ


し
、
⎐
㊺
㹨
㹨
７
ޒ
߱
の
事

業
費
ࡹ
減
が
な
さ
れ
る
見
込

み
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
将
来
的
な
料
金
上
ᓠ
の


制
や
、
管
路
更
新
時
期
に

備
え
た
経
営
基
ἷ
の
強
化
を


る
。

こ
の
よ
う
に
ᣙ
間
の
⧿
⼺

を
ዶ
大
さ
せ
る
一
方
で
、
水

道
用
水
を
受
水
す
る
市
町
ᗊ

等
か
ら
特
に
関
心
の
高
い
水

質
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
同

等
の
基
ᩜ
を
要
ᣴ
水
ᩜ
に
お

い
て
ᣴ
め
て
お
り
、
水
道
法

に
基
χ
く
水
質
検
査
は
ၓ
き

続
き
県
が
ዝ
う
こ
と
で
安
全

ᄝ
を
ዝ
ہ
す
る
仕
〉
み
と
し

た
。ま
た
ܥ、
全
な
事
業
⸼
営

を
実
現
す
る
た
め
に
は
厳
し

い
ἶ
⪆
体
制
の
構
築
が
օ
可

ᠿ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
み

や
ぎ
型
開
始
後
は
、
⸼
営
឴

者
自
ら
が
行
う
Е
ル
フ
м
Х

20
࠰
᧓
↖
ʙ
ಅ
ᝲ
≖
≖
≚
Ε
ό
Ъ
ถ

ሥ
ែ

ૼ
↚
ͳ
ⅷ
ኺ
փ
ؕ
Ⴔ
ࢍ
҄
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●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

ޛ

࢟

ࠊ

ɥ

ɦ

൦

ᢊ

ᢿ

に
⍽

⎄
⎾


ܹ
ݣ
ሊ
⎡
Ϊ
ܱ
に
Ӽ
⎄
⎒
ӕ
⎽
ኵ
⎲

ᅸ
ئ

ී
Ӯ
൞

ᒣ
ᙧ
ᕷ
ୖ
ୗ
水
道
㒊
⥲
ົ
ㄢ
㛗

Ǥ
ȳ
ǿ
ȓ
ュ
ー

―
ޛ
࢟
ࠊ
ư
े
ܭ
ƞ
Ǖ
ǔ

ٻ
ᙹ


ܹ
Ʊ
ᘮ
ܹ
に
つ
い

て
Ə
か
ƕ
い
ま
す
。

秋
ئ
課
長

市
߰
西
部
に

໋
ႎ
ἣ
地
断
ແ
ྶ
が
あ
り
、

こ
れ
を
震
源
と
す
る
地
震
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
県
の
被
害

想
定
で
は
、
最
大
震
度
７

で
、
市
⧁
地
の
ϝ
と
ϵ
ど

が
、
震
度
㹫
強
以
上
の
強
い

Ꭷ
れ
と
な
り
、
市
߰
の
⋷

40
㹚
に
あ
た
る
⋷
㹨
տ
５
０

０
０
世
ྶ
で
断
水
が
発
生
す

る
可
能
ᄝ
が
₅
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ϝ
か
、
ᦆ
水
、
ஞ

῟
災
害
、
⟔
ᴃ
໋
᭥
໋
の
ର

᭥
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

記
ር
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
平
成
25
年
７
月
に
、
大
雨

に
よ
る
ॷ
水
ᬍ
度
の
上
ᓠ

で
、
県
営
水
道
か
ら
の
受
水

が
ܠ
ᡧ
し
、
ؓ
和
２
年
７
月

に
も
県
営
水
道
か
ら
の
受
水

の
制
ㅣ
を
経
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
に
１
回
ℊ
度
、
給

水
ळ
域
で
断
水
を
伴
う
᪢
水

事
ᑣ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

໋
ႎ
市
は
大
規
模
な
被
害
を

伴
う
災
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
せ
ϵ
が
、
災
害
が
少
な
い

地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
備
え
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
今
࠰
ᵧ
᧸

̞
を
ૼ
ᚨ

ƞ
Ǖ
ま
し
た
ƕ
ᵧ
Ʀ
の
Ⴘ
ႎ

Ƹ
Ჹ秋

ئ

装
置
産
業
で
あ
る

水
道
事
業
は
耐
震
化
な
ど
の

Щ
㼰
У
対
策
が
օ
可
ᠿ
で

す
。
໋
ႎ
市
で
も
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
が
、
時
間
と

多
㊺
の
費
用
を
要
し
ま
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
は
い
つ
ⲏ

こ
る
か
分
か
ら
ず
、
大
規
模

な
災
害
と
な
れ
ば
、
職
員
だ

け
で
の
対
応
が

㇏
で
す
。

こ
の
た
め
、
上
下
水
道
部
の

災
害
対
応
力
向
上
は
も
と
よ

り
、
市
ᣙ
、
関
係
団
体
、
関

係
企
業
と
の
連
携
や
、
؆
事

業
体
の
受
援
対
応
な
ど
が
よ

り
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
〉
み
を
፳
進
し
て

い
く
た
め
に
今
年
、
⎐
務
課

の
中
に
防
災
係
を
新
設
し
ま

し
た
。

現
在
の
防
災
係
の
主
な
業

務
は
、
上
下
水
道
部
防
災
⫈

⎬
の
企
画
や
、
ድ
ᮋ
給
水
所

の
ᑾ
備
、
ድ
ᮋ
給
水
所
の
開

設
・
⸼
営
に
係
る
市
ᣙ
、
関

係
団
体
、
関
係
企
業
と
の
調

ᑾ
ক
び
⫈
⎬
な
ど
を
ዝ
当
し

て
い
ま
す
。

―
ႆ


の
ᘮ
ܹ
を
ᡆ
ᡮ

に
৭
੮
し
た
り
ᵧ
ᢿ
ϋ
ư
の

ऴ
إ
σ
ஊ
を
ス
Ƞ
ー
Ǻ
に
ᘍ

Ə

た

Ǌ

に

᧸


ȷ

ܹ
ऴ
إ

Ƿ
ス
Ȇ
Ƞ
を
ನ

ሰ
し
て
い
ǔ
Ʊ

Ꭵ
い
て
お
り
ま

す
ƕ
ᵧ
ಒ
ᙲ
を


え
て
Ƙ
だ
ƞ

い
。秋

ئ

防

災
・
災
害
情
ి

Б
ス
テ
к
は
、

и
㼩
Ю
ン
Њ
Б

ス
テ
к
と
連
࣠

さ
せ
た
災
害
対
応
の
支
援

ツ
㼰
ル
で
す
。
被
害
や
対
応

な
ど
の
情
ి
を
集
⋷
し
ߣ
ᖚ

で
き
る
ϝ
か
、
職
員
の
࣠
員

ᲆ
᥄
も
ߣ
ᖚ
で
き
ま
す
。
災

害
時
は
特
に
、
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
で
多
ᑼ
の
被
害

が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
の

全
体
ݫ
を
ኺ
᎖
・
ߣ
ᖚ
し
、

対
応
を
ᤕ
定
し
て
い
く
㆚
に

ᖚ
ࣉ
だ
と
ጯ
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
⫈
⎬
で
の
⸼
用

が
中
心
で
、
職
員
の
⸼
用
技

術
の
向
上
を

っ
て
い
る
ᲆ

᥄
で
す
が
、
今
後
は
、
災
害

時
の
⸼
用
の
ϝ
か
、
平
常
時

の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
چ
え
ば
、
地
震

被
害
想
定
を
も
と
に
、
事
前

に
被
害
を
受
け
る
可
能
ᄝ
が

高
い
⇾
所
の
断
水
Б
й
㼫

ц
㼰
Б
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の

С
㼰
タ
を
➑
ℸ
し
て
い
く
こ

と
で
、
ᖚ
事
の
㆚
に
よ
り
߱

᪄
な
対
応
が
と
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
ࣖ
࣯
ዅ
൦
˳
С
の
ࢍ
҄

に
Ӽ
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
Ƙ
だ
ƞ
い
。

秋
ئ

地
震
時
の
応
ᄛ
給

水
の
初
࣠
対
応
を
強
化
す
る

た
め
の
取
り
〉
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
、
地
震
後

に
ᲆ
᥄
を
ኺ
᎖
し
、
給
水
計

画
を
٣
成
、
そ
の
後
に
応
ᄛ

給
水
を
行
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
ᲆ
᥄
ኺ
᎖
に
時
間

を
要
し
、
初
࣠
が
遅
れ
る
こ

と
や
、
５
Ѕ
所
の
耐
震
ⰰ
水

ព
、
給
水
ⵐ
㹨
台
、
給
水
タ

ン
ク
10
基
で
は
、
給
水
⇾
所

が
少
な
い
な
ど
の
課
㊹
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
ⳟ
ま
え
ؓ
和
２
年

度
に
本
市
の
応
ᄛ
給
水
活
࣠

基
本
方
⽆
を
ま
と
め
、
市
߰

で
震
度
５
ၬ
以
上
を
⪘
ᨣ
し

た
場
合
、
28
Ѕ
所
の
ድ
ᮋ
給

水
所
を
自
࣠
的
に
開
設
し
応

ᄛ
給
水
を
行
う
取
り
〉
み
に

変
更
し
ま
し
た
。

ድ
ᮋ
給
水
所
は
断
ແ
ྶ
の

ٔ
置
や
、
各
施
設
の
ⰰ
水

⼺
、
地
域
Ѝ
й
㼫
Х
テ
㼥
、

給
水
所
ま
で
の
ⳁ
㇎
な
ど
を

考
ᇻ
し
て
場
所
を

定
し
ま

し
た
。
ߧ
体
的
に
は
、
公
க

な
ど
に
設
置
し
て
あ
っ
た
１

０
０
㽒
の
耐
震
ⰰ
水
ព
５
Ѕ

所
に
ࢶ
え
、

㇏
所
と
な
っ

て
い
る
小
中
ฃ
ᙒ
な
ど
23
Ѕ

所
を
ٔ
置
付
け
て
い
ま
す
。

小
中
ฃ
ᙒ
で
は
ؓ
和
２
年
度

か
ら
、
施
設
の
受
水
ព
を
活

用
し
た
災
害
用
ⰰ
水
ព
の
ᑾ

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
ؓ
和
㹨
年
４
月
時
ᮋ
で

10
Ѕ
所
の
ᑾ
備
が
ᨌ
ϵ
で
お

り
、
本
市
の
給
水
開
始
１
０

０
周
年
と
な
る
ؓ
和
５
年
度

ま
で
に
ᑾ
備
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。

ድ
ᮋ
給
水
所
の
開
設
・
⸼

営
に
は
、
市
ᣙ
、
関
係
団
体
、

関
係
企
業
の
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
ߧ
体

的
に
23
Ѕ
所
の
小
中
ฃ
ᙒ
で

は
、
市
ᣙ
が
参
ࢶ
す
る

㇏

所
の
⸼
営
ൌ
員
会
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
⸼
営
ൌ

員
会
は
、
ᗡ
日
本
大
震
災
の

経
験
を
ⳟ
ま
え
た
防
災
体
制

の
強
化
策
で
、
地
域
と
行
ᑠ

が
協
力
し
て

㇏
所
を
⸼
営

す
る
体
制
を
構
築
し
た
も
の

と
な
り
ま
す
。ま
た
、５
Ѕ
所

の
耐
震
ⰰ
水
ព
に
つ
い
て

は
、
開
設
に
地
元
の
管
工
事

協
同
〉
合
、
⸼
営
に
ई
ዸ
ൌ

託
先
の
企
業
よ
り
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
。
上
下
水
道
部

は
、
主
に
⨒
水
や
全
体
の

バ
㼩
ク
ϼ
㼩
б
を
ዝ
当
し
ま

す
。職

員
も
減
少
し
て
い
ま
す

し
、
公
ࢼ
の
み
で
は
ㅣ
界
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
市

ᣙ
の
皆
さ
ϵ
に
し
っ
か
り
⬺

明
し
、
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
公
ࢼ
と

ߣ
ࢼ
に
よ
る
初
࣠
対
応
の
強

化
で
、
よ
り
多
く
の
地
ᮋ
で

飲
料
水
を
確
ہ
し
ⷛ
⸛
に
応

ᄛ
給
水
を
行
い
ま
す
。

―
ᡆ
ᡮ
に
И
ѣ
˳
С
を
ನ

ሰ
す
ǔ
に
Ƹ
ᵧ
ଐ
᪭
か
ǒ
の

᧸


ጀ
ƕ

ᙲ
に
Ƴ
ᵻ
て

Ɩ
ま
す
ƕ
ᵧ
ᡈ
࠰
の
取
り
組

み
を
紹
介
Ƙ
だ
ƞ
い
。

秋
ئ

ድ
ᮋ
給
水
所
の
開

設
・
⸼
営
⫈
⎬
と
、
上
下
水

道
部
の
防
災
⫈
⎬
を
中
心
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

小
中
ฃ
ᙒ
の
ድ
ᮋ
給
水
所

で
は
、
災
害
用
ⰰ
水
ព
の
ᑾ

備
に
あ
わ
せ
て
、

㇏
所
⸼

営
ൌ
員
会
と
協
力
し
⫈
⎬
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
⫈
⎬
で

は
、
職
員
が
и
Х
㼫
ϼ
ル
の

⬺
明
を
行
っ
た
後
、
市
ᣙ
の

皆
さ
ϵ
よ
り
、
給
水
ᙉ
の
設

置
や
水
出
し
な
ど
一
連
の
開

設
٣
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ど
の
⫈
⎬
で

も
市
ᣙ
の
皆
さ
ϵ
が
ℸ
ᝂ
的

に
参
ࢶ
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
心
強
く
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

耐
震
ⰰ
水
ព
の
ድ
ᮋ
給
水

所
で
は
、
今
年
㹫
月
に
、
上

下
水
道
部
、
関
係
団
体
・
企

業
が
一
同
に
会
し
て
、
初
の

合
同
⫈
⎬
を
実
施
し
ま
し

た
。
ߧ
体
的
に
は
、
໋
ႎ
市

管
工
事
協
同
〉
合
に
よ
る
給

水
所
の
開
設
後
、
ю
㼧
Є
ф

ϼ
・
ジ
㼧
Ч
㼩
ツ
、
໋
ႎ
市

上
下
水
道
技
術
Е
ン
タ
㼰
が

実
㆚
に
水
を
出
し
、
応
ᄛ
給

水
の
方
法
や
ᥡ
ᆼ
ᮋ
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
検
証

を
ⳟ
ま
え
て
、
今
年
度
߰
に

上
下
水
道
部
と
関
係
者
の
合

同
で
и
Х
㼫
ϼ
ル
を
٣
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
検

証
で
は
、
安
全
管
理
の
ე


や
࣠
線
の
設
定
、
開
設
か
ら

⸼
営
の
ၓ
き
継
ぎ
方
法
な
ど

の
ߧ
体
的
な
事
項
に
つ
い
て

ᆼ
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
и
Х
㼫
ϼ
ル
に
ঘ
ᓲ
し

て
、
実
ࣉ
ᄝ
の
あ
る
も
の
と

し
て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
部
の
防
災
⫈
⎬

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
ᆼ
⮮

の
⼦
成
、
災
害
対
応
の
ⷛ
⸛

化
・
߱
᪄
化
、
災
害
対
策
и

Х
㼫
ϼ
ル
の
検
証
・
見
ὂ
し

な
ど
を
目
的
に
、
手
፭
り
で

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

本
市
上
下
水
道
部
の
災
害

対
応
で
す
が
、
全
体
и
Х
㼫

ϼ
ル
と
各
ᴻ
и
Х
㼫
ϼ
ル
を

も
と
に
、
本
部
会
⮼
と
㹫

ᴻ
（
⎐
務
ᴻ
、給
水
ᴻ
、水
道

復
旧
ᴻ
、
浄
水
ᴻ
、
下
水
道

ᴻ
、
࠸
理
場
ᴻ
）
体
制
で
対

応
し
ま
す
。
ᓺ
年
度
の
上
下

水
道
部
の
⫈
⎬
は
、
各
ᴻ
で

災
害
想
定
や
⫈
⎬
߰
ไ
を
企

画
し
、
ۡ
別
に
⫈
⎬
を
実
施

し
ま
し
た
。
ዝ
当
職
員
が
ߧ

体
の
࣠
き
を
つ
か
Ϣ
た
め
に

は
ᖚ
ࣉ
な
⫈
⎬
で
し
た
が
、

и
Х
㼫
ϼ
ル
・
⫈
⎬
結
ᘀ
と

も
に
全
体
調
ᑾ
の
部
分
で
課

㊹
が
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
年
度
は
大
規
模
断

水
を
伴
う
᪢
水
事
ᑣ
と
い
う

統
一
し
た
災
害
想
定
と
し
、

各
ᴻ
で
の
ۡ
別
⫈
⎬
と
全
体

⫈
⎬
を
実
施
し
ま
す
。
全
体

の
и
Х
㼫
ϼ
ル
と
各
ᴻ
の
и

Х
㼫
ϼ
ル
に
基
χ
い
た
対
応

に
、
各
ᴻ
と
の
連
携
を
ࢶ
え

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
改
ન

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―

ܹ
ݣ
ሊ
を
ᡶ
Ǌ
ǔ
ɥ

ư
သ
ॖ
す
ǂ
Ɩ
ໜ
ᵧ
ᒊ
і
し

て
い
ǔ
ໜ
に
つ
い
て
お
Ꭵ
か

Ƥ
願
え
ま
す
か
。

秋
ئ

対
್
的
に
は
、
上

下
水
道
部
の
取
り
〉
み
に
つ

い
て
、
い
か
に
市
ᣙ
の
皆
さ

ϵ
に
知
っ
て
い
た
だ
く
か
で

苦
労
し
て
い
ま
す
。
چ
え

ば
、
ድ
ᮋ
給
水
所
で
の
応
ᄛ

給
水
に
つ
い
て
は
、
ᑾ
備
⇾

所
の
地
元
自

会
へ
の
⬺
明

や
ᑾ
備
後
の
⫈
⎬
、
広
ి
⬢

や
е
㼰
к
д
㼰
ジ
で
の
情
ి

፻

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
ᲆ
で
す
。

߰
部
的
に
は
、
職
員
の
対

応
力
向
上
に
Ḣ
ᆼ
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
体
の
࣠
き
を
ኺ
᎖

し
、
自
分
の
役
割
を
認
⮮
す

る
こ
と
が
重
要
と
ጯ
え
て
い

ま
す
。
災
害
を
経
験
し
て
い

な
い
若
い
職
員
に
は
㇏
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ϵ
が
、
全
体

や
؆
ᴻ
の
࣠
き
を
ኺ
᎖
し
考

え
て
行
࣠
で
き
る
、
ト
㼰
タ

ル
Ѝ
㼰
С
㼥
Ч
㼰
タ
㼰
を
ዝ

え
る
人
材
が
育
つ
こ
と
で
、

〉
⏨
と
し
て
の
対
応
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

⫈
⎬
や
Ῠ
ۊ
を
通
じ
た
長
期

的
な
取
り
〉
み
が
კ
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
防
災
係
を
中

心
に
㊓
張
っ
て
ϝ
し
い
で
す

Ϗ
。―

今
後
の
ʙ
ಅ
ਖ਼
ᡶ
に
Ӽ

け
た
抱
負
を
お
願
い
し
ま

す
。秋

ئ

ま
ず
は
現
在
取
り

〉
ϵ
で
い
る
ድ
ᮋ
給
水
所
の

ᑾ
備
、
⫈
⎬
を
継
続
し
、
関

係
者
と
の
連
携
を
᧾
め
、
応

ᄛ
給
水
の
実
ࣉ
ᄝ
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水

道
部
の
防
災
⫈
⎬
、
検
証
、

и
Х
㼫
ϼ
ル
見
ὂ
し
の
一
連

の
Џ
イ
ク
ル
を
継
続
し
、
職

員
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
ߧ
体
的
に
は
、

部
全
体
で
ブ
ラ
イ
ン
У
型
の

ᲆ
᥄
付
ֆ
⫈
⎬
、
ᆼ
⮮
向
上

Ῠ
ۊ
会
な
ど
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
市
ᣙ
参
ࢶ
型
の

⫈
⎬
も
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
上
下
水
道
部

の
取
り
〉
み
を
市
ᣙ
の
皆
さ

ϵ
に
知
っ
て
い
た
だ
く
方
策

と
し
て
は
、
家
庭
で
で
き
る

備
え
な
ど
を
テ
㼰
и
と
し
た

出
前
⮋
က
や
広
ి
の
߂
実
を


っ
て
い
き
ま
す
。

ၓ
き
続
き
、
上
下
水
道
部

の
災
害
対
応
力
向
上
に
努
め

ま
す
が
、
さ
き
ϝ
ど
も
⬺
明

し
ま
し
た
通
り
市
ᣙ
、
関
係

団
体
、
関
係
企
業
と
の
連
携

は
օ
可
ᠿ
で
す
。
今
後
も
毎

年
定
期
的
に
関
係
者
と
⫈
⎬

を
ℸ
み
重
Ϗ
、
対
応
力
強
化

を

っ
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
す
る
中
で
、
事
業

経
営
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

ᣙ
の
皆
さ
ϵ
の
理
⪫
を
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
地
域
と
連
携
し
た
災
害

対
策
の
取
り
〉
み
を
一
つ
の

ⲏ
ᮋ
と
し
、
市
ᣙ
の
皆
さ
ϵ

と
の
ۄ
㊱
関
係
の
構
築
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
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ଢ
൞

⚟
ᓥ
ᕷ
水
道
ᒁ
水
道
ᢏ
⾡
⟶
⌮
⪅
࣭
ḟ
㛗

Ǥ
ȳ
ǿ
ȓ
ュ
ー

―
ま
ƣ
ᵧ

ᚨ
ȷ
管
路
の


ૼ
ȷ
᎑
ᩗ
҄
の
ؕ
ஜ
ႎ
Ƴ

ǳ
ȳ
ǻ
ȗ
ト
ᵧ
ʙ
ಅ
ᚘ
ဒ
Ƴ

Ʋ
に
つ
い
て
ᛟ
ଢ
ƶ
ƕ
え
ま

す
か
。

ᓌ
野
次
長

⇆
㹫
次
₽
島

市
⎐
合
計
画
に
基
χ
き
、
ؓ

和
７
年
度
ま
で
に
主
要
な
配

水
池
な
ど
の
ц
г
ル
１
耐
震

化
ᴀ
を
１
０
０
㹚
、
基

管

路
の
ц
г
ル
２
耐
震
⹖
合
ᴀ

を
１
０
０
㹚
と
す
る
た
め
、

耐
震
化
を
፳
進
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
耐
震
化
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
平
成

28
年
か
ら
ؓ
和
７
年
を
計
画

期
間
と
す
る
「
ϗ
く
し
ま
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
本
方
⽆

に
も
あ
り
ま
す
が
、
ᗡ
日
本

大
震
災
の
ᑱ
⫈
を
生
か
し
た

災
害
に
強
い
施
設
の
構
築
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
老
朽
化
施
設

の
更
新
事
業
を
፳
進
し
て
い

く
中
で
併
せ
て
耐
震
化
を


る
と
い
う
Ѝ
ン
Е
б
ト
で
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

配
水
池
な
ど
の
施
設
に
つ

い
て
は
Ѝ
ン
ク
ф
㼰
ト
構
造

物
で
耐
用
年
ᑼ
も
長
い
た

め
、
更
新
を
ℸ
ᝂ
的
に
前
ۨ

し
す
る
の
は
Ⱕ
ᑠ
的
に
も
厳

し
い
で
す
の
で
、
部
分
的
な

კ
要
最
小
ㅣ
の
⨒
強
で
、
少

な
く
と
も
短
期
目
ឨ
と
し
て

ᗡ
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地

震
に
耐
え
ら
れ
る
ц
г
ル
１

耐
震
化
ᴀ
を
確
ہ
す
る
も
の

と
し
、
最
⌨
目
ឨ
と
し
て
施

設
の
更
新
時
に
は
ц
г
ル
２

に
対
応
し
た
施
設
を
構
築
す

る
考
え
で
す
。
ま
た
、
更
新

時
に
お
け
る
水
㇝
要
に
併
せ

た
ไ
⼺
に
す
る
こ
と
で
更
新

費
用
の

制
を
目
指
し
ま

す
。管

路
に
つ
い
て
は
、
Ꮳ
上

川
ダ
к
か
ら
の
受
水
に
向
け

た
⇆
８
次
ዶ
張
事
業
と
し
て

平
成
元
年
か
ら
18
年
に
か
け

て
集
中
的
に
ᑾ
備
事
業
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
ᢻ

的
新

し
い
管
路
が
多
く
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
そ
れ
ら
が
老
朽

化
し
て
き
ま
す
の
で
、
ϼ

Е
㼩
ト
и
Ч
ジ
л
ン
ト
手
法

を
取
り
入
れ
な
が
ら
管
路
の

更
新
計
画
に
基
χ
き
、
事
業

費
を
平
ᩜ
化
し

て
進
め
て
い
き

ま
す
。
本
市
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
年
間
更
新
ᴀ

を
１
０
０
年
Џ

イ
ク
ル
と
な
る

１
㹚
と
し
、
年

間
事
業
費
は
⋷

17
・
７
ޒ
߱
、

年
間
更
新
ံ
長

が
⋷
16
㽃
と
い

う
計
画
を
ኙ
ち

出
し
て
い
ま
す
。

―
ᅦ

ࠊ
の
൦
ᢊ
管
路
の

現
状
Ƴ
Ʋ
に
つ
い
て
伺
え
ま

す
か
。

ᓌ
野

本
市
の
導
・
⸂
・

配
水
管
の
ံ
長
は
⋷
１
㹫
４

０
㽃
で
、
߰
⫟
は
導
水
管
が

４
・
㹨
㽃
、
⸂
水
管
が
⋷
60

㽃
、
配
水
管
が
１
５
７
０
㽃

と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

導
水
管
、
⸂
水
管
と
口
Ⴋ
４

０
０
㽬
以
上
の
配
水
本
管
を

基

管
路
と
ٔ
置
付
け
て
お

り
、
こ
ち
ら
⋷
１
２
㹨
㽃
は

重
要
な
管
路
と
な
る
た
め
、

先
行
的
に
耐
震
化
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
基

管

路
は
、
ϝ
Ϟ
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
（
⋷
１
１
㹫
㽃
）
で
、
そ

の
ϝ
か
に
「
管
、
耐
⧇
Ꮶ
ᄝ

‑
質

化
ビ
Х
ル
管
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ؓ
和
２
年

度
ᖱ
に
お
け
る
基

管
路
の

ц
г
ル
２
耐
震
⹖
合
ᴀ
は

93
・
㹨
㹚
で
、
ؓ
和
７
年
度

ま
で
に
残
り
の
㹫
・
７
㹚
と

な
る
⋷
８
㽃
の
耐
震
化
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⇆
８
次
ዶ
張
事
業
に
着
手

し
た
平
成
元
年
当
初
は
㺀
ႎ

継
手
が
主
ᦗ
で
し
た
が
、
現

在
で
は
、
㹼
㺍
ႎ
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
、
小
口
Ⴋ
に
お
い
て

は
水
道
配
水
用
з
ф
Ђ
Л
ц

ン
管
な
ど
の
耐
震
ᄝ
に
ޭ
れ

る
管
℞
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
地
ἷ
か
ら
㺀
ႎ

継
手
に
つ
い
て
も
耐
震
⹖
合

ᄝ
の
あ
る
管
と
し
て
⫸
ښ
し

て
い
ま
す
。
10
年
前
の
ᗡ
日

本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
水

道
施
設
に
お
い
て

ᲆ
化
に

よ
る
被
害
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ϵ
で
し
た
の
で
、
地
ἷ
に

つ
い
て
は
、
強
固
だ
と
ࡡ
断

し
て
い
ま
す
。

―

᳃
を
用
い
た
൦
ᢊ
管

路
の
э
҄
診
断
を
ܱ

し
て

い
ま
す
ƕ
ᵧ
Ʀ
の
Ꮡ

や
ܱ


ま
ư
の
ኺ
ᢅ
Ƴ
Ʋ
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

ᓌ
野

持
続
可
能
な
水
道

経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
厳

し
い
Ⱕ
ᑠ
ᲆ
᥄
が
見
込
ま
れ

る
な
か
で
も
中
長
期
的
な
⪆

ᮋ
に
立
っ
た
戦
略
的
な
経
営

を
፳
進
し
て
い
く
こ
と
が
ᣴ

よ
り
更
新
の
基
ᩜ
、
ޭ
先
㊊

ٔ
な
ど
を
再
⫸
ښ
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ؓ

和
元
年
度
か
ら
㹶
㹾
を
活
用

し
た
管
路
ࢷ
化
⫤
断
の
実
証

検
証
が
国
߰
の
い
く
つ
か
の

水
道
事
業
体
で
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
結
ᘀ
か
ら
も
ዃ
資

ࣉ
ᘀ
が
期
待
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
し
た
。

―

᳃
を
用
い
た
൦
ᢊ
管

э
҄
診
断
の
ಒ
ᙲ
や
ཎ
ࣉ
ᵧ


ࢳ
ư
Ɩ
ǔ
ј
果
に
つ
い
て

ᛟ
ଢ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ᓌ
野

本
市
の
管
路
С
㼰

タ
と
受
ᥡ
者
が
持
つ
環
境

С
㼰
タ
か
ら
、
㹶
㹾
を
用
い

た
水
道
管
路
ࢷ
化
⫤
断

иНЮэЊБГРкϑ᭮ᔏύϤᦒ᷼ωίϭ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
ܥ
全
な
管
と
ࡡ
断
で
き

る
も
の
は
今
す
β
更
新
す
る

の
で
は
な
く
、
ढ़
ㅿ
度
な
ど

か
ら
ޭ
先
度
の
高
い
管
路
を

㊊
ٔ
χ
け
て
更
新
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ϵ
。

㹶
㹾
を
用
い
た
水
道
管
ࢷ

化
⫤
断
を
今
年
度
実
施
し
ま

し
た
が
、
そ
の
一
番
の
目
的

は
㼎
更
新
費
用
の
⏎
減
㼏
で

す
。
こ
の
⫤
断
方
法
は
、
本

市
の
管
路
С
㼰
タ
と
受
ᥡ
者

が
ঙ
集
し
て
い
る
環
境
ビ
㼩

ク
С
㼰
タ
を
取
り
込
み
な
が

ら
㹶
㹾
を
用
い
て
Ὸ
Ꭻ
、
᪢

水
確
ᴀ
を
算
出
し
ま
す
。
分

ᗵ
で
Ⴚ
ら
れ
た
管
路
⫸
ښ
に

иНЮэЊϑмЪϾх↡ᖱϐᦒ᷼ωᵆు
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式
典
は
、
同
市
の
水
道
事

業
の
こ
れ
ま
で
の
ᡭ
み
を
ጟ

り
返
る
と
と
も
に
、
次
世
代

に
安
全
で
安
心
な
水
道
事
業

を
継
承
し
、
ၓ
き
続
き
市
ᣙ

に
ۄ
㊱
さ
れ
る
水
道
を
目
指

し
て
い
く

機
と
す
る
も

の
。
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス

感
ᘤ
防
ᡧ
対
策
で
参
ࢶ
者
を

⌾
り
、
同
市
関
係
者
や
水
道

⒓
ࠊ
ൟ
ⅻ
̮
᫂
↖
ⅼ
↺
൦
ᢊ
⇁
ഏ
↝
≔
≓
≓
࠰
↧
⒔

ᡫ
൦
≔
≓
≓
ԗ
࠰
ᚡ
ࣞ
ↆ
ࡸ
χ

ⅾ

࠸
ࢃ
ࡁ
ᕷ

水

道

ᒁᚡ
ࣞ
ପ

↝
્
ପ
⒍
ف
܇
൞
↝
ᜒ

↙
↘

広
ֱ
・
市
長
が
「
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
ᲆ
᥄
だ
が
、
市
ᣙ
が
ۄ

㊱
で
き
る
水
道
Б
ス
テ
к
を

次
の
１
０
０
年
先
ま
で
継
承

で
き
る
よ
う
、
新
た
な
ᤕ
ᆼ

を
も
っ
て
取
り
〉
ϵ
で
い

く
」
と
式
ⶽ
を
ⷵ
ϛ
た
。

来
賓
₡
ⶽ
と
し
て
、
ॵ
生

労
ݩ
Ὂ
の

۟
☩
ㆸ
・
水
道

課
長
が
「
ᗡ
日
本
大
震
災
か

ら
の
ᓍ
期
復
旧
・
復
興
は
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
の

賜
物
。
今
後
も
本
Ὂ
で
は
、

安
全
で
強
㈦
な
水
道
を
次
世

代
に
着
実
に
ၓ
き
継
β
た
め

の
取
り
〉
み
を
進
め
て
い
く

の
で
、ၓ
き
続
き
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
」、
同
市
⮼
会
の

大
༇
⚃
ֱ
・
⮼
長
が
「
本
市

の
水
道
関
係
者
に
お
か
れ
て

は
、
水
道
の
基
ἷ
強
化
に
ࢶ

え
て
各
℞
経
営
改
革
に
も
取

り
〉
ま
れ
て
お
り
、
大
変
心

強
い
」
と
⬯
っ
た
。

記
念
ᓲ
ݫ
は
、「
未
来
を

ၓ
き
継
ぎ
ự
年
こ
れ
か
ら
も

い
わ
き
の
水
を
支
え
る
。」

を
テ
㼰
и
に
、
同
市
水
道
事

業
の
ᡭ
み
を
、
通
水
開
始
当

時
か
ら
現
在
に
◑
る
ま
で
の

ᓲ
ݫ
と
ࠁ
Ὕ
、

ჳ
な
㹷
㹼

㺂
と
Ф
ц
㼰
Б
ョ
ン
を
צ
え

な
が
ら
⪫
⬺
し
ጟ
り
返
っ
た

も
の
。
同
局
㹽
㺅
で
も
公
開

し
て
い
る
。
平
成
23
年
の
ᗡ

日
本
大
震
災
と
、
そ
の
⋷
１

Ѕ
月
後
の
震
度
㹫
ၬ
の
余

震
、
ؓ
和
元
年
ᗡ
日
本
台
風

で
は
、
大
規
模
な
断
水
が
発

生
し
、
市
ᣙ
生
活
に
大
き
な

ႚ
㊄
を
ক
Ϟ
し
た
と
の
Ђ
Ю

З
㼰
У
を
⌠

し
た
上
で
、

今
後
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
同
局
の
ࡷ
ᑠ
ည
ց
・
次

長
が
イ
ン
タ
ビ
㼫
㼰
に
⇣
え

る
ႎ
で
⬺
明
し
た
。

ࡷ
ᑠ
次
長
は
「
ᗡ
日
本
大

震
災
後
に
施
設
の
耐
震
化
を

重
ᮋ
的
に
実
施
し
て
き
た
中

で
、
ؓ
和
元
年
ᗡ
日
本
台
風

で
も
ᷱ
大
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
を
ⳟ
ま
え
、
今
後
は
地

震
対
策
に
ࢶ
え
て
ᦱ
水
対
策

や
ஞ
῟
対
策
、
ܠ
㇜
対
策
な

ど
の
あ
ら
Ϩ
る
自
然
災
害
へ

の
対
策
を
進
め
て
い
く
。
２

ᢢ
構
え
の
災
害
対
策
と
し

て
、
基

浄
水
場
間
の
連
⌿

管
の
ᑾ
備
事
業
も
፳
進
し
て

い
き
た
い
」
と
⬍
し
た
。

౹
子
会
長
は
「
次
世
代
の

子
供
た
ち
に
安
全
で
お
い
し

い
水
を
ຮ
け
る
㼘
持
続
可
能

な
水
道
χ
く
り
㼙」
と
㊹
し

た
⮋
᪦
で
、
40
年
近
く
水
道

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
中
で

ఝ
っ
て
き
た
水
道
に
関
す
る

᧾
い
知
見
を
も
と
に
、
水
道

の
強
㈦
化
や
ษ
ᣙ
連
携
の
あ

り
方
、
お
い
し
い
水
道
水
٣

り
の
Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
な
ど
を
⌠


。
こ
の
う
ち
強
㈦
化
に
つ

い
て
は
、
平
常
時
に
水
道
を

ټ
用
で
き
れ
ば
☩
し
と
す
る

の
で
は
な
く
、
災
害
時
に
も

供
給
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

施
設
の
耐
震
化
や
更
新
、
浄

水
場
の
予
備
力
確
ہ
な
ど
の

様
々
な
対
策
を
⮋
じ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
指
Ꮡ
し
た
。

౹
子
会
長
は
「
更
新
の
先

⸂
り
は
事
ᑣ
の
ф
ス
ク
上
ᓠ

を
ዲ
く
ϝ
か
、
後
に
な
っ
て

か
ら
更
新
を
一
ᣝ
に
行
う
と

施
設
能
力
ٕ
下
と
資
金
օ
Ⲧ

に
ὂ
㈝
す
る
ᄴ
れ
が
あ
る
。

水
道
事
業
者
に
お
か
れ
て

は
、
料
金
改
定
な
ど
の
კ
要

な
取
り
〉
み
を
何
も
せ
ず

に
、
た
だ
ो
に
任
期
が
⌨
わ

る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

将
来
の
ࡥ
用
者
に
対
す
る
Ⱝ

任
を
ᘀ
た
し
て
い
っ
て
ϝ
し

い
」
と
強
調
し
た
。

ࢵ
労
賞
の
⧏
႙
で
は
、
同

市
水
道
事
業
の
ጟ
興
発
展
へ

の
ࢵ
⏚
を
⫸
ښ
し
、
い
わ
き

管
工
事
協
同
〉
合
と
い
わ
き

管
খ
会
の
２
団
体
に
対
し
、

感
謝
ᲆ
を
ⱴ
৳
し
た
。
水
道

管
の
配
水
設
備
工
事
や
、
そ

の
実
施
に
კ
要
な
資
材
供
給

な
ど
を
通
し
て
、
日
頃
か
ら

水
道
事
業
を
支
え
て
き
た
֓

団
体
は
、
平
成
10
年
に
同
局

と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
⎜

結
。
ᗡ
日
本
大
震
災
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
に
は
、
発
災

ὂ
後
か
ら
応
ᄛ
給
水
活
࣠
や

資
材
確
ہ
に
尽
力
す
る
こ
と

で
、
水
道
の
ᓍ
期
復
旧
に
貢

献
し
た
。

受
賞
者
を
代
⧏
し
て
、
い

わ
き
管
工
事
協
同
〉
合
の
ஸ

本
ሬ
ၖ
・
理
事
長
（
大
۟
工

業
所
代
⧏
取
⎜
役
）
は
「
今

後
も
市
ᣙ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
水
道
を
守
り
ዉ
く
こ

と
が
本
〉
合
の
社
会
的
ټ


で
あ
る
こ
と
を
自
⪉
し
、
水

道
局
と
の
連
携
の
も
と
、
本

市
の
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

前
進
に
協
力
し
て
い
け
た

ら
」
と
ᆼ
ᣝ
込
ϵ
だ
。

い
わ
き
市
の
水
道
事
業
が
今
年
、
通
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
11
月
に
旧
平
町
で
給

水
開
始
し
た
こ
と
に
↡
を
発
す
る
同
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
41
年
に
14
市
町
ᗊ
が
大
合
併
し
て
同
市
が
誕
生
し
た
こ

と
を
機
に
、
９
上
水
道
事
業
、
19
≤
ᓪ
水
道
事
業
を
統
合
し
、「
い
わ
き
市
上
水
道
事
業
」
と
し
て
一
元
化
し
た
後
、

水
㇝
要
の
౹
ࢶ
に
対
応
す
る
た
め
に
㹨
度
の
ዶ
張
事
業
を
実
施
。
ؓ
和
㹨
年
㹨
月
に
は
、
給
水
人
口
⋷
32
տ
㹫
９
０
０

人
と
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
平
成
29
年
１
月
に
策
定
し
た
「
新
・
い
わ
き
市
水
道
事
業
経
営
б
ラ
ン
」
に

基
χ
き
、
安
全
・
強
㈨
・
持
続
を
㹨
本
ᘸ
に
事
業
を
⸼
営
し
て
き
た
が
、
平
成
30
年
の
改
正
水
道
法
へ
の
対
応
や
、
災

害
対
策
の
ዉ
本
的
な
見
ὂ
し
と
い
っ
た
事
業
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
経
営
計
画
な
ど
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
月
15
日
に
い
わ
き
♟
術
ᒉ
化
צ
ᦗ
㌥
ϼ
ф
Є
ス
で
開
催
さ
れ
た
、「
い
わ
き
市
水
道

事
業
１
０
０
周
年
式
典
」
の
⬏
⌛
を
⌠

す
る
。

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

に
よ
り
管
路
の
Ὸ
Ꭻ
確

ᴀ
を
算
出
し
、
ࢷ
化
ᲆ
᥄
を

⫤
断
し
ま
す
。

ま
ず
、
イ
ン
б
㼩
ト
С
㼰

タ
と
し
て
、
管
℞
、
口
Ⴋ
、

ྟ
設
年
な
ど
本
市
の
水
道
管

の
情
ి
と
⋷
20
年
間
の
⸂
水

管
や
配
水
管
の
᪢
水
ໂ
ᡵ
⋷

７
０
０
؟
を
取
Ⴚ
し
、
კ
要

に
応
じ
て
С
㼰
タ
の
⋋
査
を

実
施
し
ま
す
。
次
に
人
口
、

ஞ
ಘ
、
᤺
川
、
צ
通
⍷
、
地

震
な
ど
受
ᥡ
者
が
Ს
自
に
構

成
し
た
環
境
ビ
㼩
Њ
С
㼰
タ

と
㹶
㹾
ϼ
ル
Ў
ф
Д
к
に
よ

り
、
１
㿇
５
年
後
に
お
け
る

配
水
管
の
ࢷ
化
確
ᴀ
を
計
算

し
ま
す
。

配
管
の
Ὸ
Ꭻ
確
ᴀ
を
Ь
㼰

ト
и
㼩
б
と
し
て
地

上
に

可
⪆
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
朽
管
の
更
新
計
画
や
᪢
水

調
査
の
見
ὂ
し
な
ど
、
維
持

管
理
に
お
い
て
も
ࣉ
ᘀ
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
の
更
新
ዃ
資
や
長



化
対
策
、
ᖚ
ঙ
ᴀ
、
ᖚ

ࣉ
ᴀ
向
上
へ
の
新
た
な
ツ
㼰

ル
と
し
て
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
取
り
組
み
の
現
状
や
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介

い
た
だ
け
ま
す
か
。

ᓌ
野

㹶
㹾
を
用
い
た
⫤

断
は
ؓ
和
２
年
度
か
ら
２
Ѕ

年
で
す
ϛ
て
の
導
・
⸂
・
配

水
管
１
㹫
４
０
㽃
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ؓ
和
２
年
度
に
は
基


管
路
と
主
要
配
水
管
の
⋷

５
０
０
㽃
を
実
施
し
、
今
年

度
は
残
り
の
管
路
す
ϛ
て
⋷

１
１
０
０
㽃
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
ൌ
託
費
は
⋷
２
１
０

０
տ
߱
で
、
受
ᥡ
者
の
日
本

鋳
鉄
管
љ
と
ो
年
度
ご
と
に


⋷
を
行
い
進
め
て
き
ま
し

た
。⫤

断
で
Ⴚ
ら
れ
た
結
ᘀ

は
、
今
後
の
老
朽
管
更
新
計

画
に
ঘ
ᓲ
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
可
⪆
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
᪢
水
調
査
の
調
査

∨

も
大
き
く
⌾
り
込
Ϣ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ࣉ
ᴀ
的
、

ࣉ
ᘀ
的
な
調
査
を
実
施
で
き

ま
す
の
で
、
ᖚ
ࣉ
ᴀ
、
ᖚ
ঙ

ᴀ
の
向
上
に
も
大
き
く
์
ֆ

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
管

路
С
㼰
タ
は
⌊
г
㼰
ス
の
も

の
し
か
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ

ϵ
で
し
た
が
、
⋷
㹨
年
を
か

け
て
и
㼩
Ю
ン
Њ
Б
ス
テ
к

を
構
築
し
、
今
年
度
か
ら
⸼

用
し
て
い
ま
す
。
и
㼩
Ю
ン

Њ
Б
ス
テ
к
で
も
ࢷ
化
⫤
断

や
老
朽
度
⫸
ښ
、
被
害
ᴀ
、

╧
食
度
⫸
ښ
な
ど
を
算
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
㹶
㹾

で
算
出
さ
れ
た
С
㼰
タ
を
⸇

に
и
㼩
Ю
ン
Њ
に
ኅ
す
こ
と

も
で
き
る
の
で
、
情
ి
と
し

て
ℸ
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

㹶
㹾
の
結
ᘀ
だ
け
で
ࡡ
断

す
る
の
で
な
く
、
新
し
い

и
㼩
Ю
ン
Њ
Б
ス
テ
к
で
の

⫸
ښ
、
さ
ら
に
は
職
員
の
こ

れ
ま
で
の
経
験
な
ど
も
ࢶ
ਊ

し
、
⎐
合
的
な
⫸
ښ
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
を
ⳟ
ま
え
て
、

ど
の
β
ら
い
の
更
新
費
用


制
に
つ
な
が
り
、
費
用
対
ࣉ

ᘀ
が
Ⴚ
ら
れ
る
も
の
な
の

か
、
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

―
診
断
結
果
の
活
用
方
針

に
つ
い
て
伺
え
ま
す
か
。

ᓌ
野

こ
れ
ま
で
の
⫤
断

結
ᘀ
で
は
、
本
市
に
お
け
る

更
新
の
ޭ
先
㊊
ٔ
が
高
い
管

路
は
ܥ
全
度
が
高
い
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
要

୲
に
つ
い
て
は
、
基

管
路

の
老
朽
化
更
新
に
併
せ
て
耐

震
化
を

っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
10
年
間
で
ᔴ
通
鋳
鉄

管
の
更
新
を
重
ᮋ
的
に
行
っ

て
き
た
成
ᘀ
だ
と
分
ᗵ
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、

ビ
管

な
ど
配
水
管
の
ࢷ
化
も
現
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
⾽
管
や
⾠
管
な
ど

の
老
朽
給
水
管
の
᪢
水
が
全

体
の
᪢
水
の
⋷
７
割
を
॑
め

て
い
る
現
ᲆ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
結
ᘀ
と
現
ᲆ
か
ら
ࡡ

断
し
、
ࣉ
ᘀ
的
な
ዃ
資
に
つ

な
げ
、
経
営
基
ἷ
の
強
化
と

管
路
更
新
を
֓
立
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
今
後
５
年
間
の
ዃ
資
の

ޭ
先
度
を
⫤
断
結
ᘀ
か
ら
検

⫃
し
て
い
く
方
⽆
で
す
。

―
今
後
の
管
路
整
備
に
つ

い
て
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま

す
。ᓌ

野

ؓ
和
７
年
度
に
本

市
は
通
水
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
平
成
23
年
の
ᗡ
日

本
大
震
災
、
今
年
２
月
に
発

生
し
た
₽
島
県
ᤩ
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
災
害
発
生
時
の
安
定
的

な
給
水
や
被
害
の
最
小
化
の

㈝
か
ら
も
水
道
管
路
の
耐
震

化
は
კ
要
օ
可
ᠿ
な
事
業
と

⪺
え
ま
す
。
ㅣ
ら
れ
た
Ⱕ
源

の
な
か
に
お
い
て
も
、
将
来

に
わ
た
り
老
朽
管
更
新
を
፳

進
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後

も
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

く
こ
と
が
ቨ
々
水
道
事
業
体

に
課
せ
ら
れ
た
永
⹎
の
テ
㼰

и
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

༇⮼ン ۟⬿ン

ஸᖲᵍגン ౹ෲظン ᑠᡀンࡷ

ຩ⺦ⓩੑϦ⧏႙୴ٚϐㄐګ⒣όϋήྴࡈ

₡Φϐᆼਊϴⷔϣρᝉᖇϐ᪦Ϧ⬇ϐᖤ⬻όϋ

局

部
職
員
、
⧏
႙
団
体
の

関
係
者
な
ど
が
出
ྴ
す
る

中
、
記
念
ᓲ
ݫ
の
ᑟ
ᓲ
と
日

本
Є
И
ン
協
会
の
౹
子
ᑸ
・

会
長
（
元
ᗡ

⺰
水
道
局

長
）
に
よ
る
⮋
᪦
、
ࢵ
労
者

へ
の
⧏
႙
を
実
施
し
た
。
水

に
関
連
す
る
ᝉ
ᖇ
の
᪦

や

⬇
の
ᖤ
⬻
な
ど
も
行
っ
た
。


㊦
、
い
わ
き
市
の
߰
田

߰Ḃྞン

ト
ピ
ッ
ク
ス
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日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

ᮾ
日
本

㟈
⅏
水
道

⯆

ࢩ
ࣥ
࣏
ࢪ
࢘
࣒
ࢆ

ࡾ
㏉
ࡿ

ॵ
生
労
ݩ
Ὂ
水
道
課
は
８
月
に
「
ᗡ
日
本
大
震
災
水
道
復
興
Б
ン
з
ジ
Ѐ
к
」
を
Є
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
震
災

発
生
か
ら
10
年
の
∥
目
に
こ
れ
ま
で
の
復
興
ᲆ
᥄
を
ጟ
り
返
り
、
今
後
の
水
道
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
企
画

し
た
も
の
で
、

手
、
ู
ః
、
₽
島
の
㹨
県
そ
れ
π
れ
に
つ
い
て
行
っ
た
。
ᯢ
⯟
和
ੋ
・
水
道
課
長
（
㿂
当
時
）、
前

ἰ

市
上
下
水
道
事
業
管
理
者
の
平
⼹
⒲
一
⺗
・
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
㋍

と
各
県
߰
被
災
事
業
体
か
ら
の
⮋

᪦
、
県
水
道
行
ᑠ
を
ࢶ
え
た
л
ン
バ
㼰
に
よ
る
Ы
Ч
ル
С
㼥
ス
Ѕ
㼩
Б
ョ
ン
で
各
開
催
と
も
構
成
さ
れ
た
。

あ
い
さ
つ
で
「
10
年
間
の

ᲆ
᥄
を
皆
さ
ま
と
ߣ
ᖚ
し
た

い
。
今
後
全
国
的
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
口
減
少

㊹
や
、
⧁
の
再

編
、
施
設
の
統
ဒ
合
、
耐
震

化
の
あ
る
ᆼ
ਊ
で
先
進
地

ळ
。
被
災
地
の
特
ᢇ
事
情
で

な
く
、
こ
こ
で
ⲏ
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
皆
さ
ま
の
地
域
で

ど
う
ߣ
通
す
る
か
の
⪘
ᮋ
で

ⓘ
い
て
頂
け
れ
ば
」
と
Ѕ
л

ラ
越
し
の
ⓦ
⮋
者
に
ਐ
び
か

け
た
ᯢ
⯟
課
長
。
自
身
の
⮋

᪦
で
は
、
⸿

の
災
害
の
発

生
頻
度
、
㹨
県
の
人
口
፳
移

や
水
道
の
職
員
ᑼ
、被
災
㊺
・

復
旧
費
な
ど
の
С
㼰
タ
を
₅

し
な
が
ら
、「
災
害
復
旧
事

業
の
進
ጻ
の
現
在
」
に
つ
い

て
⌠

し
た
。

近
年
頻
発
し
て
い
る
と
⧏

現
さ
れ
る
地
震
な
ど
の
災
害

に
つ
い
て
、「
つ
く
χ
く
災

害
を
経
験
で
⬯
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
人
間
が
経
験
で
き
る
期

間
は
短
す
ぎ
る
。
経
験
を
超

え
て
⸿

を
見
る
こ
と
が
კ

要
だ
」
と
し
て
、
地
震
が
多

か
っ
た
明

期
か
ら
関
ᗡ
大

震
災
ま
で
の
⋷
30
年
間
や
、

₽
י
地
震
か
ら
阪
神
・
淡
路

大
震
災
ま
で
⋷
50
年
間
は
ᢻ


的
平
℺
だ
っ
た
こ
と
を
₅

し
「
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て

考
え
れ
ば
⅓
Ự
の
時
期
と
あ

る
ℊ
度
の
頻
度
で
地
震
が
ⲏ

こ
る
の
と
が
צ
ח
に
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
正

し
い
。
そ
の
認
⮮
の
も
と
で

今
後
の
水
道
の
あ
り
様
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
ዃ
げ
か
け
た
。

震
災
に
よ
る
施
設
被
害
㊺

と
復
旧
費
の
ᢻ

で
は
、
復

旧
費
が
１
割
強
下
回
っ
た
。

被
害
⎐
㊺
⋷
１
㹨
４
０
ޒ
߱

の
見
ℸ
に
対
し
、
現
時
ᮋ
と

今
後
５
年
間
の
復
旧
費
は
⋷

１
２
０
０
ޒ
߱
と
の
見
込

み
。「
施
設
の
統
ဒ
合
や
、

高
台
移
ⵛ
・
移
ٖ
地
域
の
再

編
と
い
う
ႎ
で
ຫ
ٖ
地
域
が

集
⋷
化
さ
れ
、
あ
る
℞
の
Ѝ

ン
Ы
ク
ト
Б
テ
㼥
㼰
化
し
た

結
ᘀ
と
も
思
え
る
」
と
ᯢ
⯟

課
長
は
⬺
明
。
現
行
施
設
を

ो
⌅
更
新
し
て
い
く
費
用
や

手
間
を
考
え
る
კ
要
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
指
Ꮡ
し
、

「
こ
れ
か
ら
先
、
全
国
で
人

口
減
少
や
ຫ
ٖ
ळ
域
の
集
⋷

化
を
考
ᇻ
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
か
、
こ
の
地
域
が
先

進
事
چ
と
し
て
₅
し
て
く
れ

て
い
る
。
結
ᘀ
と
し
て
当
初

の
被
害
㊺
に
実
㆚
の
復
旧
費

が
ຮ
か
な
か
っ
た
。
あ
る
ᆼ

ਊ
で
、
一
か
ら
水
道
施
設
の

配
置
を
考
え
ὂ
し
た
時
の
ࣉ

ᴀ
化
の
実
چ
と
理
⪫
し
た

い
」
と
ま
と
め
た
。

平
⼹
㋍

は
、「
ᗡ
日
本

大
震
災
に
お
け
る

手
県
の

水
道
被
害
と
応
援
活
࣠
を
ጟ

り
返
る
」
と
㊹
し
て
、
ἰ


市
の
上
下
水
道
部
長
と
し
て

震
災
対
応
に
あ
た
っ
た
当
時

を
ጟ
り
返
っ
た
。

手
県
߰

で
は
⋷
16
տ
ኃ
が
断
水
。
応

ᄛ
給
水
は
ᗡ
ख
地
方
支
部
の

ϝ
か
関
西
地
方
支
部
を
中
心

に
１
９
㹫
事
業
体
が
実
施
し

た
。
㹨
月
12
日
か
ら
７
月
５

日
ま
で
の
１
１
㹫
日
間
、
ံ

ϛ
㹨
７
５
㹫
台
の
給
水
ⵐ
が

支
援
に
あ
た
っ
た
。
給
水
ድ

ᮋ
と
な
っ
た
ἰ

市
新

浄

水
場
に
は
Ю
㼰
ク
時
、
60
台

以
上
の
給
水
ⵐ
が
集
結
し

た
。

手
県
の
㈝
ℸ
は
四
国
４

県
に
ल
ᑿ
す
る
広
さ
で
あ
り

ἰ

を
ⲏ
ᮋ
に
し
て
ᦁ
波
被

災
地
域
ま
で
１
０
０
㽃
前
後

で
ༀ
越
え
が
あ
る
こ
と
、
西

日
本
の
事
業
体
に
と
っ
て
は

օ
ᇵ
れ
な
㇒
道
も
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
「
応
ᄛ
給
水

活
࣠
は
非
常
に

㇏
だ
っ

た
」。
発
災
当
初
は
ܠ
㇜
の

ႚ
㊄
が
大
き
く
、
情
ి
伝
⹅

が

っ
た
こ
と
で
日
水
協


の
７
割
ℊ
度
に
ま
で
減
少
す

る
と
い
う
予
ᨣ
が
出
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
復
興
ま

ち
χ
く
り
の
対
象
と
な
っ
た



地
域
の
水
道
施
設
が
新

設
さ
れ
た
一
方
で
、
໋
間
部

地
域
の
小
規
模
施
設
な
ど
は

老
朽
化
が
進
Ϣ
な
ど
ᲆ
᥄
が

ד
ᝂ
化
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
県
と
し
て
方
向
ᄝ
を
₅

す
の
が
非
常
に
㇏
し
い
」
と

指
Ꮡ
。

今
入
⑭
↔
・
⽅
Ὶ
市
水
道

事
業
所
長
は
、
施
設
の
集
⋷

化
が
ᖦ
ま
し
い
と
し
な
が
ら

も
、「
当
市
で
は
໋
間
部
な

ど
を
中
心
に
１
０
０
近
く
の

施
設
を
ዏ
え
て
い
る
が
、
配

水
Ђ
ф
ϼ
が
ᑷ
在
し
て
い
る

こ
と
に
ࢶ
え
、
ٖ
ᣙ
の
高
齢

化
が
進
ϵ
で
い
る
こ
と
か

ら
、
建
設
費
用
の

㊹
に
よ

り
実
現
が

㇏
な
ᲆ
᥄
に
あ

る
」
と
্
ㇽ
し
た
。

平
⼹
㋍

は
、
ἰ

市
に

お
け
る
施
設
の
統
ဒ
合
に
つ

い
て
「
管
理
者
時
代
に
、
旧

ἰ

地
ळ
に
４
Ѕ
所
あ
る
浄

水
場
の
う
ち
、
浄
水
Ѝ
ス
ト

な
ど
が
高
い
も
の
を
ဒ
ᡧ

し
、
最
⌨
的
に
２
Ѕ
所
に
集

⋷
す
る
こ
と
を
検
⫃
す
る
、

施
設
ᑾ
備
の
１
０
０
年
構
想

に
つ
い
て
⮼
⭚
し
た
。
施
設

ᑾ
備
の
計
画
を
立
て
る
㆚

は
、
将
来
を
見
通
し
て
、
あ

る
ℊ
度
の
⍌

を
ᎊ
く
こ
と

が
კ
要
。
そ
の
た
め
に
も
、

⹖
ࡒ
な
課
㊹
設
定
や
ዃ
げ
か

け
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

る
」
と
⬺
明
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
ᯢ
⯟
課

長
は
「
水
道
事
業
は
צ
通
事

業
な
ど
と
⹆
い
、
代
ᖓ
で
き

な
い
と
い
う
特
ა
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
人
口
減
少
を
見
ፈ

え
た
ᓈ
存
施
設
の
ံ

化

と
、
次
世
代
に
向
け
た
施
設

更
新
の
ど
ち
ら
を
実
施
す
る

か
の
見
ᝂ
め
が

㇏
な
の
が

大
き
な
課
㊹
。
現
在
は
㹾
㹸

㺉
を
活
用
し
た
⹎
㆓
ἶ
⪆
な

ど
、
技
術
㈝
が
か
な
り
進
ᡭ

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も

〉
み
合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち

に
合
っ
た
計
画
を
立
て
る
კ

要
が
あ
る
。
⽅
Ὶ
市
で
あ
れ

ば
、
施
設
の
集
⋷
化
だ
け
で

な
く
、
ᓈ
存
施
設
の
ံ

化

に
ᥡ
力
す
る
の
も
ひ
と
つ
の

手
ᢢ
で
は
」
と
Ѝ
л
ン
ト
し

た
。ま

た
、
新
᥀
課
長
は
広
域

連
携
の
事
چ
と
し
て
、
水
源

や
市
町
ᗊ
連
携
の
実
⏚
を
ⳟ

ま
え
、県
߰
を
「
ἰ

」「
県

ॊ
」「


ॊ
部
」「
ู
ফ
」

「
県
ख
」
の
ブ
ч
㼩
ク
に
分

け
る
５
ஓ
域
を
⌠

。
各
ஓ

域
で
検
⫃
し
て
い
る
課
㊹
に

つ
い
て
、
施
設
の
統
ဒ
合
に

つ
い
て
は
ま
だ
⮼
⭚
に
◑
っ

て
い
な
い
と
し
、
ߣ
同
発
ᥡ

に
お
け
る
仕
様
お
よ
び
Б
ス

テ
к
の
ߣ
通
化
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
と
⬯
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
今
入
所
長
は
、

「
当
市
が
所
属
し
て
い
る



ॊ
部
ブ
ч
㼩
ク
で
は
、
当

市
と
و
た
課
㊹
を
ዏ
え
た
事

業
体
が
多
い
た
め
、
広
域
連

携
が
非
常
に
㇏
し
い
。
ブ

ч
㼩
ク
制
で
は
な
く
、
１
県

１
水
道
に
つ
い
て
も
検
⫃
す

る
კ
要
が
あ
る
の
で
は
」
と

強
調
し
た
。

⒔
ܷ
؉
Ⴤ
⒕

ู
ః
県
で
は
、
Ὶ
巻
地
方

広
域
水
道
企
業
団
の
ᖯ
ᗊ

ࢄ
・
技
術
次
長
が
復
興
事
چ

を
⌠

し
た
後
、
ู
ః
県
環

境
生
活
部
食
と
ᕠ
ら
し
の
安

全
፳
進
課
の
小
ᗻ
ᡭ
・
水
道

事
業
広
域
連
携

ヷ
ἶ
を
צ

じ
え
、「
ᗡ
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
・
復
興
か
ら
の
基
ἷ
強

化
」
と
㊹
し
た
Ы
Ч
ル
С
㼥

ス
Ѕ
㼩
Б
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ᖯ
ᗊ
技
術
次
長
は
震
災
当

時
を
ጟ
り
返
り
、「
手
፭
り

ᲆ
ᇧ
で
進
め
ざ
る
を
Ⴚ
な
い

応
ᄛ
復
旧
活
࣠
に
ᣝ
持
ち
が


れ
そ
う
に
な
る
中
、
全
国

の
事
業
体
か
ら
続
々
と
到
着

し
た
応
援
ㆍ
に
大
変
ࣕ
ᣝ
χ

け
ら
れ
、
ま
さ
し
く
水
道
一

家
を
ẁ
感
し
た
」
と
あ
ら
た

め
て
感
謝
を
ⷵ
ϛ
た
。

ま
た
、
同
企
業
団
で
は
地

震
等
に
対
す
る
災
害
時
対
応

и
Х
㼫
ϼ
ル
を
ᑾ
備
し
て
い

た
も
の
の
、
ᗡ
日
本
大
震
災

は
地
震
自
体
よ
り
ᦁ
波
に
よ

る
被
害
が
ᷱ
大
と
な
る
想
定

್
の
も
の
だ
っ
た
た
め
、
現

場
の
対
応
が
❋
し
く
ᨃ
ׄ
し

た
と
⬍
し
、「
ま
さ
か
の
事

ᇧ
」
は
常
に
発
生
し
う
る
も

の
と
し
て
日
頃
か
ら
ᩜ
備
を

進
め
て
お
く
重
要
ᄝ
を
⫠
え

た
。
さ
ら
に
、
職
員
の
安
全

確
ہ
を
最
ޭ
先
と
し
た
и

Х
㼫
ϼ
ル
の
再
ᑾ
備
や
、
物

資
・
᯽
料
の
調
⹅
や
通
ۄ
手

ᢢ
は
⨪
ᑼ
確
ہ
し
て
お
く
こ

と
、
応
援
ܮ
と
受
援
ܮ
を
⏣

β
調
ᑾ
役
の
კ
要
ᄝ
な
ど
も

ᑱ
⫈
と
し
て
⌠

し
た
。

基
ἷ
強
化
に
つ
い
て
は
、

同
企
業
団
で
は
市
町
ᗊ
合
併

に
伴
っ
て
結
ᘀ
的
に
水
道
事

業
の
広
域
化
を
行
っ
て
き
た

こ
と
や
、
震
災
か
ら
の
復
旧

を
最
ޭ
先
し
て
き
た
経
⎩
を

⬺
明
。「
地
理
的
ᗕ
؟
か
ら

施
設
統
合
に
よ
る
ス
Ћ
㼰
ル

л
ф
㼩
ト
は
発

し
χ
ら
い

ᲆ
᥄
に
あ
る
。
ߣ
同
ൌ
託
や

施
設
・
Б
ス
テ
к
の
ߣ
ᖚ
化

な
ど
ᓈ
存
の
ႎ
式
に
と
ら
わ

れ
ず
に
可
能
な
部
分
か
ら
広

域
連
携
に
取
り
〉
み
た
い
」

と
⬯
っ
た
。

小
ᗻ

ヷ
ἶ
は
、
ู
ః
県

で
は
地
域
ो
ٔ
や
ஓ
域
ो
ٔ

な
ど
⨪
ᑼ
の
Ы
タ
㼰
ン
で
広

域
連
携
を
検
⫃
し
た
ϝ

ᯢ⯟ᣗ⼹ᣗ

ᒦ᥀ᣗ㹝ኒὒ㹞ߚᣗ㹝⽅Ὶྞ㹞

ຈᗻᣗ㹝ูఃὒ㹞ᖯᗊᣗ㹝Ὶྚமᒭఎᣩ⹄ئ୴㹞

　　　　ᑠᣗ㹝Φϱίྞ㹞ࡷ　　

手
県
支
部
と
し
て
の
受
け
入

れ
ᇧ
勢
が
遅
れ
、
ἰ

市
自

体
も
断
水
対
応
に
迫
ら
れ
た

こ
と
か
ら
「
て
ϵ
て
こ
◷
い

で
受
け
入
れ
の
余
⨎
ま
で
は

な
か
っ
た
の
が
実
ᇧ
だ
っ

た
」
と
い
う
。
た
だ
、
日
水

協
本
部
の
対
応
、
そ
れ
に
ਐ

応
し
た
地
方
支
部
の
࣠
き
が

ⷛ
⸛
で
、
大
阪
市
や
神
ኃ
市

は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経

験
を
ⳟ
ま
え
て
い
る
と
感

じ
た
と
い
い
、「
日
水
協
本

部
、
地
方
支
部
の
対
応
、
そ

し
て
ቨ
々
県
支
部
で
結
ᗓ
が


ら
れ
た
。
ま
た
集
結
ድ
ᮋ

が
あ
っ
た
こ
と
は
⫸
ښ
さ
れ

る
」
と
し
た
。

今
後
の
災
害
時
対
応
に
つ

い
て
、「
日
水
協
が
中
心
と

な
り
ߣ
ࢼ
で
対
応
す
る
、
今

後
も
変
わ
ら
な
い
水
道
一
家

の
伝
統
」
と
日
水
協
の
ᘂ
〉

み
に
よ
る
相
ח
応
援
体
制
の

強
化
を
強
調
。
震
災
を
ᑱ
⫈

に
改
定
さ
れ
た
「
地
震
等
緊

ᄛ
時
対
応
の
手
ၓ
き
」
を
⌠


し
、
ⷛ
⸛
な
情
ి
連
⌿
体

制
の
構
築
、
受
援
体
制
の
構

築
、
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
と

支
援
体
制
の
ዶ
大
、
水
道
界

全
体
で
の
支
援
体
制
の
強
化

な
ど
の
კ
要
ᄝ
を
⬺
い
た
。

最
後
に
㼘
水
道
事
業
管
理

者
の
皆
さ
ϵ
へ
㼙と
し
て「
災

害
は
ど
こ
か
で
კ
ず
ⲏ
き
る

と
い
う
認
⮮
を
持
っ
て
ϝ
し

い
」
と
ਐ
び
か
け
た
。
日
水

協
手
ၓ
き
や
地
方
・
県
支
部

の
相
ח
応
援
協
定
を
し
っ
か

り
⬻
ϵ
で
お
く
こ
と
、
災
害

対
応
計
画
・
受
援
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
、
日
常
業
務
を

通
し
て
職
員
に
水
道
技
術
を

⁙
か
せ
る
こ
と
が
支
援
ス
キ

ル
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
、
職
員
の
ᆼ
⮮
付
け
と
し

て
年
に
１
度
は
⫈
⎬
を
実
施

す
る
こ
と
、
資
機
材
を
可
能

な
ㅣ
り
߂
実
さ
せ
て
お
く
こ

と
な
ど
を

げ
、「
水
道
一

家
の
☩
き
伝
統
を
将
来
に
向

け
て
継
承
し
て
欲
し
い
」
と

Ђ
㼰
ル
を
⸂
っ
た
。

⒔
ޥ

Ⴤ
⒕


手
県
開
催
で
は
、「
被

災
水
道
事
業
者
の
今
後
の
在

り
方
」
を
テ
㼰
и
に
、
災
害

復
旧
の
⌨
着
ᮋ
が
見
え
つ
つ

あ
る
中
、
施
設
ᑾ
備
を
は
じ

め
と
す
る
今
後
の
事
業
⸼
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
ᆼ
見
צ

᎓
を
行
っ
た
。

新
᥀
ি
・

手
県
環
境
生

活
部
県
ᣙ
く
ら
し
の
安
全
課

⎐
ዸ
課
長
は
、
今
後
の
事
業

環
境
に
つ
い
て
「
人
口
減
少

の
ݟ
向
は
今
後
も
進
み
、
特

に


部
に
つ
い
て
は
２
０

４
０
年
度
に
２
０
２
０
年
度

⼼ᣗ㹝₽༌ὒ㹞

ʴ
ӝ
ถ
ݲ
ᙸ
ੁ
ⅷ

ᚘ
ဒ
ሊ
ܭ
⇁

ଏ
܍
↝
࢟
ࡸ
↚
׃
↾
↻
↉
࠼
؏
҄

ऴ
إ
ႆ
̮
↝

ᙲ
ࣱ
⇁
ϐ
ᛐ
ᜤ
ↆ

剽
ᒾ
ᡭ
┴

剽
ᐑ
ᇛ
┴

剽
⚟
ᓥ
┴

経
験
を
超
え
て
過
去
に
視
点
を
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●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

か
、
м
С
ル
地
ळ
を


定
し
て
施
設
の
ߣ
同
ࡥ
用
や

下
水
道
事
業
と
の
ߣ
同
ൌ
託

に
よ
る
費
用
ࡹ
減
ࣉ
ᘀ
を
試

算
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
⌠


し
た
。
さ
ら
に
、「
災
害

対
応
の
߂
実
度
と
費
用
は
ᢻ

چ
す
る
と
い
う
ᆼ
ਊ
で
は
、

ࢶ
入
す
る
ہ
ㅿ
を

ぶ
考
え

方
に
و
て
い
る
。
災
害
へ
備

え
る
た
め
に
は
、
掛
け
金
を

用
ᆼ
す
る
た
め
に
ま
ず
経
営

基
ἷ
の
ܥ
全
ᄝ
確
ہ
が
重

要
」
と
ⷵ
ϛ
た
。

ᯢ
⯟
課
長
は
「
被
災
地
に

お
い
て
は
、
応
ᄛ
復
旧
に
係

る
実
ݩ
だ
け
で
な
く
、
各
事

業
体
が
持
つ
現
在
の
ᲆ
᥄
や

復
旧
の
目
途
と
い
っ
た
情
ి

の
管
理
が
非
常
に
重
要
と
な

る
。
被
災
事
業
体
が
実
ݩ
の

か
た
わ
ら
に
情
ి
発
ۄ
を
行

う
の
で
は
な
く
、情
ి
管
理
・

発
ۄ
を

ヷ
的
に
行
う
部
ㆍ

が
კ
要
に
な
る
の
で
は
」
と

⬍
し
た
。
さ
ら
に
、「
広
域

連
携
の
今
後
の
方
向
ᄝ
と
し

て
施
設
や
事
業
⸼
営
の
ឨ
ᩜ

化
、
ߣ
通
化
が
考
え
ら
れ
る

が
、
災
害
対
応
に
お
い
て
も

⹖
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
Ы
Ч
ф
ス
ト
⹅
へ


い
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
平
⼹
㋍


は
「
地
震
等
緊
ᄛ
時
対
応
の

手
ၓ
き
は
災
害
対
応
時
の
職

員
の
࣠
き
を
統
一
す
る
た
め

の
も
の
で
、
ま
さ
に
ߣ
通
化

の
最
た
る
物
」
と
⇣
え
た
。

ま
た
、
広
域
連
携
を
見
ፈ
え

た
施
設
の
ឨ
ᩜ
化
・
ߣ
通
化

に
つ
い
て
、「
バ
ル
ブ
の
開

ヾ
方
向
や
в
㼩
У
の
ႎ
ᲆ
と

い
っ
た
規
ᙤ
ц
г
ル
で
の
ߣ

通
化
は
進
め
て
い
く
ϛ
き
」

と
も
⬍
し
た
。

⒔
福
島
Ⴤ
⒕

「
ᗡ
日
本
大
震
災
か
ら
の

10
年
、
安
全
・
強
㈨
・
持
続
、

ࡥ
用
者
対
⬍
」
と
㊹
し
実
施

し
た
、
₽
島
県
の
Б
ン
з
ジ

Ѐ
к
に
お
け
る
Ы
Ч
ル
С
㼥

ス
Ѕ
㼩
Б
ョ
ン
で
は
、
主
に

事
業
体
ܮ
か
ら
ࡥ
用
者
ܮ
へ

の
情
ి
発
ۄ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ᆼ
見
が
צ
わ
さ
れ
た
。

₽
島
県
の
金

ⱙ
一
・
ہ
ܥ

₽
ₒ
食
品
生
活
⧅
生
課
長

は
、
飲
料
水
の
ᑟ

ᄝ
物
質

м
Х
タ
ф
ン
Њ
検
査
体
制
の

現
ᲆ
と
課
㊹
に
つ
い
て
⬺
明

し
た
。

平
成
23
年
５
月
以
ㅡ
に
県

が
実
施
し
た
飲
料
水
の
検
査

で
は
、
ᑟ

ᄝ
т
Ѐ
⌐
と
ᑟ


ᄝ
Е
Б
Ѐ
к
が
օ
検
出
の

ᲆ
ᇧ
が
継
続
し
て
お
り
、
Ⱕ

ᑠ
支
出
の
⪘
ᮋ
か
ら
м
Х
タ

ф
ン
Њ
体
制
の
ဒ
ᡧ
も
検
⫃

す
る
კ
要
が
出
て
き
た
と
指

Ꮡ
。
そ
の
一
方
で
、
ږ
然
と

し
て
水
道
水
の
安
全
ᄝ
に
օ

安
を
ዏ
く
県
ᣙ
が
一
定
ᑼ
い

る
こ
と
か
ら
、
風
⫸
被
害
の

ኛ
ዹ
が
課
㊹
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

金

課
長
は
「
一
部
の
農

ḥ
産
物
で
は
、
震
災
当
初
に

高
ᬏ
度
の
ᑟ

ᄝ
т
Ѐ
⌐
と

ᑟ

ᄝ
Е
Б
Ѐ
к
が
検
出
さ

れ
て
以
ㅡ
、
現
在
で
も
໋
ᗻ

部
に
残
る
未
ㅱ
ᘤ
地
域
の
関

係
か
ら
、
一
部
の
食
品
㋈
で

検
出
が
継
続
し
て
お
り
、
そ

う
し
た
食
品
関
係
の
օ
安
に

ၓ
っ
張
ら
れ
る
ႎ
で
、
一
部

の
ࡥ
用
者
が
飲
料
水
に
も
օ

安
を
ዏ
い
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
օ
安
を
ኛ
ዹ

す
る
に
は
、
様
々
な
立
場
の

方
に
も
理
⪫
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
情
ి
発
ۄ
が
重
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

⬍
し
た
。

い
わ
き
市
水
道
局
の
ࡷ
ᑠ

ည
ց
・
次
長
は
、
災
害
時
に

安
心
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
強
㈦
化
へ
の
理
⪫
に
つ

な
が
る
広
ి
の
л
З
㼩
У
を

⪫
⬺
し
た
。
ᗡ
日
本
大
震
災

の
発
災
ὂ
後
に
は
、
ࡥ
用
者

か
ら
の
▜
大
な
ᑼ
の

い
合

わ
せ
に
ⷿ
わ
れ
、
復
旧
活
࣠

に
支
㆛
が
生
じ
た
が
、
復
旧

計
画
を
同
局
の
㹽
㺅
に
፻


後
、

い
合
わ
せ
ᑼ
が
ᬌ

減
。
余
震
で
も
同
様
の
፵
置

を
⮋
じ
た
と
し
て
、
災
害
時

の
ࡥ
用
者
へ
の
情
ి
発
ۄ

は
、
य़
時
ᄝ
と
正
確
な
߰
ไ

で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強

調
し
た
。

強
㈦
化
へ
の
理
⪫
に
つ
い

て
は
、
料
金
水
ᩜ
に
関
す
る

ࡥ
用
者
か
ら
の

い
合
わ
せ

を
受
け
る
こ
と
が
少
な
か
ら

ず
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の

水
ᩜ
を
ࡥ
用
者
に
わ
か
り
や

す
く
⬺
明
す
る
機
会
は
、
ℸ

ᝂ
的
に
設
け
て
こ
な
か
っ
た

と
い
う
。
ࡷ
ᑠ
次
長
は
、

「
震
災
と
ؓ
和
元
年
ᗡ
日
本

台
風
で
の
ᷱ
大
な
被
害
経
験

か
ら
、
ࡥ
用
者
か
ら
料
金
を

۸
上
げ
し
て
で
も
強
㈦
化
に

向
け
て
კ
要
な
事
業
を
実
施

す
ϛ
き
と
の

が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た

を
ⳟ
ま

え
、
კ
要
な
事
業
の
実
施
に

向
け
、
今
後
は
料
金
に
ㅣ
ら

ず
水
道
事
業
全
◿
の
С
㼰
タ

に
つ
い
て
、
ࢶ
工
す
る
な
ど

し
て
ࡥ
用
者
に
わ
か
り
や
す

く
情
ి
ᎋ
供
し
て
い
く
」
と

⬯
っ
た
。

⮼
⭚
を
ጟ
り
返
っ
た
ᯢ
⯟

課
長
は
、「
行
ᑠ
ܮ
が
ࡥ
用

者
ܮ
に
出
し
て
い
る
広
ి
・

ั
伝
の
⼺
が
▜
大
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
興
ਊ
を

も
っ
て
い
る
ࡥ
用
者
に
対

し
、

ヷ
的
な
部
分
も

め

て
き
ち
ϵ
と
情
ి
発
ۄ
し
、

ਊ
方
を
٣
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
行
ᑠ

߰
部
の
理
⪫
者
を
౹
や
す
⪘

ᮋ
か
ら
は
、
水
道
技
術
管
理

者
へ
の
ᑱ
⃧
ᖌ
の
よ
う
な
も

の
を
٣
成
す
る
こ
と
も
ᖚ
ࣉ

だ
ろ
う
」
と
⬯
っ
た
。

ˋ
ԧ
Ჭ
࠰
ࡇ
Ο
ᑣ
地
方
π
փ
˖
ಅ
ዮ
Ѧ
ٻ
ᐫ
表
ࢧ
の
Ӗ
ច
ׇ
˳
の
ӕ
ኵ

⌰
ૉ
ϐ
ܥ
ߜ
ᄝ
ή
›
ہ
η
Ϯ
ψ
ά
Ϭ
㼆
؆
ϐ
ம
ᒭ
ߠ
ૉ
ئ


ϐ
ឯ
∨
ϊ
ό
ϭ
୴
ٚ
ϴ
⧏
႙
λ
ϭ
㼌
ؓ
ਝ
㹨


ޭ
☩
ம
ᒭ
ߠ

ૉ
ئ

⎐
ࣤ

◅
⧏
႙
㼍
ϐ
ঠ
ⱖ
୴
ٚ
ύ
২
Ḃ
ྞ
ϊ
ኃ
Ḃ
ྞ
ή


ϒ
Ϯ
ρ
㼇
ε
ε
ω
ϑ
㹧
ྞ
ϐ
ট
Ϭ
〉
ϡ
ϴ
⌠

λ
ϭ
㼇

ԉ
ဋ
ࠊ
൦
ᢊ
ᢿ

ᜂ
ᛢ
᫆
ǁ
の
ࠊ
ൟ
ྸ
ᚐ
の

̟
ᡶ
に
Ӽ
ƚ
ƨ
ӕ
Ǔ
ኵ
ǈ

২
田
市
水
道
部
で
は
、「
水
道
い
ど
ば
た
会
⮼
」
等
の

市
ᣙ
参
ࢶ
の
取
り
〉
み
を
ℸ
ᝂ
的
に
実
施
し
て
い
る
。
水

道
事
業
の
諸
課
㊹
へ
の
市
ᣙ
理
⪫
を
Ⴚ
る
た
め
の
取
り
〉

み
が
、
平
成
28
年
度
、
ؓ
和
２
年
度
の
２
度
に
わ
た
る
料

金
改
定
に
つ
な
が
る
な
ど
、
水
道
事
業
の
基
ἷ
強
化
に
つ

な
が
る
取
り
〉
み
や
、
২
田
᱆
ϼ
Е
㼩
ト
и
Ч
ジ
л
ン
ト

ツ
㼰
ル
の
᮲
ި
ᎋ
供
が
認
め
ら
れ
、
９
月
に
ޭ
☩
地
方
公

営
企
業
⎐
務
大
◅
⧏
႙
を
受
賞
し
た
。
本
⌊
で
は
、
受
賞

理
ḃ
と
な
っ
た
「
水
道
い
ど
ば
た
会
⮼
」「
২
田
᱆
ϼ
Е
㼩

ト
и
Ч
ジ
л
ン
ト
ツ
㼰
ル
」
に
つ
い
て
ॷ
༒
ၖ
・
同
部
企

画
า
経
営
Њ
ル
㼰
б
主

、
ᗊ
上
誠
知
・
同
部
工
務
า
建

設
⇆
１
Њ
ル
㼰
б
主
任
に
⬍
を
ن
っ
た
。

ॷ֦㹝ྌ㹞ϊᗊւᣗ

水
道
事
業
↝
ྵ
ཞ
⇁
ˡ
ⅷ

↺

↰
↚

২
田
市
水
道
部
で
は
、
水

道
事
業
へ
の
理
⪫
を
᧾
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
水

道
い
ど
ば
た
会
⮼
」
を
平
成

30
年
度
に
24
回
実
施
し
て
お

り
、
ံ
ϛ
４
８
０
人
が
参
ࢶ

し
て
い
る
。

実
施
の
経
⎩
に
つ
い
て
ॷ

主

は
「
水
㇝
要
の
減
少
に

よ
る
給
水
ঙ
ἦ
の
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
な
ど
の
水
道
事

業
の
現
ᲆ
や
課
㊹
を
市
ᣙ
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

〉
み
と
し
て
同
会
⮼
の
前
身

と
な
る
出
前
⮋
က
を
平
成
27

年
度
に
開
催
し
ま
し
た
。「
水

道
い
ど
ば
た
会
⮼
」
は
水
道

事
業
の
現
ᲆ
や
課
㊹
、
水
道

部
の
取
り
〉
み
、
未
来
の
水

道
を
一
⎒
に
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
߰

ไ
と
し
て
は
、
職
員
手
٣
り

の
࣠
画
に
よ
る
事
業
ᝎ
要
や

水
道
部
の
取
り
〉
み
の
⌠


、
и
㼩
Ю
ン
Њ
Б
ス
テ
к

を
活
用
し
、
行
っ
た
地
域
の

水
道
施
設
の
ᲆ
᥄
を
⬺
明
す

る
こ
と
の
ϝ
か
様
々
な
ṑ


に
⇣
え
る
㼎
な
ϵ
で
も
相
⭌

会
㼏
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
水
道
事
業
を
分
か
り
や

す
く
⬺
明
す
る
た
め
の
方
法

と
し
て
࣠
画
を
٣
成
し
た
の

は
、
水
道
事
業
経
営
審
⮼
会

か
ら
の
ᎋ
案
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
公
ᣙ
㌥
の
㌥
長

会
⮼
や
近
㆟
の
自

会
な
ど

へ
の
ਐ
び
掛
け
を
行
い
地
域

の
方
の
協
力
に
ࢶ
え
、
市
ి

や
㹽
㺅
で
の
ࣩ
集
に
よ
り
多

く
の
方
に
参
ࢶ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
ࢶ
者
か
ら
は
、㼎
水

道
事
業
の
置
か
れ
て
い
る
ᲆ

᥄
が
わ
か
っ
た
㼏㼎
非
常
に

重
要
な
取
り
〉
み
な
の
で
ど

ϵ
ど
ϵ
開
催
し
て
ϝ
し
い
㼏

と
い
う

も
์
せ
ら
れ
ま
し

た
」
と
⬍
す
。

平
成
30
年
㹫
月
の
大
阪
ख

部
地
震
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
市
ᣙ
が
水
道
事
業
に

つ
い
て
考
え
る
機
⸼
も
高

ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
取
り
〉
み
を
ℸ
ᝂ
的
に
実

施
し
、
水
道
事
業
の
諸
課
㊹

へ
の
市
ᣙ
理
⪫
を
Ⴚ
る
こ
と

で
料
金
改
定
に
つ
な
が
り
、

経
営
基
ἷ
の
強
化
に
つ
な

が
っ
た
。

一
方
で
、
ᓺ
今
は
Ѝ
ч
Ф

₻
の
ႚ
㊄
に
よ
り
、
対
㈝
に

よ
る
イ
г
ン
ト
の
中
ᡧ
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
ႚ
㊄
に
つ

い
て
は
「
当
初
は
Є
ン
ラ
イ

ン
開
催
も
検
⫃
し
ま
し
た

が
、
࿃
広
い
年
代
の
方
が
参

ࢶ
で
き
る
こ
と
に
ᆼ
⑭
が
あ

る
と
考
え
、
対
㈝
開
催
が
可

能
と
な
る
ま
で
開
催
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中

で
も
情
ి
発
ۄ
を
強
化
す
る

た
め
、㼎
こ
の
ま
ち
の
水
の

未
来
を
考
え
る
㼏
と
㊹
し
た

࣠
画
を
㺎
㺤
㺪
㺩
㺪
㺗
㺚
に

ϼ
㼩
б
す
る
な
ど
の
取
り
〉

み
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
⬯

る
。

ԉ
ဋ
༿
⇈
⇡
⒨
⇮
∄
⇳
⇞

∇
∙
⇮
ツ
⒯
∑
⇁
˂
団
˳

↚
↱同

部
は
平
成
25
年
に
、
ॵ

生
労
ݩ
Ὂ
が
公
開
し
た
「
水

道
事
業
に
お
け
る
ϼ
Е
㼩
ト

и
Ч
ジ
л
ン
ト
（
資
産
管

理
）
に
関
す
る
手
ၓ
き
」、

「
ϼ
Е
㼩
ト
и
Ч
ジ
л
ン
ト

実
Ⳓ
の
た
め
の
≤
ᓪ
支
援

ツ
㼰
ル
」
を
基
に
、
২
田
Ს

自
の
基
ᩜ
な
ど
を
ἰ
り
込
ϵ

だ
「
২
田
᱆
ϼ
Е
㼩
ト
и
Ч

ジ
л
ン
ト
ツ
㼰
ル
（
施
設

編
）」
を
٣
成
し
た
。
同
部

㹽
㺅
で
公
開
・
配
ྟ
し
て
お

り
、
現
在
18
団
体
が
活
用
し

て
い
る
。

同
部
工
務
า
の
ᗊ
上
誠
知

ᣗ
は
、
ツ
㼰
ル
の
特
長
に
つ

い
て
「
特
⇗
す
ϛ
き
は
࠸
理

⸛
度
の
向
上
で
す
。
国
の

ツ
㼰
ル
と
ᢻ
ϛ
⸛
度
が
33
ۣ

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
１
時
間

か
か
っ
て
い
た
࠸
理
が
２
分

ℊ
度
で
完
了
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
更
新
年
度
を
入
力
で
き

る
Е
ル
を
新
た
に
設
け
ま
し

た
。
Е
ル
߰
の
۸
を
変
更
し

た
場
合
、
以
ㅡ
の
更
新
年
度

が
自
࣠
的
に
ス
ラ
イ
У
す
る

Б
ス
テ
к
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
手
࣠
入
力
の
手
間
も
Ὂ

け
、
٣
業
ࣉ
ᴀ
の
ϼ
㼩
б
に

も
貢
献
し
ま
す
」
と
⬍
す
。

な
お
、
ؓ
和
２
年
度
以
ㅡ

は
、
管
路
᱆
の
ϼ
Е
㼩
ト
и

Ч
ジ
л
ン
ト
ツ
㼰
ル
も
٣
成

し
業
務
に
活
用
し
て
い
る
。

ↄ
↸
↙
↺
市
ൟ
理
ᚐ
↝

̟
ᡶ
↚
Ӽ
ↀ
↕

ॷ
主

は
今
回
の
受
賞
に

つ
い
て
、「
先
輩
た
ち
が
築

き
あ
げ
て
き
た
水
道
事
業

を
、
次
世
代
に
ၓ
き
継
β
た

め
に
ℸ
み
重
Ϗ
て
き
た
取
り

〉
み
が
⫸
ښ
さ
れ
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
料
金
改

定
な
ど
が
実
現
で
き
た
の

は
、
市
ᣙ
の
理
⪫
や
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
」
と
強
調
す

る
。今

後
の
取
り
〉
み
と
し
て

は
、
未
来
人
に
な
っ
た
発

想
で
水
道
の
将
来
を
考
え

る
「
フ
㼫
㼰
Л
㼪
㼰
・
С

А
イ
ン
」
を
取
り
入
れ
た

щ
㼰
ク
Б
ョ
㼩
б
の
実
施
を


げ
る
。「
市
ᣙ
に
フ
㼫
㼰

Л
㼪
㼰
・
С
А
イ
ン
に
つ
い

て
正
し
く
理
⪫
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
ま
ず
は
職
員
の
ᆼ

⮮
⼦
成
の
た
め
職
員
Ῠ
ۊ
に

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
い
ど
ば
た
会
⮼
は
、

市
ᣙ
の
生
の

を
ὂ
፰
ⓘ
け

る
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、

職
員
の
思
い
を
伝
え
る
ⰴ
重

な
場
で
も
あ
る
の
で
、
Ѝ
ч

Ф
ঙ
ᗓ
後
に
備
え
、
さ
ら
な

る
߰
ไ
の
߂
実
を

れ
れ

ば
」
と
⬯
っ
た
。

ⅳ
↘
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˟
ᜭ
↖
൦
ᢊ
៲
ᡈ
↚

⇈
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∄
⇳
⇪
⒲
∑
˂
ׇ
˳
↚
↱

ৎ
ဋ
ࠊ
൦
ܤ
μ
ᢿ

ܤ
ܭ
ࣱ
Ӽ
ɥ
に
ɟ
ޖ
ᝡ
ྂ
Ƣ
る

Წ

Ⴘ
の
Ѽ
ਙ
ႎ
ൟ
᧓
ۀ
ᚠ

１
期
目
の
受
託
企
業
は
、

日
立
製
٣
所
を
代
⧏
企
業
と

す
る
⇆
一
環
境
、
日
立
б
ラ

ン
ト
Џ
㼰
ビ
ス
と
の
ߣ
同
企

業
体
で
、
ൌ
託
金
㊺
は
⋷
17

ޒ
߱
。
48
業
務
を
ई
ዸ
ൌ
託

の
対
象
と
し
て
お
り
、
上
下

水
道
Ⅴ
口
業
務
で
は
͏
受

付
、
検
⽆
、
ঙ
⋿
、
⋋
算
、

調
定
な
ど
の
上
下
水
道
料
金

業
務
͏
上
下
水
道
料
金
の

С
㼰
タ
入
力
͏
給
水
装
置
や

፡
水
設
備
、
ᤀ
水
ま
す
な
ど

の
施
設
関
連
業
務
㻻
。
上
下

水
道
施
設
⸼
ⵛ
管
理
業
務
で

ఠ
ᴁ
県
の
ኃ
田
市
水
安
全
部
は
今
年
４
月
か
ら
、
２
期
目
の
上
下
水
道
事
業
ई
ዸ
業

務
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
28
年
４
月
㿇
今
年
㹨
月
ま
で
の
１
期
目
に
続
く
も
の
で
、

ൌ
託
期
間
は
５
年
間
。
浄
水
場
や
з
ン
б
場
な
ど
の
施
設
の
⸼
ⵛ
管
理
業
務
や
、
上
下

水
道
料
金
の
Ⅴ
口
業
務
と
い
っ
た
ई
ዸ
的
な
業
務
を
⨪
ᑼ
年

⋷
で
ൌ
託
し
、
ࣉ
ᴀ
的

な
事
務
手
続
き
と
維
持
管
理
の
実
現
を
目
指
す
。
２
期
目
で
は
新
規
ൌ
託
業
務
を
ⷿ
ࢶ

し
た
ϝ
か
、
受
託
企
業
に
定
期
的
な
技
術
ᎋ
案
を
ᣴ
め
る
な
ど
、
業
務
の
安
定
ᄝ
向
上

に
一
ແ
貢
献
し
て
い
く
考
え
だ
。
そ
こ
で
、
１
期
目
の
成
ᘀ
や
２
期
目
の
Კ
い
な
ど
に

つ
い
て
⬍
を
ن
っ
た
。

は
͏
⸼
ⵛ
管
理
業
務
͏
ہ
守

ᮋ
検
業
務
͏
維
持
管
理
業
務

͏
小
ۊ
⏩
業
務
͏
調
⹅
管
理

業
務
͏
ヾ

時
㇜
⬍
対
応
業

務
͏
上
下
水
道
施
設
事
務
㻻

な
ど
広
∨

に
ক
ぶ
。

ט
ᚧ
ม
・
⎐
務
課
次
長
は

「
ൌ
託
期
間
߰
に
は
何
も
心

配
す
る
こ
と
は
な
く
、
安
定

的
に
業
務
を
遂
行
し
て
も
ら

え
こ
と
が
、
何
よ
り
も
あ
り

が
た
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ۡ

別
発
ᥡ
の
場
合
と
ᢻ
ϛ
、
期

間
全
体
で
⋷
㹨
ޒ
߱
の
事
業

費
の
ࡹ
減
を
実
現
で
き
た
。

広
∨

の
業
務
を
一
ዸ
し
て

ൌ
託
し
た
こ
と
で
、
ス
Ћ
㼰

ル
л
ф
㼩
ト
の
発

に
つ
な

げ
ら
れ
た
成
ᘀ
な
の
で
は
な

い
か
。
大
き
な
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
」
と
⬯
る
。

さ
ら
な
る
成
ᘀ
と
し
て
、

事
務
手
続
き
の
Ⱔ
ዝ

減
に

つ
な
が
っ
た
ᮋ
も

げ
る
。

以
前
は
ो
年
度
の
ۡ
別

⋷

が
20
ᑼ
本
あ
っ
た
施
設
の
⸼

ⵛ
管
理
業
務
の
ൌ
託
は
、
年

度
ᖱ
の
⮼
会
で
予
算
が
ᤕ

ま
っ
た
後
に
ᄛ
い
で

⋷
を

צ
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

毎
年
の

⋷
更
新
の
時
期
に

は
、
▜
大
な
事
務
手
続
き
に

ⷿ
わ
れ
て
い
た
と
指
Ꮡ
。
だ

が
、
ई
ዸ
化
し
⨪
ᑼ
年

⋷

化
し
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た

▜
大
な
手
続
き
か
ら
⪫
ᑟ
さ

れ
た
結
ᘀ
、
؆
の
業
務
に
ᥡ

力
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。ま

た
、
最
新
技
術
に
関
わ

る
様
々
な
ᎋ
案
を
受
託
企
業

に
ℸ
ᝂ
的
に
し
て
も
ら
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
日
立
製
٣

所
か
ら
は
㹶
㹾
を
用
い
た
浄

水
場
⸼
ⵛ
支
援
な
ど
の
ᎋ
案

を
受
け
、
将
来
の
導
入
検
⫃

の
た
め
に
実
証
実
験
を
実

施
。
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス

の
緊
ᄛ
事
ᇧ
ั
⪺
発
ؓ
に
よ

る
水
㇝
要
の
変
化
に
も
対
応

し
、
予
ᨣ
⋋
度
が
ہ
た
れ
る

ᮋ
な
ど
を
確
認
し
た
。

໋
口
ⶀ
・
同
課

主

は

「
ᎋ
案
は
技
能
継
承
や
業
務

ࣉ
ᴀ
化
な
ど
、
本
市
を

Ϣ

中
小
規
模
事
業
体
が
ዏ
え
る

事
業
課
㊹
の
⪫
ᤕ
に
ᖚ
ࣉ
な

も
の
だ
と
い
え
る
。
全
国
各

地
の
事
業
体
か
ら
ൌ
託
事
業

を
受
託
し
て
い
る
受
託
企
業

が
、
最
新
技
術
へ
の
情
ి
感

度
の
高
さ
に
ޭ
ٔ
ᄝ
を
も
つ

こ
と
を
大
い
に
実
感
し
た
」

と
⬺
明
す
る
。

２
期
目
の
ई
ዸ
ൌ
託
事
業

の
ൌ
託
費
は
⋷
19
ޒ
７
０
０

０
տ
߱
で
、
公
ࣩ
を
経
て


定
し
た
受
託
企
業
は
、
⇆
１

期
か
ら
代
⧏
企
業
を
⇆
一
環

境
に
変
更
し
た
、
日
立
製
٣

所
・
日
立
б
ラ
ン
ト
Џ
㼰
ビ

ス
と
の
ߣ
同
企
業
体
。
事
業

継
続
の
┚
ᔵ
に
は
、
１
期
目

の
期
間
中
に
継
続
し
て
要
ᣴ

水
ᩜ
ᖌ
を
ᩕ
た
し
た
業
務
が

安
定
的
に
行
わ
れ
た
ᮋ
を
同

部
が
高
く
⫸
ښ
し
た
こ
と
が

あ
る
。

⫸
ښ
の
も
と
に
な
っ
た
要

ᣴ
水
ᩜ
ᖌ
や
四
半
期
ご
と
に

実
施
し
た
м
Х
タ
ф
ン
Њ
の

и
Х
㼫
ϼ
ル
は
、
現
場
業
務

に
携
わ
っ
て
い
る
中
న
・
若

手
職
員
が
٣
成
に
携
わ
る
と

と
も
に
、
日
本
水
道
協
会
の

ϼ
У
バ
イ
ス
も
取
り
入
れ

た
。
⫸
ښ
に
◑
っ
て
は
、
ฃ

⮮
経
験
者
も
צ
え
た
事
業
⫸

ᚧᡀンט

໋প֦

ᡀ
頁
ύ
続
く
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●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

神
ೱ
川
県
ܥ
ည
ऴ
ỉ
局
生

活
⧅
生
部
生
活
⧅
生
課
は
11

月
８
日
、
県
߰
の
水
道
の
基

ἷ
強
化
に
向
け
た
「
神
ೱ
川

県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
定

と
、
広
域
化
の
道
ឨ
と
な

る
「
神
ೱ
川

県
水
道
広
域

化
፳
進
б
ラ

ン
」
の
策
定

に
つ
い
て
、

ᖚ
⮮
者
な
ど

の
ᆼ
見
を
ⓘ

く
場
と
し
て

設

置

し

た

「
神
ೱ
川
県

水
道
ビ
ジ
ョ

ン
検
⫃
会
」

の
初
会
合
を

឵
ᦟ
市
߰
で

開
催
し
た
。

会
長
に
は
小
᥉
明
・
ᗡ

⺰

立
大
ฃ
⺰
市
環
境
ฃ
部
特
任

ᑱ
ፚ
、
会
長
代
理
に
は
長


⨎
・
ᗡ

⺰
市
大
ฃ
建
築
⺰

市
С
А
イ
ン
ฃ
部
ᑱ
ፚ
が


ば
れ
た
。
⮼
事
で
は
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
改
定
お
よ
び
水
道

広
域
化
፳
進
б
ラ
ン
策
定
の

方
向
ᄝ
や
、
県
߰
水
道
事
業

の
現
ᲆ
に
つ
い
て
事
務
局
が

⬺
明
し
、
構
成
員
か
ら
は
さ

ま
ざ
ま
な
ᆼ
見
が
出
さ
れ

た
。
水
道
広
域
化
፳
進
б
ラ

ン
は
ؓ
和
４
年
度
ᖱ
ま
で
に

策
定
・
公
⧏
し
、
そ
の
߰
ไ

を
ঘ
ᓲ
さ
せ
た
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
は
同
５
年
度
ᖱ
ま
で
に
改

定
・
公
⧏
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
小
᥉
会
長
、
長

会

長
代
理
以
್
の
構
成
員
は
͏

ٗ
⡆
⨎
ၡ
・
ᓍ
™
田
大
ฃ
Ῠ

⅐
ㅯ
ࠢ
ᑱ
ፚ
͏
ᦙ
見
Ὕ
理
・

国
立
ہ
ܥ
ऴ
ỉ
⃧
ฃ
ㅯ
生
活

環
境
Ῠ
⅐
部
上
ྴ
主
任
Ῠ
⅐

ษ
͏
小
ᯢ
֮

子
・
ᗡ

大

ฃ
大
ฃ
ㅯ
工
ฃ
⋲
Ῠ
⅐
⃧
ࠢ

ᑱ
ፚ
͏
໋
口
ռ
月
ᣗ
（
県
ᣙ

公
ࣩ
構
成
員
）
㻻
と
な
っ
て

ښ
ൌ
員
会
を
設
置
し
、
м
Х

タ
ф
ン
Њ
結
ᘀ
や
、
事
業
全

体
の
持
続
可
能
ᄝ
へ
の
์
ֆ

度
な
ど
を
ะ
⪘
的
に
ࡡ
断
し

た
。２

期
目
で
新
た
に
ൌ
託
л

Х
㼫
㼰
に
ⷿ
ࢶ
し
た
公
営
企

業
会
計
業
務
の
ൌ
託
は
、
受

託
企
業
に
事
業
体
と
ߣ
通
の

会
計
Б
ス
テ
к
を
ټ
用
し
て

も
ら
い
、
伝
₨
࠸
理
や
ᤕ
算

資
料
の
٣
成
と
い
っ
た
各
℞

会
計
業
務
を
ൌ
託
す
る
も
の

で
、
予
算
٣
成
な
ど
の
ᆼ
思

ᤕ
定
部
分
は
、
事
業
体
が
᎖

る
こ
と
を
基
本
に
ፈ
え
た
。

「
公
営
企
業
会
計
業
務
の

ൌ
託
自
体
が
全
国
的
に
も
非

常
に
℃
な
も
の
で
、
特
☫
あ

る
取
り
〉
み
だ
と
い
え
る
。

本
市
で
は
公
営
企
業
会
計
業

務
に
携
わ
る
前
任
者
か
ら
後

任
者
へ
の
ၓ
き
継
ぎ
が
᧾
ࡲ

な
課
㊹
と
な
っ
て
お
り
、
事

業
持
続
に
向
け
た
強
い
ढ़
機

感
を
ዏ
い
て
い
た
」
と
ט
ᚧ

次
長
は
┚
ᔵ
を
⬍
す
。

実
㆚
に
同
市
を

Ϣ
中
小

規
模
事
業
体
で
は
、
水
道
に

携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
事
務

⋲
職
員
が
؆
部
⑉
か
ら
Ḷ
࣠

し
て
き
て
、
ᑼ
年
後
に
ኅ
る

と
い
う
Ы
タ
㼰
ン
が
一
◿

的
。
だ
が
、
上
下
水
道
事
業

で
⹖
用
さ
れ
る
公
営
企
業
会

計
は
、
ษ

会
計
を
採
る
市

長
部
局
で
の
࠸
理
方
法
と
は

全
く
Ḷ
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
市
長
部
局
で
の
勤

務
経
験
で
ఝ
っ
た
知
⮮
が
ϝ

と
ϵ
ど
通
用
せ
ず
、
事
業
体

前
頁
か
ら
続
く

に
Ḷ
࣠
し
て
き
た
ὂ
後
に

は
、
Ს
自
の
会
計
制
度
に
㊊

応
す
る
の
に
非
常
に
苦
労
す

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

ט
ᚧ
次
長
は
、「
Ḷ
࣠
ὂ

後
の
４
月
に
は
ᤕ
算
仕
⫟

（
ᤕ
算
࠸
理
）、
５
月
に
は
市

長
へ
の
ᤕ
算
ి
৵
な
ど
が
፲

え
て
い
る
の
で
、
Ḷ
࣠
先
の

市
長
部
局
で
の
ၓ
継
ぎ
٣
業

で
多
შ
を
ᝂ
め
る
前
任
者
を

何
度
も
⫙
Ϗ
、
ࢼ
⪺
を
も
ら

い
な
が
ら
٣
業
を
進
め
る
კ

要
が
あ
っ
た
。
ൌ
託
化
に
よ

り
、
ቨ
々
の
Ḷ
࣠
と
は
関
係

な
く
、
公
営
企
業
会
計
に
⋋

通
し
た
受
託
企
業
の
事
務
⋲

社
員
が
事
業
体
߰
に
存
在
し

続
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
事
務
Ⱔ
ዝ

減
に
ㅣ

ら
ず
、
技
術
継
承
の
㈝
で
も

大
き
な
ࣉ
ᘀ
を
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
強
調
す

る
。新

た
に
ᣴ
め
た
定
期
的
な

技
術
ᎋ
案
に
つ
い
て
は
、
１

期
目
で
行
わ
れ
た
受
託
企
業

か
ら
の
ℸ
ᝂ
的
な
技
術
ᎋ
案

を
要
ᣴ
水
ᩜ
ᖌ
に
明
記
し
た

も
の
。
５
年
間
と
い
う
長
期

の
ൌ
託
期
間
は
安
定
ᄝ
を
確

ہ
で
き
る
一
方
、
ܠ

を
ዲ

く
ᄴ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
ᇻ

し
、
何
ら
か
の
付
ࢶ
ښ
۸
࢙

出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
Კ
っ

た
同
部
職
員
の
前
向
き
な
ᣝ

持
ち
を
ঘ
ᓲ
し
た
取
り
〉
み

だ
と
⌠

す
る
。

໋
口

主

は
「
受
託
企

業
の
皆
さ
ϵ
は
１
期
目
を
通

し
て
、
本
市
の
事
情
に
一
ແ

理
⪫
を
᧾
め
ら
れ
た
か
と
思

う
の
で
、
水
道
ス
и
㼰
ト

л
㼰
タ
㼰
に
よ
る
自
࣠
検
⽆

化
な
ど
、
本
市
の
置
か
れ
た

ᲆ
᥄
に
応
じ
た
ᎋ
案
を
期
待

し
て
い
る
。
ᇪ
重
な
検
⫃
を

経
て
実
㆚
の
導
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、
Џ
㼰
ビ
ス
向
上

を
実
現
で
き
た
ら
」
と
ᆼ
ᣝ

込
Ϣ
。

最
後
に
ט、
ᚧ
次
長
は「
Ѝ

ч
Ф
₻
へ
の
対
応
が
კ
㊌
と

な
っ
た
ؓ
和
２
年
２
月
以
ㅡ

は
、
広
域
で
事
業
を
営
Ϣ
受

託
企
業
に
ᘥ
ⵚ
な
人
員
配
置

に
協
力
し
て
も
ら
え
た
お
か

げ
で
、
何
と
か
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
出
勤

制
ㅣ
が
厳
ᙤ
で
人
員
に
ㅣ
り

が
あ
る
ὂ
営
職
員
だ
け
で

は
、
到

対
応

㇏
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
２
期
目
で

ⷿ
ࢶ
し
た
定
期
的
な
新
技
術

の
ᎋ
案
を
実
㆚
に
導
入
し
、

本
市
上
下
水
道
事
業
の
さ
ら

な
る
ц
г
ル
ϼ
㼩
б
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
な
、
安
定
ᄝ

確
ہ
に
向
け
た
Џ
イ
ク
ル
が

㊊
調
に
回
る
よ
う
な
ら
ば
、

⹖
正
な
ൌ
託
期
間
な
ど
も
今

後
検
⫃
し
て
い
く
」
と
前
向

き
な
⪺
❃
を
⬯
っ
て
く
れ

た
。
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ᛢ
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ᢊ
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ਖ਼
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ȗ
ȩ
ȳ
の
౨
᚛
ᡶ
Ǌ
る

い
る
。

現
行
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
平
成
27
年
度
に
策
定
さ

れ
、
計
画
期
間
は
ؓ
和
７
年

度
ま
で
の
10
年
間
。
ᓺ
年
度

実
施
し
た
中
間
ᮋ
検
で
、
定

ᄝ
的
な
目
ឨ
で
あ
る
た
め
⹅

成
度
の
⫸
ښ
が
㇏
し
い
な
ど

の
課
㊹
が
あ
り
、
策
定
後
に

は
水
道
法
改
正
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
ⲟ
ᓌ
を
ঘ
ᓲ

さ
せ
る
こ
と
も
კ
要
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
行
し

て
策
定
٣
業
が
進
Ϣ
水
道
広

域
化
፳
進
б
ラ
ン
を
ঘ
ᓲ
さ

せ
て
広
域
化
の
ߧ
体
策
を
ዶ

߂
し
た
上
で
、
前
ۨ
し
で
改

定
す
る
こ
と
に
し
た
。
計
画

期
間
は
ؓ
和
㹫
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
と
し
、
４
年
ご
と

に
中
間
ᮋ
検
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

県
߰
の
ஓ
域
ळ
分
に
つ
い

て
は
、
１
ஓ
域
２
Ђ
ф
ϼ
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
県
ᗡ
部
ஓ
域
、
県
ೠ
部
ஓ

域
、
県
西
部
ஓ
域
の
㹨
ஓ
域

と
す
る
。
神
ೱ
川
県
営
水
道

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
឵

ᦟ
市
、
川
༕
市
、
឵
㊌
賀
市

と
い
っ
た
県
ᗡ
部
ஓ
域
の
水

道
事
業
体
お
よ
び
水
道
用
水

供
給
事
業
体
で
あ
る
神
ೱ
川

県
߰
広
域
水
道
企
業
団
と
広

域
連
携
の
検
⫃
な
ど
を
進
め

て
い
る
一
方
、
県
ೠ
部
ஓ
域

の
市
町
の
多
く
を
給
水
ळ
域

と
し
て
お
り
、
Ს
自
に
水
道

事
業
を
⸼
営
し
て
い
る
က
間

市
・

⼹
市
と
い
っ
た
事
業

体
で
も
県
営
水
道
か
ら
一
部

受
水
し
て
い
る
な
ど
、
県
営

水
道
と
の
関
わ
り
が
᧾
い
こ

と
か
ら
、
２
つ
の
ஓ
域
を
ߪ

Ϗ
る
存
在
と
し
て
ٔ
置
付
け

た
。ま

た
、
中
間
ᮋ
検
で
の
課

㊹
を
ⳟ
ま
え
、
①
現
ᲆ
分
ᗵ

と
⫸
ښ
、
将
来
目
ឨ
の
設

定
、
フ
㼨
ч
㼰
ϼ
㼩
б
の
各

ᢢ
㆐
に
お
け
る
⫸
ښ
項
目
を

ᑾ
合
し
、
わ
か
り
や
す
い
⫸

ښ
方
法
を
確
立
②
可
能
な
ㅣ

り
定
⼺
的
な
目
ឨ
を
設
定
˧

策
定
後
の
実
施
お
よ
び
フ
㼨

ч
㼰
ϼ
㼩
б
体
制
を
明
記
㻻

に
つ
い
て
検
⫃
す
る
こ
と
と

し
た
。

ؓ
和
５
年
度
か
ら
10
年
ℊ

度
を
対
象
期
間
と
す
る
水
道

広
域
化
፳
進
б
ラ
ン
の
策
定

に
向
け
て
は
今
年
度
、
県
߰

す
ϛ
て
の
水
道
事
業
体
を
ま

と
め
た
水
ٔ
高
ٕ

を
٣
成

す
る
。
広
域
化
の
Ы
タ
㼰
ン

の
１
つ
で
あ
る
施
設
の
ߣ
同

ࡥ
用
を
検
⫃
す
る
㆚
の
基


資
料
と
し
て
役
立
て
る
と
と

も
に
、
災
害
時
な
ど
に
お
け

る
活
用
も
⪆
⼹
に
入
れ
て
い

る
。
地
理
的
に
㆟
፰
し
ⲏ
ذ

に
富
ϵ
だ
地
ႎ
ᗕ
؟
も
ߣ
通

で
あ
り
、
以
前
か
ら
ご
み
࠸

理
や
消
防
で
広
域
行
ᑠ
と
し

て
連
携
し
て
い
る
ᩍ
᤺
ॷ
町

と
Ὕ
㖇
町
を
м
С
ル
水
道
事

業
体
と
し
た
ϼ
Е
㼩
ト
и
Ч

ジ
л
ン
ト
の
調
査
・
٣
成
も

行
う
。
֓
町
と
も
、「
水
道

事
業
に
お
け
る
ϼ
Е
㼩
ト
и

Ч
ジ
л
ン
ト
（
資
産
管
理
）

に
関
す
る
手
ၓ
き
」
に
お
け

る
更
新
㇝
要
見
ὂ
し
の
検
⫃

手
法
が
タ
イ
б
２
以
下
と
⋋

度
が
ٕ
い
こ
と
か
ら
、
タ
イ

б
４
を
目
指
し
て
⋋
度
向
上

を

る
。

業
務
の
ߣ
同
化
に
関
す
る

広
域
化
Б
й
㼫
ц
㼰
Б
ョ
ン

も
行
う
。
各
℞
の
調
⹅
・
ൌ

託
・
Б
ス
テ
к
の
ߣ
同
化
に

つ
い
て
、
実
現
可
能
ᄝ
を
፭

る
た
め
、
県
߰
全
水
道
事
業

体
に
ϼ
ン
Ћ
㼰
ト
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
ᘀ
を
ⳟ
ま
え
て

実
現
可
能
ᄝ
が
高
い
項
目
を


定
し
、
県
ೠ
部
・
県
西
部

に
お
い
て
ஓ
域
ो
ٔ
で
ߣ
同

化
を
導
入
し
た
場
合
の
ࣉ
ᘀ

を
試
算
す
る
。
ま
た
、
来
年

度
以
ㅡ
は
、
将
来
見
通
し
の

ᑾ
理
や
м
С
ル
事
業
体
に
お

け
る
広
域
化
Б
й
㼫
ц
㼰

Б
ョ
ン
、
ஓ
域
߰
に
お
け
る

広
域
化
Ы
タ
㼰
ン
の
ᎋ
案
と

Ь
ϼ
ф
ン
Њ
、
С
㼰
タ
ঙ
集

な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

そ
の
ϝ
か
、
水
道
事
業
の

現
ᲆ
を
伝
え
る
ф
㼰
フ
ц
㼩

ト
の
٣
成
や
技
術
継
承
支
援

Б
ス
テ
к
の
導
入
支
援
、
ス

и
㼰
ト
л
㼰
タ
㼰
に
係
る
広

域
連
携
の
検
⫃
を
予
定
し
て

い
る
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
お
よ

び
水
道
広
域
化
፳
進
б
ラ
ン

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
検
⫃

会
の
ϝ
か
に
県
߰
す
ϛ
て
の

公
営
水
道
事
業
体
が
構
成
員

と
な
っ
て
い
る
「
神
ೱ
川
県

水
道
事
業
広
域
連
携
調
ᑾ
会

⮼
」（
事
務
局
㿂
神
ೱ
川
県

ᑠ
策
局
ᑠ
策
部
ஞ
地
水
資
源

対
策
課
水
ᑠ
า
）
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
２
つ
の
検
⫃
〉

⏨
が
ⵐ
の
֓
ⶋ
と
な
っ
て
、

相
ח
に
ᆼ
見
を
出
し
合
う
こ

と
で
、
よ
り
実
ࣉ
ᄝ
の
高
い

ビ
ジ
ョ
ン
や
б
ラ
ン
を
ま
と

め
て
い
く
。
水
ᑠ
า
は
検
⫃

会
の
事
務
局
⸼
営
に
協
力
し

て
い
る
。

検
⫃
会
の

㊦
、
主
催
者

を
代
⧏
し
て
あ
い
さ
つ
し
た

ց
ᦧ
ㆹ

・
生
活
⧅
生
部
長

は
「
県
߰
水
道
の
進
Ϣ
ϛ
き

道
を
関
係
者
に
し
っ
か
り
₅

し
て
い
く
。
構
成
員
の
皆
様

に
は
、
県
߰
水
道
の
基
ἷ
強

化
と
安
全
・
安
心
な
水
道
水

の
持
続
的
供
給
に
向
け
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

ਐ
び
か
け
た
。
ま
た
、
小
᥉

会
長
は
「
強
㈨
で
安
全
・
安

心
な
水
道
が
კ
要
に
な
っ
て

い
る
。
将
来
を
見
通
す
し
っ

か
り
し
た
神
ೱ
川
県
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
検
⫃
会

と
し
て
取
り
〉
ϵ
で
い
き
た

い
」
と
ᆼ
欲
を
₅
し
た
。

π
փ
˖
ಅ
˟
ᚘ
ಅ
Ѧ
↱
ۀ
ᚠ
ር

↚

ܭ

ႎ
↙
২
ᘐ
੩
క
↙
↘
ᡙ
ь

��ᖙ㹭ᓉύݑηϮρ第�୰₢ೱ྄ὒᣩ⹄
ЭВсэᜋ⫃ظ

トピックス

Ⴤ
ϋ
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؏
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水
道
イ
ノ
ベ
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シ
ョ
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賞
の
受
賞
事
例

紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
Ⓥ
21
᩿

▽
日
水
協
会
長
表
彰
受
賞
者
喜
び
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
Ⓥ
28
᩿

ᇹ≕ᢿ

日
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水
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ˋ
ԧ
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水
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∙
ច
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ច
事
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日
水
協
会
長
ᘙ
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ច
者
շ
び
↝
٣
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⒭
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∭
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ϋ
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ϐ
݆
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㼆
ኴ
⦾
⍣
ኳ
㼆
׳
প
ᨕ
ຉ
₉
ظ
ࡨ
ᗙ
Ϛ
ϐ

ჩ
ό
ϋ
㼆


く
ϐ
⬿
㊹
ϴ
ዏ
Ϊ
ϭ
ᣩ
⹄
ג

㼇
ε
Ψ
ι
ρ
⬿
㊹
ϴ
⪫
ᤕ
λ
ϭ
ρ
ϣ
㼆
η
Ϡ
θ
Ϡ
ό
ྋ
ೝ
ϴ
⦹
Φ
㼆
ఞ
ἷ
ၰ
क
ϴ

ϭ
ᣩ
⹄
ג

ٚ
ϐ
ট
Ϭ
〉
ϡ

ϴ
⧏
႙
λ
ϭ
ϐ
ή
㼆
ᓉ
ᖲ
ᣩ
⹄
ॉ
ظ
ϐ
ᣩ
⹄
Ͼ
Ш
г
㼰
Б
㼬
э
ⱖ
ς
㼇
ε
ε
ω
ϑ
㼆

ⱖ
ϴ
ঠ
ⱖ
ι
ρ
ౄ
ྞ
㼆
ᱨ
ࡢ
ⱖ
ϴ
ঠ
ⱖ
ι
ρ
⯬
Ḃ
ྞ
㼆
㈖


ὒ
ϐ
์
ℭ
ϴ
፻

λ
ϭ
㼇

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

水
ᢊ
Ǥ
Ȏ
ș
⌴
Ƿ
⌰
ȳ
ច

ų
ų

Ӗ
ច
ʙ
ಅ
˳
の
ӕ
Ǔ
ኵ
ǈ

ب
ࠊ
ɥ
ɦ
൦
ᢊ
ޅ

賞ٻ

ǹ

Ȟ

ț

Ǣ

ȗ

Ȫ
⌕

Ƣ

ƍ

Ǔ

ǜ
⌖
ư
ᆸ
ӝ
ǯ
ȩ
Ǧ
ȉ
҄
Ʊ

Ț
⌴
ȑ
⌴
Ȭ
ǹ
҄
Ǜ
ܱ
ྵ
Მ

≔
⒊
ↂ
↻
↭
↖
↝
経
ዾ

本
市
の
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
に

伴
う
水
㇝
要
の
減
少
や
料
金

ঙ
入
の
減
少
、
施
設
の
老
朽

化
、
ᯬ
⎬
技
術
者
の
減
少
な

ど
厳
し
さ
を
౹
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
安
心
な
水
道
水

を
ᎋ
供
し
続
け
る
た
め
の
経

営
基
ἷ
の
強
化
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
㹾
㹸
㺉
の
፳
進
に
よ

る
ࡥ
用
者
の
ࡥ
ڨ
ᄝ
向
上
や

業
務
の
ࣉ
ᴀ
化
に
ℸ
ᝂ
的
に

取
り
〉
ϵ
で
き
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
キ
㼪
㼩
Б
㼫
ц

ス
化
の
取
〉
を
行
い
、
ؓ
和

元
年
５
月
か
ら
「
㺁
㹾
㺃
㹺

㺅
㺖
㺮
」「
㺅
㺖
㺮

㹷
」「
ᝉ


⾻
行
Ѝ
ン
ビ
Х
支
ኛ
Џ
㼰

ビ
ス
」
㹨
社
の
м
バ
イ
ル
ᤕ

ᨌ
を
ス
タ
㼰
ト
し
、
ؓ
和
２

年
ʁ
月
か
ら
は
「
㺅
㺖
㺮
㺅

㺖
㺮
」、同
年
㹫
月
か
ら
「
Ϩ

う
ち
㼢
㺅
㺖
㺮
」「
㺖
㺪
㺅

㺖
㺮
」
の
ࡥ
用
が
可
能
と
な

り
、
さ
ら
な
る
ࣉ
ᴀ
化
に
取

り
〉
ϵ
で
い
る
。

≕
⒊
ӕ
ኵ
↝
ಒ
ᙲ

（
１
）
実
証
実
験

ؓ
和
元
年
７
㿇
８
月
、
本

市
水
道
料
金
等
管
理
Б
ス
テ

к
開
発
・
⸼
用
業
務
受
ᥡ
者

と
ス
и
е
ϼ
б
ф
実
証
実
験

２

を
職
員
対
象
に
行
っ
た
。

開
発
中
の
ス
и
е
ϼ
б
ф

を
ټ
用
し
、
ࡥ
用
開
始
や
休

ᡧ
の
申
込
み
と
ټ
用
水
⼺
の

ໂ
ᡵ
ㄛ
⪑
の
２
つ
の
機
能
を

テ
ス
ト
し
、
ϼ
ン
Ћ
㼰
ト
や

要
ᖦ
を
ま
と
め
、
実
用
化
に

向
け
て
の
課
㊹
を
ᑾ
理
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
課
㊹
と

し
て
、
д
㼰
Ы
㼰
ц
ス
ᤕ
ᨌ

機
能
が
ࡥ
ڨ
ᄝ
や
ࣉ
ᴀ
化
の

㈝
で
კ
要
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

（
２
）
⋿
入
通
知
ᖌ
の
㇜

子
化ؓ

和
元
年
12
月
、
д
㼰

Ы
㼰
ц
ス
ᤕ
ᨌ
を
実
現
す
る

た
め
、
上
記
受
ᥡ
者
や
ঙ
⋿

代
行
業
者
と
協
⮼
を
重
Ϗ
、

ス
и
е
ϼ
б
ф
に
バ
㼰
Ѝ
㼰

У
⸂
付
機
能
を
ᖚ
す
る
「
㺅

㹶
㺎
㺈
㺁
㹺
」
と
の
連
携
を

模
⌒
し
た
。

地
方
自

法
⇆
２
㹨
１
ᗕ

ক
び
地
方
自

法
施
行
ؓ
⇆

１
５
４
ᗕ
⇆
㹨
項
に
規
定
さ

れ
て
い
る
「
⋿
入
の
通
知
」

は
、
ॷ
ࡷ
「
ᖌ
㈝
」
で
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ؓ

和
元
年
５
月
公
ྟ
の
情
ి
通

ۄ
技
術
を
活
用
し
た
行
ᑠ
の

፳
進
等
に
関
す
る
法
Ⴑ
（
С

ジ
タ
ル
手
続
法
）
⇆
㹨
ᗕ
⇆

11
項
ক
び
⇆
９
ᗕ
の
規
定
に

よ
り
、
水
道
料
金
ক
び
下
水

道
ټ
用
料
の
⋿
入
通
知
を
㇜

⁀
的
記
録
（
㇜
子
л
㼰
ル
、

ϼ
б
ф
に
よ
る
通
知
な
ど
）

に
て
ス
и
е
ϼ
б
ф
へ

Ӳ
ᆔ
ဎ
ᡂ
↙
↘
24

᧓
⇟
∄
∁
↖
ܦ
ኽ

∀
⒲
⇷
⒲
−
⇟
↝
ਖ਼
ᡶ
↖
≦
≲
≕

Ъ
ถ

⧏㹦

㹦

４ 㹨

ΰし⅚ਤዓӧᏡ↙൦ᢊʙಅ↧
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●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

の
⸂
付
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

（
㹨
）
ク
ラ
Ѐ
У
Џ
㼰
ビ

ス
ス
и
е
ϼ
б
ф
を
ټ
用
す

る
に
あ
た
り
、
水
道
料
金
等

管
理
Б
ス
テ
к
の
一
部
の
ۡ

人
情
ి
を
ク
ラ
Ѐ
У
Џ
㼰
ビ

ス
に
፻

す
る
კ
要
が
あ

り
、
局
߰
を
は
じ
め
、
本
市

の
㹾
㹸
㺉
イ
Ш
г
㼰
Б
ョ
ン

፳
進
า
や
市
ᑠ
情
ి
課
と
連

携
し
て
、
ク
ラ
Ѐ
У
Џ
㼰
ビ

ス
の
採
用
ル
㼰
ル
や
要
؟
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
ౄ
市
ۡ

人
情
ి
ہ
⯁
審
⮼
会
に
お
い

て
、
ᖚ
⮮
者
の
審
⮼
を
受

け
、
ク
ラ
Ѐ
У
ࡥ
用
の
承
認

を
Ⴚ
た
。

（
４
）
⸼
用
開
始

ؓ
和
㹨
年
２
月
か
ら
ス
и

е
ϼ
б
ф
「
す
い
り
ϵ
」
の

⸼
用
を
開
始
し
た
。
当
初
の

機
能
は
、
２
年
間
の
水
⼺
ক

び
料
金
ໂ
ᡵ
⧏
₅（

≔
）
、

⋿
入
通
知
ᖌ
等
の
㇜
子
化
で

あ
る
。
水
⼺
等
の
確
認
か
ら

支
ኛ
い
ま
で
ス
и
е
ϼ
б
ф

で
で
き
る
取
〉
は
地
方
自


体
初
と
な
っ
た
。
支
ኛ
方
法

は
、
㺅
㺖
㺮
㺅
㺖
㺮
残
高
ኛ

い
（

≕
）
ক
び
先
ⷵ
の
㺅

㹶
㺎
㺈
㺁
㹺
（

≖
）
を
ࡥ

用
し
た
Ѝ
ン
ビ
Х

㊦
ኛ
い

（
Е
ブ
ン
イ
ц
ブ
ン
、й
Х
ス

ト
㼩
б
、Е
イ
Ѝ
㼰
и
㼰
ト
）

で
、
取
扱
い
ᤕ
ᨌ
や

◰
は

㊊
次
ዶ
大
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
ؓ
和
㹨
年
㹫
月
か

ら
、
ࡥ
用
休
ᡧ
、
市
߰
ⵛ
ຫ

で
の
ࡥ
用
休
ᡧ
・
開
始
受
付

機
能
（

≗
）
を
ⷿ
ࢶ
し
、

同
月
に
開
始
し
た
ク
ц
ジ
㼩

ト
ᤕ
ᨌ
の
受
付
を
す
い
り
ϵ

か
ら
の
申
込
み
の
み
と
す
る

こ
と
で
、
受
付
や
申
⭐
ᖌ
⺭

⸂
や
С
㼰
タ
入
力
業
務
に
係

る
ൌ
託
料
を

制
し
た
。

≖
⒊
≳
≵
∃
⇊
∙
⇮
・


پ
ↆ

ໜ

ϼ
б
ф
を
ࡥ
用
し
て
い
た

だ
く
と
、
水
⼺
の
お
知
ら
せ

か
ら
お
支
ኛ
い
ま
で
が
一
元

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
℞

お
申
込
み
や
ࡥ
用
者
情
ి
の

変
更
な
ど
が
24
時
間
ス
и
е

で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き

る
。工

ೝ
し
た
ᮋ
と
し
て
は
、

ϼ
б
ф
開
発
途
中
の
ؓ
和
２

年
７
月
に
、
Ч
㼩
ト
⾻
行

の
「
な
り
す
ま
し
⫳
ᡎ
」
が

大
き
く
Х
㼫
㼰
ス
で
取

ᤎ

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
ࡥ
用

者
登
録
方
法
な
ど
を
再
検
⫃

し
、
多
ᢢ
㆐
認
証
等
に
よ

る
、
な
り
す
ま
し
防
ᡧ
対
策

を
⮋
じ
た
。

ま
た
、
⋿
入
通
知
ᖌ
の
㇜

子
化
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方

自

法
等
で
規
定
さ
れ
て
い

る
ᡴ
入
⃧
目
の
明
₅
や
、
下

水
道
ټ
用
料
に
係
る
行
ᑠ
օ

ᖜ
審
査
法
の
ᑱ
₅
等
、
ࡥ
用

者
が
⌊
の
⋿
入
通
知
ᖌ
と
同

等
の
情
ి
を
Ⴚ
ら
れ
る
よ
う

工
ೝ
し
た
。

≗
⒊
ӕ
ኵ
↚
↷
↺
ј
ௐ

す
い
り
ϵ
を
活
用
す
る
こ

と
で
д
㼰
Ы
㼰
ц
ス
化
し
た

主
な
⺭
⸂
ᖌ
㋈
ক
び
ὂ
近
の

年
間
ᑼ
⼺
は
（
ᘙ
≔
）
の
と

お
り
で
あ
る
。
給
水

⋷
者

の
10
㹚
（
㹨
տ
４
４
０
０

؟
）
が
す
い
り
ϵ
を
ࡥ
用
し

た
場
合
の
ࣉ
ᘀ
試
算
㊺
は
年

㊺
４
２
２
տ
߱
で
あ
り
、
５

年
か
け
て
す
い
り
ϵ
ࡥ
用
者

が
15
㹚
（
５
տ
１
㹫
０
０

؟
）
に
⹅
し
た
場
合
の
⌚
ℸ

ࣉ
ᘀ
試
算
㊺
は
１
９
㹫
０
տ

߱
で
あ
る
。
す
い
り
ϵ
ࡥ
用

者
が
౹
ࢶ
す
る
こ
と
で
、

д
㼰
Ы
㼰
ц
ス
に
よ
る
ࣉ
ᘀ

㊺
の
さ
ら
な
る
౹
ࢶ
が
見
込

め
る
。

ま
た
、
д
㼰
Ы
㼰
ц
ス
の

፳
進
に
よ
り
、
㹸
㺄
２

の
ࡹ

減
ࣉ
ᘀ
が
見
込
ま
れ
る
。
本

局
が
年
間
に
発
⸂
す
る
⺭
ڨ

物
に
お
け
る
㹸
㺄
２

፡
出
⼺

⋷
29
㺩
（
ౄ
市
環
境
局
算
定

式
）
が
д
㼰
Ы
㼰
ц
ス
に
よ

り
ࡹ
減
さ
れ
る
こ
と
で
、
㺈

㹹
㹼
㺨
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
る
。

≘
⒊
ʻ
ࢸ
↝
ޒ


ؓ
和
㹨
年
10
月
18
日
現

在
、
す
い
り
ϵ
ࡥ
用
者
は
１

տ
５
１
０
９
؟
と
な
っ
て
い

る
。
同
年
㹫
月
か
ら
開
始
し

た
ク
ц
ジ
㼩
ト
ᤕ
ᨌ
の
申
⭐

手
続
き
を
す
い
り
ϵ
を
経
ḃ

し
た
Є
ン
ラ
イ
ン
申
込
み
に

ㅣ
定
し
た
こ
と
で
、
今
後
さ

ら
に
登
録
者
ᑼ
が
౹
ࢶ
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。

本
年
度
ᖱ
に
す
い
り
ϵ
ࡥ

用
者
を
給
水

⋷
者
の
10
㹚

（
㹨
տ
４
４
０
０
؟
）
に
す

る
こ
と
を
目
ឨ
に
፻
げ
て
お

り
、
今
⃣
に
全
ኃ
配
ྟ
し
て

い
る
上
下
水
道
事
業
広
ి
⌊

や
、
各
℞
㺈
㺃
㺈
の
活
用
に

よ
り
、
さ
ら
な
認
知
度
の
向

上
を

っ
て
い
く
。

ま
た
、
ࡥ
用
者
に
と
っ
て

ڨ
ࡥ
で
ټ
い
や
す
く
㑁
力
的

な
ス
и
е
ϼ
б
ф
と
な
る
よ

う
に
ࡥ
用
者
Х
㼰
Д
を
ⳟ
ま

え
な
が
ら
進
化
さ
せ
て
い

く
。最

後
に
、
ౄ
市
上
下
水
道

局
で
は
、
イ
Ш
г
㼰
テ
㼥
ブ

な
変
革
を
生
み
出
す
た
め
、

す
ϛ
て
の
職
員
が
様
々
な
新

し
い
取
り
〉
み
に
Л
㼪
ц
ン

ジ
し
て
い
る
。

㹾
㹸
㺉
技
術
の
ᄛ
⸛
な
進

化
や
新
型
Ѝ
ч
Ф
Ѐ
イ
ル
ス

感
ᘤ
Ṵ
等
に
よ
る
ᓺ
今
の
社

会
の
大
き
な
変
革
を
従
来

の
常
⮮
や
ᇵ
⒄
を
ኙ
Ὸ
す

る
Л
㼪
ン
ス
と
ጯ
え
、
㹹

㺍
（
С
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
㼨
㼰
л
㼰
Б
ョ
ン
）
の
፳

進
に
よ
っ
て
、
更
な
る
ࡥ
用

者
Џ
㼰
ビ
ス
や
生
産
ᄝ
の
向

上
、
業
務
の
ࣉ
ᴀ
化
に
⏣
げ

て
い
く
。

ᝅ
ဋ
ࠊ
ɥ
ɦ
൦
ᢊ
ޅ

特別賞


᳃
水
ᢊ
ሥ
э
҄
ʖ
ย
ᚮ

ૺ
Ȅ
⌴
ȫ
の
ݰ
λ
ӏ
Ƽ

ʖ
ย
ች
ࡇ
Ӽ
ɥ
の
ӕ
ኵ

≔
⒊
Ꮡ


⯬
田
市
で
は
、
平
成
27
年

度
に
管
⍷
機
能
⫸
ښ
ൌ
託

（
⯬
田
⡆

地
ळ
の
み
）
を

行
い
、
平
成
28
年
度
以
ㅡ
の

ᑾ
備
管
路
の
ޭ
先
㊊
ٔ
を
ᤕ

定
し
ま
し
た
が
、
ᓈ
に
５
年

が
経
⸿
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
᪢
水
事
ᑣ
ి

道
等
に
よ
り
水
道
管
路
に
対

す
る
ᥡ
目
度
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
、
平
成
29
年
度

に
統
合
し
た
旧
≤
水
地
ळ

（
ᓏ
、
Ⲧ
ࢼ
、
™
ᡫ
、
小
ॷ
、

下
໋
）
の
ᑾ
備
管
路
の
ޭ
先

㊊
ٔ
が
ᤕ
定
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
旧
≤
水
地

ळ
を

め
た
Є
㼰
ル
⯬
田
市

と
し
て
の
今
後
の
ᑾ
備
管
路

の
ޭ
先
㊊
ٔ
を
見
ὂ
す
კ
要

ᄝ
が
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
≤
水
地
ळ
の
⸿


か
ら
の
経
⎩
（
ᑾ
備
ᲆ

᥄
、
᪢
水
⇾
所
等
）
を
ᯬ
知

し
て
い
た
職
員
の
退
職
等
に

よ
り
、
管
⍷
機
能
⫸
ښ
ൌ
託

と
同
様
な
手
法
を
再
度
行
っ

て
も
、
ऺ
分
な
⋋
査
を
行
う

こ
と
が
㇏
し
い
ᲆ
᥄
で
し

た
。

さ
ら
に
、
ؓ
和
２
年
度
か

ら
始
ま
る
水
道
ス
ト
㼩
ク
и

Ч
ジ
л
ン
ト
計
画
に
伴
い
、

ᑾ
備
路
線
の

定
等
に
は
、

ᨣ⌴ᘀ㹝Џэбх㹞कࢷ

⭇ᙀ⌴ᘀ

ૼሥែのΟέˮൿܭにဇ
⇒⇟↗のӷ↱ܱྵ

ᡀ
頁
ύ
続
く
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IoT技術を活用して地下施設の遠隔監視
システムをサポート致します。

設備担当者

警察・警備会社

内部状況の
可視化による
作業員の安全確保

マンホール窃盗・破損
などの早期発見

老朽化・自然災害などに
よる状態異常の監視

テロ活動・
スパイ行為の
防止

作業員

官公庁・自治体・公営企業など

クラウド
データセンター／
コンタクトセンター

監視ポータル

異常時の通知

監視・通報代行

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

市
ᣙ
へ
の
⬺
明
Ⱝ
任
が
օ
可

ᠿ
で
あ
り
、
ޭ
先
㊊
ٔ
付
け

の
根
ድ
を
定
め
て
お
く
კ
要

が
あ
り
ま
し
た
。

≕
⒊
ӕ
ኵ
ಒ
ᙲ

⸿

の
管
⍷
機
能
⫸
ښ
ൌ

託
で
は
、
法
定
耐
用
年
ᑼ
と

職
員
に
よ
る
経
験
ࡷ
が
お
お

よ
そ
の
基
ᩜ
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
㆚
の
水
道
管
路

周
ⷒ
の
環
境
が
考
ᇻ
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
ะ
⪘
的

な
要
୲
（
⸿

の
᪢
水
⇾

所
）
と
地
ἷ
等
の
ᗕ
؟
に
よ

る
ࢷ
化
予
ᨣ
が
კ
要
と
の
結

⭚
に
⹅
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
؆
自

体
で
の
検
証
結

ᘀ
等
も
ঙ
集
し
、
⎐
合
的
に

ࡡ
断
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

老
朽
管
路
を
ዏ
え
る
⯬
田
市

で
は
、
㹶
社
の
㹶
㹾
水
道
管

ࢷ
化
予
ᨣ
⫤
断
ツ
㼰
ル
が
ᖚ

ࣉ
と
ࡡ
断
し
、
導
入
を
ᤕ
定

し
ま
し
た
。

㹶
㹾
水
道
管
ࢷ
化
予
ᨣ
⫤

断
ツ
㼰
ル
は
、
２
０
１
５
年

に
࢙
業
し
た
Б
ф
Ѝ
ン
バ

ц
㼰
の
г
ン
Л
㼪
㼰
企
業
が

開
発
し
た
ツ
㼰
ル
で
、
水
道

管
路
に
関
す
る
С
㼰
タ
（
配

管
⌐
材
・
ټ
用
年
ᑼ
、
⸿


の
᪢
水
ໂ
ᡵ
等
）
と
、
Ს
自

に
ঙ
集
し
た
１
０
０
０
以
上

の
▜
大
な
環
境
変
ᑼ
を

Ϣ

С
㼰
タ
г
㼰
ス
（
ஞ
ಘ
・
ᣝ

ۮ
・
人
口
等
）
を
〉
み
合
わ

せ
て
、
各
水
道
管
路
の
Ὸ
Ꭻ

確
ᴀ
を
高
⋋
度
に
⪫
ᗵ
す
る

も
の
で
す
。
Ὸ
Ꭻ
確
ᴀ
の
高

い
水
道
管
路
か
ら
更
新
を
行

う
こ
と
で
管
路
ᑾ
備
に
お
け

る
л
ン
テ
Ф
ン
ス
Ѝ
ス
ト
の

最
⹖
化
を
実
現
す
る
と
ߣ

に
、
配
管
の
Ὸ
Ꭻ
・
᪢
水
事

ᑣ
を
最
小
ㅣ
に

え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

≖
⒊
予
ย
ች
ࡇ
Ӽ
上
↝
ӕ

ኵ（
１
）
ᯬ
⎬
職
員
の
ᕒ
㘊

知
の
ޭ
先
㊊
ٔ
付
け
へ
の
ঘ

ᓲ
ࢷ
化
予
ᨣ
⫤
断
に
⯬
田
市

Ს
自
の
要
୲
を
ࢶ
ਊ
す
る
た

め
、
管
路
ံ
長
⋷
㹨
㹫
０
０

㽃
を
対
象
に
職
員
の
ᕒ
㘊
知

を
定
⼺
化
し
、
ࢷ
化
予
ᨣ
結

ᘀ
の
最
⌨
的
な
ޭ
先
㊊
ٔ
付

け
の
重
み
χ
け
（
ႚ
㊄
度
）

と
し
て
ঘ
ᓲ
さ
せ
ま
し
た
。

ߧ
体
的
に
は
、
水
道
の
各

管
路
が
ዝ
う
機
能
、
役
割
の

重
大
ᄝ
ক
び
そ
の
管
路
が
Ὸ

Ꭻ
し
た
㆚
の
市
ᣙ
生
活
へ
の

ႚ
㊄
度
を
、
各
管
路
に
お
け

る
（
事
ᑣ
が
ⲏ
き
た
場
合

の
）「
Ὸ
Ꭻ
の
規
模
」
と
「
そ

の
Ὸ
Ꭻ
か
ら
生
ず
る
ٖ
ᣙ
の

被
害
の
大
き
さ
」
の
〉
み
合

わ
せ
と
考
え
、「
職
員
に
よ

る
事
ᑣ
対
応
活
࣠
の
規
模
」

を
Ὸ
Ꭻ
の
規
模
と
被
害
の
大

き
さ
に
相
当
す
る
ᑼ
۸
と
ؘ

定
し
て
定
⼺
化
し
ま
し
た
。

定
⼺
化
は
、
①
⸿

に
Ὸ

Ꭻ
な
ど
の
事
ᑣ
が
発
生
し
対

応
に
苦
労
し
た
管
路
ক
び
⸿


に
事
ᑣ
は
な
い
が
事
ᑣ
が

ⲏ
き
た
場
合
に
対
応
に
苦
労

す
る
で
あ
ろ
う
管
路
を
ዘ
出

（
１
８
㹨
Ѕ
所
）
②
ᕒ
㘊
知

定
⼺
化
ឨ
ᩜ
Б
㼰
ト
を
٣
成

し
、
管
口
Ⴋ
ご
と
に
、
復
旧

人
員
、
復
旧
時
間
、
給
水
ⵐ

台
ᑼ
等
を
定
⼺
化
˧
１
８
㹨

Ѕ
所
に
つ
い
て
、
特
ᢇ
要
୲

を
ࢶ
ਊ
し
た
ᕒ
㘊
知
定
⼺
化

ឨ
ᩜ
Б
㼰
ト
を
٣
成
、
С
㼰

タ
化
㻻
の
手
㊊
で
実
施
し
ま

し
た
。

（
２
）
⧅
ᓱ
画
ݫ
の
⪫
ᗵ

に
よ
る
᪢
水
検
知

⧅
ᓱ
画
ݫ
を
活
用
し
た
㹶

㹾
᪢
水
調
査
に
よ
り
、
２
５

９
Ѕ
所
の
᪢
水
⇾
所
を
特
定

し
、
ࢷ
化
予
ᨣ
⫤
断
に
ঘ
ᓲ

さ
せ
ま
し
た
。

ߧ
体
的
に
は
、①
⧅
ᓱ（
だ

い
ち
２
া
）
か
ら
ঙ
集
し
た

成
分
か
ら
「
水
」
か
「
水
以

್
」
か
を
分
別
②
①
で
ዘ
出

し
た
「
水
」
の
中
で
、「
水

道
水
」
か
「
非
水
道
水
」

か
を
分
別
˧
②
で
ዘ
出
し

た
「
水
道
水
」
を
、
ὂ
Ⴋ
２

０
０
㽰
の
∨

を
一
ొ
と
し

て
、
地

上
に
⧏
₅
˨
᪢
水

可
能
ᄝ
ळ
域
に
つ
い
て
、
職

員
に
て
路
㈝
㉼
調
調
査
を
実

施
㻻
の
手
㊊
で
実
施
し
ま
し

た
。

≗
⒊
ј
ௐ

（
１
）
ะ
⪘
的
要
୲
に
よ

る
更
新
管
路
の
ޭ
先
㊊
ٔ
の

ᤕ
定水

道
ス
ト
㼩
ク
и
Ч
ジ
л

ン
ト
計
画
で
は
、
時
間
計
画

ہ
全
（
Ǯ
１
５
０
以
上
）
と

事
後
ہ
全
（
Ǯ
１
５
０
未

ᩕ
）
の
考
え
方
に
基
χ
き
、

ॷ
ࡷ
と
し
て
ྟ
設
年
度
が
ফ

い
管
路
か
ら
更
新
す
る
計
画

で
す
が
、
ࢷ
化
予
ᨣ
⫤
断
に

お
い
て
、
ྟ
設
年
度
は
新
し

い
が
ࢷ
化
が
進
行
し
て
い
る

た
め
前
ۨ
し
で
更
新
す
る
管

路
、
ྟ
設
年
度
は
ফ
い
が
ܥ

全
な
ᲆ
ᇧ
を
ہ
っ
て
い
る
た

め
更
新
せ
ず
に
ံ

化
す
る

管
路
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
管
路
の
ᲆ
᥄
を

見
定
め
、
ߧ
体
的
な
管
路
更

新
の
ޭ
先
㊊
ٔ
を
ᤕ
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
２
）
ᗡ
⺁
І
ス
（
ᙗ
）

と
の
同
時
施
工

同
時
期
に
㹶
㹾
ࢷ
化
予
ᨣ

⫤
断
ツ
㼰
ル
を
導
入
し
て
い

た
ᗡ
⺁
І
ス
（
ᙗ
）
と
ࢷ
化

予
ᨣ
⫤
断
結
ᘀ
を
ߣ
ᖚ
し
、

ᗡ
⺁
І
ス
（
ᙗ
）
ক
び
当
市

に
お
い
て
、
ࢷ
化
度
が
高

く
、
ޭ
先
的
に
更
新
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
路
線
を


定
、
同
時
施
工
を
実
施
す
る

こ
と
で
合
ᆼ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
一
時
的
な
取
り
〉
み

に
Ḣ
ま
ら
ず
、
ؓ
和
４
年
度

以
ㅡ
も
調
ᑾ
会
⮼
を
開
催

し
、
同
時
施
工
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
（
ؓ
和
㹨
年
度
予

定
：
２
地
ळ
（
同
時
施
工
管

路
ံ
長
７
５
０
㽰
））。

同
時
施
工
に
よ
る
ߧ
体
的

な
л
ф
㼩
ト
と
し
て
͏
◰
装

復
旧
費
用
（
ံ
長
７
５
０
㽰

�
࿃
員
４
㽰
�
４
４
０
０
߱

㹤
平
方
㽰
㿂
１
㹨
２
０
տ

߱
）
を
গ
方
で
ግ
分
が
可
能

に
͏
ٖ
ᣙ
へ
の
工
事
Л
ラ
Б

の
ߣ
同
配
ྟ
͏
施
工
業
者
に

よ
る
⬏
⌛
な
施
工
時
期
、
試

፥
立
ち
合
い
等
の
調
ᑾ
が
ไ

ᓪ
に
͏
工
事
期
間
が
別
々
に

な
る
こ
と
に
よ
る
ٖ
ᣙ
へ
の

ႚ
㊄
な
ど
社
会
的
ႚ
㊄
度
の

⎤
和
㻻
な
ど
が

げ
ら
れ
ま

す
。（

㹨
）
技
術
の
伝
承

▜
大
な
水
道
管
路
の
ܥ
全

ᄝ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

ᯬ
⎬
の
職
員
が
ఝ
っ
て
き
た

ࣣ
と
経
験
と
い
っ
た
技
術
・

Ш
Ѐ
Щ
Ѐ
の
継
承
が
օ
可
ᠿ

で
す
が
、
そ
う
し
た
経
験
知

や
ᕒ
㘊
知
は
ᒉ
ᖌ
化
や
ၓ
継

ぎ
が
㇏
し
く
、
技
⼺
水
ᩜ
の

維
持
が
課
㊹
で
し
た
。

今
回
の
取
り
〉
み
で
は
、

㹶
㹾
水
道
管
ࢷ
化
予
ᨣ
⫤
断

ツ
㼰
ル
を
㼘
ਐ
び
水
㼙
と
し

て
職
員
の
経
験
知
・
ᕒ
㘊
知

を
ၓ
き
出
し
、
見
え
る
化
・

С
㼰
タ
化
を

る
こ
と
で
、

職
員
が
連
⎃
と
⌑
ぎ
続
け
て

き
た
技
術
や
知
見
の
次
世
代

へ
の
継
承
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

≘
⒊
இ
ࢸ
↚

人
員
の
減
少
、
ㅣ
ら
れ
た

予
算
、
ᯬ
⎬
職
員
の
退
職
等

の
ᲆ
᥄
の
中
、
最
新
の
㹶
㹾

技
術
を
活
用
し
、「
見
え
な

い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す

る
」
こ
と
で
業
務
の
ࣉ
ᴀ
化

を

り
、
最
小
の
労
力
で
最

大
の
ࣉ
力
を
発

で
き
る
よ

う
、
今
後
も
最
新
技
術
の
࣠

向
に
ᥡ
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
取
り
〉
み

が
、
؆
の
水
道
事
業
体
の
課

㊹
⪫
ᤕ
の
一
ࢼ
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

前
頁
か
ら
続
く

≔
⒊
管
↝
ᎊ

э
҄
↗
技

術
ႎ
課
᫆

㈖

県
企
業
局
で
は
㹨
つ

の
水
道
用
水
供
給
事
業
と
７

つ
の
工
業
用
水
道
事
業
を
経

営
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

西
部
事
務
所
で
は
管
路
ံ
長

㹨
０
０
㽃
の
⹎
྅
水
道
と
、

85
㽃
の
中
⹎
工
業
用
水
道
を

維
持
管
理
し
て
い
る
。

管
路
施
設
の
一
部
は
供
用

以
来
40
年
が
経
⸿
し
、
経
年

ࢷ
化
に
よ
る
⅖

な
ど
で
᪢

水
が
౹
ࢶ
ݟ
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
路
上
に
ᦱ
み
出
す
ᩉ

水
は
კ
ず
し
も
᪢
水
に
ⲏ
୲

᩺
ޢ
Ⴤ
˖
ಅ
ޅ
ᙱ
ᢿ
ʙ
Ѧ


൦

ឋ

ሥ

ྸ

⇡

∙

⇥

⒲

特別賞

水
質
分
析
に
よ
る
地
表
水
の

発
生
元
判
別
方
法
の
確
立

く
く
、
水
道
水
の
特
ა
を
₅

す
成
分
を
፭
⌒
す
る
こ
と
と

し
た
。

ஞ
ಘ
と
の
፰
⪭
に
よ
る
水

へ
の
ႚ
㊄
を
調
ϛ
る
た
め
、

西
部
事
務
所
で
管
理
す
る
２

つ
の
浄
水
場
の
水
道
水
に
、

給
水
ळ
域
߰
の
Ḟ
や
水
田
、

道
路
な
ど
で
採
取
し
た
ஞ
を

ᨃ
ξ
て
試
料
を
調
製
し
、
㺥

㹽
、
㇜
ᣝ
伝
導
度
ক
び
イ
Є

ン
ク
ч
и
ト
に
よ
る
分
ᗵ
を

行
っ
た
。

イ
Є
ン
ク
ч
и
ト
分
ᗵ
は

水
に

ま
れ
る
物
質
を
分
㇎

定
⼺
す
る
も
の
で
、
イ
Є
ン

צ
᎓
ៀ
┿
を
߂
ౠ
し
た
Ѕ
ラ

к
に
試
料
を
ᩯ
㇎

と
と
も

に
ᦗ
し
、
ៀ
┿
と
ᩯ
㇎

と

の
⪓
和
ᄝ
の
ྑ
で
試
料
中
の

成
分
を
分
㇎
す
る
も
の
で
あ

る
。
試
料
ᥡ
入
か
ら
検
出
ま

で
の
時
間
（
ہ
持
時
間
）
と

ۄ
া
強
度
を
ឨ
ᩜ
物
質
と
ᢻ


す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
分

を
同
定
・
定
⼺
で
き
る
。

（
１
）
水
道
水
の
ᤕ
め
手
と

な
る

⌐


試
料
水
に

ま
れ
る
成
分

ᬏ
度
は
非
常
に
微
⼺
で
あ
る

た
め
、
ク
ч
и
ト
Њ
ラ
к
を

ዶ
大
し
て
Ю
㼰
ク
を
確
認
す

る
კ
要
が
あ
っ
た
。
そ

す
る
と
は
ㅣ
ら
ず
、
開
ࡹ
工

事
後
に
地
下
水
な
ど
、
そ
の

؆
の
ॷ
୲
と
ࡡ
明
す
る
事
چ

も
ᑷ
見
さ
れ
た
。

օ
要
な
፥
ࡹ
を

け
る
た

め
、
水
道
水
中
の
残
Ḣ

⌐

を
≤
ڨ
に
ᨣ
定
で
き
る
㹹
㺅

㹹
試
⠤
を
用
い
て
ᩉ
水
の
発

生
元
を
፳
ᨣ
し
て
き
た
が
、

ᩉ
水
が
水
道
水
で
も
ஞ
中
を

通
⸿
す
る
間
に

⌐
が
消
費

さ
れ
て
ঘ
応
が
出
な
か
っ
た

り
、
水
道
水
で
な
く
て
も
ஞ

ಘ
成
分
が
水
に
ᨃ
じ
り
Ⲃ
く

৳
☫
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
法
定
水
質
検
査
に

ټ
用
す
る
イ
Є
ン
ク
ч
и
ト

分
ᗵ
に
よ
る
‑
度
の
ᢻ

も

行
っ
て
き
た
が
、
ᩉ
水
に


ま
れ
る
成
分
が
、
周
ⷒ
ஞ
ಘ

か
ら
の
ᩯ
出
ま
た
は
১
着
に

よ
っ
て
変
化
し
、
ࡡ
定
が
で

き
な
い
事
چ
も
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
従
来
の
水
質
分
ᗵ

で
は
ᩉ
水
の
発
生
元
の
確
実

な
ࡡ
定
が
㇏
し
く
、
試
፥
に

㊱
ら
ざ
る
を
Ⴚ
な
い
ᲆ
᥄
と

な
っ
て
い
た
。

≕
⒊
分
ௌ
業
務
↖
ؔ
⒞


技
術
⇁
ࣖ
用
ↆ

ӕ
↹
ኵ

↮
そ
こ
で
、
イ
Є
ン
ク
ч
и

ト
分
ᗵ
に
よ
る
ࡡ
定
⋋
度
向

上
の
た
め
、
ஞ
ಘ
の
調
査
を

行
い
、
そ
の
ႚ
㊄
を
受
け
に

ᚾ

ɧ
ᙲ
↖
ิ
൦
↝
Ҿ
׆
Й
別

Ⴤ
ϋ
≙
ࠊ
ထ
↗
ң
ܭ
ዸ
ኽ

ᛢ᫆⇁ΰし⅚ਤዓӧᏡ↙൦ᢊʙಅ↧
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日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

ᣩⱞ∔ᵍЕэЙіϐⓩੑ

の
結
ᘀ
、
消
ᢹ
用
の
次

ן

⌐

Ф
ト
ф
Ѐ
к
に


ま
れ
る

⌐

が
水
道
水
を

用
い
た
全
て
の
試
料
か
ら
検

出
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
し
か
し
、
消
ᢹ
さ
れ
て

い
な
い
超
⌅
水
で
調
製
し
た

試
料
で
あ
っ
て
も

⌐

の

ٔ
置
に
Ю
㼰
ク
を
検
出
す
る

も
の
が
あ
り
（

≔
上
）、


⌐

の
Ю
㼰
ク
を
水
道
水

の
証
ድ
と
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ஞ
ಘ

か
ら
ᩯ
出
し
た
成
分
に
、
こ

れ
ま
で
の
分
ᗵ
ᗕ
؟
で
は


⌐

と
同
じ
ہ
持
時
間
を
も

つ
成
分
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
想
定
し
、
ᩯ
㇎

の
ᬏ

度
を
少
し
変
え
て
分
ᗵ
を

行
っ
た
。
す
る
と
、
ہ
持
時

間
に
ྑ
が
生
じ
、

⌐

と

ஞ
ಘ
か
ら
ᩯ
出
し
た
成
分
は

別
の
成
分
で
あ
る
と
ࡡ
断
す

る
こ
と
が
で
き
た
（

≔

下
）。
こ
の
わ
ず
か
な
分
㇎

ᗕ
؟
の
変
更
が
Ѕ
Ј
と
な

り
、「

⌐

」
が
水
道
水

と
؆
の
水
と
を
ळ
別
す
る
ᖚ

ࣉ
な
指
ឨ
と
な
っ
た
。

（
２
）
ᬏ
度
ᢻ

で
ࡡ
定
可

能
な
指
ឨ
成
分

さ
ら
に
、
ஞ
ಘ
と
の
፰
⪭

前
後
で
水
道
水
中
の
成
分
ᬏ

度
を
ᢻ

し
た
と
こ
ろ
、


化
物
イ
Є
ン
は
元
の
水
道
水

の
ᬏ
度
か
ら
大
き
く
変
化
す

る
も
の
は
な
く
、
‐

イ
Є

ン
と
Ф
ト
ф
Ѐ
к
イ
Є
ン
の

多
く
も
元
の
ᬏ
度
と
ϝ
Ϟ
同

じ
で
あ
り
、
ࡡ
別
の
指
ឨ
と

し
て
活
用
可
能
と
考
え
ら
れ

た
。
一
方
、
Ѕ
ル
Б
Ѐ
к
イ

Є
ン
や
и
Њ
Ч
Б
Ѐ
к
イ
Є

ン
は
大
き
く
ᬏ
度
変
化
す
る

も
の
が
多
く
、
ࡡ
別
の
指
ឨ

に
は
⹖
さ
な
か
っ
た
。

以
上
の
検
⫃
か
ら
、
残
Ḣ


⌐
や
㇜
ᣝ
伝
導
度
等
で
ࡡ

断
で
き
な
い
場
合
、
イ
Є
ン

ク
ч
и
ト
分
ᗵ
が
᪢
水
元
ࡡ

別
の
ᖚ
ࣉ
な
手
ᢢ
と
な
っ

た
。

（
㹨
）
成
ᘀ

こ
う
し
て
、
水
質
分
ᗵ
に

よ
り
、
試
፥
工
事
を
す
る
こ

と
な
く
、
ᩉ
水
の
ॷ
୲
が
᪢

水
で
な
い
こ
と
が
ࡡ
明
し
た

事
چ
が
こ
れ
ま
で
に
17
؟

あ
っ
た
。
一
方
、
企
業
局
の

水
道
水
や
工
業
用
水
の
᪢
水

と
ࡡ
明
し
、
ⷛ
⸛
に
工
事
を

実
施
で
き
た
事
چ
が
13
؟
あ

り
、
ま
た
、
市
の
水
道
水
や

農
業
用
水
の
᪢
水
と
፳
ᨣ
さ

れ
た
10
؟
で
は
、
⸛
や
か
に

そ
の
ᲆ
᥄
を
管
理
者
に
⬺
明

す
る
こ
と
で
、
対
応
を
ڬ
す

こ
と
が
で
き
た
。

ᩉᣩϐ፬ᣩᲆ᥄

こ
れ
ら
の
結
ᘀ
、
試
፥
が

օ
要
と
な
る
事
چ
が
23
؟
あ

り
、
そ
れ
に
係
る
経
費
を
ࡹ

減
す
る
と
と
も
に
、
צ
通
㆛

害
・
㎛
㉼
ጟ
࣠
発
生
な
ど
社

会
的
ႚ
㊄
も
回

す
る
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た
、
別
の
水
道
事
業
で

あ
る
㎎
⯨
水
道
に
お
い
て
、

ؓ
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風

に
よ
る
豪
雨
で
ஞ
῟
༩
れ
が

発
生
し
、
基

管
路
の
大
規

模
Ὸ
断
が
生
じ
た
。
そ
の
復

旧
後
、
⧏
ແ
に
ᩉ
水
が
発
生

し
た
た
め
、
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
ᩉ
水
が
地
下
水
で

あ
る
と
ࡡ
別
で
き
た
た
め
、

大
規
模
な
再
፥
ࡹ
を
ߊ
れ
、

安
定
給
水
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
試
፥
工
事
費
の
ࡹ
減
は

も
と
よ
り
、
給
水
先
へ
供
給

が
継
続
で
き
た
こ
と
に
よ
る

ۄ
㊱
確
ہ
も
大
き
な
成
ᘀ
と

考
え
る
。

≖
⒊
技
術
↚
ⅹ
ↀ
↺
広
域

ᡲ
ઃ法

定
の
水
質
検
査
技
術
の

応
用
と
➑
ℸ
С
㼰
タ
の
⪫
ᗵ

か
ら
導
き
出
し
た
本
ࡡ
別
方

法
を
ؓ
和
元
年
度
全
国
水
道

Ῠ
⅐
発
⧏
会
で
発
⧏
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
か
ら
ঘ
㊄
が
あ

り
、
県
߰
で
は
技
術
の
活
用

に
つ
い
て
の
要
ᖦ
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
ᩉ
水
調
査
を

ⷛ
⸛
か
つ
ٕ
Ѝ
ス
ト
で
行
う

仕
〉
み
を
策
定
し
、「
緊
ᄛ

時
の
᪢
水
調
査
に
関
す
る
協

定
」
を
県
߰
㹫
つ
の
市
町
と

⎜
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

（
ؓ
和
㹨
年
10
月
現
在
）。

水
質
分
ᗵ
が
ᣴ
め
ら
れ
る

事
چ
は
౹
ࢶ
し
て
お
り
、
最

近
で
は
、
新
た
に
ф
ン

イ

Є
ン
を
指
ឨ
と
す
る
こ
と

で
、
自
ྒ
水
源
を

Ϣ
給
水

先
市
町
の
水
道
と
の
ࡡ
別
に

成
ࢵ
し
た
。
さ
ら
に
、
農
業

用
水
等
と
の
⮮
別
に
も
活
用

し
、
؆
分
⼹
へ
の
展
開
も
可

能
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
㈖

県
企
業
局
で

は
ṑ
わ
し
い
ᩉ
水
が
発
見
さ

れ
た
場
合
の
ឨ
ᩜ
的
な
調
査

手
㊊
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
水
質
分
ᗵ
結
ᘀ
を
⬺
明

資
料
と
し
て
ᨆ
付
し
て
い

る
。
地
道
な
水
質
検
査
の
ℸ

み
重
Ϗ
が
現
場
で
役
立
つ
技

術
と
な
り
、
今
回
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光

栄
に
思
う
。
⫸
ښ
し
て
い
た

だ
い
た
ᮋ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

؆
の
水
道
事
業
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
л

С
㼥
ϼ
に
よ
る
情
ి
発
ۄ
の

お
か
げ
で
、
広
く
方
法
が
周

知
さ
れ
、
技
術
へ
の
関
心
や

業
務
へ
の
活
用
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
感
じ
る
。
今

後
も
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
᪢
水
の
み
な
ら
ず
、
水

質
分
ᗵ
技
術
の
応
用
に
よ
り

県
߰
各
地
の
水
道
事
業
体
と

広
域
的
に
連
携
し
、
水
道
の

安
全
に
์
ֆ
し
て
い
き
た

い
。

оॖپで൦ᢊʙಅⅻৼⅷ↺൦ᢊ⇊⇴⇿∞⇝∍∙ច
Ӗចʙಅ˳のӕ↹ኵ↮
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こ
の
た
び
は
、
た
い

へ
ϵ
栄
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
ご
支
援
、
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
先

輩
、
同
輩
、
後
輩
、
そ

し
て
水
道
関
係
者
の
皆

様
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
60
年
に
ᖳ

࿇
市
に
入

し
、
水
道

局
Ự
川
浄
水
場
へ
の
配

属
か
ら
始
ま
り
、
32
年

間
を
浄
水
場
、
配
水
管

ᑾ
備
、
企
画
・
計
画
部

ヷ
な
ど
水
道
事
業
の
全

◿
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
期
間
の
本
市

水
道
は
、
ዶ
張
か
ら
、

維
持
管
理
に
重
き
を
変

え
つ
つ
再
ᑾ
備
を

っ

た
事
業
を
展
開
し
、
そ

の
一
方
で
、
現
業
業
務

の
ൌ
託
化
や
業
務
改
ન

を
伴
う
〉
⏨
機
構
の
再

編
成
な
ど
、
Щ
㼰
У
と

З
フ
ト
の
֓
㈝
に
お
よ

ぶ
変
革
期
で
あ
り
ま
し

た
。さ

ら
に
は
、
大
震
災

や
大
雨
被
害
な
ど
の

㼎
未
ᖑ
ᖚ
の
事
ᇧ
㼏
が

度
々
発
生
し
、
ク
ф
б

ト
ス
з
ф
ジ
Ѐ
к
な
ど

の
水
質
的
な

㊹
も
ࢶ

わ
り
、
高
ᔴ
ক
を
成
し

遂
げ
た
水
道
事
業
が
こ

れ
ら
課
㊹
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
期
間
で
し

た
か
ら
、
ᑼ
多
く
の
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
記
ር
に
強
く
残
る

思
い
出
も
た
く
さ
ϵ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
市
ᣙ
か
ら
断
水
時

に
は
ᄊ
ら
れ
、
通
水
し

た
時
に
は
⨱
め
ら
れ
た

こ
と
が
最
強
の
思
い
出

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
࠵
事
が
繰
り
返

さ
れ
、
水
道
事
業
に
や

り
が
い
を
感
じ
、
退
職

ま
で
㊓
張
れ
た
の
で
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。水

道
事
業
は
、
ま
だ

ま
だ
変
化
し
な
が
ら
、

国
ᣙ
に
⬟
ら
れ
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ϵ
。

現
在
も
水
道
に
関
わ
る

仕
事
を
し
て
お
り
、
微

力
な
が
ら
皆
さ
ϵ
と
変

化
に
ጓ
ϵ
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
現
・
л
タ
Ѐ
㼨
㼰

タ
㼰
Б
Х
ϼ
ϼ
У
バ
イ

А
㼰
）

ϻ
ʙ
↝
ᆢ
↮

↜
ⅻ
↳
↹
ⅻ
ⅳ
↚

阪

庄
司

๓
࣭
ᮐ
ᖠ
ᕷ
水
道
ᒁ
⤥
水
㒊
㛗

ы

і

賞

こ
の
た
び
は
、
大
変


誉
の
あ
る
賞
を
い
た

だ
き
、
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
ひ
と
え
に
多

く
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
お
か
げ
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
昭
和
59
年
に
឵

ᦟ
市
に
入

し
て
以

来
、
計
画
、
浄
水
ক
び

建
設
部
ヷ
の
水
道
事
業

に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
߂
実
し
た

日
々
を
⸿
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
と
し
て
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
の

応
ᄛ
復
旧
活
࣠
、
集
中

豪
雨
時
に
お
け
る
市
߰

з
ン
б
場
の
ܠ
㇜
に
対

す
る
バ
㼩
ク
ϼ
㼩
б
ক

び
ॷ
水
水
質
ᤀ
ᘤ
事
ᑣ

に
よ
る
対
応
な
ど
が


げ
ら
れ
ま
す
。
水
道
事

業
は
緊
ᄛ
時
に
い
か
に

ⷛ
⸛
・
⹖
ࡒ
に
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
、
身
を
持
っ
て

経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
広
域
化
の
取

り
〉
み
と
し
て
県
下
５

事
業
者
に
お
け
る
水
道

Б
ス
テ
к
構
築
に
向
け

て
の
検
⫃
会
や
、
基


浄
水
場
で
あ
る
西
⯟
浄

水
場
の
再
構
築
事
業
の

計
画
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、
大
き
な
Ⱕ
産
に

な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
ᲆ
᥄
に
あ
り
、
ま
た

Ѝ
ч
Ф
₻
の
中
、
仕
事

の
仕
方
も
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

水
道
界
の
皆
様
方
が
一

◒
団
結
し
、
強
㈦
な
水

道
Б
ス
テ
к
の
構
築
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
微
力
で
す

が
、
水
道
界
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会

認
証
課
長
）

ᡆ
ᡮ
ᢘ
Џ
↙
ݣ
ࣖ
↝

ᙲ
ↄ
ኺ
᬴

近
藤

博
幸

๓
࣭
ᶓ

ᕷ
水
道
ᒁ

タ
㒊
㛗

こ
の
た
び
は
、
ࢵ
労

賞
と
い
う
大
変

誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
昭
和
59
年

ফ

ຯ
市
に
入

後
、
一
Ⱜ

し
て
水
道
事
業
に
携
わ

り
ま
し
た
。
在
職
中
に

何
度
か
災
害
支
援
の
機

会
を
Ⴚ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て

多
く
の
方
々
と
出
会

い
、
今
で
は
当
た
り
前

に
ټ
わ
れ
る
「
㋀
が
見

え
る
関
係
」
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
中
越
地
震
で
被
災

し
た
新

県
旧
໋
ফ
ღ

ᗊ
の
水
道
施
設
の
復
旧

を
１
年
間
ዝ
当
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
後
の
⺰
市
間

協
定
の
⎜
結
、
そ
し
て

職
員
צ
ᦗ
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
感
ᇸ
᧾
い
ᣝ
持

ち
を
ዏ
い
て
お
り
ま

す
。地

震
の
み
な
ら
ず
、

こ
こ
ᑼ
年
は
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
る
風

水
害
に
も
տ
全
の
備
え

が
კ
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ࢶ
え
て
、
老
朽

化
施
設
の
対
応
や
技
術

継
承
な
ど
、
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
ᲆ
᥄
が
続
き
ま
す

が
、
水
道
界
が
一
◒
団

結
す
れ
ば
კ
ず
明
る
い

߃
し
が
見
え
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
Ѝ
ч
Ф
の
ႚ
㊄

で
生
活
様
式
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
が
、
安

心
安
全
で
お
い
し
い
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
ټ

は
変
わ
り
ま

せ
ϵ
。
皆
さ
ま
の
ἦ
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
微
力
な
が
ら
水
道

界
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。

（
現
・
日
本
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
協
会
中
部
支
部

長
）


ܹ
ૅ
ੲ
ⅻ
ᣃ
ࠊ
᧓
ң
ܭ
↝
ڎ
ೞ
↚

山
田

喜
美
雄

๓

࣭

ྡ

ྂ

ᒇ

ᕷ

ୖ
ୗ
水
道
ᒁ
ᢏ
⾡
本
㒊
㛗

こ
の
た
び
は
日
本
水

道
協
会
様
よ
り
ࢵ
労
賞

を
賜
る
栄
に

し
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
水
道
を

㇎
れ
て
ᓍ
や
半
年
を
超

え
た
ᓺ
今
、
水
道
時
代

を
ጟ
り
返
り
、
ঘ
Ὂ
の

日
々
を
⸂
っ
て
い
た
私

に
は
身
に
余
る
賞
で
あ

り
大
変
ᄴ
⏎
し
て
い
る

次
⇆
で
す
。

思
え
ば
、
大
阪
市

に
奉
職
し
た
１
９
８

２
（
昭
和
57
）
年
は
、

水
道
ዶ
張
時
代
は
ᓈ
に

⌨
ᮨ
を
迎
え
、
維
持
管

理
時
代
と
い
わ
れ
る
新

た
な
フ
㼧
㼰
Д
に
入
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
、

維
持
管
理
と
い
う
⪺
❃

の
Ὕ
の
ᆼ
ਊ
を
知
る
ḃ

も
あ
り
ま
せ
ϵ
で
し
た

が
、
∥
水
型
社
会
や
人

口
減
少
社
会
の
到
来
、

大
規
模
地
震
、
大
ᨋ

水
、
頻
発
す
る
風
水

害
、
現
在
の
Ѝ
ч
Ф
₻

な
ど
、
水
道
を
取
り
巻

く
環
境
や
社
会
の
変
化

に
ὂ
㈝
し
、
年
を
重
Ϗ

る
に
つ
れ
水
道
事
業
の

㇏
し
さ
を
感
じ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
間
、
日
本
水
道

協
会
や
ฃ
界
、
自


体
、
ᣙ
間
企
業
の
皆
様

方
、
大
阪
市
の
先
輩
諸

ᣗ
と
同
僚
・
後
輩
、
そ

し
て
ラ
ス
ト
４
年
の
局

長
時
代
の
職
員
の
皆
様

方
か
ら
い
た
だ
い
た

ᑼ
々
の
ご
ᑱ
₅
は
、
今

の
私
に
と
っ
て
ⰴ
重
な

Ⱕ
産
で
す
。

水
道
法
が
改
正
さ

れ
、
㹾
㹸
㺉
の
導
入
も

目
⪉
ま
し
い
水
道
界
で

は
、
新
進
ᣝ
。
の
⚃
知

が
結
集
さ
れ
、
ⶀ
く
未

来
と
世
界
に
ࠃ
た
る
日

本
の
水
道
構
築
に
向
け

た
様
々
な
取
り
〉
み
が

展
開
さ
れ
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。
最
後
に
、
皆

様
方
の
ἦ
々
の
ご
活
躍

と
ご
ܥ
ࣧ
を
祈
念
申
し

上
げ
、
御
礼
の
ご
ጚ
ጁ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
現
・
ク
ф
ϼ
Ѐ
㼨
㼰

タ
㼰
㺄
㺈
㹶
㺀
㹶
代
⧏

取
⎜
役
社
長
）

ૠ
⅝
↝
Ↄ

ᅆ
ⅻ
ᝮ

↙
ᝠ
င

河
谷

幸
生

๓
࣭

㜰
ᕷ
水
道
ᒁ
㛗

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

日
本
水
道
協
会

会
長
表
彰

令
和
３
年
度

ݱ
̽
ଽ
൞

⇁
Ӹ
ᛎ
˟
Ճ
ਖ਼
ਫ
↧

ඖ
⚄
ᡞ
ᕷ
水
道

ᴗ
⟶
⌮
⪅

神戸市の地震対策に貢献

ຈ۟ᣗ

12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
⇆
99
回

⎐
会
で
は
、
日
水
協

誉
会
員
ۮ
⨒

者
と
し
て
、
元
神
ኃ
市
水
道
事
業
管

理
者
で
阪
神
水
道
企
業
団

企
業
長

を
務
め
た
小
۟
ᔕ
ᣗ
が
፳

さ
れ

る
。
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
へ
の
対
応
、
発
ۄ
や
そ
の
後
の
神

ኃ
市
に
お
け
る
地
震
対
策
へ
の
貢
献

な
ど
が
⫸
ښ
さ
れ
た
。

小
۟
ᣗ
は
昭
和
41
年
に
神
ኃ
市
水

道
局
に
入
局
。
技
術
部
計
画
課
長
、

同
部
配
水
課
長
、
中
部
Е
ン
タ
㼰
所

長
、技
術
部
長
・
水
道
技
術
管
理
者
、

参
ֆ
・
水
道
技
術
管
理
者
な
ど
を
経

て
、
平
成
10
年
に
神
ኃ
市
水
道
事
業

管
理
に
ຝ
い
た
。
15
年
の
退
任
後
は

阪
神
水
道
企
業
団

企
業
長
も
務
め

た
。
昭
和
18
年
１
月
１
日
生
ま
れ
。
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に
入
局
し
、
⸂
水
管
の

Б
㼰
ル
У
工
事
の
工
事
ἶ
ᾇ

を
ἔ
ࡒ
り
に
水
道
и
ン
と
し

て
ス
タ
㼰
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
ⳟ
ま
え
、
建
設
部

ヷ
で
ⰰ
水
池
の
స
体
強
化
、

浄
水
場
の
更
新
、
給
水
所
の

新
設
・
ዶ
߂
、
⸂
水
管
の

Ч
㼩
ト
щ
㼰
ク
化
な
ど
大
規

模
施
設
の
計
画
、
調
査
・
設

計
業
務
に
長
く
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
ᗊ
໋
上

ⰰ
水
池
の
స
体
強
化
工
事
で

は
、
全
国
的
に
施
工
چ
が
な

い
స
体
に
水

が
Ⱔ
⛒
さ
れ

た
ᗕ
؟
下
で
の

え
ἰ
り
ஞ

の
ᏹ

に
あ
た
っ
て
、
㹨
次

元
С
㼰
タ
㼰
を
活
用
し
た
స

体
の
変
ᲆ
計
ᨣ
と
㹾
㹸
㺉
建

設
機
ᚷ
で
の
大
規
模
ஞ
工
に

つ
い
て
、
設
計
ᢢ
㆐
か
ら
携

わ
れ
た
こ
と
は
ⰴ
重
な
Ⱕ
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ

る
「
特
別
賞
」
を
受
賞
す
る

こ
と
に
な
り
、
᧾
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
ᖚ

能
な
上
ি
・
先
輩
の
皆
様
、

ޭ
⃛
な
同
僚
・
部
下
後
輩
⹅

の
お
か
げ
と
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
自
然
災
害

へ
の
対
応
や
施
設
の
更
新
な

ど
、
水
道
事
業
は
多
く
の
課

㊹
を
ዏ
え
て
い
ま
す
が
皆
様

の
新
た
な
発
想
と
情
熱
で
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
水

道
事
業
が
実
現
さ
れ
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■
ဋ
ˊ
Щ
Ӫ

前
・
ி
ʮ
ᣃ
水
道
局
ዅ
水
部

管
理
課
長

①
入
⺰
後
初
め
て
の
職
場

で
、
水
道
料
金
の

⋿
ᑾ
理

に
従
事
し
た
こ
と
が
水
道
人

生
の
ॷ
ᮋ
と
し
て
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

震
災
対
策
、
多
Ꮫ
地
ळ
水

道
、
Ѝ
ン
б
ラ
イ
ϼ
ン
ス
な

ど
様
々
な
業
務
に
携
わ
り
ま

し
た
が
、

⋿
ᑾ
理
の
経
験

か
ら
、
い
か
な
る
時
も
水
道

料
金
を
Ⱔ
ዝ
し
て
く
だ
さ
る

お
ะ
さ
ま
の
ۄ
㊱
に
┚
く
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
、
─
に
⿉
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
ご
指
導
、
ご
㉎
ᐆ
を

賜
り
ま
し
た
諸
先
輩
方
や
同

僚
の
皆
様
の
お
ㅷ
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
自
然
災
害
が
ᬌ
し
さ
を

౹
す
中
で
、
᱅
時
も
水
を
⍍

や
さ
ώ
よ
う
ഏ
ㄵ
す
る
皆
さ

ϵ
の

に
、
水
道
一
家
の
⬟

り
を
感
じ
る
と
と
と
も
に
、

水
道
事
業
の
更
な
る
発
展
を

祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ϵ
。

（
現
・
ᗡ

⺰
ց
ท
支

長
）

■
ภ
ʟ
ී
ࣈ

前
・
್
ා
市
水
道
局
水
เ


管
理
所
長

①
長
い
水
道
人
生
を
ጟ
り

返
り
、
一
番
思
い
出
に
残
る

仕
事
は
、
水
源
ᗻ
管
理
所
で

の
仕
事
で
す
。
在
任
中
に
水

源
ᗻ
取
Ⴚ
１
０
０
年
の
∥
目

の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
ϝ
か
、
឵
ᦟ
市
ᣙ
を
は
じ

め
、「
㹾
㺉
㺉
㺄
」
と
「
㹾

㺊
㹸
㺃
」
の
国
㆚
会
⮼
や
大

ฃ
、
؆
⺰
市
等
で
の
⮋
⑭
・

⮋
᪦
の
機
会
を
多
々
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
々
に
ᛦ
ᗻ
の

重
要
ᄝ
や
水
源
ᗻ
ہ
全
の
大

ࡒ
さ
に
つ
い
て
発
ۄ
で
き
た

こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
思
い

出
に
残
る
ⰴ
重
な
Ⱕ
産
と
な

り
ま
し
た
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

お
世
⬍
に
な
り
ま
し
た
多
く

の
皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
水
道
は
重

要
な
公
ߣ
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
そ
の
水
道
事
業
に
長
年

携
わ
れ
た
こ
と
を
⬟
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

持
続
可
能
な
水
道
事
業
⸼
営

の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
現
・
឵
ᦟ
市
水
道
局
川
י

浄
水
場
）

■

܇
თ

前
・
川
߃
市
上
下
水
道
事
業

管
理
者

①
在
任
中
の
最
も
印
象
的

な
出
来
事
は
、
や
は
り
ؓ
和

元
年
ᗡ
日
本
台
風
に
よ
る
、

多
Ꮫ
川
周
ⷒ
地
域
の
ᦱ
水
被

害
で
す
。

災
と
は
ז
え
、

結
ᘀ
的
に
生
じ
さ
せ
て
し

ま
っ
た
ᷱ
大
な
被
害
に
大
き

な
Б
ョ
㼩
ク
を
受
け
る
と
ߣ

に
改
め
て
自
然
災
害
の
╁
൦

を
強
く
感
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

も
、
災
害
対
応
を

め
て
市

ᣙ
生
活
を
支
え
る
高
い
ټ


感
と
ღ
を
持
っ
て
日
々
の
仕

事
に
当
た
っ
て
い
る
、
そ
ϵ

な

間
⹅
と
ߣ
に
仕
事
が
で

き
た
こ
と
を
こ
と
大
変
う
れ

し
く
、
⬟
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。②

こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
輩
諸
ᣗ

を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か

ら
頂
ኂ
し
た
ご
指
導
、
ご
支

援
の
お
ㅷ
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
水
道
、
下
水

道
と
も
老
朽
化
や
耐
震
化
、

更
新
対
策
な
ど
が
今
後
の
ᑼ

ऺ
年
に
ל
っ
て
大
き
な
課
㊹

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
技
術
力
を
ऺ

分
に
活
か
し
、
関
係
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
事
業
が
安

定
的
に
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

（
現
・
建
設
資
源
広
域
ࡥ
用

Е
ン
タ
㼰
常
勤
ἶ
査
役
）

■
ౕ
下
ԧ
彦

前
・
川
߃
市
上
下
水
道
局
水

道
部
水
道
管
ែ
課
長

①
平
成
22
年
に
は
、
水
道

事
業
と
下
水
道
事
業
の
〉
⏨

統
合
に
向
け
、
給
水
装
置
工

事
申
⭐
に
お
け
る
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
ࡥ
ڨ
ᄝ

の
向
上
を

る
た
め
、
市
域

ख
部
に
新
た
な
Ⅴ
口
と
し
て

給
水
装
置
Е
ン
タ
㼰
ख
部
ዝ

当
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
〉
⏨
統
合

に
給
水
装
置
部
ヷ
の
Ⱝ
任
者

と
し
て
携
わ
る
中
で
、
実
務

に
従
事
し
た
経
験
を
ⳟ
ま
え

た
自
分
の
ᆼ
見
が
ὂ
፰
ঘ
ᓲ

さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

事
業
の
将
来
ݫ
を
₅
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
、
と
て
も

☩
い
思
い
出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
誠
に
栄

■
᭘

ଢ

前
・

ࠤ
市
水
道
局
ዮ
務
部

部
長
Ꮀ

①
全
国
的
な
地
震
災
害
応

援
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震

災
、
新

中
越
地
震
、
ᗡ
日

本
大
震
災
、
ᯢ
本
地
震
等
の

応
援
派
遣
や
後
方
支
援
に
従

事
し
ま
し
た
が
、
現
場
で
は

正
に
「
水
道
一
家
」
を
体
現

し
た
活
࣠
と
な
り
、
ⰴ
重
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
㹨
年
前
に
は
┗

ጟ
ᗡ
部
地
震
で
ᖳ
࿇
市
も
被

災
し
、
被
災
者
か
ら
見
た
水

道
の
重
要
ᄝ
も
実
感
し
ま
し

た
。②

特
別
賞
の
受
賞
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
お
世
⬍
に
な

り
ま
し
た
全
国
の
水
道
事
業

体
の
皆
様
や
関
係
団
体
の
皆

様
に
あ
ら
た
め
て
ॵ
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

微
力
な
が
ら
体
力
の
続
く
ㅣ

り
、
何
ら
か
の
ႎ
で
水
道
の

発
展
に
์
ֆ
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
π
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
現
・
さ
っ
ϟ
ろ
水
道
Џ
㼰

ビ
ス
協
会
理
事
・
技
術
部
長
）

■
᭘

ବ
پ

前
・

ࠤ
市
水
道
局
ዮ
務
部

部
長
Ꮀ

①
現
在
進
行
中
の
⯬
平
川

水
道
水
源
水
質
ہ
全
事
業
の

事
業
化
に
向
け
た
業
務
に
携

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
前
چ
の

な
い
事
業
の
た
め
、
施
設
規

模
ᤕ
定
の
た
め
の
水
理
м
С

ル
の
٣
成
・
⪫
ᗵ
、
事
業
認

可
に
向
け
た
国
等
と
の
協

⮼
、
᤺
川
環
境
等
の
調
査
、

施
設
建
設
予
定
地
の
ஞ
地
所

ᖚ
者
と
の
協
⮼
等
多
໙
に
わ

た
る
業
務
を
少
人
ᑼ
で
行
い

ま
し
た
。
ؓ
和
８
年
度
予
定

の
事
業
完
了
が
ᝉ
し
み
で

す
。②

こ
の
た
び
特
別
賞
を
い

た
だ
け
た
の
は
、
こ
れ
ま
で

の
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
、
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
᧾
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
（
①
の
業
務
を
一
⎒
に

行
っ
た
今
は
פ
き
本
多
さ
ϵ

や
ၓ
地

に
も
改
め
て
感
謝

い
た
し
ま
す
）。
今
後
も
水

道
に
関
わ
る
皆
様
が
い
ろ
い

ろ
な
課
㊹
を
⪫
ᤕ
し
、
水
道

界
が
ἦ
々
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま

す
。

（
現
・
ᖳ
࿇
市
管
工
事
業
協

同
〉
合
）

■
ь
̬
࠳
雄

前
・
Љ

市
企
業
局
上
下
水

道
部
長

①
⇐
ᦗ
ダ
к
改
ۊ
、
Ⲃ
川

ٕ
ळ
・
Ⲃ
川
高
ळ
浄
水
場
更

新
、
配
水
池
౹
設
、
配
水
本

管
更
新
、
ॷ
水
や
⸂
配
水
の

⥃
通
施
設
な
ど
、
施
設
の
更

新
・
再
構
築
、
災
害
対
策
等

に
明
け
ᕠ
れ
る
中
、
合
併
に

よ
り
ၓ
継
い
だ
９
≤
水
の
ᑾ

備
と
事
業
統
合
、
そ
し
て
㺅

㺅
㺅
に
よ
る
管
理
体
制
の
構

築
な
ど
、
ࡉ
㌥
水
道
が
大
き

く
変
っ
た
時
代
の
中
で
、
技

術
ຯ
の
↡
く
れ
と
し
て
40

年
、
水
道
に
携
わ
れ
た
こ
と

が
、
私
の
⬟
り
で
あ
り
、
思

い
出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
ご
指
導
ご
㉎
ᐆ
を
賜
り
ま

し
た
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
≤

水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
ख
ᦰ
道


様
や
ᣙ
間
事
業
者
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
も
と
、
事

業
統
合
を
⹅
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
水
道
界
の

ἦ
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
ɶ
川
ᙾ

前
・
᩷
ౕ
市
公
営
企
業
管
理

者
企
業
局
長

①
水
道
事
業
に
携
わ
っ
た

４
年
間
の
中
で
一
番
記
ር
に

残
る
出
来
事
は
、
２
０
１
９

年
10
月
台
風
19
া
の
ႚ
㊄
に

よ
り
い
わ
き
市
で
広
域
的
な

断
水
が
発
生
し
た
㆚
、
応
援

要
⭐
を
受
け
て
す
β
職
員
が

็
泊
施
設
の
手
配
や
派
遣
ᴻ

編
成
、
そ
し
て
応
援
活
࣠
⬺

明
会
を
⸛
や
か
に
実
施
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
給
水
ⵐ
で

出
発
し
て
行
っ
た
こ
と
で

す
。
日
頃
の
⫈
⎬
の
大
ࡒ
さ

と
何
よ
り
も
長
年
の
経
験
を

ℸ
ϵ
だ
職
員
を
⬟
り
に
思
っ

た
こ
と
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
い
た
だ
き
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
職
場
の
職
員
を
始

め
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
と

ご
協
力
の
賜
で
あ
り
⌊
㈝
を

お
۴
り
し
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
の
厳

し
い
経
営
環
境
と
毎
年
繰
り

返
し
発
生
す
る
災
害
な
ど
多

く
の
課
㊹
に
ὂ
㈝
し
て
お
り

ま
す
が
、「
水
道
一
家
」
と

ਐ
ば
れ
る
皆
様
方
の
⌬
の
強

さ
で
߈
ᖜ
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■
藤
Ҿ
秀
一

前
・
ဌ
利
本
ᒱ
市
企
業
管
理

者
①
平
成
21
年
に
任

さ
れ

て
か
ら
12
年
間
、
企
業
管
理

者
と
し
て
水
道
事
業
で
は
、

水
源
・
浄
化
施
設
・
配
管
施

設
等
の
管
理
、
水
道
の
建
設

改
☩
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ᗡ
日
本
大
震
災
や
豪
雨

災
害
時
に
は
被
災
地
へ
応
援

ㆍ
を
派
遣
し
ま
し
た
が
、
災

害
時
に
お
け
る
水
道
業
界
の

結
ᗓ
力
の
強
さ
は
特
に
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
誠
に
栄

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

も
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
支

援
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
水

道
事
業
は
、
人
口
減
少
等
に

伴
う
料
金
ঙ
入
の
減
少
、
施

設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新

㇝
要
の
౹
大
な
ど
、
多
く
の

課
㊹
を
ዏ
え
て
い
ま
す
が
、

職
員
の
皆
様
が
一
֤
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
課
㊹
に
取
り

〉
ϵ
で
い
た
だ
き
、
安
定
し

た
水
道
事
業
の
⸼
営
と
水
道

業
界
の
更
な
る
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
ݯ
ᬔ
一
郎

前
・
ி
ʮ
ᣃ
水
道
局
建
設
部


設
設
ᚘ
課
長

①
昭
和
52
年
水
道
局

特

別

賞
㉁
ၥ
ෆ
ᐜ

ձ
ᛮ
࠸
ฟ

ṧ
ࡿ
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②
こ
の
た
び
は
、
栄

え
あ
る
特
別
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
正
ὂ
、
ኃ
ᆎ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

多
く
の
諸
先
輩
や
同
僚
、
後

輩
た
ち
の
ご
指
導
・
ご
支
援

の
賜
物
と
᧾
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
少
し

で
も
水
道
界
に
ᅇ
返
し
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
本
当
に
お
世
⬍
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
現
・
ᗡ

І
ス
Ђ
ン
ジ
Х

ϼ
ф
ン
Њ
З
ф
㼫
㼰
Б
ョ
ン

Д
）

■
秋

修

前
・
፼
࣓
野
市
企
業
局
業
務

部
長①

た
く
さ
ϵ
の
思
い
出
は

あ
り
ま
す
が
、
経
年
ࢷ
化
が

進
Ϣ
⇆
１
給
水
場
の
更
新
工

事
を
、
７
０
０
㽰
㇎
れ
た
国

ᖚ
地
を
取
Ⴚ
し
、
新
た
に
⇆

４
給
水
場
を
建
設
、
配
水
ድ

ᮋ
を
変
更
す
る
事
業
を
定
年

す
る
年
に
完
成
で
き
た
こ
と

で
す
。
当
初
、
⇆
１
給
水
場

は
同
じ
場
所
で
９
年
を
か
け

て
更
新
す
る
予
定
で
し
た

が
、
ᗡ
日
本
大
震
災
の
ႚ
㊄

も
あ
り
、
別
の
ஞ
地
に
新
た

な
給
水
場
を
建
設
す
る
こ
と

を

ዊ
し
、
４
年
間
で
完
成

し
ま
し
た
。
配
水
ድ
ᮋ
の
変

更
は
、
ࡒ
り
ᖓ
え
時
給
水
Ђ

ф
ϼ
全
体
に
ᬍ
水
が
発
生
す

る
こ
と
を
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
事
前
の
管

浄
ক
び
ᢢ

㆐
的
な
⋲
統
ࡒ
り
ᖓ
え
٣
業

に
よ
り
、
ᬍ
水
発
生
を
防
ぎ

᮲
事
に
ࡒ
り
ᖓ
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
指
導

を
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
や
支

え
て
い
た
だ
い
た
、
同
僚
そ

し
て
後
輩
の
皆
様
の
お
か
げ

で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
水
道
事

業
は
水
㇝
要
の
減
少
や
施
設

の
更
新
等
に
よ
り
経
営
が

ἦ
々
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
⚃
知
を
も
っ
て
安

全
・
安
心
・
安
定
的
な
水
道

業
を
継
続
す
る
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

（
現
・
⒄
ღ
⼹
市
ス
з
㼰
ツ

ጟ
興
協
会
事
務
局
長
）

■
૪
藤
ࢀ
፦

前
・
野
ဋ
市
水
道
事
業
管
理

者
①
ຝ
任
以
来
、
料
金
ፈ
置

き
を
⍍
対
ᗕ
؟
と
し
て
、

「
水
に
こ
だ
わ
り
、
水
を
⍍

え
間
な
く
⸂
り
続
け
、
水
を

通
じ
て
最
☩
の
Џ
㼰
ビ
ス
を

ᎋ
供
す
る
」
と
い
う
ۄ
念
の

も
と
、
課
㊹
の
⪫
消
を

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、

断
水
時
の
水
供
給
で
き
な
い

օ
ᨣ
の
事
ᇧ
に
お
い
て
も
最

ٕ
ㅣ
の
飲
料
水
を
供
給
で
き

る
ф
ス
ク
管
理
型
の
水
管
理

や
水
道
情
ి
発
ۄ
力
を
強
化

し
⪆
⪉
的
⫠
ᣴ
力
に
力
ᮋ
を

置
い
た
「
目
に
と
ど
ま
る
広

ి
」を
実
現
し
た
こ
と
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

も
水
道
部
職
員
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
指

導
・
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る

と
ॵ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ၓ
き
続
き
「
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
」
と

い
う
何
時
も
変
わ
ら
ώ
、
ぶ

れ
な
い
目
ឨ
に
向
け
た
取
り

〉
み
を
進
め
、
持
続
ᄝ
を
ዝ

ہ
で
き
る
水
道
事
業
⸼
営
の

継
続
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

（
現
・
Б
ル
バ
㼰
人
材
Е
ン

タ
㼰
ἶ
事
）

■
˙
Ꮱ
࣋
雄

前
・
҅
Ҙ
ᓶ
広
域
水
道
企
業

団
ዮ
務
部
長

①
高
度
浄
水
࠸
理
（
Є
И

ン
・
生
物
活
ᄝ
ᮂ
方
式
）
の

導
入
に
係
る
広
ి
活
࣠
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
⧁
㊦

㺅
㺇
で
は
、
構
成
団
体
が
実

施
す
る
広
ి
行
事
に
企
業
団

も
ࢶ
え
て
い
た
だ
き
、
企
業

団
事
業
と
高
度
浄
水
࠸
理
水

の
㺅
㺇
を
ℸ
ᝂ
的
に
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
ϗ
だ
ϵ
向
き
合
う
機

会
が
少
な
い
給
水
ळ
域
の
ٖ

ᣙ
の
皆
様
か
ら
ὂ
፰
「
水
道

水
が
お
い
し
く
な
っ
た
」
と

い
う
⫸
ښ
を
い
た
だ
け
た
こ

と
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
思

い
出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
お
世
⬍
に
な
り
ま
し

た
企
業
団
ক
び
関
係
事
業
体

の
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
、
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
、
安
全
で
安
心
な
水
を
安

定
的
に
お
ຮ
け
す
る
水
道
の

た
め
に
、
微
力
な
が
ら
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
・
ख
़
❃
広
域
水
道
企

業
団
再
任
用
職
員
）

■
ᔨ
ᙸ
ҽ
ʴ

前
・
ↄ
ⅳ

↭
市
水
道
局
長

①
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

水
道
事
業
の
進
Ϣ
ϛ
き
方
向

ᄝ
を
₅
す
も
の
と
し
て
「
さ

い
た
ま
市
水
道
事
業
長
期
構

想
（
２
０
２
１
㻻
２
０
㹨

０
）」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
本
長
期
構
想
の
特
ა
と

し
ま
し
て
は
、
⹖
ࡒ
な
施
設

規
模
の
ኺ
᎖
の
も
と
、
Ⱕ
ᑠ

と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ࣉ
ᴀ

的
で
計
画
的
な
施
設
ᑾ
備
を

፳
進
す
る
た
め
の
ዃ
資
・
Ⱕ

ᑠ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
₅

し
て
お
り
、
今
後
の
持
続
可

能
な
水
道
事
業
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
多

く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

指
導
・
ご
協
力
の
賜
物
と
心

よ
り
ॵ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
長
ၓ
く
Ѝ
ч
Ф
₻
の

中
、
㋀
の
見
え
る
会
⮼
が
で

き
ず
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
水
道
界
の
ἦ
々
の
ご
発

展
を
祈
念
し
て
、
お
礼
の
⪺

❃
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
現
・
さ
い
た
ま
市
水
道
局

業
務
部
水
道
⎐
務
課
参
ֆ
）

■
ޛ
᱾
利
昭

前
・
ன
ৎ
ထ
上
下
水
道
課
長

①
水
道
事
業
に
携
っ
た
22

年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

主
に
技
術
職
と
し
て
従
事

し
、
浄
水
場
施
設
の
管
理
⸼

ⵛ
、
配
水
管
路
の
維
持
等
を

は
じ
め
、
事
業
計
画
（
経
営

基
ἷ
の
強
化
）
に
も
業
務
を

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
最
も

そ
の
中
で
特
に
思
い
出
さ
れ

る
こ
と
は
、
ᗡ
ख

平
ᥳ
ᤩ

地
震
に
よ
る
施
設
へ
の
ႚ
㊄

で
、
供
給
に
一
時
の
ܠ
ᡧ
を

受
け
ま
し
た
が
、
職
員
同
ರ

が
一
֤
と
な
っ
た
分
ዝ
体
制

χ
く
り
に
よ
り
、
被
害
調

査
、
施
設
の
復
旧
に

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
次
⇆
で
す
。
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
課
㊹
も

多
く
厳
し
い
ᲆ
᥄
に
あ
り
ま

す
が
、
⚃
知
を
持
っ
て
そ
の

課
㊹
に
取
り
〉
ま
れ
、
今
後

ἦ
々
の
水
道
事
業
の
発
展

と
、
安
全
・
安
心
な
水
の
安

定
供
給
が
持
続
で
き
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
現
・
川
༕
市
管
工
事
業
協

同
〉
合
）

■
૬
ဋ
Ջ

前
・
ᅕ
ډ
川
Ⴤ
企
業
࠻
ҽ
ங

水
道
営
業
所

務
部
ᣐ
水
課

長
①
昭
和
59
年
に
神
ೱ
川
県

企
業

に
入

し
て
、
ؓ
和

㹨
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
37

年
間
の
߰
、
28
年
間
を
水
道

事
業
に
関
わ
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
浄
水
場
や
営
業
所
な

ど
で
様
々
な
仕
事
に
携
わ
り

知
⮮
や
経
験
を
Ⴚ
ら
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
多
く
の
方
々

に
出
会
え
た
こ
と
が
、
現
在

の
私
に
と
り
ま
し
て
思
い
出

で
あ
り
、
Ⱕ
産
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
「
特
別
賞
」
を
ፚ
ֆ
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
身
に
余
る

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
は
た
し

て
、
賞
を
い
た
だ
く
に
۸
す

る
ࢵ
⏚
を
残
し
て
き
た
の
か

身
の
⏎
Ϣ
思
い
で
お
り
ま

す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
神
ೱ

川
県
企
業

を
退
職
し
た
後

も
、
水
道
事
業
に
関
わ
る
仕

事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ၓ
き
続
き
ご
指
導
の
ϝ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
現
・
か
な
が
わ
水
・
Ђ
Ч

ル
Ј
㼰
Џ
㼰
ビ
ス
）

■
大
൶
˦


前
・
ᅕ
ډ
川
Ⴤ
ϋ
広
域
水
道

企
業
団
ዮ
務
部
長

①
最
も
記
ር
に
残
る
の
は

ᗡ
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
水

道
施
設
の
被
害
を
は
じ
め
、

計
画
ܠ
㇜
、
ᑟ

ᄝ
物
質
᪢

ᦅ
へ
の
対
応
等
、
広
域
断
水

の
ढ़
機
に
次
々
に
ὂ
㈝
し
、

そ
の
⺰
度
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
断
水
回

に
向
け
て
職

員
一
֤
と
な
っ
て
取
り
〉
ϵ

だ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
全
国

の
水
道
関
係
者
の
方
々
と
も

ᑼ
多
く
知
り
合
い
、
ߣ
に
仕

事
が
出
来
た
こ
と
が
、
私
の

ฮ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ひ
と

え
に
多
く
の
皆
様
の
支
え
と

ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
᧾
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
水
道

事
業
も
再
構
築
と
い
う
新
た

な
時
代
へ
と
向
か
い
ま
す
。

全
国
の
水
道
事
業
体
の
⚃
知

を
結
集
し
、
水
道
界
が
よ
り

一
ແ
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

（
現
・
神
ೱ
川
県
߰
広
域
水

道
企
業
団
⎐
務
部
職
員
課


ヷ
参
事
）

■
ޢ
本
ԧ
ᝮ

前
・
Ҙ
ᓶ
Ⴤ
企
業
局
長
（
Ҙ

ᓶ
Ⴤ
水
道
事
業
管
理
者
）

①
様
々
な
ⰴ
重
な
経
験
を

す
る
中
で
、
あ
え
て

げ
れ

ば
、
平
成
30
年
の
ख
ᦰ
道
┗

ጟ
ᗡ
部
地
震
に
お
け
る
ブ

ラ
㼩
ク
ϼ
Ѐ
ト
現
象
を
ᑱ
⫈

と
し
て
、
浄
・
給
水
場
等
の

非
常
用
自
家
発
㇜
機
の
౹
強

と
᯽
料
ޭ
先
確
ہ
に
取
り
〉

ϵ
だ
こ
と
で
す
。

し
く
も

⒁
年
の
ኈ
⎐
半
島
台
風
で
、

県
ᗡ
ॊ
部
地
域
が
長
期
間
ܠ

㇜
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
災
害
時
の
安
定
給
水
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

②
栄
え
あ
る
特
別
賞
を
賜

り
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

県

勤
務
の
最
⌨
ἷ
の
２
年

間
、
水
道
事
業
管
理
者
の
仕

事
を
な
ϵ
と
か
全
う
で
き
た

の
も
、
諸
先
輩
方
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
の
支
え
の

お
ㅷ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
人
々
の
生
活
に
ᠿ
く
こ

と
の
で
き
な
い
安
全
な
水
の

供
給
を
ዝ
う
水
道
事
業
に
携

わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
今
後

も
、
水
道
事
業
体
の
皆
様
の

応
援
団
を
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
現
・
ᗡ
❃
高
⸛
鉄
道
ᙗ
式

会
社
）

■
ጎ
ᨻ
ଢ

前
・
Ҙ
ᓶ
Ⴤ
企
業
局
水
道
部

長
①
昭
和
59
年
４
月
以
ㅡ
、

こ
の
㹨
月
ᖱ
ま
で
、
ϝ
Ϟ
一

Ⱜ
し
て
県
営
水
道
に
在
≾
し

ま
し
た
。
計
画
部
ヷ
が
長

く
、
水
道
の
ᔴ
ক
ڬ
進
、
ὂ

結
౹

給
水
、
長
期
施
設
ᑾ

備
方
⽆
な
ど
ᑼ
多
く
の
合
ᆼ

ႎ
成
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
一
方
で
、平
成
㹫
・

８
年
の
大
ᨋ
水
、
ᗡ
日
本
大

震
災
時
の

ᲆ
化
、
е
ル
к

ϼ
ル
С
Ь
У
、
ؓ
和
元
年
の

ց
た
び
続
い
た
台
風
な
ど
の

ढ़
機
管
理
用
務
も
ყ
れ
ら
れ

ま
せ
ϵ
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
ጟ
り
返
る

と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
37
年

間
で
し
た
。
ど
の
職
場
で

も
、
上
ি
、
同
僚
、
後
輩
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
家
ᒼ
、
私

を
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
方

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
幸
い

に
、
４
月
か
ら
も
水
道
関
係

の
お
仕
事
に
ご
⎳
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を

⋨
に
、
こ
れ
か
ら
も
水
道
水

の
安
定
供
給
の
た
め
、
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
現
・
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
協
会
関
ᗡ
支
部
㋍

）

■
ܢ
ϋ
ή
ٽ
郎

前
・
Ҙ
ᓶ
Ⴤ
企
業
局
水
道
部

次
長①

ყ
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

や
は
り
「
ᗡ
日
本
大
震
災
へ

の
対
応
」
で
す
。
発
災
ὂ
後

の
現
場
調
査
か
ら
、
応
ᄛ
給

水
や
応
ᄛ
復
旧
へ
の
対
応
、

そ
し
て
災
害
査
定
。
正
ὂ
、

２
度
と
経
験
し
た
く
は
な
い

㼁
で
す
が
、
ⰴ
重
な
経
験
で

も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一

つ
、「
お
い
し
い
水
χ
く
り

の
取
り
〉
み
」。
お
ะ
様
を

巻
き
込
み
、
高
度
浄
水
࠸
理

か
ら
残
Ḣ

⌐
の
ٕ
減
、
㹽

㺅
の
٣
成
に
出
前
⮋
က
と
、

技
術
的
取
り
〉
み
か
ら
広
ి

ま
で
࿃
広
く
行
っ
た
も
の

で
、
新
鮮
で
ᝉ
し
い
仕
事
で

し
た
。

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

安ܭႎ↚̓ዅↈ↺̅ԡ⇁ਤ←

൦ᢊң˟˟ᧈᘙࢧ

前
頁
か
ら
続
く
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も
相
ま
っ
て
経
営
ܥ
全

化
・
施
設
の
強
㈦
化
が
進
ጻ

し
、
大
き
な
災
害
に
も
Ⱔ
け

な
い
水
道
施
設
構
築
の
Ⲧ
掛

か
り
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

②
関
係
機
関
、
諸
先
輩
、

同
僚
な
ど
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
の
受
賞
で
あ
る
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
想
定
್
の
課
㊹

が
突
然
現
れ
、
水
道
事
業
者

を
試
す
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
強
く
結
ᗓ
さ
れ
た

日
本
水
道
協
会
を
中
心
と
し

た
水
を
ᇇ
す
る
者
た
ち
は
、


㇏
を
ኙ
ち
Ῡ
い
て
進
ϵ
で

行
く
と
ۄ
じ
て
い
ま
す
。
水

道
界
の
ἦ
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

（
現
・
大

市
水
と
⎑
の

部
水
道
工
務
課
再
任
用
職

員
）

■
ౕ
᭗
広

前
・
三
重
Ⴤ
企
業
࠻
次
長

①
昭
和
60
年
に
奉
職
し
、

水
道
用
水
供
給
事
業
の
施
設

の
建
設
・
維
持
管
理
、
水
道

料
金
の
算
定
な
ど
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
㹫

年
も
の
間
、
水
道
技
術
管
理

者
を
ዴ

し
、
常
に
、
事
ᑣ
・

ᑣ
㆛
・
災
害
と
い
っ
た
緊
ᄛ

事
ᇧ
に
備
え
る
一
方
で
、
受

水
市
町
と
の
Ѝ
й
㼫
Х
Ћ
㼰

Б
ョ
ン
を
大
ࡒ
に
、
ⰴ
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
᧾
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
水
道
に
関
わ
り
、

職
場
に
お
い
て
は
企
業

一

家
と
も
ਐ
ば
れ
る
職
員
の
ᆼ

⮮
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
水

の
供
給
は
⍍
対
に
途
⍍
え
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
Ⱝ

任
感
と
ढ़
機
管
理
ᆼ
⮮
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
一

֤
と
な
っ
て
多
く
の
課
㊹
に

取
り
〉
ϵ
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
現
・
日
水
Ѝ
ン
）

■

ຓ
ദ
博

前
・
福
ʟ
市
企
業
管
理
者

①
昭
和
49
年
に
奉
職
し
、

平
成
28
年
に
は
企
業
管
理
者

と
し
て
初
め
て
水
道
事
業
に

携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
任
期
中
の
４
年
間
に
は

20
年
ぶ
り
と
な
る
水
道
料
金

の
改
定
や
、
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
水
道
事
業
を
⸼
営

し
て
い
く
た
め
の
方
向
ᄝ
と

な
る
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
な
ど
、
当
市
水
道
事
業

に
お
い
て
大
き
な
ⵛ
᎓
期
に

企
業
管
理
者
と
し
て
関
わ
れ

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
非

常
に
ⰴ
重
な
Ⱕ
産
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
᧾
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
多

く
の
皆
様
の
お
か
げ
と
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
近

年
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
皆
様
方
が
⚃
知
を
結
集

し
კ
ず
や
課
㊹
を
⪫
ᤕ
で
き

る
も
の
と
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

（
現
・
Њ
ф
㼰
ン
Б
㼧
ル

タ
㼰
）

■
上
野
ී
一

前
・

එ
市
企
業
局
ਃ
࢘
部

長
①
昭
和
61
年
に
技
術
職
と

し
て
金
ᤲ
市
に
奉
職
し
、
平

成
９
年
か
ら
ؓ
和
２
年
ま
で

の
24
年
間
、
企
業
局
に
お
い

て
水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
建
設
、

維
持
管
理
、
検
査
、
企
画
な

ど
、
様
々
な
部
ヷ
の
業
務
に

従
事
し
ま
し
た
が
、
最
も
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

І
ス
・
水
道
・
下
水
道
事
業

の
今
後
10
年
間
の
方
向
ᄝ
を

₅
す
「
経
営
戦
略
」
を
策
定

し
た
こ
と
で
す
。
∥
水
ᆼ
⮮

の
高
ま
り
や
∥
水
型
機
ଧ
の

ᔴ
ক
に
伴
う
水
道
㇝
要
の
減

少
な
ど
、
事
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
౹
す
中
、

今
後
の
あ
る
ϛ
き

を

間

と
ߣ
に
思
案
し
た
当
時
が
ቁ

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
諸
先
輩
や
支
え
て
い

た
だ
い
た
同
僚
、
後
輩
の
お

か
げ
で
あ
り
、
ॵ
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
老
朽
化
が
進

Ϣ
施
設
の
更
新
や
技
術
技
能

の
継
承
な
ど
、
水
道
事
業
は

多
く
の
課
㊹
を
ዏ
え
て
い
ま

す
が
、
携
わ
る
皆
様
の
ἦ
々

の
ご
活
躍
に
よ
り
、
今
後
と

も
事
業
が
持
続
的
に
発
展
さ

れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
・
金
ᤲ
市
ढ़
機
管
理
ἶ
）

■
ܷ
本
ී


前
・
大
阪
市
水
道
局

務
部


務
課
長

①
40
年
間
の
水
道
人
生
に

お
い
て
一
番
の
思
い
出
は
、

高
度
浄
水
࠸
理
の
導
入
に
か

か
る
設
計
に
携
わ
っ
た
こ
と

で
す
。
浄
水
࠸
理
技
術
の
初

ᡭ
的
な
こ
と
か
ら
新
た
な
࠸

理
技
術
へ
の
ⵛ
᎓
に
か
か
る

技
術
㈝
で
の
知
⮮
の
⒄
Ⴚ

や
、
ᔋ
夜
を
ᆖ
し
ま
ず
設
計

ℸ
算
に
取
り
〉
ϵ
だ
こ
と
は

今
も
鮮
明
に
⡛
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
配
水
管
工
事
施

工
業
者
の
施
工
管
理
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
た
入
ᖳ
制

度
の
見
ὂ
し
に
つ
い
て
も
ყ

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
ひ
と

つ
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
賜
り
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
お
ㅷ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
は
、
ご
⎳
が
あ
っ

て
水
道
用
資
材
等
の
検
査
業

務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は

⹆
っ
た
ႎ
で
す
が
微
力
な
が

ら
水
道
界
の
発
展
に
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
大
阪

支
所
大
阪
検
査
事
業
所
）

■
児
ྚ
ᨙ
広

前
・
ب
市
上
下
水
道
局
水
道

部
理
事

①
昭
和
58
年
に
入
局
以

来
、
水
道
事
業
に
38
年
間
、

事
業
部
ヷ
を
中
心
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
一
番
の
思
い

出
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

ᗡ
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

支
援
で
す
。
支
援
・
受
援
と

も
に
相
当
の
Ђ
Ч
ル
Ј
㼰
が

კ
要
で
あ
る
こ
と
を
認
⮮

携
わ
り
、
通
水
へ
の
᪢

水
復
旧
活
࣠
ক
び
受
㇜
で
の

ⶋ
番
ܠ
㇜
に
よ
る
ႚ
㊄
下
で

の
⸼
ⵛ
管
理
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
、
同
ರ
連
ྶ
の
⌬

の
強
さ
を
感
じ
た
こ
と
が
思

い
出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に

な
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
輩

方
ক
び
支
え
て
い
た
だ
い
た

同
僚
、
そ
し
て
後
輩
⹅
の
お

か
げ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
の
水
道
事
業

を
取
巻
く
様
々
な
課
㊹
に
対

し
、
将
来
ݫ
で
あ
る
ჳ
⹖
な

ᕠ
ら
し
を
支
え
、
ۄ
㊱
度
１

０
０
㹚
の
水
道
を
め
ざ
し
た

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け

て
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

（
現
・
ᗄ
ኃ
町
上
下
水
道
課
）

■
ం
ޛ
ᑷ


前
・
Ӹ
Ӟ
ދ
市
上
下
水
道
局

ዮ
務
部
ܤ
μ
ᘓ
ဃ
課
長

①
平
成
12
年
４
月
に

ফ

ຯ
市
で
は
水
道
局
と
下
水
道

局
を
統
合
し
、
上
下
水
道
局

と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
年
９

月
11
日
か
ら
の
ᗡ
ᦰ
豪
雨
と

そ
の
後
の
対
応
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
営

業
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
お
ะ
さ
ま
か
ら
の
「
з

ン
б
が
水
に
ᦱ
か
っ
て
и
ン

Б
ョ
ン
の
水
が
出
な
い
」「
и

ン
е
㼰
ル
か
ら
水
が
ᩣ
れ
て

い
る
」「
道
路
が
ࠃ
水
し
、

家
に
水
が
入
っ
て
来
る
」
等

の
㇜
⬍
が
ᢦ
到
し
ま
し
た
。

一
方
、
こ
の
時
、
少
雨
に
よ

る
ᨋ
水
対
策
を
実
施
中
で
し

た
。
ᗡ
ᦰ
豪
雨
に
関
わ
っ
た

職
員
一
人
ひ
と
り
に
物
⬯
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
同
じ

雨
が
め
β
み
に
も
な
り
、
ᨋ

水
も
豪
雨
災
害
も
ᆫ
き
ⲏ
こ

す
自
然
の
き
び
し
さ
や
防

災
、
水
Ⴧ
環
と
い
う
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
上
下

水
道
」
を
強
く
ᆼ
⮮
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

②
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
よ
き
上
ি
、
先

輩
、
同
僚
、
部
下
、
খ
人
、

家
ᒼ
に
恵
ま
れ
た
か
ら
と
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
人

と
の
つ
な
が
り
、
現
場
を
大

ࡒ
に
す
る
上
下
水
道
界
の
持

続
可
能
な
発
展
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
現
・

ফ
ຯ
市
上
下
水
道

局
調
査
課
水
の
ᡵ
হ
資
料

㌥
）

■

本
ᘽ
ʍ

前
・
Ӹ
Ӟ
ދ
市
上
下
水
道
局

ऴ
إ
⇝
⇟
⇬
∆
課
長

①
昭
和
62
年
に
入
局
以

来
、
長
く
上
下
水
道
事
業
に

携
わ
り
ᖚ
ᆼ
⑭
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

ϵ
な
中
、
給
水
Џ
㼰
ビ
ス
の

最
前
線
に
あ
る
営
業
所
に
在

≾
し
た
お
り
、
工
事

は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
と
連
携
し

て
毎
日
の
業
務
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
地
域
の
防
災
⫈
⎬

へ
の
参
ࢶ
な
ど
を
通
じ
て
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
ዝ
っ
て
い

る
Ⱝ
任
を
強
く
感
じ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
諸
先

輩
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
お

か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
退
職
後
、
幸
い
に

も
水
道
関
係
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
お
り
、
今
後
も
微
力

な
が
ら
水
道
事
業
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ၓ
き
続
き
ご
指

導
ご
㉎
ᐆ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
ᇇ
知

検
査
事
業
所
）

■
˙
藤
ͤ
次

前
・
Ӹ
Ӟ
ދ
市
上
下
水
道
局

ዮ
務
部
ڎ
ኖ
Ⴓ
理
課
長

①
昭
和
60
年
に
新
規
採
用

で
水
道
局
西
業
務
所
営
業
係

（
の
ち
の
営
業
所
）
に
配
属

さ
れ
、
水
道
л
㼰
タ
検
⽆
業

務
を
始
め
現
場
で
水
道
料
金

関
係
業
務
に
従
事
し
て
以
ㅡ

36
年
間
、
主
に
営
業
部
ヷ
、

管
理
部
ヷ
で
お
世
⬍
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
７
年
に
水
道

料
金
改
定
業
務
に
携
わ
り
、

連
日
、
遅
く
ま
で
資
料
٣
り

に
ⷿ
わ
れ
ま
し
た
が
、
⮼
会

で
ۊ
正
（
案
）
が
可
ᤕ
さ
れ

た
と
き
の
安
ూ
と
⹅
成
感
は

今
も
ყ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ϵ
。
そ
の
料
金
が
消
費
税

の
改
定
を
ㅱ
き
、
現
在
も
継

続
し
て
い
る
こ
と
に
㏅
か
さ

れ
ま
す
。

②
こ
の
た
び
栄
え
あ
る
特

別
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
諸

先
輩
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
、
⪓
身
に
な
っ
て
、

ご
指
導
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
賜
物
で
あ
り
、
ॵ
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
水
道
事
業
で
ఝ
っ
た
お

ะ
さ
ま
Џ
㼰
ビ
ス
の
⪆
ᮋ
を

持
っ
て
、
新
た
な
職
場
で
職

Ⱝ
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、

Ѝ
ч
Ф
₻
に
お
い
て
も
市

ᣙ
・
経
ᨌ
を
支
え
る
水
道
事

業
の
Џ
з
㼰
タ
㼰
と
し
て
、

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
現
・

ফ
ຯ
市
守
໋
ळ
役

所
ळ
ᑠ
部
長
）

■
ౕ
ʟ
秀
࠳

前
・
ग़
ჷ
Ⴤ
企
業
࠻
ރ
ࢌ
水

道
事
務
所
長

①
昭
和
59
年
に
ᇇ
知
県
企

業

に
奉
職
以
来
37
年
間
、

⸂
水
管
の
設
計
・
建
設
、
管

路
施
設
の
維
持
管
理
、
施
設

の
更
新
計
画
策
定
、
事
ᑣ
・

災
害
対
策
、
ᨋ
水
対
応
、
浄

水
場
の
⸼
ⵛ
管
理
業
務
ൌ
託

の
実
施
、
፡
水
࠸
理
業
務
に

㺅
㹻
㹾
の
導
入
な
ど
様
々
な

仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
全
て
が
ⰴ
重
な
経
験
で

思
い
出
で
あ
り
、
多
く
の
先

輩
、
同
僚
に
支
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
߂
実
し
た
水
道
人

生
を
⸿
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
多
く
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る

と
ॵ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
地
震
な
ど
の
災

害
対
策
や
施
設
の
更
新
事
業

へ
の
取
り
〉
み
は
も
と
よ

り
、
目
ま
β
る
し
く
変
化
す

る
社
会
経
ᨌ
環
境
に
対
応
し

て
、
安
心
安
全
な
水
を
安
定

し
て
供
給
す
る
水
道
事
業
の

ἦ
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

（
現
・
水
道
機
工
）

■
ன
ޛ
ᦩ
ᠴ

前
・
大
ࡅ
市
水
道
部
長

①
水
道
技
術
職
と
し
て
23

年
間
、
多
く
の
関
係
者
の
皆

様
と
課
㊹
⪫
ᤕ
に
取
り
〉
ϵ

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
一
番
は
、
ᗡ
日
本
大
震
災

で
す
。
ὂ
፰
的
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ϵ
で
し
た
が
、
こ
れ

を

機
に
水
道
施
設
の
更

新
・
耐
震
化
を
ࢶ
⸛
す
る
こ

と
と
な
り
、
料
金
改
定

●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

令和３年度ᴾଐஜ
安心安全でおいしい൦ᢊ൦⇁

ᡀ
頁
ύ
続
く
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●
特
集

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

し
、事
前
対
策
（
Щ
㼰
У
㈝
・

З
フ
ト
㈝
）
の
重
要
ᄝ
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

②
こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
諸
先
輩
を
は
じ
め

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の

賜
物
と
ॵ
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
退
職
後
、
幸
い
に
も

ၓ
き
続
き
水
道
事
業
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

微
力
で
す
が
、
安
全
・
安
心

な
持
続
可
能
な
水
道
の
発
展

の
た
め
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
現
・
ౄ
市
上
下
水
道
局
水

⸼
用
管
理
課
）

■
ٽ
ဋ

Ӯ

前
・
ԉ
ဋ
市
水
道
部

務
室

長
①
最
も
思
い
出
᧾
い
の

は
、
ᗡ
日
本
大
震
災
で
の
災

害
派
遣
活
࣠
で
す
。
被
災
に

よ
る
ṡ
၉
ᲆ
ᇧ
に
ࢶ
え
、
度

重
な
る
余
震
が
発
生
す
る
ᲆ

᥄
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
々
か
ら
労
い
の
⪺
❃
を
ኂ

き
ま
し
た
。
そ
の
お
ᣝ
持
ち

に
ి
い
る
た
め
ᓍ
ᖨ
か
ら
夜

遅
く
ま
で
ᗡ

西
ⲋ
し
た
こ

と
が
ᓺ
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

؆
の
事
業
体
と
の
連
ྶ
感
も

生
ま
れ
、
多
く
の
こ
と
を
ฃ

ば
せ
て
ኂ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
頂
き
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
全
て
諸
先

輩
の
御
指
導
・
御
㉎
ᐆ
な
ら

び
に
同
僚
の
支
援
の
賜
物
で

す
。
こ
れ
ま
で
水
道
一
筋
で

37
年
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
、


多
の
苦
㇏
も
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
こ
の
仕
事
に
ຝ
け
て

本
当
に
☩
か
っ
た
と
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
ၓ
き
続
き
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
後
進
の
育
成
等

職
場
へ
の
ᅇ
返
し
の
ᆼ
を
込

め
⋋
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
現
・
২
田
市
水
道
部
工
務

า
再
任
用
職
員
）

■

本
ή
Ӯ

前
・
阪
ᅕ
水
道
企
業
団
企
業

長
①
平
成
29
年
４
月
１
日
Ḅ

໋
調
ᑾ
池
に
お
い
て
⇆
一
回

⸼
営
協
⮼
会
ক
び
ฮ

市
通

水
式
が

行
さ
れ
ま
し
た
。

構
成
市
に
ฮ

市
が
ࢶ
入
さ

れ
、
こ
の
機
に
そ
れ
ま
で
企

業
団
⮼
会
⮼
員
を
務
め
て
頂

い
て
い
た
構
成
市
の
㍍
長
は

⮼
会
を
㇎
れ
新
た
に
⸼
営
協

⮼
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
80

年
余
の
企
業
団
の
ᡵ
হ
を
経

て
新
時
代
に
向
か
う
⇆
一
ᡭ

と
な
る
出
来
事
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
特
別
賞
を

い
た
だ
き
大
変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
構

成
市
の
市
長
、
⮼
会
、
水
道

部
局
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
賜
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
水
道
事
業
の
経
験
も
な

い
ま
ま
に
企
業
長
に
ຝ
任
し

た
私
を
よ
く
支
え
尽
く
し
て

い
た
だ
い
た
阪
神
水
道
企
業

団
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
・
近
Ṅ
建
設
協
会
）

■

上
ि
一

前
・
阪
ᅕ
水
道
企
業
団
ዮ
務

部
企
画
調
整
課
ɼ
࠴

①
奉
職
し
て
ᑼ
年
は
Б
㼰

ル
У
工
事
の
施
工
管
理
や
実

施
設
計
、
そ
の
後
、
高
度
࠸

理
を

Ϣ
᳅

川
浄
水
場
の

基
本
計
画
か
ら
通
水
ま
で
携

わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
震

災
時
は
、
復
旧
事
業
の
災
害

査
定
か
ら
事
業
が
完
了
す
る

㹨
年
間
ॵ
労
Ὂ
の
ዝ
当
Ⅴ
口

を
、
退
職
前
に
は
、
水
㇝
要

減
少
に
伴
う
浄
水
施
設
の
ダ

Ѐ
ン
Џ
イ
ジ
ン
Њ
検
⫃
な

ど
、
様
々
な
業
務
経
験
が
私

の
ⰴ
重
な
Ⱕ
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

賞
を
頂
く
こ
と
と
な
り
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
こ
れ
ま
で
ご
指

導
、
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た

皆
様
方
の
お
か
げ
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
安
全
安
心
な
水
を
供

給
す
る
た
め
に
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
指
導
ご
㉎
ᐆ
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
◒
し
ま
す
。

（
現
・
ク
ж
タ
建
設
）

■
ޢ
本
経
二
郎

前
・
೧
Ҿ
市
上
下
水
道
部
и

部
長①

࢙
設
以
来
先
人
た
ち
が

守
り
通
し
て
き
た
浄
水
場
を

ဒ
ᡧ
し
県
営
水
道
受
水
に
一

本
化
、
そ
れ
に
続
く
配
水
池

の
築
造
等
で
連
日
地
元
⬺
明

を
行
っ
た
こ
と
や
そ
の
後
の

配
水
ድ
ᮋ
集
⋷
の
た
め
、
全

職
員
一
֤
と
な
っ
て
一
夜
で


管
を
行
い
、
配
水
⋲
統
ࡒ

り
ᖓ
え
٣
業
を
ト
ラ
ブ
ル
な

く
⌨
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
な
ど
が
感
ᇸ
᧾
く
思
い
出

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

②
現
在
、
ೱ
☩
県
で
は
県

域
水
道
一
体
化
に
よ
る
広
域

水
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
で
も
合
併
が

進
ま
ず
、
中
小
な
事
業
体
が

多
く
あ
り
広
域
化
し
な
け
れ

ば
将
来
的
に
水
道
事
業
の
安

定
継
続
が
㇏
し
く
な
り
ま

す
。
今
回
を
最
後
の
広
域
化

の
機
会
と
ጯ
え
一
◒
団
結
し

て
事
業
を
進
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ϵ
。

（
現
・
៥
ॷ
市
上
下
水
道
部

再
任
用
職
員
）

■
ޥ
ק
一
ࢄ

前
・
大

市
企
業
局
水
質
管

理
課
長

①
昭
和
60
年
に
奉
職
し
て

以
来
、36
年
間「
水
道
水
質
」

一
筋
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
水
源
で
あ

る
ᵦ
ᵧ
ᨿ
の
水
質
と
向
き
合

い
、
か
び
◍
対
応
に
ⷿ
わ
れ

一
હ
一
ሌ
し
た
こ
と
が
今
で

は
ቁ
か
し
く
も
あ
り
、
ⰴ
重

な
経
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
質
検
査
機
関
と
し

て
の
ۄ
㊱
ᄝ
確
ہ
を
目
的
と

し
た
水
道
㹼
㺁
㺅
の
取
Ⴚ
、

さ
ら
に
発
展
的
広
域
化
の
一

環
と
し
て
近
㆟
の
事
業
体
か

ら
の
検
査
受
託
に
も
取
り
〉

ϵ
で
き
た
こ
と
も
い
い
思
い

出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
賜
り
、
身
に
余

る
光
栄
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
水
道
事
業
に
携
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

指
導
ご
支
援
の
賜
物
と
ॵ
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
様
々
な
課
㊹
が
໋
ℸ

し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の

⚃
知
を
結
集
し
、
安
心
・
安

全
な
水
道
が
未
来
ま
で
ၓ
き

継
が
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

（
現
・
大
ᦁ
市
企
業
局

水
質
管
理
課
）

■
ʟ
上
Ջ
孝

前
・
長
ා
水
道
企
業
団
局
長

①
昭
和
60
年
頃
か
ら
始

ま
っ
た
下
水
道
ᑾ
備
事
業
に

合
わ
せ
た
Ὶ
⎃
管
・
⾠
給
水

管
の
更
新
事
業
で
、
ऺ
ᑼ
年

間
、
休
日
ᔋ
夜
を

わ
ず
、

生
活
の
ϝ
と
ϵ
ど
を
仕
事
一

☫
で
⸿
ご
し
た
こ
と
は
ყ
れ

ら
れ
ま
せ
ϵ
。
ま
た
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
ᗡ
日
本
大
震

災
で
は
、
ؘ
設
工
事
や
給
水

応
援
等
に
出
࣠
し
、
水
の
あ

り
が
た
み
を
ẁ
感
す
る
と
と

も
に
、
ᖚ
事
に
お
け
る
水
道

業
界
の
ⷛ
⸛
な
࣠
き
と
結
ᗓ

力
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ᑼ
々
の
ⰴ
重
な
経
験
が
私
の

Ⱕ
産
で
あ
り
、
思
い
出
で
あ

り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
賜
り
身
に
余
る
光

栄
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
も
ܖ
に
諸
先
輩

方
を
始
め
、
多
く
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
賜
と
ॵ

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
、
人
口
減
少
に
伴
う
給
水

ঙ
ἦ
の
減
ঙ
、
施
設
更
新
費

用
の
౹
大
等
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
ᲆ
᥄
と
な
っ
て
い
く
水

道
事
業
で
す
が
、
今
こ
そ
皆

様
方
の
⚃
知
を
結
集
し
、
安

全
･
強
㈨
な
水
道
事
業
を
将

来
に
つ
な
げ
て
い
け
る
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。
水
道
業
界

の
ἦ
々
の
発
展
を
願
い
ま
す

と
と
も
に
、
各
ٔ
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
し
て
、
感
謝
の

⪺
❃
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
現
・
長
ᦟ
水
道
企
業
団
工

務
課

参
事
〈
再
任
用
〉）

■
บ

清
૨

前
・
福
ޛ
市
上
下
水
道
事
業

管
理
者

①
ຝ
任
の
⒁
年
に
は
平
成

30
年
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
ᷱ

大
な
被
害
を
受
け
下
水
道
の

߰
水
፡
ㅱ
対
策
に
本
ᙤ
的
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
水
道

ク
ラ
イ
Б
ス
が
ল
ば
れ
る

中
、
職
員
一
֤
と
な
り
中
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
（
経
営
戦
略
）

の
も
と
着
実
に
施
設
の
老
朽

化
対
策
な
ど
経
営
ܥ
全
化
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
広
域
連
携

の
あ
り
方
や
重
要
ᄝ
に
つ
い

て
県
߰
事
業
体
と
Ὕ
Ꮭ
な
⮼

⭚
を
重
Ϗ
ま
し
た
。
任
期
の

最
⌨
年
度
に
は
Ѝ
ч
Ф
₻
に

ጟ
り
回
さ
れ
た
感
は
あ
り
ま

す
が
߂
実
し
た
４
年
間
で
あ

り
ま
し
た
。

②
栄
え
あ
る
特
別
賞
を
頂

ኂ
し
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
₽
໋
旧
水
道
は
神

田
上
水
、
Ⲃ
ℯ
上
水
と
と
も

に
日
本
ց
大
水
道
に
ᑼ
え
ら

れ
、
ま
た
、
現
水
道
は
₽
໋

市
ᑠ
施
行
の

と
な
っ
た
ᡵ

হ
と
伝
統
あ
る
事
業
で
あ
り

そ
の
代
⧏
者
で
あ
っ
た
こ
と

を
⬟
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
皆

様
は
市
ᣙ
生
活
の
根

を
支

え
る
Ђ
㼩
Е
ン
Б
㼪
ル
щ
㼰

Ѕ
㼰
と
し
て
そ
の
役
割
を
将

来
に
わ
た
り
ᘀ
た
し
て
い
た

だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

■

༯
ᘽ
Ӫ

前
・
ޢ
ޛ
市
水
道
局
検
ᤆ
૰


ਃ
࢘
所
長

①
昭
和
56
年
、
最
初
の
配

属
先
と
な
っ
た
営
業
所
で
ὂ

営
検
⽆
業
務
や

⋿
ᑾ
理
業

務
の
後
、
職
員
の
労
務
管

理
、
用
水
供
給
事
業
を
行
う


໋
県
広
域
水
道
企
業
団
へ

の
派
遣
な
ど
、
様
々
な
仕
事

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
で
は
水

道
料
金
に
関
す
る
現
場
業
務

の
ϝ
と
ϵ
ど
が
ᣙ
間
ൌ
託
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の


⋷
・
ἶ
ᾇ
・
指
導
に
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
業

務
を
遂
行
で
き
た
こ
と
を
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。②

こ
の
た
び
の
栄
え
あ
る

賞
は
、
全
て
、
職
場
の
諸
先

輩
の
御
指
導
、
同
僚
の
皆
様

の
お
力
ᨆ
え
に
よ
る
も
の

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ዝ
当

す
る
関
係
の
皆
様
が
協
力
し

あ
っ
て
、
よ
り
☩
い
お
ะ
様

Џ
㼰
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
よ

う
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

■
ኬ
川
ࡎ
一
郎

前
・

܇
市
水
道
事
業
管
理

者
①
４
年
間
の
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
最

後
に
、
⋷
30
年
前
に
大
変
お

世
⬍
に
な
っ
た
国
ஞ
צ
通
Ὂ

職
員
（
当
時
は
、
建
設
Ὂ
᤺

川
局

水
課
勤
務
）
の
方
と

再
会
し
、
全
国
各
地
の
豪
雨

災
害
の
⬍
か
ら
、
懸
案
で

あ
っ
た
、
本
市
水
源
地
を


Ϣ
᤺
川
స
防
の
╂
ၬ
ᄝ
に
つ

い
て
も
⬍
が
お
よ
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
と
ϵ
と
ϵ
ዤ

子
に
事
が
進
み
、
స
防
強
化

工
事
を
完
成
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
公
務
員
生
活
の

中
で
、
改
め
て
人
の
⎳
の
大

ࡒ
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。②

栄
え
あ
る
特
別
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
と
な
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の

と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
様
が
課
㊹
⪫
ᤕ
に
一
֤
と

な
っ
て
取
り
〉
ま
れ
、
こ
れ

か
ら
も
ま
す
ま
す
水
道
界
が

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

■
川
Ҿ
ᑣ
一

前
・

൶
市
上
下
水
道
局
長

（
上
下
水
道
事
業
管
理
者
）

①
平
成
30
年
本
市
通
水
１

０
０
周
年
に
合
わ
せ
新
経
営

計
画
を
策
定
し
、
重
ᮋ
施
策

に
下
水
道
事
業
の
再
構
築
と

旧
≤
水
事
業
の
国
支
援
ዶ
߂

を
፻
げ
取
り
〉
み
ま
し
た
。

≤
水

㊹
は
、
日
水
協
、
≤

水
協
は
じ
め
全
国
の
皆
様
と

と
も
に
取
り
〉
み
、
ؓ
和
㹨

年
度
か
ら
国
の
新
た
な
Ⱕ
ᑠ

፵
置
導
入
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
い
ま
だ
օ
ऺ
分
な
߰
ไ

な
が
ら
、
こ
れ
を
突
Ὸ
口
と

し
て
中
小
事
業
者
の
一
ແ
の

経
営
基
ἷ
強
化
が

ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

②

㇏
な
施
設
管
理
、
再

構
築
、
Ⱕ
務
・
営
業
活
࣠
に

日
々
取
り
〉
ϵ
で
頂
い
た
局

職
員
、
市
߰
関
係
事
業
者
の

皆
様
は
も
と
よ
り
、
同
一
課

㊹
⪫
ᤕ
に
向
け
た
日
水
協
は

じ
め
関
係
団
体
、
ߣ
ᖚ
化
と

新
た
な
⪆
ᮋ
に
ࢶ
え
ᬌ
ࣃ
を

頂
い
た
水
道
産
業
新
ⓘ
社
は

じ
め
業
界

ヷ
⌊
の
皆
様
、

؆
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
ܥ
ࣧ
、
ご
ㆊ

ἰ
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

൦ᢊ൦⇁安ܭႎ↚̓ዅↈ↺̅ԡ⇁ਤ←

ଐஜ൦ᢊң˟˟ᧈᘙࢧ

前
頁
か
ら
続
く



㹝⸨ד୰ᖙѕᖯᕼᓉử⦹㹞２㹥２㹦㹝ؓਝ㹨㹞㹦㹦ᖙ２㹮ᓉ㹝ᖙᕼᓉ㹞（２７） 第５５４２号 ⇆㹨℞⺭ڨᱟ⬣শ特 　集

■
清
水
昭
広

前
・
西
予
市
建
設
部
長

①
西
予
市
は
小
規
模
な
水

道
事
業
体
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
水
源
を
開
発

し
、
浄
水
場
、
配
水
池
の
新

設
・
更
新
事
業
に
携
わ
る
と

と
も
に
、
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
上
水
道
事
業
の
統
合
が
で

き
た
こ
と
、
そ
し
て
平
成
30

年
２
月
の
寒
波
に
よ
る
凍
結

断
水
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
に
よ
る
水
道
施
設
の
復

旧
に
、
い
ず
れ
も
一
週
間
連

続
で
市
役
所
に
泊
ま
り
込
み

対
応
し
た
こ
と
が
大
き
な
思

い
出
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま

す
。②

昭
和
54
年
役
場
職
員
と

し
て
奉
職
以
来
、
42
年
間
の

公
務
員
人
生
の
う
ち
後
半
の

24
年
間
、
田
舎
の
水
道
事
業

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
栄
え
あ
る
特
別
賞

を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
寒

波
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
現
・
西
予
市
建
設
部
建
設

課
再
任
用
職
員〈
指
導
員
〉）

■
三
重
野
小
二
郎

前
・
大
分
市
上
下
水
道
事
業

管
理
者

①
こ
れ
ま
で
未
着
手
だ
っ

た
20
年
ぶ
り
の
水
道
料
金
の

改
定
や
上
下
水
道
事
業
の

統
合
、
50
年
先
を
見
通
し

た
「
経
営
戦
略
」
や
「
大
分

市
主
要
浄
水
場
等
再
構
築
基

本
計
画
」
の
策
定
な
ど
に
よ

り
、
将
来
の
事
業
経
営
に
一

定
の
目
途
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

「
特
別
賞
」
を
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
も
一
重
に
多
く
の
関
係
者

の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
の
賜
物
と
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
社
会
の
到
来
や
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
皆
様
方
が
知
恵
を
出

し
合
い
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
将
来
的
に
も
持
続
可
能

な
水
道
事
業
の
実
現
を
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

■
福
重
利
彦

前
・
一
ツ
瀬
川
営
農
飲
雑
用

水
広
域
水
道
企
業
団
事
務
局

長
（
水
道
技
術
管
理
者
）

①
昭
和
58
年
度
に
設
立
さ

れ
た
当
企
業
団
へ
昭
和
59
年

度
に
採
用
と
な
り
、
37
年
間

水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
当
初
は
、
設
立
さ
れ

た
ば
か
り
で
、
水
道
の
こ
と

が
何
も
わ
か
ら
ず
、
事
務
所

が
あ
っ
た
新
富
町
の
水
道
課

職
員
か
ら
一
か
ら
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
よ
う
や
く
昭
和

62
年
度
に
一
部
給
水
を
開
始

し
、
平
成
５
年
度
に
全
域
給

水
を
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

給
水
に
関
す
る
仕
事
を
毎
日

遅
く
ま
で
全
職
員
で
行
い
、

計
画
通
り
給
水
を
成
し
遂
げ

た
ら
れ
た
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
で
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
い
た
だ
き
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も

職
場
の
職
員
を
は
じ
め
、
ご

指
導
や
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
皆
様
方
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

技
術
の
継
承
と
し
て
後
進
育

成
や
安
全
で
安
定
し
た
水
の

供
給
が
継
続
で
き
る
よ
う
少

し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
現
・
一
ツ
瀬
川
営
農
飲
雑

用
水
広
域
水
道
企
業
団
会
計

年
度
任
用
職
員
）

■
秋
野
博
臣

前
・
鹿
児
島
市
水
道
事
業
及

び
公
共
下
水
道
事
業
管
理
者

①
４
年
間
水
道
局
長
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
間
台
風
・
豪
雨

へ
の
対
応
、
被
災
地
へ
の
災

害
派
遣
な
ど
様
々
な
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
中
で
も

吉
田
永
理
事
長
様
を
は
じ
め

国
・
県
・
市
や
関
係
の
皆
様

を
来
賓
に
お
迎
え
し
て
鹿
児

島
市
水
道
１
０
０
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
た
こ
と
が
心

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
関
係
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か

ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
本
市
の
水
道
事
業
は
大

正
８
年
に
給
水
を
開
始
し
て

か
ら
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

に
よ
り
着
実
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
厳
し
い
時
代
で
す

が
、
今
後
と
も
皆
様
の
知
恵

と
力
を
結
集
し
て
乗
り
越
え

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
現
・
大
進
）

■
比
嘉
学

前
・
那
覇
市
上
下
水
道
局
企

画
経
営
課
企
画
調
整
室
長

①
１
９
８
４
年
入
局
以

来
、
消
費
税
の
対
応
、
料
金

改
定
や
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
等
に
携
わ
り
ま
し

た
。
特
に
消
費
税
対
応
に
つ

い
て
は
、
法
の
成
立
か
ら
施

行
ま
で
が
超
短
期
間
だ
っ
た

の
で
、
平
成
元
年
度
予
算
編

成
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

②
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
先
輩
、
同
僚
や

後
輩
に
支
え
ら
れ
た
も
の

と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
私
的
で
す
が
、
消
費
税

対
応
の
頃
は
長
男
、
料
金
改

定
の
頃
は
次
男
が
誕
生
し
、

夜
遅
く
ま
た
休
日
勤
務
で
子

育
て
に
時
間
が
割
け
な
か
っ

た
中
、
家
庭
を
守
っ
て
く
れ

た
妻
に
あ
り
が
と
う
と
伝
え

た
い
で
す
。

■
清
水
敏
雄

前
・
日
本
水
道
協
会
大
阪
支

所
検
査
課
次
長

①
昭
和
52
年
に
日
本
水
道

協
会
大
阪
支
所
に
奉
職
し
、

初
め
て
の
職
場
は
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
製
造
工
場
の
駐
在

勤
務
で
夜
勤
業
務
も
経
験
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

阪
検
査
事
業
所
、
大
阪
支
所

検
査
課
に
配
属
さ
れ
退
職
い

た
し
ま
し
た
が
、
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
検
査

課
に
配
属
に
な
っ
た
と
き

に
、
工
場
調
査
業
務
で
中
国

の
鋳
物
工
場
の
調
査
を
初
め

て
経
験
し
た
こ
と
が
、
今
で

も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。②

こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
頂
く
こ
と
と
な

り
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
本
水
道

協
会
の
諸
先
輩
方
を
は
じ
め

各
水
道
事
業
体
、
水
道
関
連

企
業
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
最
近
は
大
型

台
風
、
大
地
震
や
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
水
道
施
設
が
置
か
れ
た
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い

方
々
の
新
た
な
発
想
と
情
熱

で
水
道
施
設
の
更
な
る
品
質

向
上
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
大
阪

検
査
事
業
所
嘱
託
）

■
池
本
孝
仁

前
・
日
本
水
道
協
会
大
阪
支

所
大
阪
検
査
事
業
所
長

①
検
査
業
務
に
従
事
し
、

43
年
間
努
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
時
の
検
査
業
務
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

通
勤
途
上
に
被
災
地
が
あ

り
、
通
勤
も
思
い
通
り
に
い

か
ず
、
何
時
も
よ
り
時
間
が

掛
か
り
ま
し
た
が
、
検
査
工

場
に
赴
き
、
検
査
を
行
い
、

被
災
地
の
復
興
に
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま

す
。②

こ
の
た
び
の
、
栄
誉
あ

る
受
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
少

し
の
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
現
職
場
に
残
り
、
検
査

業
務
に
邁
進
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
大
阪

支
所
大
阪
検
査
事
業
所
）

■
藤
本
修
身

前
・
日
本
水
道
協
会
大
阪
支

所
品
質
管
理
課
長

①
私
は
、
在
職
期
間
の
半

分
を
給
水
装
置
の
審
査
登
録

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
給
水
装
置
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
型
式
承
認
制
度
か

ら
認
証
制
度
へ
の
移
行
時
に

最
前
線
で
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
制
度
の
移
行
に

伴
い
、
製
造
工
場
の
工
場
調

査
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

や
テ
キ
ス
ト
と
な
る
も
の
が

な
い
新
た
な
業
務
は
四
苦
八

苦
で
し
た
。
緊
張
の
日
々
、

業
務
を
こ
な
し
て
い
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
、
栄
え
あ

る
特
別
賞
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
身
に
余

る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
水
道

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
や
イ
ン
フ
ラ
設

備
の
老
朽
化
な
ど
、
今
ま
で

の
環
境
で
は
な
い
新
た
な
時

代
に
突
入
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
変
化
す
る
情
勢

に
、
的
確
な
対
応
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
皆
様
の

時
代
に
相
応
し
た
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
大
阪

検
査
事
業
所
嘱
託
）

■
真
野
秀
之

前
・
日
本
水
道
協
会
大
阪
支

所
滋
賀
検
査
事
業
所
長

①
私
は
昭
和
52
年
に
入
社

後
、
滋
賀
検
査
事
業
所
に
配

属
さ
れ
、
44
年
間
同
じ
職
場

で
検
査
・
認
証
事
業
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
当
事
業

所
は
バ
ル
ブ
を
地
場
産
業
と

す
る
彦
根
市
に
所
在
し
、
自

ず
と
取
り
扱
う
検
査
品
目
も

８
割
が
水
道
用
バ
ル
ブ
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
バ
ル
ブ

の
検
査
一
筋
で
今
日
ま
で
来

た
と
い
う
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
水
道

資
機
材
の
技
術
革
新
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
バ
ル

ブ
の
世
界
で
も
耐
震
化
、
高

防
食
化
な
ど
の
新
し
い
技
術

へ
の
検
査
対
応
に
迫
ら
れ
、

苦
心
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

②
こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る

特
別
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
諸
先
輩
や
支
え
て
い
た
だ

い
た
同
僚
そ
し
て
後
輩
の
お

か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
長
年
、
検
査
･
認

証
事
業
に
邁
進
し
て
き
た
こ

と
が
少
し
で
も
水
道
事
業
に

貢
献
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で

す
。
今
後
も
日
本
水
道
協
会

の
検
査
・
認
証
事
業
が
確
固

た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、

併
せ
て
水
道
界
が
ま
す
ま
す

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
現
・
日
本
水
道
協
会
大
阪

支
所
滋
賀
検
査
事
業
所
）

◇

◇

◇

令和３年度　
安心安全でおいしい
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日
本
水
道
協
会
全
国
会
議

≔
⒊
ᄂ
ᆮ
↝
ⅼ
⒞
ⅺ
ↀ

水
道
に
お
け
る
Ḷ
◍
ਊ


㊹
の
代
⧏
的
な
ॷ
୲
物
質
と

し
て
、
Ѕ
ビ
◍
ॷ
୲
物
質
で

あ
る
２
㻻
л
Л
ル
イ
З
ж
ル

Ч
Є
㼰
ル
（
２
㻻
㺂
㹾
㹷
）

と
ジ
㼧
Є
ス
й
ン
が

げ
ら

れ
、
֓
物
質
と
も
に
水
質
基

ᩜ
۸
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
多
く
の

水
道
事
業
体
で
⹖
用
さ
れ
て

い
る
⊨
ᖱ
活
ᄝ
ᮂ
（
⊨
ᮂ
）

࠸
理
は
、
計
画
的
な
備
➑

や
、
ㅣ
ら
れ
た
ᓈ
存
設
備
中

で
の
合
理
的
な
፰
⪭
ᐔ
٣
を

検
⫃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
は
、
ټ
用
す
る

⊨
ᮂ
の
ラ
イ
フ
Џ
イ
ク
ル
で

の
環
境
Ⱔ
⛒
の
ٕ
減
や
、
Ѝ

ス
ト
の

減
も

め
、
ࣉ
ᘀ

を
維
持
で
き
る
最
⹖
な
⊨
ᮂ

ᥡ
入
ᴀ
を
ኺ
᎖
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
Ῠ

⅐
で
は
、
２
つ
の
Ѕ
ビ
◍
ॷ

୲
物
質
の
う
ち
、
⊨
ᮂ
へ
の

১
着
ᄝ
が
ジ
㼧
Є
ス
й
ン
に

ᢻ
ϛ
て
ٕ
い
２
㻻
㺂
㹾
㹷
を

対
象
と
し
、
日
本
全
国
の
水

道
ॷ
水
を
用
い
て
２
㻻
㺂
㹾

㹷
に
対
す
る
⊨
ᮂ
の
࠸
理
ᄝ

⫸
ښ
を
試
み
た
。

こ
こ
で
⊨
ᮂ
に
お
い
て
、

ऺ
分
な
፰
⪭
時
間
を
と
っ
た

後
の
平
⧋
১
着
ᲆ
ᇧ
に
お
け

る
相
ח
٣
用
は
多
ᑼ
ి
৵
さ

れ
て
お
り
、
最
⹖
な
⊨
ᮂ
ᥡ

入
ᴀ
の
ᤕ
定
に
向
け
て
≤
ڨ

な
予
ᨣ
法
確
立
の
試
み
も
行

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実

⸼
用
上
の
⊨
ᮂ
の
፰
⪭
時
間

は
、
多
く
の
水
道
事
業
体
で

１
時
間
ℊ
度
以
߰
と
፳
定
さ

れ
、
非
平
⧋
১
着
、
す
な
わ

ち
⸛
度
⭚
的
な
ᐔ
٣
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
水
道
ॷ
水

中
で
の
２
㻻
㺂
㹾
㹷
の
⊨
ᮂ

১
着
を
検
⫃
す
る
㆚
に
は
、

ॷ
水
中
に

ま
れ
る

然
ᖚ

機
物
（
㺃
㺄
㺂
）
等
の
ߣ
存

物
質
と
の
相
ח
٣
用
に
つ
い

て
も
検
⫃
す
る
კ
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
２
㻻
㺂
㹾
㹷

ㅱ

の
た
め
の
⊨
ᮂ
ᥡ
入
ᴀ

の
≤
ڨ
な
予
ᨣ
法
を
開
発
す

る
た
め
に
は
、
多
℞
多
様
な

水
道
ॷ
水
中
で
の
２
㻻
㺂
㹾

㹷
の
১
着
⸛
度
を
一
ᒋ
⪘
ᨣ

し
、
そ
の
↥
合
の
ℊ
度
と
機

構
を
一
◿
化
す
る
ۋ
ᾲ
的
な

方
法
が
კ
要
と
な
る
。
そ
こ

で
本
Ῠ
⅐
で
は
、
㺃
㺄
㺂
の


∥
変
࣠
に
よ
る
ႚ
㊄
も


め
て
⫸
ښ
す
る
た
め
に
水
ᨡ

の
Ḷ
な
る
２
つ
の
時
期
の
日

本
全
国
の
水
道
ॷ
水
を
用
い

て
、
水
道
ॷ
水
中
に
お
け
る

２
㻻
㺂
㹾
㹷
の
⊨
ᮂ
へ
の
非

平
⧋
১
着

࣠
の
一
◿
的
ݟ

向
を
実
験
的
に
明
ら
か
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
Ῠ
⅐

を
開
始
し
た
。

≕
⒊
ᄂ
ᆮ
↝
ಒ
ᙲ

全
国
21
Ѕ
所
の
浄
水
場
ॷ

水
を
用
い
て
非
平
⧋
ᲆ
ᇧ

（
፰
⪭
時
間
30
分
を
設
定
）

に
お
け
る
２
㻻
㺂
㹾
㹷
の
⊨

ᮂ
へ
の
১
着
ㅱ

ᄝ
を
明
ら

か
に
し
、
ॷ
水
中
の
㺃
㺄
㺂

に

ま
れ
る
物
質
と
２
㻻
㺂

㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
（
⊨
ᮂ
፰
⪭
後

の
２
㻻
㺂
㹾
㹷
ᬏ
度
㹤
⊨
ᮂ

፰
⪭
前
の
２
㻻
㺂
㹾
㹷
ᬏ
度

�
１
０
０
）
の
関
係
ᄝ
か

ら
、
２
㻻
㺂
㹾
㹷
の
⊨
ᮂ
১

着
と
↥
合
す
る
১
着
↥
合
物

質
を
፳
定
し
た
。
さ
ら
に
、

㺃
㺄
㺂
の
分
子
⼺
と
２
㻻
㺂

㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
の
関
係
を
調
ϛ

る
た
め
、
分
子
⼺
分
画
に
よ

り
１
㺠
㹹
㺖
以
上
の
高
分
子

試
料
と
１
㺠
㹹
㺖
未
ᩕ
の
ٕ

分
子
試
料
に
分
画
し
、
２
㻻

㺂
㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
と
の
関
係
に

つ
い
て
⫸
ښ
し
た
。

本
Ῠ
⅐
の
実
験
ᗕ
؟
で
の

２
㻻
㺂
㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
は
、
超

⌅
水
中
（
㺃
㺄
㺂
が
な
い
ᲆ

᥄
を
想
定
）
で
84
㹚
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
高
水
ᨡ
期

ॷ
水
の
ㅱ

ᴀ
は
26
㹚
㿇

55
㹚
、
ٕ
水
ᨡ
期
ॷ
水
の
ㅱ


ᴀ
は
27
㹚
㿇
51
㹚
で
あ

り
、
১
着
↥
合
物
質
の
ႚ
㊄

に
よ
り
２
㻻
㺂
㹾
㹷
ㅱ

ᴀ

が
ٕ
下
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
が
、
採
水
時
期
の
⹆
い
に

よ
る
大
き
な
ႚ
㊄
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
採
水

地
ᮋ
ご
と
に
ㅱ

ᴀ
に
ྑ
Ḷ

が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
続
い
て
、
㹨
次
元
⣍
光

分
ᗵ
に
よ
り
ዘ
出
し
た
㺃
㺄

㺂
の
主
要
成
分
と
２
㻻
㺂
㹾

㹷
ㅱ

ᴀ
と
の
関
係
ᄝ
か

ら
、
フ
ル
ж

様
物
質
が
১

着
↥
合
物
質
と
し
て
大
き
く

์
ֆ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ॷ
水

中
の
分
子
⼺
と
２
㻻
㺂
㹾
㹷

ㅱ

ᴀ
の
関
係
を
⫸
ښ
し
た

実
験
に
お
い
て
は
、
２
㻻
㺂

㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
の
ٕ
下
に
は
１

㺠
㹹
㺖
以
上
の
高
分
子
成
分

と
ᢻ

し
て
１
㺠
㹹
㺖
未
ᩕ

の
ٕ
分
子
成
分
に
よ
る
์
ֆ

が
大
き
い
と
፳
定
さ
れ
た
。

≖
⒊
ʻ
ࢸ
↝
૾
ᤆ

本
Ῠ
⅐
に
よ
っ
て
、
水
道

ॷ
水
中
の
১
着
↥
合
物
質
の

ႚ
㊄
に
よ
り
⊨
ᮂ
࠸
理
の
２

㻻
㺂
㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
が
ٕ
下
す

る
こ
と
に
ࢶ
え
、
２
㻻
㺂
㹾

㹷
ㅱ

ᴀ
の
ٕ
下
に
์
ֆ
す

る
১
着
↥
合
物
質
を
፳
定
し

た
。
今
後
は
、
፳
定
し
た
১

着
↥
合
物
質
に
よ
る
ႚ
㊄
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
১
着

↥
合
物
質
の
ឨ
ᩜ
試
料
を
用

い
た
ो
一
成
分
下
に
お
け
る

১
着
実
験
に
よ
り
์
ֆ
の
大

き
さ
を
⫸
ښ
し
た
い
。
১
着

↥
合
物
質
が
明
ら
か
と
な
れ

ば
、
そ
の
物
質
を
⊨
ᮂ
ᥡ
入

前
に
ㅱ

す
る
方
法
の
検
⫃

や
১
着
↥
合
物
質
を
ޭ
先
的

に
ㅱ

可
能
な
⊨
ᮂ
ᄝ
質
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
２
㻻
㺂
㹾
㹷
ㅱ

ᴀ
の

向
上
や
⊨
ᮂ
ᥡ
入
ᴀ
の
最
⹖

化
に
役
立
て
た
い
。

≗
⒊
Ӗ
ច
↝
ज़
े

今
回
の
Ῠ
⅐
は
、
ফ
く
か

ら
多
く
の
水
道
事
業
体
の
課

㊹
と
し
て

げ
ら
れ
る
、
⊨

ᮂ
に
よ
る
Ѕ
ビ
◍
ॷ
୲
物
質

の
ㅱ

ᄝ
に
着
目
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。
ॷ
水
水

源
や
自
然
環
境
の
Ḷ
な
る
全

国
21
Ѕ
所
の
浄
水
場
ॷ
水
を

同
一
ᗕ
؟
の
も
と
で
১
着
実

験
を
実
施
し
、
ᢻ

・
⫸
ښ

で
き
た
こ
と
は
ⰴ
重
な
取
り

〉
み
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
成
ᘀ
が
⫸
ښ
さ
れ

今
回
の
ᖚ
ࣉ
賞
の
受
賞
を
賜

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
と
も

に
、
今
回
の
Ῠ
⅐
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
水
道
ॷ
水
を

ご
ᎋ
供
い
た
だ
い
た
全
国
の

水
道
事
業
体
に
謝
ᆼ
を
⧏
す

る
。本

Ῠ
⅐
が
⊨
ᮂ
࠸
理
に
よ

る
Ѕ
ビ
◍
ॷ
୲
物
質
の
ㅱ


ᄝ
に
課
㊹
を
ዏ
え
る
؆
の
水

道
事
業
体
の
一
ࢼ
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

≔
⒊
ᄂ
ᆮ
↝
ⅼ
⒞
ⅺ
ↀ

ト
ф
ク
ч
ч
⻭

は
（
㺉

㹸
㹶
㹶
）、
ॷ
水
中
の
ᖚ
機

物
が

⌐
࠸
理
さ
れ
る
こ
と

で
、

次
的
に
生
成
す
る
消

ᢹ

生
成
物
（
㹹
㹷
㺅
）
の

１
℞
で
あ
る
。
２
０
０
４
年

に
水
道
水
質
基
ᩜ
項
目
に
ⷿ

ࢶ
さ
れ
、
２
０
１
５
年
に
は

基
ᩜ
۸
が
０
・
２
Ӊ
㹤
㺁
か

ら
０
・
０
㹨
Ӊ
㹤
㺁
に
強
化

さ
れ
た
。
㹹
㹷
㺅
は
ॷ
水
中

の
ᖚ
機
物
が
多
い
場
合
に
生

成
⼺
が
౹
ࢶ
す
る
こ
と
が
ి

৵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め


⺰
市
上
下
水
道
局
で
は
、

全
ᖚ
機
ᮂ
⌐
（
㺉
㺄
㹸
）
な

ど
の
ᖚ
機
物
関
連
項
目
を
定

期
的
に
ᨣ
定
し
、
ॷ
水
ἶ
⪆

を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
㹨
年
11
月
、
ᵦ
ᵧ

ᨿ
ॊ
ᨿ
を
水
源
と
す
る
ⴚ
上

浄
水
場
に
お
い
て
、
給
水
㺉

㹸
㹶
㹶
ᬏ
度
が
０
・
０
１
９

Ӊ
㹤
㺁
と
⸿

最
大
۸
を
記

録
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ᵦ
ᵧ
ᨿ
水
の
㺉
㺄
㹸
に
大
き

な
変
化
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
特
Ḷ

的
に
ⲏ
こ
っ
た
出
来
事
を
調

ϛ
た
と
こ
ろ
、
ラ
フ
㼥
У
⡒

㋈
と
ਐ
ば
れ
る

物
б
ラ
ン

ク
ト
ン
が
ॷ
水
中
で
初
め
て

⪘

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
に
つ

い
て
ᒉ
献
を
確
認
す
る
と
、

ᦰ
ᥳ
産
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
が
Ⲃ


を
ႎ
成
し
て
㑎
の
大
⼺


を
ၓ
き
ⲏ
こ
す
た
め
、
瀬
ኃ

߰
ᦰ
を
中
心
に

㊹
⪆
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
淡
水
産
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
に
つ
い
て
も
人

の
ἔ
▓
ࡱ
ᬌ
な
ど
の
被
害
が

ి
৵
さ
れ
て
お
り
、
ラ
フ
㼥

У
⡒
㋈
は
社
会
に
ႚ
㊄
を
ֆ

え
る
重
要
な
℞
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

さ
ら
に
近
年
、
ೱ
☩
県
ᙿ

י
浄
水
場
に
お
い
て
も
、
給

水
㺉
㹸
㹶
㹶
が
上
ᓠ
し
た
㆚

に
水
源
の
า
生
ダ
к
で
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
が
౹
ࢶ
し
て
い

た
と
ి
৵
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
給
水
㺉
㹸
㹶
㹶
ᬏ

度
上
ᓠ
の
ॷ
୲
は
、
こ
の
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
ま
た
、
ⴚ
上
浄
水

場
で
は
࠲
集
ᤠ
ᬅ
ᄛ
⸛
῟
ろ

⸿
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

通
常
時
は
前

⌐
࠸
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
が
発
生
す
れ

ば
、
前

⌐
࠸
理
に
よ
っ
て


⌐
と
ঘ
応
し
う
る
。

そ
の
た
め
、
⸿
年
度
の

С
㼰
タ
を
ᑾ
理
す
る
こ
と

で
、
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
の
ᖚ
᮲

に
よ
る
㺉
㹸
㹶
㹶
ᬏ
度
の
౹

減
を
⪫
ᗵ
す
る
と
と
も
に
、

ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
の
㹹
㹷
㺅
生

成
能
試
験
等
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

≕
⒊
ᄂ
ᆮ
↝
ಒ
ᙲ

２
０
０
４
年
㿇
２
０
１
２

年
に
お
け
る

⺰
市
給
水
㺉

㹸
㹶
㹶
は
平

０
・
０
０
㹨

Ӊ
㹤
㺁
、
最
大
０
・
０
０
８

Ӊ
㹤
㺁
で
፳
移
し
て
い
た

が
、
２
０
１
㹨
年
11
月
12
日

に
０
・
０
１
９
Ӊ
㹤
㺁
と
⸿


最
大
۸
を
記
録
し
た
。
そ

こ
で
、
11
月
14
日
に
行
っ
た

ᵦ
ᵧ
ᨿ
ॊ
ᨿ
で
の
水
源
調
査

結
ᘀ
か
ら
、
㺉
㺄
㹸
は
同
年

؆
月
の
１
・
４
ۣ
に
Ḣ
ま
っ

て
い
た
が
、
ク
ч
ч
フ
㼥
ル

㺖
ᬏ
度
が
０
・
０
１
５
Ӊ
㹤

㺁
と
同
年
؆
月
の
５
・
２
ۣ

と
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
ⴚ

上
浄
水
場
ॷ
水
に
お
い
て

も
、
10
月
に
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈

Microtrichia 
capitata

が
初
め
て
⪘

さ
れ
て
お

り
、
11
月
12
日
に
は
１
２
０

⌛
┨
㹤
㺢
㺁
が
計
ᑼ
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
の
特
Ḷ
的
な
発

生
が
、
給
水
㺉
㹸
㹶
㹶
ᬏ
度

上
ᓠ
に
関
係
し
て
い
る
と
፳


さ
れ
た
。

⒁
年
２
０
１
４
年
ক
び
２

０
１
５
年
に
ॷ
水
㹹
㹷
㺅
生

成
能
試
験
を
行
っ
た
結
ᘀ
、

ॷ
水
に
お
け
る
ラ
フ
㼥
У
⡒

㋈
発
生
時
の
ϝ
う
が
、
非
発

生
時
よ
り
も
㺉
㹸
㹶
㹶
生
成

能
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
さ
ら
に
、
ラ
フ
㼥
У
⡒

㋈Gonyostomum semen 

㺃

㹾
㹺
㺈
㻻
１
㹨
８
０
の
ो
⡒

ᙗ
を

⌐
と
ঘ
応
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
⌛
┨

ᑼ
と
生
成
し
た
㺉
㹸
㹶
㹶
ᬏ

度
の
間
に
は
相
関
関
係
が
み

ら
れ
た
。

以
上
の
結
ᘀ
を
も
っ
て
、

２
０
１
㹨
年
11
月
に

⺰
市

給
水
㺉
㹸
㹶
㹶
が
⸿

最
大

۸
を
記
録
し
た
の
は
、
ॷ
水

中
の
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
が

⌐

と
ঘ
応
し
た
こ
と
が
ॷ
୲
で

あ
る
と
結
⭚
χ
け
た
。

≖
⒊
ʻ
ࢸ
↝
૾
ᤆ


⺰
市
上
下
水
道
局
で
は

現
在
、
㋁
微
゚
⪘

に
よ
っ

て
ॷ
水
中
の
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈

を
ἶ
⪆
し
て
お
り
、
ॷ
水
で

ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
が
発
生
し
た

㆚
は
、
㺉
㹸
㹶
㹶
生
成

制

の
た
め
、
前

⌐
࠸
理
を
ܠ

ᡧ
し
て
い
る
。
そ
の
؆
、
࠲

集
࠸
理
の
強
化
や
⊨
ᖱ
活
ᄝ

ᮂ
の
ᥡ
入
も
㺉
㹸
㹶
㹶

制

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
別
途
行
っ
た
Ῠ

⅐
で
は
、
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
は

؆
の

物
б
ラ
ン
ク
ト
ン
よ

り
も
㺉
㹸
㹶
㹶
生
成
能
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
は
重
ᮋ
的
に

ἶ
⪆
が
კ
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、

２
０
１
㹨
年
以
ㅡ
、
ⴚ
上
着

水
で
の
ラ
フ
㼥
У
⡒
㋈
発
生

ᑼ
は
減
少
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ᵦ
ᵧ
ᨿ
ॊ
ᨿ
で
は
時


⪘

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ၓ

き
続
き
ᥡ
⪆
し
て
い
く
方
⽆

で
あ
る
。

≗
⒊
Ӗ
ច
↝
ज़
े

本
Ῠ
⅐
で
は
、
ॷ
水
中
の

ᖚ
機
物
ᬏ
度
の
上
ᓠ
が
み
ら

れ
な
く
て
も
、
特
定
の

物

∏
⇻
⒧
⇯
ᕹ

↗
≷
≦
≤
≤
↝
Ⴛ
᧙
ᄩ
ᛐ

Э
ط
ϼ
ྸ
Ʒ
ͣ
ഥ
Й
ૺ
ƴ
М
ဇ

ᣗי឵

⛔⼹ᣗ

⌛Ḃᣗ

◼ᣗ

ຈ۟ᣗ

ւᣗי

ᦙḂᣗ

Ḃؒᣗ

◼៍ᣗ

ᖲᣗ

ᨊ
ӊ
ྙ
˯
ɦ
↚
݃
ɨ
ↈ
↺
ཋ
ឋ
ਖ਼
ܭ

ብ
໗
ද
λ
ྙ
Ʒ
இ
ᢘ
҄
ƴ

令和３年度ᴾଐஜ൦ᢊң˟˟ᧈᘙࢧ
ஊ

ј

賞

ྠ
ᒁ
ᢏ
⾡
┘
⌮
ᐊ
水
㉁
⟶
⌮
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖
水
㉁
➨
㸯
ㄢ
㛗

小
倉

明
生

ྠ
ᒁ
ᢏ
⾡
┘
⌮
ᐊ
水
㉁
⟶
⌮
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖
水
㉁
➨
㸯
ㄢ
ಀ
㛗

舩
岡

英
彰

ྠ
ᒁ
ᢏ
⾡
┘
⌮
ᐊ
水
㉁
⟶
⌮
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖
水
㉁
➨
㸰
ㄢ

細

田

耕

ྠ
ᒁ
ᢏ
⾡
┘
⌮
ᐊ
水
㉁
⟶
⌮
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖
水
㉁
➨
㸯
ㄢ

荻
野

賢
治

ி
㒔
ᕷ
ୖ
ୗ
水
道
ᒁ
ᢏ
⾡
┘
⌮
ᐊ
水
㉁
⟶
⌮
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖
水
㉁
➨
㸯
ㄢ

协
⌧
࣭
水
道
ᢏ
⾡
◊
✲
ࢭ
ࣥ
ࢱ
勖

ฟ
ྥ
卐

横
井

貴
大

∏
⇻
⒤
⇯
ᕹ

↝
ط
እ
ϼ
理
↚

↷
↺
ዅ
水
⇮
∐
⇕
∓
∓
ᣖ
ᣠ
ຜ

ࡇ
↝
上
ଞ
及
び

↝
Ҿ
׆
調
査


ḷ
ᒣ
ᕷ

ᴗ
ᒁ
ᕤ
ົ
㒊
水
道

⏬
ㄢ
ᢏ
⾡

ᰝ岡

本

朗


㜰
ᕷ
水
道
ᒁ
ᕤ
ົ
㒊
ᕤ
ົ
ㄢ
ᢸ
ᙜ
ಀ
㛗

舩
橋

康
史

᪂
₲
ᕷ
水
道
ᒁ
水
㉁
⟶
⌮
ㄢ
水
㉁
➨
㸱
ಀ


ᖿ田

代

新

国
❧
ಖ

་
⒪
⛉
Ꮫ
㝔
⏕
ά
⎔
ቃ
◊
✲
㒊

௵
◊
✲
ᐁ

浅
田

安
廣

㜰
⚄
水
道

ᴗ
ᅋ
ᢏ
⾡
㒊
ᕤ
ົ
ㄢ
ᢏ
ᖌ

井
上

拓
也

μ

↝
水
道
Ҿ
水
ɶ
↚
ⅹ
ↀ
↺
≕

⒂
∇
⇧
∑
⇊
⇣
∂
∑
⇳
⇐
⒯
∑
↝

ብ


ࣱ
໗
↧
↝
᩼

ᘖ
Ԉ
ბ

б
ラ
ン
ク
ト
ン
が

⌐
ঘ
応

す
る
こ
と
で
㺉
㹸
㹶
㹶
が
生

成
さ
れ
う
る
こ
と
を
₅
し

た
。
こ
の
こ
と
が
、
؆
事
業

体
の
皆
様
に
お
け
る
今
後
の

水
質
管
理
の
一
ࢼ
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０

１
㹨
年
の
給
水
㺉
㹸
㹶
㹶
上

ᓠ
に
つ
い
て
は
、
❋
者
以
್

に
も
多
く
の
職
員
が
関
わ

り
、
対
応
・
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
近
年
、
ᵦ
ᵧ
ᨿ
で
は

か
び
◍
が
再
び

㊹
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後

も
一
֤
と
な
っ
て
、
よ
り
一

ແ
の
水
質
管
理
に
取
り
〉
ϵ

で
い
け
れ
ば
と
ᣝ
を
ၓ
き
⎜

め
る
思
い
で
あ
る
。

余
⭌
で
は
あ
る
が
、
ラ

フ
㼥
У
⡒
㋈
は
鮮
や
か
な
⎑

☫
を
し
て
お
り
、
ᥬ
い
で
い

る

を
㋁
微
゚
で
⪘

し
て

い
る
と
、
だ
ϵ
だ
ϵ
か
わ
い

く
思
え
て
き
た
。
こ
の
ᇇ
ら

し
い

物
б
ラ
ン
ク
ト
ン

が
、
浄
水
࠸
理
に
と
っ
て
ᅵ

ႚ
㊄
で
あ
る
こ
と
は
、
は
な

は
だ
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、

ॷ
水
中
か
ら
の
ラ
フ
㼥
У
⡒

㋈
の
ो
㇎
ఝ
㌎
を
何
度
か
試

み
た
が
、
結
局
成
ࢵ
し
な

か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
と

な
っ
て
い
る
。
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